
授業回

備考

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・コース共通科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

授業概要

全体内容

到達目標

開講学期 2022年度前期 単位数 4単位

代表教員 スポーツ健康科学部教員共通 ナンバリング HSS3301

科目名 【新カリ】ゼミナール 授業形態

英語科目名 【新カリ】ゼミナール 対象学年 3年

担当教員 スポーツ健康科学部教員共通



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・コース共通科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

授業概要

全体内容

到達目標

開講学期 2022年度前期 単位数 4単位

代表教員 スポーツ健康科学部教員共通 ナンバリング HSS3302

科目名 【新カリ】卒業研究 授業形態

英語科目名 【新カリ】卒業研究 対象学年 3年

担当教員 スポーツ健康科学部教員共通



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・コース共通科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

授業概要

全体内容

到達目標

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 スポーツ健康科学部教員共通 ナンバリング BAS3303

科目名 【新カリ】インターンシップ 授業形態

英語科目名 【新カリ】インターンシップ 対象学年 3年

担当教員 スポーツ健康科学部教員共通



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は演習の授業形態による2単位の科目であり、90時間(授業30時間以上を含む)の学習を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
新型コロナウイルス感染症の発生状況により、授業計画等の変更をお願いする可能性がある。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業内で担当教員より配布される。授業に関連する資料をインターネットから検索し参考にしても良い(取扱注意)。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 和氣　秀文
E-mail：hwaki[at]juntendo.ac.jp
※[at]を@に変更してください。

【オフィスアワー】
日時： 火曜日午後
場所： スポーツ健康医科学研究所3階　生理学系実験室(9304号室)

　上記の時間帯には予約無しに質問や相談に応じますが、他の学生からの訪問に対応している可能性もある為、事前にe-mailで予約をする
ことが望ましい。

担当教員の実務経験

参考文献

後日に授業内で模範解答や評価ポイントを提示し、解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 レポート課題3回(40%)、受講態度を基とする平常点(20%)、口答試験1回(40%)を総合して評価する。

評価基準

1. 履歴書、自己profile、フォーマルレターを英語で作成する事が出来る(レポート)。
2. 国際交流に必要なフレーズを英語や中国語で表現することができる(平常点)。
3. ディベートでfor/against(賛成/反対)の両意見を述べ理解し、グローバルな解決法や代替案を提示することができる。
　(口頭試験)

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・コース共通科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」及び「協働で課題を解決するために必要なコ
ミュニケーション能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特になし。

【履修上の注意(科目独自のルール)】
1. 授業の総出席が2/3を満たさない場合は単位を認定しない。
2. 授業中やディベート試験中での発言が一切無い場合は厳格に評価をする。

授業概要

全体内容
　本科目は、演習の授業形態で行われる。スポーツ健康科学に関する専門的知識又は技能をもとに、変容し続ける国際社会の場で活躍でき
る資質及び国際的視野を身につけることを目指し、グローバル化社会には欠かせない語学力、国際人に求められる幅広い教養とセンス、コ
ミュニケーション能力を涵養する。

到達目標

1. 国際交流で起こりうる様々なシーンで、会話や文書によるコミュニケーションを取る事ができる。
2. 英語で履歴書(CV)や自己profile(biography)を作成することができる。
3. スポーツ健康科学に関わる国際問題についてディベート(公的な主題について異なる立場に分かれ議論する)を繰り広げ、多角的な観点
から解決法や代替案を提示できる。
4. 海外遠征・留学・研修の際に必要な準備や、リスクマネージメントを自主的にすることができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 和氣　秀文 ナンバリング BAS3304

科目名 【新カリ】グローバルコミュニケーション 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】グローバルコミュニケーション 対象学年 3年

担当教員 和氣　秀文、鄧　鵬宇、坂本　彰宏、室伏　由佳、スポーツ健康科学部教員共通
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鄧 テーマ:　中国語での施設紹介

中国語圏からのゲ
スト訪問を想定
し、学内施設を中
国語で案内する方
法を学ぶ。

（予習：2時間）
学内にある施設の中国語名について、インター
ネットサイトを活用し、予習する。

（復習：3時間）
学習した案内用語を使い、他の学生と練習す
る。

室伏 テーマ：　海外遠征・出張の手順と注意点

スポーツ遠征や出
張で海外に行く際
に必要な手順とリ
スクマネージメン
トについて学ぶ。

（予習：2時間）
海外で起こりえる事件、事故について調べてお
く。

（復習：2時間）
海外での国際交流参加を想定し、何が既に出来
ていて、何が出来ていないかについてセルフ
チェックをする。

鄧 テーマ：　中国語での挨拶、自己紹介、質問、返答の仕方を学ぶ

中国語で交流する
際のフレーズを学
び、学生間で実際
にコミュニケー
ションをとる。

（予習：2時間）
基礎的な中国語フレーズについてテキストやイ
ンターネットサイトなどで予習しておく。

（復習：2時間）
学習した中国語フレーズを自ら言える、書ける
様にする。

鄧 テーマ：　中国語を正しく発音する
中国語のネイティ
ブ発音を学習す
る。

（予習：2時間）
中国語の発音を調べることが出来るインター
ネットサイトを見つける。

（復習：2時間）
学習した発音が再現できるよう、他の学生と練
習する。

坂本 テーマ：　スポーツ健康科学に関する時事問題を知る

スポーツ健康科学
に関する国際的な
時事問題をイン
ターネットや既存
知識を介してリス
トアップし、背景
と実情を知る。

（予習：3時間）
時事問題が掲載されている記事やインターネッ
トサイトを探す。

（復習：2時間）
時事問題の背景と事情への理解を深め、解決策
について考える。

坂本 テーマ：　ディベートをする

スポーツ健康科学
の国際的時事問題
についてディベー
トを行う。
For/againstの両
観点から議論し、
意見をまとめる。

（予習：2時間）
時事問題の中で、特に気になる項目を選別し、
ディベートに備える。

（復習：2時間）
学習したディベート法に従い、他の学生と好き
なトピックについてディベートをしてみる。

坂本 テーマ：　英語で文書を作成する（1）

履歴書(CV)や自己
profile(biograph
y)を英語で作成す
る。

（予習：2時間）
履歴書作成に必要な情報をリストアップする。
自己profileに記載する自身の情報をまとめて
おく。

（復習：3時間）
履歴書と自己profileを完成させ、提出に備え
る。

坂本 テーマ：　英語で文書を作成する（2）
フォーマルレター
の書き方を学び、
英語で作成する。

（予習：2時間）
フォーマルレターで使われるフレーズや形式を
インターネットサイトで調べておく。

（復習：3時間）
フォーマルレターを完成させ、提出に備える。

和氣
坂本
室伏
鄧

テーマ：　ガイダンス

授業の概要や成績
評価方法について
学ぶ。担当教員か
らの自己紹介を聞
く。

（予習：2時間）
授業形態、内容、成績評価法についてシラバス
を熟読する。

（復習：1時間）
授業形態、成績評価法、注意事項について理解
を深める。

坂本 テーマ：　英語での挨拶、自己紹介、質問、返答の仕方を学ぶ

英語で交流する際
のフレーズを学
び、学生間で実際
にコミュニケー
ションをとる。

（予習：2時間）
基礎的な英語フレーズについてテキストやイン
ターネットサイトなどで予習しておく。

（復習：2時間）
学習した英語フレーズを自ら言える、書ける様
にする。
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定期試験を実施しない

和氣 テーマ：　海外での研究生活（2）

英語圏と中国語圏
以外の大学等にお
ける研究体制や研
究環境について学
ぶ。

（予習：2時間）
予め指定のあった国の大学・大学院制度につい
て調べておく。

（復習：2時間）
学修した他国の研究体制や研究環境に関して、
長所や短所、日本との違い等について纏めてみ
る。

和氣
坂本
室伏
鄧

口答試験(ディベート)

学習したディベー
トルールに従い、
スポーツ健康科学
に関する時事問題
について議論し、
意見をまとめる。
ディベートの内容
は成績評価対象と
なる。

（予習：3時間）
スポーツ健康科学に関する国際的時事問題につ
いて理解を深め、for/againstどちらの意見も
まとめておく。

（復習：2時間）
自身の意見と他の学生からの意見を総括し、解
決法や代替案について考え、将来に活かす。

室伏 テーマ：　海外でのドーピング検査

ドーピング検査や
スポーツ現場で使
われる英語フレー
ズについて学ぶ。

（予習：2時間）
日本で行われるドーピング検査の工程について
予習しておく。自身が実際に使ってみたい英語
フレーズをリストアップする。

（復習：2時間）
学習した英語フレーズについて理解を深め、自
身でも発言できる、理解できるようにする。

和氣 テーマ：　海外での研究生活（1）

英語圏の大学等に
おける研究体制や
研究環境について
学ぶ。

（予習：2時間）
米国や英国など、英語圏における大学・大学院
制度について調べておく。

（復習：2時間）
学修した他国の研究体制や研究環境に関して、
長所や短所、日本との違い等について纏めてみ
る。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・コース共通科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

授業概要

全体内容

到達目標

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 スポーツ健康科学部教員共通 ナンバリング BAS3305

科目名 【新カリ】国際スポーツインターンシップ 授業形態

英語科目名 【新カリ】国際スポーツインターンシップ 対象学年 3年

担当教員 スポーツ健康科学部教員共通



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業中に適宜、資料を配布します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

火曜日　9時〜11時
担当：山崎（短距離走，ハードル走，リレー）
1号館5階1522室

E-mail：kayamaza@juntendo.ac.jp
担当：鯉川（中長距離走）
1号館5階1521室

E-mail：nkoikawa@juntendo.ac.jp
担当：杉林（跳躍）
E-mail：taka.sugibayashi@juntendo.ac.jp
1号館5階1525室

担当：仲村（中長距離走）
E-mail：aknaka@juntendo.ac.jp
1号館5階1524室

担当：高梨（投擲）
E-mail：ytakana@juntendo.ac.jp
1号館5階1523室

参考文献

【成績評価の基準】
1.パフォーマンス向上のための基礎的な科学的根拠が理解できている。（口頭試問）
2.陸上競技に関する基礎的な動作ができる。（実技試験）
3.陸上競技に関する基礎的トレーニング方法が理解できている。（口頭試問、実技試験）
4.授業態度・取り組む姿勢が積極的である。（平常点）

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題達成度（50％）、知識の獲得度（20％）、授業態度・取り組む姿勢（30％）を総合的に評価する。

評価基準

1.パフォーマンス向上のための基礎的な科学的根拠が理解できている。（口頭試問）
2.陸上競技に関する基礎的な動作ができる。（実技試験）
3.陸上競技に関する基礎的トレーニング方法が理解できている。（口頭試問、実技試験）
4.授業態度・取り組む姿勢が積極的である。（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーション力」および「倫理観」を身に付けるための科目の１つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよび
スポーツ競技コースの必修授科目として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授
与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
1年次開講の陸上運動を受講しておくことが望ましい。

【課題（試験・レポート等）に対するフィードバックの方法】
課題ごとに、口頭試問や実技試験を実施し、フィードバックしながら進めていく。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「陸上競技のコーチング演習」においては、走跳投（短距離・リレー・ハードル・中距離・長距離・跳躍・投てき）の競技専門的特性およ
びルールをより深く論理的に理解する。また、ある単一種目のみの指導だけでなく、走・跳・投すべての種目について指導ができるように
なることを目的とする。経験者および未経験者を配慮したグループ分けをし、それぞれの種目に関しての知識を確認および議論ができるグ
ループワークを展開する。それらの知識を駆使しながら、学生同士が指導演習をしながら専門的技術を学んでいく。

到達目標

1.陸上競技における科学的なトレーニング方法が理解できる
2.陸上競技におけるコーチング方法の実際について理解を深めることができる
3.陸上競技におけるパフォーマンス向上のための基礎的な科学的根拠を理解することができる
4.陸上競技の授業およびコーチングをすることができる

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 山崎　一彦 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (陸上競技) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (陸上競技) 対象学年 3年

担当教員 山崎　一彦、仲村　明、高梨　雄太、杉林　孝法、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

7 山崎 受講生がグループを作り、疾走動作をし動画撮影を行う。

速く走るというメ
カニズムをエビデ
ンスを解説し、
トップアスリート
と本講で撮影した
動画を比較しなが
ら、コーチング視
点からディスカッ
ションする。

（予習：2時間）
撮影した動画を自身の動画を編集してディス
カッションや分析に備える
（復習：2時間）
ディスカッションした内容を復習し、分析がで
きていない部分を加えて分析する

山崎
スマートフォンおよびタブレット端末を用いて、計測のできる動画撮
影方法を学び、実際に撮影する。

身近にあるスマー
トフォンやタブ
レット端末を用い
て、簡便かつ正確
に計測や分析ので
きる方法を学び、
実際にスプリント
走の撮影を行う。

（予習：2時間）
インターネットやSNS等の一流競技者から一般
競技者までのスプリント走を検索しなるべく数
多く閲覧しておく。
（復習：2時間）
本講義で撮影した自身または他人の動画を講義
で学んだ分析方法から、時間分析をしておく。

山崎
スプリント走の時間分析をした結果をグループで集め、それぞれの評
価をする。また，そこから、速く走ることの要因について学ぶ。

速く走るというメ
カニズムをエビデ
ンスを解説し、
トップアスリート
と本講で撮影した
動画を比較しなが
ら、コーチング視
点からディスカッ
ションする。

（予習：2時間）
インターネットやSNS等の一流競技者から一般
競技者までのスプリント走を検索しなるべく数
多く閲覧しておく。
（復習：2時間）
本講義で撮影した自身または他人の動画を講義
で学んだ分析方法から、ディスカッションした
内容で指摘された部分を訂正し改善する。

山崎
速く走るというメカニズムをエビデンスベースで理解するために講義
を中心とした知識を得る。

講義形式で知識を
増やしながら、グ
ループ分けをし
て、速く走るとい
うことを深掘りし
ていく。

（予習：2時間）
世界一流競技者および日本一流競技者の動作を
なるべく多くの動画をみて、速く走るという動
作などを整理しておく。
（復習：2時間）
速く走るというエビデンスを整理し、更に参考
書や文献検索をして理解を深める。

山崎
エナジェティクスな部分と効率といった動作の部分から、速く長く走
るということを解説する。

「速く長く走る」
というテーマで解
説で得た知識をも
とに、グループ
ワークでトレーニ
ング方法をデザイ
ンする。

（予習：2時間）
スポーツ生理学などから運動エネルギー代謝に
ついて復習しておく。
（復習：3時間）
速く長く走るためのエナジェティクスを本講義
で行ったことと自身で調べたことをまとめてお
く。さらに運動の効率というところは力学的視
点から整理をしておく。

山崎
鯉川
仲村
杉林
高梨

授業目的および概要の解説、シラバスの解説、評価方法を受講者が理
解する。
また、予習・復習方法についても理解し、実行できるようにする。

講義形式で行い、
陸上競技のコーチ
ングに関する興味
付けを行う。
陸上競技の歴史に
ついて解説する。

（予習：2時間）
シラバスを読み、授業展開を確認しておく。
（復習：3時間）
陸上競技のトラックの歴史について調べ、奥深
い理論が学べるようにしておく。

山崎 短距離走の歴史とルールについて理解する。

短距離走の歴史に
ついて解説し、そ
の背景について受
講者は討議する。
また短距離走の
ルールの変遷を解
説し、現代におけ
るルールを理解し
た上で、背景と対
策について討議す
る。

（予習：2時間）
ルールブックより、短距離走のルールについて
読んでおく。
（復習：3時間）
短距離走のルールと歴史的背景をまとめてお
く。

備考

【学修時間】
この授業は演習形式による4単位の科目であり、授業60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
この授業科目は、資格との関連はない。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

担当教員の実務経験
陸上競技においてオリンピック出場経験、実業団活動経験のある教員、日本スポーツ協会公認コーチ資格、JOCナショナルコーチアカデ
ミー修了の教員、競技中央団体の日本代表監督およびコーチ経験のある教員が、陸上競技の現場において求められる知識や技術をわかりや
すく解説・演習します。
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19 杉林 走幅跳の専門的トレーニング

走幅跳の専門的ト
レーニングを実践
し、指導法を理解
する（実技）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）走幅跳の競技ルールを確認する
（復習３時間）指導法のポイントを整理する

杉林 走高跳のコーチング

現在のパフォーマ
ンスを分析し、
パートナーと相互
に指導し合う（実
技）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）自身の技術課題を確認する
（復習３時間）パフォーマンスの変化をまとめ
る

杉林 跳躍種目の技術②（走幅跳）
走幅跳の各技術の
特徴、ポイントを
解説する（講義）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）　走幅跳の技術の種類について
まとめる
（復習３時間）　走幅跳の技術ポイントを確認
する

杉林 跳躍種目の技術①（走高跳）
走高跳の技術変
遷、ポイントを解
説する（講義）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）　走高跳の歴史についてまとめ
る
（復習３時間）　走高跳の技術ポイントを確認
する

杉林 走高跳の専門的トレーニング

走高跳の専門的ト
レーニングを実践
し、指導法を理解
する（実技）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）走高跳の競技ルールを確認する
（復習３時間）指導法のポイントを整理する

鯉川
仲村

中長距離
大学駅伝に向けた順天堂の取り組みについて学ぶ。

箱根駅伝の歴史的
な背景や順天堂の
箱根駅伝に向けた
チームビルディン
グを紹介し、着目
点を解説する。

（予習：2時間）
配布資料をもとに箱根駅伝の歴史的な背景を調
べてくる。
（復習：3時間）
中長距離の総括として、授業内で解説したポイ
ントを抑え、レポートを作成する。

山崎
鯉川
仲村

短距離、ハードル、リレー、中距離、長距離で演習したことで、専門
的なコーチング実践について振り返る

ディスカッショ
ン、簡単な理解度
を明確にするテス
ト

（予習：2時間）
13回までの演習内容の復習をする
（復習：2時間）
ディスカッションした内容を復習し、今後の
コーチング実践に活かせるようにする

鯉川
仲村

中長距離
長距離走者のランニング技術について実践する。

実技・演習
様々なタイプのラ
ンニングフォーム
について振り返り
を行い、グループ
単位で実践指導を
行う。

（予習：2時間）
事前に配布した課題に対して回答する。
（復習：2時間）
演習で行った実践指導を事例的にまとめる。

鯉川
仲村

中長距離
能力測定の目的とデータの活用方法について理解を深める。

講義
講義形式で蓄積し
た様々なデータの
紹介と解説を行
う。

（予習：2時間）
事前に配布した課題に対して回答する。
（復習：2時間）
データの活用方法に関するレポートを作成す
る。

鯉川
仲村

中長距離
長距離走者の年間スケジュール（トレーニング・競技会等）の目的や
狙いについて理解を深める。

講義・グループ
ワーク・発表
年間スケジュール
の立案し、目的や
ねらいについて発
表する。

（予習：2時間）
事前に配布された資料を参照し、陸上競技のト
レーニング総論をまとめてくる。
（復習：2時間）
日本の長距離走者が年間計画の中で抱える問題
点を整理する。

鯉川
仲村

中長距離
長距離走者のランニング技術について学習する。

講義・グループ
ワーク
様々なタイプのラ
ンニングフォーム
について解説し、
着目するポイント
を紹介する。ラン
ニングを行う上で
意識している点に
関し、グループ
ワークを行う。

（予習：2時間）
事前に配布した課題に対して回答する。
（復習：2時間）
授業内で解説された効率の良いランニング
フォーム習得のためのポイントをまとめてお
く。

鯉川
仲村

中長距離
陸上競技長距離走者のコーチに求められる諸要因について理解を深め
る。

講義・グループ
ワーク
条項学生に自分の
求める理想のコー
チ像を発表させ
る。5-6名のグ
ループで理想の
コーチ像に関し
て、明確なビジョ
ンを意識させる。

（予習：3時間）
長距離走に関しての個人的な印象や感想、自分
の求めるコーチ像のイメージをまとめてくる。
（復習：2時間）
陸上競技長距離走者のコーチングに関するレ
ポートを作成する。
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない

杉林
高梨

演習15回から26回までの跳躍、投擲における内容についてのディス
カッションと理解度を明確にする小テスト

ディスカッショ
ン、小テスト

（予習：2時間）
跳躍、投擲に関する演習内容を復習する
（復習：2時間）
ディスカッションした内容を復習し、小テスト
で理解できていないところを復習する

山崎
鯉川
仲村
杉林
高梨

演習全体の振り返りを行い、自身の専門としていない種目についても
コーチングができるように理解する

ディスカッショ
ン、小テストの解
説やフィードバッ
ク

（予習：2時間）
演習全体の振り返りをし、疑問点や質問など
ディスカッションの材料を作成する
（復習：2時間）
ディスカッションした内容を復習し、分析がで
きていない部分を加えて分析する

髙梨 ハンマー投の技術とトレーニング
ハンマー投の技術
と指導法を理解す
る（講義）

（予習２時間）ハンマー投の競技ルールを確認
する
（復習３時間）ハンマー投の指導法のポイント
を整理する

髙梨 投擲種目の体力特性とトレーニング

投擲種目の競技特
性を考慮したト
レーニングを実践
する（実技）

（予習２時間）投擲種目の体力特性を確認する
（復習３時間）投擲種目のトレーニングについ
てまとめる

髙梨 円盤投の基本的技術とトレーニング

円盤投の基本的技
術とトレーニング
について理解する
（実技）

（予習２時間）円盤投について調べる
（復習３時間）円盤投の技術的ポイントについ
て整理する

髙梨 やり投の基本的技術とトレーニング
やり投の基本的な
技術について解説
する（実技）

（予習２時間）　やり投の技術のについて調べ
る
（復習３時間）　やり投の技術ポイントを確認
する

髙梨 投擲種目の概要と歴史
投擲種目の歴史的
変遷等について講
義する（講義）

（予習２時間）　４つの投擲種目について調べ
る
（復習３時間）　投擲種目の歴史について整理
する

髙梨 砲丸投の基本的技術とトレーニング

砲丸投の基本的技
術とトレーニング
方法について理解
する（実技）

（予習２時間）砲丸投の競技ルールを確認する
（復習３時間）砲丸投のポイントを整理する

杉林 走幅跳のコーチング

現在のパフォーマ
ンスを分析し、
パートナーと相互
に指導し合う（実
技）

予習・復習・レポート課題
（予習２時間）自身の技術課題を確認する
（復習３時間）パフォーマンスの変化をまとめ
る



授業回

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：冨田　洋之
　E-mail：htomita[at]juntendo.ac.jp ※[at] を＠に変更して下さい。
【オフィスアワー】
　日　時：火・水曜日10：00〜11：00
　場　所：1号館5階1511室（体操競技研究室）

その他

授業中に関しては適宜、資料を配付する。

参考文献

産業編集センター冨田洋之自分を操る

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業計画

備考

【学習時間】
　この授業は、講義の授業形態による4単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもっ
て構成する。

【その他】
　新型コロナウイルス感染症の発生状況により、授業計画等の変更をお願いする可能性がある。

担当教員の実務経験
国際体操連盟において技術委員の業務にあたっていた経験を生かし、体操競技の指導現場において求められる知識や技術をわかりやすく解
説します。

明和出版金子明友わざの伝承

体操競技のコーチング（第4版） 金子明友 大修館書店

課題に関して正確に理解させ、評価や助言はその場でフィードバックする。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 定期試験（40％）、実技試験（40％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準
1．体操競技の歴史や専門知識について説明することができる。（定期試験）
2．体操競技の実践的指導方法を理解し、実施することができる。（実技試験）
3．授業やグループワークの取り組みなどの受講態度を評価する。（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、スポーツ健康科学部の学位授与方針に定める「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」を
身につける。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　器械運動の単位取得後にこの授業を履修することが望ましい。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．動きやすい服装。
　2．1回の授業について3分の2以上の出席時間がない場合は、その回の授業を欠席扱いとする。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「体操競技のコーチング演習」においては体操競技が現在に至るまでの歴史や発展経過を学ぶとともに、体操競技における専門知識に触
れ、採点競技の特性や器械運動および、体操競技特有の実践的指導方法を理解することにより、教養のあるスポーツ指導者の育成を目指
す。

到達目標
1．体操競技の歴史について説明することができる。
2．体操競技の専門知識を説明することができる。
3．体操競技の実践的指導方法を理解し、実施できる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 原田　睦巳 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (体操競技) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (体操競技) 対象学年 3年

担当教員 原田　睦巳、冨田　洋之、スポーツ健康科学部教員共通



１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技の歴史について
演習：講義内容を踏まえたグループ討議

講義およびグルー
プワーク

体操競技の源流に
ついて配布資料お
よびスライドを用
いて講義を進める
とともに、グルー
プで討議を行う。

【予習：3時間】
体操競技の歴史ついて資料を読み、疑問点につ
いて調べる。
【復習：3時間】
講義で得られた内容や他のグループ発表で得ら
れた知識をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：オリンピックについて
演習：講義内容を踏まえたグループ討議

講義およびグルー
プワーク

オリンピックにつ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、IOCの取
り組みについてグ
ループで討議を行
う。

【予習：3時間】
オリンピックについて資料を読み、疑問点につ
いて調べる。
【復習：3時間】
講義で得られた内容や他のグループ発表で得ら
れた知識をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

ガイダンス

講義

前期授業の目的及
び概要、シラバ
ス、評価方法等に
ついて説明をす
る。

【予習：2時間】
シラバスの熟読し、内容を理解しておく。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「あん馬」について
演習：「あん馬」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「あ
ん馬」について配
布資料およびスラ
イドを用いて講義
を進めるととも
に、現在の「ゆ
か」に触れ、仕組
みや特徴を理解す
る。

【予習：2時間】
体操競技種目「あん馬」について資料を読み、
疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「ゆか」について
演習：「ゆか」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「ゆ
か」について配布
資料およびスライ
ドを用いて講義を
進めるとともに、
現在の「ゆか」に
触れ、仕組みや特
徴を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「ゆか」について資料を読み、疑
問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：日本の体操競技の歴史について
演習：講義内容を踏まえたグループ討議

講義およびグルー
プワーク

日本の体操競技の
歴史について配布
資料およびスライ
ドを用いて講義を
進めるとともに、
グループで討議を
行う。

【予習：3時間】
日本の体操競技の歴史ついて資料を読み、疑問
点について調べる。
【復習：3時間】
講義で得られた内容や他のグループ発表で得ら
れた知識をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「つり輪」について
演習：「つり輪」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「つ
り輪」について配
布資料およびスラ
イドを用いて講義
を進めるととも
に、現在の「つり
輪」に触れ、仕組
みや特徴を理解す
る。

【予習：2時間】
体操競技種目「つり輪」について資料を読み、
疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。



８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

原田睦巳
冨田洋之

（授業内容）
講義：体操競技種目「平行棒」について
演習：「平行棒」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「平
行棒」について配
布資料およびスラ
イドを用いて講義
を進めるともに、
現在の「平行棒」
に触れ、仕組みや
特徴を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「平行棒」について資料を読み、
疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「跳馬」について
演習：「跳馬」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「跳
馬」について配布
資料およびスライ
ドを用いて講義を
進めるともに、現
在の「跳馬」に触
れ、仕組みや特徴
を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「跳馬」について資料を読み、疑
問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「段違い平行棒」について
演習：「段違い平行棒」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習
を行う

講義および演習

体操競技種目「段
違い平行棒」につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
もに、現在の「段
違い平行棒」に触
れ、仕組みや特徴
を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「段違い平行棒」について資料を
読み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

（授業内容）
講義：体操競技種目「女子跳馬」について
演習：「女子跳馬」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行
う

講義および演習

体操競技種目「女
子跳馬」について
配布資料およびス
ライドを用いて講
義を進めるとも
に、現在の「女子
跳馬」に触れ、仕
組みや特徴を理解
する。

【予習：2時間】
体操競技種目「女子跳馬」について資料を読
み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

（授業内容）
講義：体操競技種目「鉄棒」について
演習：「鉄棒」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「鉄
棒」について配布
資料およびスライ
ドを用いて講義を
進めるともに、現
在の「鉄棒」に触
れ、仕組みや特徴
を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「鉄棒」について資料を読み、疑
問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「女子ゆか」について
演習：「女子ゆか」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行
う

講義および演習

体操競技種目「女
子ゆか」について
配布資料およびス
ライドを用いて講
義を進めるともに
現在の「女子ゆ
か」に触れ、仕組
みや特徴を理解す
る。

【予習：2時間】
体操競技種目「女子ゆか」について資料を読
み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：体操競技種目「平均台」について
演習：「平均台」の歴史およびその仕組みや特徴に触れ、実習を行う

講義および演習

体操競技種目「平
均台」について配
布資料およびスラ
イドを用いて講義
を進めるともに現
在の「平均台」に
触れ、仕組みや特
徴を理解する。

【予習：2時間】
体操競技種目「平均台」について資料を読み、
疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容や器械器具の仕組みや特徴
をまとめる。



１５回

１６回

１７回

１８回

１９回

２０回

２１回

原田睦巳
冨田洋之

ガイダンス

講義

後期授業の目的及
び概要、シラバ
ス、評価方法等に
ついて説明をす
る。

【予習：2時間】
シラバスの熟読し、内容を理解しておく。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（接転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（接転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて接点技群の
実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第7章《1》①接点
技群を読み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
「ゆか」の技の体系（接転系）についてレポー
トに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：幇助の意義と技術について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

技の構造的特徴や
指導法の基礎につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて実習を行
う。

【予習：3時間】
「体操競技のコーチング論」第6章《4》幇助の
意義とその技術を読み、疑問点について調べ
る。
【復習：3時間】
課題技を例に挙げて具体的な幇助方法を検討
し、レポートにまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：技の構造・指導法について
演習：講義内容を踏まえたグループ討議

講義およびグルー
プワーク

技の構造的特徴や
指導法の基礎につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、グループ
で討議を行う。

【予習：3時間】
「体操競技のコーチング論」第5章[技の構
造]、第6章[技の指導法]を読み、疑問点につい
て調べる。
【復習：3時間】
「直接指導法」「間接指導法」の内容をレポー
トに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて頭跳ね起き
の実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第7章《1》②翻転
技群を読み、前方に回転する技について調べ
る。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「頭跳ね起き」について
レポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（宙返り系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（回転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて前方宙返り
の実習を行う。

【予習：2時間】
「前方宙返り」の段階練習、注意ポイントをま
とめておく。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「前方宙返り」について
レポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（宙返り系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（回転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて前方宙返り
の実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第7章《1》③宙返
り技群を読み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
「ゆか」の技の体系（宙返り系）についてレ
ポートに詳細にまとめる。



２２回

２３回

２４回

２５回

２６回

２７回

２８回

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて後転とびの
実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第7章《1》②翻転
技群を読み、後方に回転する技について調べ
る。
【復習：2時間】
翻転技群の後方に回転する技についてレポート
に詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて前転とびの
実習を行う。

【予習：2時間】
「前転とび」の段階練習、注意ポイントをまと
めておく。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「前転とび」についてレ
ポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得た知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて前転とびの
実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第8章《1》②翻転
の基本技術を読み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「前転とび」についてレ
ポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：技の自己観察・他者観察の意義について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

技の自己観察・他
者観察の意義につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて自己観察・
他者観察の実習を
行う。

【予習：3時間】
「体操競技のコーチング論」第6章2．[技の
コーチング方法論的基礎]を読み、疑問点につ
いて調べる。
【復習：2時間】
「自己観察」「他者観察」の内容を具体的な例
を挙げてレポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて後転とびの
実習を行う。

【予習：2時間】
「後転とび」の段階練習、注意ポイントをまと
めておく。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「後転とび」についてレ
ポートに詳細にまとめる。

原田睦巳
冨田洋之

講義：「ゆか」の技の体系（翻転系）について
演習：講義内容で得られた知識をもとに実習を行う

講義および演習

「ゆか」の技の体
系（翻転系）につ
いて配布資料およ
びスライドを用い
て講義を進めると
ともに、体操競技
場にて後転とびの
実習を行う。

【予習：2時間】
「体操競技のコーチング論」第8章《1》②翻転
の基本技術を読み、後転とびについて調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容と「後転とび」についてレ
ポートに詳細にまとめる。

定期試験

原田睦巳
冨田洋之

講義：トレーニング計画について
演習：講義内容を踏まえたグループ討議

講義およびグルー
プワーク

トレーニング計画
について配布資料
およびスライドを
用いて講義を進め
るとともに、グ
ループで討議を行
う。

【予習：3時間】
「体操競技のコーチング論」第4章 [トレーニ
ング計画]を読み、疑問点について調べる。
【復習：2時間】
講義で得られた内容を踏まえて、指導者となっ
た場合の具体的なトレーニング計画を立案す
る。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

１
廣瀬伸良
竹澤稔裕

「講道館柔道の歴史」について理解を深める。
「競技柔道の発展と展開」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔道の歴史と発展」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。

【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

備考

この授業は、演習の授業形態による4単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。
【その他】
本授業の内容を合格した受講生においては以下の資格試験を受験することが出来る。
・日本伝講道館柔道初段〜参段
・全日本柔道連盟審判員Cライセンス
・全日本柔道連盟公認指導者Cライセンス

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

1.授業内で指示された授業資料を必ず持参すること。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

廣瀬伸良
E-mail：nhirose［at］juntendo.ac.jp
[at]を@に変更してください。
随時
場所：1号館5F　1506室

担当教員の実務経験

最新　柔道の形 小谷澄之、大滝忠夫 不昧堂

参考文献

授業などで返却、もしくはグループ別発表時にコメントするなど評価のポイントを提示して解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 平常点（20％）、課題レポート（20％）、実技試験（60％）を総合して評価する。

評価基準
1.柔道技術および形に関する理解力と実技能力を評価する（毎時間の実技試験）。
2.武道文化としての形の在り方、意義についての内容を課題レポートで評価する（課題レポート）。
3.授業中の発言や予習・復習の取り組み状況によって受講態度を評価する（平常点）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」を身に付けるための科目の１つとして開講され
る。また、スポーツ科学科コーチング科学コースにおいては、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないし研究できる能
力」という学位授与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

日本伝講道館柔道初段以上の段位、もしくはそれに相当する技能をもつ者が望ましい。
段位を所有しない学生は、授業の安全管理上、担当者との打ち合わせを経てから受講すること。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
この授業は柔道創生期から伝承される武道運動の理解をすすめ、柔道指導者として必要とする理論と実技力を身につけるとともにその意義
を理解する。講道館柔道における柔道技術の原理（投の理・固の理）と理合、構造を理解して五教の技に代表される技術体系を学び、実技
を身につける。また、日本古来の投げ技、固め技の原理と理合いを凝縮した形を学び、対人調整力やコミュニケーション能力、またそれら
を総合させ表現する能力などを身につける。競技柔道においては試合審判規定の理解を深め、審判能力の向上と実践力を身につける。授業
内容についての予習・復習レポートを作成するともに形の演武や技術のプレゼンテーション能力を育くむ。

到達目標

1.	柔道の歴史や発展過程を学び、柔道コーチングにおける意義を理解することが出来る。
2.	柔道の技術体系である「五教の技」について理解を深めるとともに技能を身につけることが出来る。
3.	講道館制定の「投の形」、「固の形」、「柔の形」について理解を深めるとともにその技能を獲得出来る。
4.	講道館柔道試合審判規定およびIJF国際審判規定の内容について理解し、審判員としての技能を獲得することが出来る。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 廣瀬　伸良 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (柔道) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (柔道) 対象学年 3年

担当教員 廣瀬　伸良、竹澤　稔裕、スポーツ健康科学部教員共通
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廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「投の形・手技」について理解を深める。「浮
落・背負投・肩車」について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「投の形・手技」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「投の形・腰技」について理解を深める。「浮
腰・払い腰・釣り込み腰」について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「投の形・腰技」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「系統的指導方法①」について理解を深める。講道館柔
道における「技術指導方法」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「技術の指導方法」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「系統的指導方法②」について理解を深める。講道館柔
道における「実技指導上の留意点」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「実技指導上の留意点」について技術書やイ
ンターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技能構造④」について理解を深める。講道館柔道の
「五教の技・第四教」8本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「五教の技・第四教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技能構造⑤」について理解を深める。講道館柔道の
「五教の技・第五教」8本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「五教の技・第五教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技能構造②」について理解を深める。
講道館柔道の「五教の技・第二教」8本について実技を含めた演習を行
う。

演習形式

【予習：2時間】
「五教の技・第二教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技能構造③」について理解を深める。講道館柔道の
「五教の技・第三教」8本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「五教の技・第三教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技術構造」について理解を深める。講道館柔道の「技
の分類」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔道の技術構造」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の「技能構造①」について理解を深める。講道館柔道の
「五教の技・第一教」8本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「五教の技・第一教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「講道館柔道の目的と運動特性」について理解を深める。「競技柔道
における目的と運動特性」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「講道館柔道の目的と運動特性」について技術
書やインターネットおよび映像を活用して学習
する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。
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廣瀬伸良
竹澤稔裕

「IJF国際柔道審判規定」について理解を深める。
「IJF国際柔道審判規定」についての技の判定や審判法について実技を
含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「IJF国際柔道審判規定」について技術書やイ
ンターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「柔の形③」について理解を深める。
「柔の形・第三教」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔の形・第三教」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「講道館柔道審判規定」について理解を深める。
「講道館柔道審判規定」についての技の判定や審判法について実技を
含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「講道館柔道審判規定」について技術書やイ
ンターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「柔の形①」について理解を深める。
「柔の形・第一教」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔の形・第一教」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「柔の形②」について理解を深める。
「柔の形・第二教」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「柔の形・第二教」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「固の形②」について理解を深める。
「固の形・絞め技」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「固の形・絞め技」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「固の形③」について理解を深める）。
「固の形・関節技」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「固の形・関節技」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「投げの形・横捨て身技」について理解を深め
る。横掛・横車・浮技」について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「投の形・横捨て身技」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「固の形①」について理解を深める。
「固の形・抑え技」5本について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「固の形・抑え技」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「投げの形・足技」について理解を深める。
「送り足払い、支え釣り込み足、内股」について実技を含めた演習を
行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「投の形・足技」について技術書やインター
ネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

講道館柔道の制定する「投げの形・真捨て身技」について理解を深め
る。「巴投・裏投・隅返」について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「投の形・真捨て身技」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

「定期試験を実施しない」

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「柔道競技の体力特性とトレーニング」について理解を深める。
「柔道に特化した体力トレーニング」について実技を含めた演習を行
う。

演習形式

【予習：2時間】
　「体力トレーニング」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「柔道の科学（運動学、栄養学、心理学）」についての理解を深め
る。
「柔道指導に必要な科学的根拠」について質疑応答を含めたプレゼン
テーションを行う。

演習形式

【予習：2時間】
　「科学的根拠に基づいた柔道指導」について
技術書やインターネットおよび映像を活用して
学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「柔道の安全管理・指導」について理解を深める。
柔道の授業、クラブ活動などの場面における安全管理と安全指導（教
育）について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔道の安全管理・指導」について技術書やイ
ンターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
　本授業の学習内容についての個人テキスト
（レポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「指導者の倫理」について理解を深める。
「柔道指導者の心構えおよび技能」について演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「柔道指導者の倫理」について技術書やイン
ターネットおよび映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。

廣瀬伸良
竹澤稔裕

「講道館柔道審判規定」と「IJF国際柔道審判規定」との相違点につい
て理解を深める。
「講道館柔道審判規定」と「IJF国際柔道審判規定」との相違点につい
て技の判定や審判法について実技を含めた演習を行う。

演習形式

【予習：2時間】
「審判方法」について技術書やインターネット
および映像を活用して学習する。
【復習：2時間】
本授業の学習内容についての個人テキスト（レ
ポート）を作成する。



授業回

備考

【学修時間】
この授業は演習形式による4単位の科目であり、授業60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
この授業科目は、資格との関連はない。
新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

1.日本剣道形解説書（全日本剣道連盟）
2.剣道基本技稽古法（全日本剣道連盟）
3.剣道試合・審判規則、細則（全日本剣道連盟）
4.剣道指導要領（全日本剣道連盟）

その他

連絡先・オフィスア
ワー

　中村　充　（1号館5階　1505号室）：水曜日14:30〜16:00、木曜日10:00〜12:00、
　　　　　                                 E-mail：mtnakamu[at]juntendo.ac.jp　（[at]を＠に変更してください）
　佐藤　皓也（1号館5階　1505号室）：水曜日12:30〜16:00
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：k.sato.it[at]juntendo.ac.jp　（[at]を＠に変更してください）

担当教員の実務経験

参考文献

課題ごとに、口頭試問や実技試験を実施し、フィードバックしながら進めていく。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題達成度（50％）、知識の獲得度（20％）、授業態度・取り組む姿勢（30％）を総合的に評価する。

評価基準

1.打突動作の客観的分析ができる。（口頭試問）
2.日本剣道形10本および木刀による基本技稽古法が理合いに則って演武できる。（実技試験）
3.試合・審判規則細則を理解し、的確に審判ができる。（口頭試問、実技試験）
4.剣道の授業展開ができる。（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーション力」および「倫理観」を身に付けるための科目の１つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよび
スポーツ競技コースの必修授科目として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授
与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
剣道初段程度を持っていることが望ましい。それに該当しない場合は担当者に相談すること。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「剣道のコーチング演習」においては、日本剣道形および木刀による基本技稽古法について、解説書を用いて、その理合いを学び、演武で
きるようにする。試合審判法については、試合規則・細則ならびに運営要領を理解し、所作を身につけるとともに実際の試合場面に対応で
きる素養を身につけることを目指す。打突動作について客観的に分析する視点を学ぶなどし、多様な対象者へ指導できる力を身につける。

到達目標

1.剣道打突動作について客観的視点で分析ができる。
2.日本剣道形10本および木刀による基本技稽古法が理合いに則って演武できる。
3.試合・審判規則細則を理解し、的確に審判ができる。
4.剣道の授業展開ができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 中村　充 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (剣道) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (剣道) 対象学年 3年

担当教員 中村　充、佐藤　皓也、スポーツ健康科学部教員共通
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中村充
佐藤皓也

日本における「かたの文化」について学習し、その特性について理解
を深める。剣道における日本剣道形および基本技稽古法の意義を理解
する。

稽古や守破離を
キーワードとした
「かたの文化」に
ついて解説し、メ
リットとデメリッ
トを討議する。
剣道における日本
剣道形および基本
技稽古法の意義を
理解し、効果的な
取り入れ方を検討
する。

（予習：2時間）
スポーツ指導のあり方を整理するとともに、ス
ポーツ技術のおける「基本動作」の意義につい
て考える。
（復習：2時間）
「かたの文化」のメリット、デメリットを整理
し、日本剣道形や基本技稽古法の効果的な活用
法を検討する。

中村充
佐藤皓也

日本剣道形の成り立ちを理解し、礼法をはじめとした所作法ならびに
木刀の扱い方を学習し、実践により身につける。

日本剣道形の成り
立ち、ならびに所
作法や木刀の扱い
方についても解説
する。２人組にて
立ち合い、所作を
行う。

（予習：2時間）
日本剣道形の成立過程について調べる。また、
元太刀と仕太刀の意義および呼吸の合わせ方を
調べておく。
（復習：2時間）
竹刀と木刀の特性の違いが、動作に与える影響
について整理する。

中村充
佐藤皓也

受講生が任意に選んだ打突動作を、ビデオカメラにて撮影する。トッ
プ選手等の打突動作を用いて、動作基点の設定の仕方や視点を解説
し、簡略な動作分析の要点を理解する。

受講生が任意に選
んだ2種類の打突
動作を、側面から
ビデオ撮影する。
トップ選手等の打
突動作を用いて、
スローあるいはコ
マ送り再生させな
がら打突動作の局
面分けと動作分析
のポイントの視点
を学び、その特徴
を検証する。

（予習：2時間）
自己の得意技を整理する。打撃動作の局面分け
について調べ、各局面の位置づけを整理する。
（復習：2時間）
剣道の打突動作について、動作局面を整理し、
競技力向上につながる動作を考える。

中村充
佐藤皓也

自己の打突動作を客観的な視点から分析し、受講生相互の特徴を討議
する。また、主観と客観の相違についても検討する。

自己の打突動作
を、客観的に分析
を試みるととも
に、打突時の主観
的な感覚との統合
を図る。
また、他者の打突
動作についても分
析しながら、競技
力向上につなげる
指導法を討議す
る。

（予習：2時間）
ビデオ撮影した自己の打突動作について、主観
的な感覚からその特徴を整理する。また、自分
がイメージする理想の打撃動作を明確化し、説
明できるようにする。
（復習：3時間）
自己の打突動作について、主観と客観のギャッ
プおよびその原因について整理する。自己の理
想とする打突動作を模索する。

中村充
佐藤皓也

現代社会における武道の位置づけについて理解を深める。

スポーツと武道の
成り立ちの違いに
ついて解説する。
オリンピックを中
心とするスポーツ
と剣道の社会的位
置づけを討議し、
今後のあり方につ
いて検討する。

（予習：2時間）
武道憲章を一読し、武道種目について調べる。
（復習：3時間）
社会における武道の意義、スポーツにおける位
置づけについてまとめる。

中村充
佐藤皓也

剣道が持つ武道的側面と競技的側面について理解を深めるとともに、
競技力向上のために必要な要因を検討する。

剣道の特性を、武
道的側面と競技的
側面から解説す
る。
一般的に必要とさ
れるスポーツ競技
力の向上に必要な
原理原則に基づ
き、剣道の競技力
向上に必要と考え
られる要素を討議
する。

（予習：2時間）
スポーツ種目の特性を分類する方法を調べ、剣
道特有の特性を考える。
（復習：3時間）
様々なスポーツ種目の特性を「心技体」の観点
から整理する。
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中村充
佐藤皓也

木刀による剣道基本技稽古法の意義を理解する。木刀による剣道基本
技稽古法について、自己動作の確認を行う。

木刀による剣道基
本技稽古法の教本
に基づいて、その
意義を解説する。
２人組で木刀によ
る剣道基本技稽古
法を実施し、基本
9本を確認する。

（予習：2時間）
木刀による剣道基本技稽古法の教本に基づき、
成立過程を確認する。
（復習：2時間）
木刀による剣道基本技稽古法を実施する際の要
点を整理する。

中村充
佐藤皓也

模擬刀を用いて日本剣道形１０本を演武できるようにする。

解説書に基づいて
木刀にて確認し、
模擬刀にて日本剣
道形１０本の演武
を行う。

（予習：2時間）
解説書にて、日本剣道形１０本の理合いを再確
認する。
（復習：2時間）
自己の日本剣道形１０本の課題を整理し、竹刀
剣道に活用する要点を整理する。

中村充
佐藤皓也

日本剣道形の指導上の留意点を理解し、指導を実践してみる。

解説書に基づいて
日本剣道形の指導
上の留意点を解説
する。指導の実践
を行う。

（予習：2時間）
解説書にて、日本剣道形指導上の留意点を読ん
でおく。
（復習：3時間）
クラブ等にて指導の実践を行う。

中村充
佐藤皓也

小太刀の特性と扱い方について理解する。解説書に基づき、日本剣道
形８〜１０本目の理合いを理解し、木刀にて演武できるようにする。

小太刀の特性と扱
い方を解説する。
日本剣道形８〜１
０本目を解説書に
したがって読み合
わせるとともに、
その解釈について
説明する。
２人組にて小太刀
の扱い方と構え方
を身につける。日
本剣道形１〜７本
目を復習し、８〜
１０本目を行う。

（予習：2時間）
日本剣道形解説書の、８〜１０本目について熟
読する。
（復習：3時間）
日本剣道形１〜１０本目における自己の課題を
整理し、滑らかな動きにつなげるための検討を
行う。

中村充
佐藤皓也

刀の扱い方を理解する。模擬刀で日本剣道形１０本を行ってみる

刀の扱い方につい
て解説する。昇段
審査規則の日本剣
道形審査基準につ
いて解説する。木
刀にて日本剣道形
10本を演武し、受
講生相互に評価す
る。模擬刀にて日
本剣道形１０本を
行ってみる。

（予習：2時間）
刀の各部の名称および扱い方を調べる。昇段審
査規則の日本剣道形に関わる審査基準を調べ
る。
（復習：2時間）
日本剣道形10本の自己の課題を整理し、滑らか
な動きにつなげるための検討を行う。

中村充
佐藤皓也

解説書に基づき、日本剣道形１〜３本目の理合いを理解し、木刀にて
演武できるようにする。

日本剣道形１〜３
本目を解説書にし
たがって読み合わ
せるとともに、そ
の解釈について説
明する。
２人組にて木刀
で、日本剣道形１
〜３本目を行う。

（予習：2時間）
日本剣道形解説書の、１〜３本目について熟読
する。
（復習：2時間）
日本剣道形１〜３本目における自己の課題を整
理し、滑らかな動きにつなげるための検討を行
う。

中村充
佐藤皓也

日本剣道形4〜７本目の理合いを理解し、木刀にて演武できるようにす
る。

日本剣道形４〜７
本目を解説書にし
たがって読み合わ
せるとともに、そ
の解釈について説
明する。２人組に
て木刀で、日本剣
道形１〜３本目を
復習し、４〜７本
目を行う。

（予習：2時間）
日本剣道形解説書の、４〜７本目について熟読
する。
（復習：3時間）
日本剣道形１〜７本目における自己の課題を整
理し、滑らかな動きにつなげるための検討を行
う。
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中村充
佐藤皓也

禁止事項・反則事項に関する理解を深め、適切な判断力を身につけ
る。

試合規則および運
営要領に記述して
ある禁止事項・反
則事項とその見極
めや対応法を解説
する。受講生同士
で審判員と試合者
に分かれ、様々な
禁止事項・反則事
項を実演しながら
対応法について研
究する。

（予習：2時間）
試合規則に記載されている禁止事項・反則事項
を確認する。試合運営要領に記載されている禁
止事項・反則事項の解釈や対応法について読ん
でおく。
（復習：2時間）
様々な事例あるいは試合者の年代よって変わる
禁止事項・反則事項への対処法について、整理
する。

中村充
佐藤皓也

運営要領に基づく審判員の入退場の所作、試合時の責任範囲や審判員
三者による連携原則を理解する。審判員の試合場への入退場所作、移
動時の所作を身につけ、原則に基づく移動や連携ができることを目指
す。

審判員の移動範
囲、責任範囲、お
よび連携の原則に
ついて解説する。
受講生が相互に審
判員と試合者とな
り、審判員の入退
場や移動、原則に
基づく移動や連携
を実践する。

（予習：2時間）
試合運営要領を準備し、審判員の責任範囲およ
び連携方法について調べる。
（復習：2時間）
審判員の責任範囲および連携方法について整理
し、自己の課題を抽出する。

中村充
佐藤皓也

有効打突の条件に関する理解を深め、有効打突を見極める要件・要素
を理解する。

試合規則および運
営要領に記述して
ある有効打突の条
件とそれを見極め
る要件・要素を解
説する。受講生同
士で審判員と試合
者に分かれ、様々
な打突を実演しな
がら有効打突の判
定について研究す
る。

（予習：2時間）
試合規則の有効打突の条件を暗記する。試合運
営要領に記載されている有効打突を見極める要
件・要素について読んでおく。
（復習：2時間）
ビデオ等で、様々な年代やレベルの試合で判定
されている有効打突の判定を確認し、自己の判
定基準を整理する。

中村充
佐藤皓也

剣道試合・審判規則細則および審判の手引きに基づき、審判員の任務
ならびに心構えを理解する。

規則細則第１条な
らびに手引きに記
述されている、審
判員の任務および
心構えについて解
説する。受講生の
過去の試合経験か
ら、審判に関する
経験や疑問につい
て意見交換する。

（予習：3時間）
試合・審判規則細則を準備し、一読する。
（復習：2時間）
試合が剣道の発展や試合者に寄与する影響力を
整理したうえで、審判員の任務・心構えについ
て再検討する。

中村充
佐藤皓也

審判員の所作を学習し、正しい姿勢での所作を身につける。

試合規則に則った
審判員の所作を解
説する。審判旗を
持ち、鏡あるいは
受講者相互で立位
姿勢や審判旗表示
姿勢を確認し、
様々な場面の所作
法を身につける。

（予習：2時間）
試合・審判規則細則にて、審判員の所作および
旗の表示方法を確認する。
（復習：2時間）
規則に示された審判員の所作および旗の表示法
を整理し、鏡などを利用して自分の姿を確認す
る。

中村充
佐藤皓也

木刀による剣道基本技稽古法について、初心者への指導法を検討す
る。木刀による剣道基本技稽古法について、指導内容の確認を行う。

木刀による剣道基
本技稽古法の教本
に基づいて、指導
への活用意義を解
説する。２人組で
木刀による剣道基
本技稽古法を実施
し、示範すべき動
作確認および初心
者指導への具体的
な活用内容を確認
する。

（予習：2時間）
木刀による剣道基本技稽古法の教本に基づき、
初心者指導の留意点を確認する。
（復習：2時間）
木刀による剣道基本技稽古法を指導する際の要
点を整理する。
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中村充
佐藤皓也

学校現場の授業展開において、親しみやすい剣道授業の教材・手法に
ついて学習し、指導できる力を身につける。

剣道の導入に使用
できるゲームにつ
いて、受講者同士
で体験し、指導す
る際の手順につい
て検討する。（剣
道具とその他の道
具を使用しながら
行えるゲーム）

（予習：2時間）
剣道具を使用して行えるゲームについて調べ
る、あるいは考案する。
（復習：2時間）
様々な剣道ゲームをアレンジし、伝統的な道具
の扱いや考え方を損なわないような新たなゲー
ムを考案する。

中村充
佐藤皓也

初心者を指導する際の留意点を理解する。そして年代別の初心者指導
法について学習する。

スポーツコーチン
グにおける初心者
指導の基本概念を
解説し、剣道が有
する伝統的な文化
や考え方を初心者
に指導する際の留
意点を解説する。
特に礼法や基本動
作について、各年
代に応じた指導方
法について意見交
換しながら効果的
な方法を検討す
る。

（予習：2時間）
剣道指導要領にある初心者指導内容を活用し
て、主な留意点をまとめておく。
（復習：3時間）
初心者指導や幼少年指導で陥りやすい問題点に
ついて、課題を整理し発展的な展望を検討す
る。

中村充
佐藤皓也

学校現場の授業展開において、親しみやすい剣道授業の教材・手法に
ついて学習し、指導できる力を身につける。

剣道の導入に使用
できるゲームにつ
いて、受講者同士
で体験し、指導す
る際の手順につい
て検討する。（道
具の不使用あるい
は新聞紙やボール
などの一般的道具
を使用したゲー
ム）

（予習：2時間）
剣道具を使用しないで剣道の特性に近づける
ゲームについて調べる、あるいは考案する。
（復習：2時間）
様々な剣道ゲームをアレンジし、新たなゲーム
を考案する。

中村充
佐藤皓也

審判員として、試合全般を運営する総合的能力を養う。

受講者が相互に審
判員と試合者にな
り、模擬試合を審
判員として運営す
る。その中で生じ
た様々な事象に対
し、試合規則およ
び運営要領を参照
しながら疑問点の
解決を図り、適切
な対応方法を検討
する。

（予習：2時間）
試合規則ならびに運営要領にて、審判員の所
作、有効打突の条件、禁止事項。反則事項につ
いてあらためて確認する。
（復習：2時間）
模擬試合で発生した課題について、その対応法
を整理する。

中村充
佐藤皓也

段位制度について理解し、審査内容について学習するとともにその要
点に沿った立合いを行う。

剣道段位審査規則
に基づいて、段位
制度およびその審
査項目を解説す
る。２人組とな
り、審査内容に
沿った立合いを実
施する。

（予習：2時間）
剣道段位審査規則を読んでおく。
（復習：2時間）
審査項目について理解を深め、事故の立合いの
課題について整理する。

中村充
佐藤皓也

審判員として、試合全般を運営する総合的能力を養う。

受講者が相互に審
判員と試合者にな
り、模擬試合を審
判員として運営す
る。その中で生じ
た様々な事象に対
し、試合規則およ
び運営要領を参照
しながら疑問点の
解決を図り、適切
な対応方法を検討
する。

（予習：2時間）
試合規則ならびに運営要領にて、審判員の所
作、有効打突の条件、禁止事項。反則事項につ
いてあらためて確認する。
（復習：2時間）
模擬試合で発生した課題について、その対応法
を整理する。
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定期試
験は実
施しな
い

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない

中村充
佐藤皓也

学校現場での授業を想定し、模擬授業を運営・展開する力を養う。

相互に指導者役と
生徒役を行い、指
導案にしたがって
模擬授業を行う。
その後、意見交換
を行う。

（予習：3時間）
対象者・実施項目を設定し、30分程度の指導案
を考案する。
（復習：2時間）
模擬授業を振り返り、良かった点やうまくいか
なかった点を整理し、解決策を見出す。

中村充
佐藤皓也

学校現場での授業を想定し、模擬授業を運営・展開する力を養う。

相互に指導者役と
生徒役を行い、指
導案にしたがって
模擬授業を行う。
その後、意見交換
を行う。

（予習：3時間）
対象者・実施項目を設定し、30分程度の指導案
を考案する。
（復習：2時間）
模擬授業を振り返り、良かった点やうまくいか
なかった点を整理し、解決策を見出す。

中村充
佐藤皓也

二刀流の歴史的背景および基本的な技術を学習し、二刀流を体験して
みる。

二刀流の歴史的背
景、基本的な規則
および技術を解説
する。受講者同士
で二刀流をお互い
に体験する。

（予習：2時間）
二刀流の規則について調べる。またインター
ネット等を活用して実戦映像を視聴する。
（復習：2時間）
二刀流の特性を整理し、指導の際の留意点をま
とめる。



授業回

備考

この授業は、演習形態による４単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
この授業は、サッカーのコーチング論と合わせて履修することにより、JFA公認C級ライセンスが取得できます。（費用必要）
取り扱うテーマは、JFAによるC級ライセンス講習の改訂を踏まえ変更される。
また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

JFAサッカー指導教本2020 C級コーチ.公益財団法人日本サッカー協会

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当：島嵜 佑 E-mail：yshimasa＠juntendo.ac.jp

【オフィスアワー】
日時：水曜日 12:00〜12:50 場所：1号館5F 1528号　球技コーチング学研究室

担当教員の実務経験
JFA公認指導者資格であるC級ライセンスを付与する指導者講習会において、インストレクターとして活動した経験や、プロサッカーチーム
において競技者として活動した経験を活かして、サッカー及びチームスポーツの理解が深まるよう指導する。

参考文献

授業内課題に関しては、授業にて返却し、模範解答の提示するとともに評価ポイントについて解説する。
指導案に関しては、指導実践後チェックし、その場で返却する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 指導の実践(60%)、授業内課題(30%)、実技レベル(10%)を総合して評価する。

評価基準

1.サッカー指導現場において、フリーズコーチング、シンクロコーチング等を有効に使い、的確な指導ができる。(指導の実践・実技レベ
ル)
2.サッカー指導者として、的確なゲーム分析およびプレー分析をもとに、改善のためのプランニングおよびトレーニングオーガナイズが作
成できる。(指導の実践)
3.サッカー指導者の役割、指導者に必要な様々な知識（発育発達、メディカル、審判、女子指導等々）について理解を深め説明することが
できる。(授業内課題)
4.指導現場で必要となる技術戦術に関する知識やコーチング方法等々について理解し説明することができる。(授業内課題）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーション力」および「倫理観」を身に付けるための科目の１つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよび
スポーツ競技コースの必修授科目として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授
与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
1年次にサッカーを受講していることが望ましい。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
サッカー指導者養成の内容が大半を占めることを理解して履修を決定してください。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。サッカーのコーチング演習では、JFA（日本サッカー協会）公認C級コーチライセ
ンスカリキュラムを参考に、講義と講義内容を踏まえた演習という展開で行う。サッカーを指導するための基礎知識の他、サッカーに限ら
ず指導者としての思考やコーチングの基本的な考え方を学ぶ。また、指導の実戦を通して、選手の変化、コーチングをする際のポイント等
を学び、現場の指導者として必要な力の向上を目指す。

到達目標

1.サッカー指導現場において、フリーズコーチング、シンクロコーチング等を有効に使い、的確な指導ができる。
2.サッカー指導者として、的確なゲーム分析およびプレー分析をもとに、改善のためのプランニングおよびトレーニングオーガナイズが作
成できる。
3.サッカー指導者の役割、指導者に必要な様々な知識（発育発達、メディカル、審判、女子指導等々）について理解を深め説明することが
できる。
4.指導現場で必要となる技術戦術に関する知識やコーチング方法等々について理解し説明することができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 吉村　雅文 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (サッカー) 授業形態

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (サッカー) 対象学年 3年

担当教員 吉村　雅文、島嵜　佑、スポーツ健康科学部教員共通
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吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「守備 ボールを奪う」オンザボールとオフザボールでのポ
ジションについて理解を深める。後半、「守備 ボールを奪う」につい
てのトレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと「守
備 ボールを奪
う」について解説
し実践する。

【予習：１時間】
身体を入れてボールを奪う構成要素について調
べてくる。

【復習：１時間】
第1DFの役割と第2DFの役割について整理する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「ポゼッション（サポート）」ボールを失わないためのサ
ポートの角度、距離、タイミングについて理解を深める。後半、「ポ
ゼッション（サポート）」についてのトレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと「ポ
ゼッション（サ
ポート）」につい
て解説し実践す
る。

【予習：１時間】
サポートに重要なキーファクターを調べてく
る。

【復習：１時間】
攻撃の優先順位について整理する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「シュート【多彩なキック・ボレー・ヘディング】」につ
いて理解を深める。後半、四隅に強くボールを蹴るためにうまくイン
パクトする技術につながるボール操作を経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと
「シュート」につ
いて解説し実践す
る。

【予習：１時間】
キックの構成要素について調べてくる。

【復習：１時間】
インステップキック、ボレーキック、ヘディン
グの構成要素について整理する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「守備のテクニック（ON・OFFでの対応）」1対1の場面に
フォーカスし、ボールを持っている人への対応とボールを持っていな
い人への対応について理解を深める。後半、「守備のテクニック」に
ついてのトレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと「守
備テクニック」に
ついて解説し実践
する。

【予習：１時間】
ドジングの構成要素について調べてくる。

【復習：１時間】
マークの原則・チャレンジの優先順位について
復習する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「ボールフィーリング&ドリブル」
状況に応じて、意のままにボールを扱えるようになり、仕掛けていけ
る選手を自然と育てられるようなオーガナイズと働きかけについて理
解を深める。後半、様々な「ボールフィーリング&ドリブル」に関する
トレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと
「ボールフィーリ
ング&ドリブル」
について解説し実
践する。

【予習：１時間】
サッカーの映像から様々なフェイントを観察し
てくる。

【復習：１時間】
ドリブル（フェイント）の構成要素について復
習する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「パス&コントロール」ゴールを目指すためのパスとコント
ロールについて理解を深める。後半、「パス&コントロール」について
反復と漸進性のあるトレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと「パ
ス&コントロー
ル」について解説
し実践する。

【予習：１時間】
ボールコントロールの構成要素について調べて
くる。

【復習：１時間】
インサイドキック、クッションコントール、
ウェッジコントロールの構成要素を整理する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「ゴールキーパーの基礎的な技術・戦術」について理解を
深める。後半、ゴールキーパーの両手、両足、左右でボールを扱う経
験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもとゴー
ルキーパーの両
手、両足、左右で
ボールを扱うプ
レーについて解説
し実践する。

【予習：１時間】
ボールファミリアとは何か調べてくる。

【復習：１時間】
ローリングダウンを安全に行うためのポイント
について復習する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「観る」について理解を深める。後半、
診て、判断してプレーすることの重要性について、いつ、何を、どの
様に観れば良いのかを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと「観
る」について解説
し実践する。

【予習：１時間】
サッカーにおいて観るべきものについて学習し
てくる。

【復習：１時間】
いつ、何を、どのように観るかについて整理す
る。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

授業概要および日本サッカー協会公認C級コーチのカリキュラム概要に
ついて解説する。

プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：１時間】
シラバスを確認し、理解する。

【復習：１時間】
JFAの指導者養成カリキュラムについて調べて
くる。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「ゲームとコーディネーション」ゲームを支える基礎的運
動能力であるコーディネーションについて理解を深める。後半、ゲー
ムとコーディネーショントレーニングの実際を経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもとゲー
ムとコーディネー
ショントレーニン
グについて解説し
実践する。

【予習：１時間】
コーディネーショントレーニングとはどのよう
なものか調べてくる。

【復習：１時間】
ゲームとは、なぜ楽しいかについて考える。ま
た安全性を確保したスライディングのポイント
について復習する。
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吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

プレーの分析、プランニングについて理解を深める。後半、デモンス
トレーションを通して、上記について経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。また、実
際の指導実践の映
像を見ながら、3
つの観点でプレー
分析を行い、ワー
クシートにまとめ
る。

【予習：１時間】
コーチの役割について調べてくる。

【復習：１時間】
授業で行ったプレーの分析をから、実際の指導
案を作成する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

テクニックの重要性、テクニックの内容、テクニック指導の考え方、
サッカー選手に必要な基本について理解を深める。後半、デモンスト
レーションを通して、上記について経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。

【予習：１時間】
サッカーにおけるテクニックとは何か調べてく
る。

【復習：１時間】
テクニックの指導ポイント、指導の考え方につ
いて復習を行うとともに、この3回行った「技
術・戦術Ⅰ〜Ⅲ」をまとめたレポートを作成す
る。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

一貫指導の考え方、成長のプロセスと各年代の特徴、U-12年代にすべ
きことおよび伸びやすい要素等々について理解を深める。

プレゴールデンエ
イジ、ゴールデン
エイジ、ポスト
ゴールデンエイジ
についての小テス
トを行う。

【予習：１時間】
スキャモンの発育発達曲線について調べてく
る。

【復習：１時間】
プレゴールデンエイジ、ゴールデンエイジ、ポ
ストゴールデンエイジの成長のプロセスと各年
代の特徴について指定の用紙に整理しまとめ
る。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

サッカーってどんなスポーツ？サッカーの特性について、サッカーの
目的、サッカーの仕組み、プレーの原則について理解を深める。後
半、デモンストレーションを通して、上記について経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。その後、
サッカーの特性に
ついて議論する。

【予習：１時間】
サッカーの競技特性について調べてくる。

【復習：１時間】
サッカーのしくみ、およびプレーの原則は指導
において非常に重要な部分ですので十分に復習
するとともに、「技術・戦術論」のレポート提
出の準備を行う。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

攻撃の目的、手段、方法について、また、プレーの原則、個人戦術に
ついて理解を深める。後半、デモンストレーションを通して、上記に
ついて経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。

【予習：１時間】
サッカーにおける個人攻撃および守備戦術につ
いて調べてくる。

【復習：１時間】
パスの優先順位、チャレンジの優先順位、マー
クの原則について復習するとともに、「技術・
戦術論」のレポート提出の準備を行う。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

講義テーマ「ゴールを目指す（マークを外す動き）」マークを外すた
めにパスと動きの優先順位、出し手と受け手のタイミングの取り方に
ついて理解を深める。後半、「ゴールを目指す（マークを外す動
き）」についてのトレーニングを経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと
「ゴールを目指す
（マークを外す動
き）」について解
説し実践する。

【予習：１時間】
タイミングを合わせるためのキーファクターを
調べてくる。

【復習：１時間】
パスの質、コントロールの質、サポートの質に
ついて整理する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

「コーチング」「ティーチング」について理解を深める。後半、デモ
ンストレーションを通して、実際の効果的な「コーチング」「ティー
チング」について経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと
「コーチング」と
「ティーチング」
について解説し実
践する。その後、
グループで「コー
チング」と
「ティーチング」
の違いについて議
論し、育成現場に
於ける「コーチン
グ」の重要性につ
いて考える。

【予習：１時間】
「コーチング」について調べてくる。

【復習：１時間】
「コーチング」と「ティーチング」の違いにつ
いて理解を深め、「コーチング論」を学習する
必要性について各自レポートにまとめる。
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吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：1時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：1時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：2時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：2時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：１時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：１時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

審判・ルール：競技規則および審判法について理解を深める。後半、
実際のゲームの中で、主審、副審を経験する。

講義および、審判
デモについて解説
し実践する。ま
た、審判の役割に
ついて、また、競
技規則の精神につ
いて議論する。

【予習：１時間】
育成期の１人審判とはどういうことか調べてく
る。

【復習：１時間】
競技規則の精神、および審判法についての課題
問題集を実施する。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

大人としての役割、大人の関わり、育成の積み上げ、指導者のあり
方、子供たちに伝えること、サッカー・スポーツを文化にしようにつ
いて理解を深める。

「サッカーの指導
現場に於ける暴力
根絶」について個
人ワークとグルー
プワークを行う。

【予習：１時間】
Players Firstとはどういうことか調べてく
る。

【復習：１時間】
ヨーロッパが100年をかけて築き上げてきた
サッカー、スポーツ文化を日本ではその半分で
成し遂げるためにはどうすれば良いか提案して
ください。（レポート課題）

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

クリエイティブな選手の育成、直接指導と間接指導、コーチングのバ
ランス、コーチングの種類、トレーニングの留意点について理解を深
める。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。また、
コーチングマイン
ドについて、グ
ループディスカッ
ションを行う。

【予習：１時間】
クリエイティブな選手の育成、直接指導と間接
指導とは何か調べてくる。

【復習：１時間】
コーチングの留意点について、決して忘れては
いけないこと、積極的に取り組まなければなら
ないことを整理してまとめる。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

女子選手の指導について、女子サッカーの普及について、女子サッ
カーの現状・環境について、女子サッカーの強化・育成について理解
を深める。

女子サッカー現状
を理解した上で、
普及のために必要
なことは何か、強
化のために重要な
事は何か、日本で
女子のメジャース
ポーツにするため
には何が必要か、
個人ワークとグ
ループワークを行
う。

【予習：１時間】
なでしこビジョンについて調べてくる。

【復習：１時間】
女子サッカー現状を理解した上で、普及のため
に必要なことは何か、強化のために重要な事は
何か、日本で女子のメジャースポーツにするた
めには何が必要か、レポートにまとめる。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

コーチの役割である、働きかけの考え方、コーチングの方法、トレー
ニングの留意点について理解を深める。後半、デモンストレーション
を通して、上記について経験する。

講義および、指導
デモンストレー
ションのもと上記
について解説し実
践する。また、実
際のモデルコーチ
ングを映像で見な
がら、実際に具体
的にほめること、
問いかけることを
体験する。

【予習：１時間】
「Guided Discovery、発見を導く、引き出す」
ために必要な事とは何でしょう？コーチの役割
を理解しながら調べてくる。

【復習：１時間】
本日の授業で経験した「誉めること」「問いか
けること」から、コーチングの方法について整
理する。
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない.

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：１時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：１時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：2時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：2時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。

吉村雅文
島嵜 佑
堀池 巧

指導の実践のテーマに対して、オーガナイズをはじめ、目的、方法が
適切かディスカッションを行い、その後、定められた時間で指導実践
を行う。

学生がコーチ役と
なり、選手役の学
生に対して指導実
践を行い、担当教
員からのアドバイ
スおよび評価を行
う。

【予習：１時間】
自身の指導実践テーマについて、指導案を作成
するとともにシュミレーションを行う。

【復習：１時間】
担当教員からのアドバイスを再確認して、まと
める。



その他

みるみる上達！バレーボール基礎からマス
ター

蔦宗浩二 学研 授業中に指示します

参考文献

[課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法]
実技試験に関しては２時限分とし、行う前に、評価基準の説明、模範を見せ、実施後に口頭にて点数を伝える。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
[成績評価の方法]
　授業態度・取り組み50％、実技レベル50％の割合で評価します。

評価基準

[成績評価の基準]

1　前後期ともに授業実施回数の2/3以上の出席をもって受験資格とする。
2　前期終了時と後期終了時に実技試験を行い評価する

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
技術的な向上はもちろん、バレーボールを通じて、コミュニケーションスキル、対人能力を身に付ける。
この科目は、スポーツ科学科において、 「スポーツ科学分野の専門的な実践力」を身に付けるという目的、および学位授与方針の達成に
寄与する

履修上の注意、履修要
件

[履修要件]
特にありません

[履修上の注意]科目独自のルール
　実技科目のため、長期間プレーできない場合は相談してください
　1回の授業について、 3分の 2以上の 出席時間がない場合は、その授業を欠席扱いとする。
　遅刻に関しても減点とする。

授業概要

全体内容

[授業全体の内容]
本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。「バレーボールのコーチング演習」においては、
座学ではバレーボールの基礎知識から、バレーボールの技術戦術の変遷を学び、現場でのコーチング力を養う。実技では基礎技術をベース
に、より高度な技術、また戦術を学ぶことができる。教員になった際、自分の専門種目が見れるとも限らない。そこで、授業での指導はも
ちろん、審判法の完全な理解、部活動レベルでの指導方法も学ぶことができる。内容としては、実際に部活動で行われている練習や、チー
ム練習も取り入れ、6人制、9人制をメインに行っていく。
よりレベルの高いゲームができるようになる。ゲームの中での問題点や課題などを自分たちで話し合い、解決することができるようにな
る。

　
　

到達目標

[授業の到達目標]
1．将来、体育の指導者になったときに必要な専門的なバレーボールの指導法に重点をおいた授業展開を行い、指導を行うことができる
2．バレーボールの専門的な技術（サーブ・レシーブ・トス・スパイク・ブロックなど）を習得させるための高度な指導法を学習し、指導
することができる
3．いろいろなバレーボール競技（６人制バレー・９人制バレー）を理解し、適性にあった指導法・戦術・フォーメーションなどについて
理解することができる

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 中田　学 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (バレーボール) 授業形態 実技

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (バレーボール) 対象学年 3年

担当教員 中田　学、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

中田　学

(授業内容)
バレーボールの基礎知識➁
スパイク
クイック
時間差攻撃
ゲーム

(授業方法)
・審判法の理解
・ゲームの進め方
・ゲーム視聴
クイックと時間差
攻撃の
打ち方、練習方法
を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
ブロック
ゲーム

(授業方法)
組織的なブロッ
ク、また練習方法
を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
バレーボールの基礎知識➀
マンツーマン
サーブ
ゲーム

(授業方法)
・コートの規格
・ルールの理解
様々なパス練習の
種類やサーブ、マ
ンツーマンパスを
学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
サーブレシーブ
3段攻撃・時間差攻撃
ゲーム

(授業方法)
サーブレシーブの
基本を学ぶ
3段攻撃・時間差
攻撃を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

授業内容
オリエンテーション・ガイダンス

授業方法
1年間の授業方針
の説明

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）一年間の授業方針について理解す
る。

中田　学

(授業内容)
基礎の復習
パス
スパイク
ゲーム

(授業方法)
ゲーム方式を行
う。
基礎を復習する

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

備考

【学修時間】
この授業は、実技の授業形態による２単位の科目であり、授業時間90時間と準備学習30時間の計120時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。
［実務経験のある教員による授業］
高等学校における保健体育教員及びバレーボール部顧問としての経験を生かし、バレーボールに関する実践的な知識・技術を解説する。
【その他】
この授業科目は、中・高保健体育1種免許の取得に必要な科目のうち、「教科に関する科目」における選択必修科目として位置づけられて
います。

［実務経験のある教員による授業］
高等学校における保健体育教員及びバレーボール部顧問としての経験を生かし、バレーボールに関する実践的な知識・技術を解説します。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：中田　学
E−mail：m-nakata＊juntendo.ac.jp
（＊は＠マークです※セキュリティ上の理由）

【オフィスアワー】
日時：火曜〜金曜　昼休み　放課後
場所：１号館5階1530室（中田）

上記の時間帯には、予約なしに質問や相談に応じますが、できるだけ2日前までにE-mailで予約してください。質問や相談は予約のあった
学生を優先します。

担当教員の実務経験
２０１３年〜　順天堂大学　「バレーボール」授業担当
小学校からバレーボールを継続しており、2013年からは指導者としてバレーボールに携わっている。また小学生、中学生高校生を対象とし
たバレーボール教室なども実施しており、学校教育現場に求められる知識、技術、指導法を分かり易く解説する。
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中田　学

(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について➀
9人制バレー
公式戦

(授業方法)
1960年代~1970年
代のオリンピック
から見る技術戦術
の変遷について理
解する
９人制バレー
公式戦を行う

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
パラリンピックについて
シッティングバレーボール

(授業方法)
パラリンピック種
目であるシッティ
ングバレーについ
て学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
コーチング➁
9人制バレー
台を使ったチーム練習
ゲーム

(授業方法)
スポーツ界、バ
レーボール界にお
けるコーチングの
現状、および問題
点についてグルー
プディスカッショ
ンを行う。
台を使ったチーム
練習の指導方法を
学ぶことができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
9人制バレー
練習試合
 

(授業方法)
９人制のゲームの
仕方を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
コーチングについて➀
ICT（ipad）を用いた動画撮影
スリーメンレシーブ
サーブカット②
ゲーム

(授業方法)
様々なコーチング
手法についての理
解
ipadを用いて自分
のプレーを動画で
撮影し、フィード
バックしながらス
キル練習
スリーメンレシー
ブの方法を学ぶ
様々なサーブカッ
トの指導方法を学
ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
9人制バレー
フォーメーション・戦術の説明
ゲーム形式での乱打練習

(授業方法)
９人制バレーの説
明・戦術を学ぶこ
とができる
乱打練習の方法を
学ぶことができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
バレーボールの基礎知識③
スパイクの種類
平行トス
クイックのパターン
様々なエリアでの時間差攻撃
ゲーム

(授業方法)
ポジショナル
フォールト・
フォーメーション
の理解
・レセプション
フォーメーション
・ディグフォー
メーション
・ポジショナル
フォールト

サイドプレーヤー
の平行トス、4種
類のクイック、
様々なエリアでの
時間差攻撃を学ぶ
ことができる。

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
台を使った練習方法
ブロック
レシーブ

(授業方法)
台上ブロック
台上レシーブの指
導方法を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。
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中田　学

(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について⑥
6人制バレー
台を使ったチーム練習
ゲーム

(授業方法)
2010年〜2020年代
のオリンピックか
ら見る技術戦術の
変遷について学ぶ
台を使ったチーム
練習の指導方法を
学ぶことができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
6人制バレー
練習試合

(授業方法)
6人制のゲームの
仕方を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について⑤
６人制バレー
ゲーム

(授業方法)
2000年〜2010年代
のオリンピックか
ら見る技術戦術の
変遷について学ぶ
Ｗ型・三角形型
フォーメーション
の確認

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
6人制バレー
フォーメーション・戦術の説明
ゲーム形式での乱打練習

(授業方法)
6人制バレーの説
明・戦術を学ぶこ
とができる
乱打練習の方法を
学ぶことができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について④
強化練習（ブロック）

(授業方法)
1990〜2000年代の
オリンピックから
見る技術戦術の変
遷について学ぶ
ブロックのステッ
プ・面づくり・手
の出し方・ブロッ
クの種類・実践的
なブロックを学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
強化練習（フォーメーションの応用）

(授業方法)
フォーメーション
の種類・サインプ
レーを学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について③
強化練習（スパイク）
ゲーム

(授業方法)
1980年〜1990年代
のオリンピックか
ら見る技術戦術の
変遷について学ぶ
クイック
時間差攻撃
2段トスのスパイ
ク
スパイクの指導方
法を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
強化練習（レシーブ）
ゲーム

(授業方法)
台上レシーブ
スリーメン
サーブカット
レシーブの指導方
法を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
オリンピックから見る技術戦術の変遷について➁
ゲーム

(授業方法)
1970年代〜1980年
のオリンピックか
ら見る技術戦術の
変遷について学ぶ
前期で学んだ技術
の復習を行う

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
9人制バレー試合
進め方の復習
 

(授業方法)
９人制のゲームの
仕方の復習

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

中田

定期試験
実技
　スパイク
　マンツーマン

授業方法
スパイクを３本打
ち、１本１０点で
　計３０点で計算
　マンツーマンは
片方から打ち、１
０　回連続でつな
げる。打つ方、レ
シーブする方両方
ができて合格

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。
備考
学習時間　120時間
・授業　　　　90時間
・準備学習　30時間

。

中田　学

(授業内容)
自分の専門種目の指導者を調べる
6人制バレー
公式戦

(授業方法)
自分の専門種目の
有名な指導者につ
いて調べ、グルー
プ発表を行う
6人制ゲームの
ルールを覚え、
ゲームを行うこと
ができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
6人制バレー
リベロの説明・導入
試合

（授業方法）
6人制ゲームのリ
ベロのルールを覚
え、ゲームを行う
ことができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学

(授業内容)
時代を変えた指導者について
6人制バレー
練習試合

(授業方法)
バレーボールを変
えた指導者
1960年代〜2020年
代の有名な指導者
について学ぶ
６人制バレーの仕
方を学ぶ

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。

中田　学
(授業内容)
6人制バレー
公式戦

(授業方法)
6人制ゲームの
ルールを覚え、
ゲームを行うこと
ができる

（予習0.5h）シラバスの内容を事前によく読ん
でおく。
（復習0.5h）授業で学習した内容について、理
解を深める。



授業回

1 中嶽 ガイダンス

授業目的及び概
要、シラバス、評
価方法の内容等に
ついて説明する。

【予習：2時間】
コーチングとは何かについて調べる。
【復習：2時間】
日本バスケットボール協会のホームページを閲
覧する。

備考

［学修時間］
この授業は、演習の授業形態による4単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。
［その他］
新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業中に指示します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：中嶽誠
E-mail：mknakada［at］juntendo.ac.jp
※［at］を@に変更してください。
【オフィスアワー】
日時：水曜日12時00分〜12時40分
場所：1号館5階1520室 バスケットボール研究室

担当教員の実務経験
高校現場において保健体育科教諭の業務にあたっていた経験を生かし、バスケットボールのコーチング論の授業に求められる知識や技術を
わかりやすく解説します。

参考文献

授業中にポイントを解説します。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート（30％）、筆記ミニテスト（10％）、指導実践評価（30％）、平常点（30％）を総合して評価する。

評価基準

1.バスケットボール競技の自分自身の指導理念を具体的に述べることができる（課題レポート）。
2.バスケットボール競技の競技規則を理解できる（筆記ミニテスト）。
3.バスケットボールの練習方法や戦術について指導実践ができる（指導実践評価）。
4.取組状況によって受講態度を評価する（平常点）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科日はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーションカ」および「倫理観」を身に付けるための科目の1つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよびス
ポーツ競技コースの必修科日として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方
針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

［履修要件］
多数受講希望者がいる場合には抽選を行い、当選者だけが履修することができます。
［履修上の注意（科目独自のルール）］
バスケットボールに適した服装・シューズを必ず着用し、腕時計・指輪・ピアス等の装飾品は身に着けないで下さい。また、時間厳守で行
います。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科日は、演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「バスケットボールのコーチング演習」においては、日本のバスケットボール競技者数は現在約60万人、また国内ではBリーグというプロ
リーグが開幕し、世界に向けて着実に進歩している中、バスケットボールの特性を理解して競技の楽しさに触れるとともに、バスケット
ボールのコーチングを学び、練習方法や審判法などの実践的な能力を身につける。また、公式戦に近いゲームを数多く実践し、ゲームの中
でシュートを決めることやチーム戦術を発揮することを目指す。

到達目標
1.バスケットボールのコーチングに必要な知識を理解できる。
2.バスケットボールの競技力向上や練習方法について指導実践ができる。
3.ゲームの中で工夫した戦術を活用することができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 中嶽　誠 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (バスケットボール) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (バスケットボール) 対象学年 3年

担当教員 中嶽　誠、スポーツ健康科学部教員共通



2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

中嶽 ファンダメンタルの指導実践③「シュート」

メニュー作成を行
う。
グループ内で指導
実践演習を行う。

【予習：2時間】
シュートの練習方法について調べる。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽
競技規則の筆記ミニテスト
前期のまとめ

筆記ミニテストを
実施する。
前期の演習成果が
発揮できるように
ゲームを実践す
る。

【予習：3時間】
筆記ミニテストに解答できるよう、今までの内
容を学習する。
【復習：2時間】
筆記テストの内容を整理する。

中嶽 ファンダメンタルの指導実践①「パス」

ファンダメンタル
について解説す
る。
メニュー作成を行
う。
グループ内で指導
実践演習を行う。

【予習：2時間】
パスの練習方法について調べる。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 ファンダメンタルの指導実践②「ドリブル」

メニュー作成を行
う。
グループ内で指導
実践演習を行う。

【予習：2時間】
ドリブルの練習方法について調べる。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 コーディネーショントレーニングの指導実践①

メニュー作成を行
う。
グループ内で指導
実践演習を行う。

【予習：2時間】
コーディネーショントレーニングについて調べ
る。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 コーディネーショントレーニングの指導実践②

メニュー作成を行
う。
グループ内で指導
実践演習を行う。

【予習：2時間】
コーディネーショントレーニングについて調べ
る。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 バスケットボールの特性・競技性

バスケットボール
の特性・競技性に
ついて解説する。
特性・競技性を確
認しながらゲーム
を実践する。

【予習：2時間】
バスケットボールの特性・競技性について調べ
る。
【復習：2時間】
特性・競技性について整理する。

中嶽 コーディネーショントレーニング

コーディネーショ
ントレーニングに
ついて解説しす
る。
代表的なトレーニ
ングを実践する。

【予習：2時間】
コーディネーショントレーニングについて調べ
る。
【復習：2時間】
コーディネーショントレーニングについて整理
する。

中嶽 バスケットボールの審判法②スリーパーソン

審判法について解
説する。
審判法をゲームの
中で実践する。

【予習：2時間】
バスケットボールの審判法（スリーパーソン）
について調べる。
【復習：2時間】
審判法（スリーパーソン）について整理する。

中嶽 バスケットボールのルール変遷・歴史

ルール変遷・歴史
について解説す
る。
過去のルールで
ゲームを実践し、
ルール変遷の理由
を検討する。

【予習：2時間】
バスケットボールのルール変遷・歴史について
調べる。
【復習：2時間】
ルール変遷・歴史について整理する。

中嶽 バスケットボールの競技規則。

競技規則について
解説する。
競技規則を確認し
ながらゲームを実
践する。

【予習：2時間】
バスケットボールの競技規則について調べる。
【復習：2時間】
競技規則について整理する。

中嶽 バスケットボールの審判法①ツーパーソン

審判法について解
説する。
審判法をゲームの
中で実践する。

【予習：2時間】
バスケットボールの審判法（ツーパーソン）に
ついて調べる。
【復習：2時間】
審判法（ツーパーソン）について整理する。

中嶽 試しのゲーム・課題発見

自分たちで効果的
なグルーピングを
行う。
ゲームの中から必
要な課題を発見す
る。

【予習：2時間】
試合の進行について調べる。
【復習：2時間】
ゲームの中で発見された課題を整理する。
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28 中嶽 課題レポート作成・提出
課題レポートを作
成する。

【予習：3時間】
課題レポート作成ができるように準備する。
【復習：2時間】
作成したレポートを整理する。

定期試験は実施しない

中嶽 ゲーム運営①

ゲームの運営や大
会方法について解
説する。
自分たちで運営方
法や大会方法を考
え、実践する。

【予習：2時間】
運営方法について調べる。
【復習：2時間】
運営方法について整理する。

中嶽 ゲーム運営②
自分たちで運営方
法や大会方法を考
え、実践する。

【予習：2時間】
大会方法について調べる。
【復習：2時間】
大会方法について整理する。

中嶽 指導実践③（高校生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：3時間】
高校生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 指導実践④（大学生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：3時間】
大学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 指導実践①（小学生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：3時間】
小学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 指導実践②（中学生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：3時間】
中学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：2時間】
指導実践について整理する。

中嶽 ゲーム分析①

ゲーム分析につい
て解説する。
ゲームを行い、簡
易分析を実践す
る。

【予習：2時間】
ゲーム分析について調べる。
【復習：2時間】
ゲーム分析について整理する。

中嶽 ゲーム分析②
ゲームを行い、簡
易分析を実践す
る。

【予習：2時間】
ゲーム分析について調べる。
【復習：2時間】
ゲーム分析について整理する。

中嶽 ゲーム戦術①「オフェンス」

オフェンスのゲー
ム戦術について解
説する。
ゲームの中で戦術
を考えて実践す
る。

【予習：2時間】
オフェンスのゲーム戦術について調べる。
【復習：2時間】
ゲーム戦術について整理する。

中嶽 ゲーム戦術②「ディフェンス」

ディフェンスの
ゲーム戦術につい
て解説する。
ゲームの中で戦術
を考えて実践す
る。

【予習：2時間】
ディフェンスのゲーム戦術について調べる。
【復習：2時間】
ゲーム戦術について整理する。

中嶽 高校現場の指導例

高校現場の指導例
を解説する。
グループごとに
ディスカッション
し、指導理念を構
築する。

【予習：3時間】
代表的な高校現場の指導者について調べる。
【復習：2時間】
高校現場の考え方や練習の工夫などを整理す
る。

中嶽 大学現場の指導例

大学現場の指導例
を解説する。
グループごとに
ディスカッション
し、指導理念を構
築する。

【予習：3時間】
代表的な大学現場の指導者について調べる。
【復習：2時間】
大学現場の考え方や練習の工夫などを整理す
る。

定期試験は実施しない

中嶽 日本バスケットボール界の現状

日本バスケット
ボール界の現状を
解説する。
グループごとに
ディスカッション
し、発表する。

【予習：2時間】
日本バスケットボール協会について調べる。
【復習：2時間】
日本の現状を整理する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

［学修時間］
この授業は、演習の授業形態による4単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。

［その他］
新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業中に指示します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：吉田和人
E-mail：k.yoshida［at］juntendo.ac.jp
※［at］を@に変更してください。
【オフィスアワー】
日時：水曜日12時00分〜12時40分
場所：1号館5階1502室 ラケットスポーツ（卓球）研究室

担当教員の実務経験

参考文献

授業中にポイントを解説します。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 授業への取り組み（30％）、実技レベル（20%）、課題レポート（50％）を総合して評価する。

評価基準

1．前期、後期それぞれに、2/3以上の出席をもって受験資格とする。
2．授業における練習や試合の記録、態度などから、授業への取り組みを評価する。
3．授業期間中に複数回の実技試験を実施し実技レベルを評価する。
4．前期と後期の終わりに課題レポートを提出する。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

スポーツコーチングコースおよびスポーツ競技コースの必修科目として、「課題解決能力」、「倫理観」という学位授与方針の達成に寄与
する。

履修上の注意、履修要
件

［履修要件］
希望者が多い場合には、抽選により受講者を決定します。

［履修上の注意（科目独自のルール）］
時間厳守で行います。
30分以上の遅刻は欠席となります。
スポーツに適した服装・体育館シューズ（屋内シューズ）を必ず準備してください。
遅刻および忘れ物は減点となります。
ゲームにおいて、他者との協力が必要な場面がたくさんあります。そうした場面などでのマナー違反には厳しく対処しますので、各自で十
分に注意するようにしてください。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は、演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「卓球のコーチング演習」においては、卓球の競技特性を理解した上で、様々な競技レベルのプレイヤーを対象にしたコーチングの実践能
力の向上を目指す。

到達目標

1．卓球の技術および戦術を理解して、競技レベルに応じた指導ができる。
2．学習者自身が、ゲームから技術および戦術に関する課題を発見し、解決する能力を高めるための指導ができる。
3．卓球の技術や戦術の課題を解決するために適切な練習の立案・指導ができる。
4．科学的知見を援用した卓球の指導ができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 吉田　和人 ナンバリング COA3306

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (卓球) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (卓球) 対象学年 3年

担当教員 吉田　和人、スポーツ健康科学部教員共通
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吉田 テーマ「強打で決めよう：スマッシュ」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「スピードサービス」について調べる。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

吉田 テーマ「試合を楽しもう：シングルス」

シングルスゲーム
のルール、リーグ
戦の試合運営を理
解した上で、グ
ループごとにリー
グ戦を行う。

【予習：1時間】
卓球のシングルスルールについて調べる。
【復習：1時間】
試合から抽出した自身の課題ついて整理する。

吉田 テーマ「コースを狙おう：ブロック」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「ブロック」について調べる。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

吉田 テーマ「コースを狙おう：スピードサービス」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「スピードサービス」について調べる。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

吉田 テーマ「ラリーを続けよう：フォアハンドドライブ」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「フォアハンドドライブ」について調べる。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

卓球 テーマ「ラリーを続けよう：バックハンドドライブ」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「バックハンドドライブ」について調べる。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

吉田 テーマ「色々なゲームを楽しもう」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
ルールを工夫しな
がら、楽しいゲー
ムを考察する。

【予習：1時間】
初心者が楽しむためのゲームを考える。
【復習：1時間】
初心者が楽しむためのゲームについて整理す
る。

吉田 テーマ「いろいろなゲームを楽しみながら課題を見つけよう」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
自身のプレイから
の課題抽出に関し
て考察する。

【予習：1時間】
卓球の技術や戦術について調べる。
【復習：1時間】
自分で発見した自身の技術や戦術の課題を整理
する。

吉田 ガイダンス

１年間の授業内容
や注意事項、評価
方法などについて
説明する。
「卓球とはどのよ
うなスポーツか」
について考察す
る。

【予習：1時間】
「卓球とはどのようなスポーツか」について調
べ、授業で発表できる準備をする。
【復習：1時間】
日本卓球協会、国際卓球連盟のホームページを
閲覧する。

吉田 テーマ「ラケットによるボール操作」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
卓球における制御
について考察す
る。

【予習：1時間】
卓球のラケットとボールを使った遊びについて
調べる。
【復習：1時間】
練習の中で発見された課題を整理する。
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17

18

19 吉田 テーマ「団体戦」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合分析により明
らかにされたデー
タに基づいて、同
じチームの選手に
アドバイスを行
う。

【予習：1時間】
試合分析により明らかになった自身の課題を解
決するための練習法を考える。
【復習：1時間】
チームメイトの試合分析の結果とアドバイスに
ついて考察する。

吉田 テーマ「ダブルスゲーム」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合から抽出した
課題を解決するた
めの練習を行う。

【予習：1時間】
試合から抽出した課題を解決するための練習を
考える。
【復習：1時間】
試合から抽出した自分たちのペアの課題ついて
整理する。

吉田 テーマ「試合分析」

卓球における試合
分析について解説
する。
ダブルスのペアの
シングルスの試合
について分析を行
い、アドバイスを
する。
自身のシングルス
の試合について試
合撮影する。

【予習：1時間】
卓球の試合分析について調べる。
【復習：1時間】
撮影映像から自身の試合を分析して、課題を明
らかにする。

吉田 テーマ「卓球トッププレーヤーのパフォーマンス、卓球の歴史」

卓球トッププレー
ヤーのパフォーマ
ンス、卓球の歴史
に関して説明す
る。

【予習：1時間】
卓球トッププレーヤーの試合動画を視聴する。
卓球の歴史について調べる。
【復習：1時間】
卓球の歴史について整理する。

吉田 テーマ「ダブルスゲーム」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合から抽出した
課題を解決するた
めの練習を行う。

【予習：1時間】
卓球のダブルスルールについて調べる。
【復習：1時間】
試合から抽出した自分たちのペアの課題ついて
整理する。

吉田 テーマ「回転を操作しよう：サービス」

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。

【予習：1時間】
「さまざまな回転のサービス」について調べ
る。
【復習：1時間】
自身の技術課題を整理する。

吉田
テーマ「回転を操作しよう：レシーブ」
前期のまとめ

講義、指導デモン
ストレーションの
後、さまざまな課
題に取り組む。
習得した技術を
使ったゲームを楽
しむ。
前期に習得した技
術について試験を
行う。
前期のレポート課
題を説明する。

【予習：1時間】
技術試験に向けて準備する。
【復習：1時間】
前期の学習内容を整理する。

吉田 テーマ「試合を楽しもう：シングルス」

技術や戦術につい
て解説する。
グループごとに
リーグ戦を行う。
試合から抽出した
課題を解決するた
めの練習を行う。

【予習：1時間】
試合から抽出した課題を解決するための練習を
考える。
【復習：1時間】
試合から抽出した自身の課題ついて整理する。

吉田 テーマ「試合を楽しもう：シングルス」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合から抽出した
課題を解決するた
めの練習を行う。

【予習：1時間】
試合から抽出した課題を解決するための練習を
考える。
【復習：1時間】
試合から抽出した自身の課題ついて整理する。
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26
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28

29 吉田 課題レポート作成・提出
課題レポートを作
成する。

【予習：1時間】
課題レポート作成ができるように準備する。
【復習：1時間】
１年間の学びを整理する。

吉田 大会運営①

ゲームの運営や大
会方法について解
説する。
自分たちで運営方
法や大会方法を考
え、実践する。

【予習：1時間】
運営方法について調べる。
【復習：1時間】
運営方法について整理する。

吉田 ゲーム運営②
自分たちで運営方
法や大会方法を考
え、実践する。

【予習：1時間】
大会方法について調べる。
【復習：1時間】
大会方法について整理する。

吉田 指導実践④（高校生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：1時間】
高校生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：1時間】
指導実践について整理する。

吉田 指導実践⑤（大学生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：1時間】
大学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：1時間】
指導実践について整理する。

吉田 指導実践②（小学生対象）

指導計画書を作成
する。
指導実践演習を行
う。

【予習：1時間】
小学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：1時間】
指導実践について整理する。

吉田 指導実践③（中学生対象）

指導実習計画書を
作成する。
指導実践演習を行
う。

【予習：1時間】
中学生を対象にした指導実習計画書作成の準備
する。
【復習：1時間】
指導実践について整理する。

吉田 テーマ「団体戦」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合分析により明
らかにされたデー
タに基づいて、同
じチームの選手に
アドバイスを行
う。

【予習：1時間】
試合分析により明らかになった自身の課題を解
決するための練習法を考える。
【復習：1時間】
チームメイトの試合分析の結果とアドバイスに
ついて考察する。

吉田 指導実践①幼児

幼児を対象にした
指導について考察
する。
指導実践演習を行
う。

【予習：1時間】
幼児教育と運動指導について調べる。
【復習：1時間】
幼児期における運動のあり方を考察する。

吉田 テーマ「団体戦」

グループごとに
リーグ戦を行う。
試合分析により明
らかにされたデー
タに基づいて、同
じチームの選手に
アドバイスを行
う。

【予習：1時間】
試合分析により明らかになった自身の課題を解
決するための練習法を考える。
【復習：1時間】
チームメイトの試合分析の結果とアドバイスに
ついて考察する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は演習形式による4単位の科目であり、授業60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
日本スポーツ協会・日本水泳連盟公認の水泳コーチ1と水泳コーチ3の専門科目の学習内容を含む科目である。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

水泳指導教本（公営財団法人日本水泳連盟・大修館書店）＊最新版（三訂版）が望ましい
水泳コーチ教本（公営財団法人日本水泳連盟・大修館書店）＊最新版（第3版）が望ましい

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先：オフィスアワー】
武田　剛（1号館5階1507号室）：木曜日　12:10〜12:50
*事前にメールで予約を取ることが望ましい。
 E-mail：tutakeda[at]juntendo.ac.jp　（[at]を＠に変更してください）

担当教員の実務経験

参考文献

口頭試験は、個別に良かった点と悪かった点をフィードバックする。実技試験については事前に採点方法と項目を公開し、実施直後に受講生に通知する。レポー
トは採点後に返却をすることで点数とアドバイスを通知する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

口頭試験（模擬授業）25％、
実技試験1（個人メドレーと横泳ぎ）が25%、
実技試験2（水辺一次救命処置）が25％、
レポート（トレーニングメニュー作成）が25％、
の割合で評価する。

評価基準

1.正しい理論に基づいた水泳の模擬授業（指導）ができる。（口頭試験）
2.個人メドレーと横泳ぎを正しい泳法で泳ぐことができる。（実技試験1）
3.プールや水辺を想定した適切な一次救命処置が実施できる。（実技試験2）
4.作成したトレーニングメニューに科学的な根拠が示されている。（レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。また、JSPO/JASF（日本水
泳連盟）公認水泳コーチ1養成講習会免除適応コース、JSPO/JASF（日本水泳連盟）公認水泳コーチ3養成講習会免除適応コースの必修科目
である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーション力」および「倫理観」を身に付けるための科目の１つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよび
スポーツ競技コースの必修授科目として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授
与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
水泳実技の単位を取得した上（あるいは履修）で、受講することが望ましい。
過去や履修時にに水泳競技（特に競泳）における競技経験があることが望ましい。

【実技実施上の注意】
プールでの実技を実施することがあるため、水泳競技に適したレジャー用でない水着と水泳帽、ゴーグルを各自で準備すること

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
水泳のコーチング演習では、水泳指導者に必要な水泳競技の医科学、指導法を講義と実技を組み合わせた演習形式で実施する。本授業は日
本スポーツ協会の水泳競技の公認スポーツ指導者コーチ1とコーチ3の対応科目となっているため、この資格対応のための授業内容が中心と
なる。

到達目標

1.水泳の特性などの解説を加えた理論的な水泳の授業（指導）が実施できる。
2.競泳の個人メドレーと横泳ぎを模範的な技術で泳ぐことできる。
3.水泳における正しい安全管理の知識をもち、適切な一次救命を実施できる。
4.科学的な知見に基づいたトレーニングメニューの作成ができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 武田　剛 ナンバリング

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (水泳競技) 授業形態

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (水泳競技) 対象学年 3年

担当教員 武田　剛、スポーツ健康科学部教員共通
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8

武田 水泳の心理学とメンタルトレーニングを学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田 水泳選手育成や生活習慣病予防のための栄養学を学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田
近代4泳法の推進メカニズムを力学（流体力学を含む）の観点から学習
する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
3分の解説を動画で撮影し、受講生同士で相互
に評価した上で、修正版を提出する。

武田 水の特性に応じた生理応答と水泳の生理学を学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田 プールの規格や、審判法、泳法規則について学習する。

教室にて実施す
る。教員からの講
義の後に、泳法規
則について、泳法
違反となる具体的
な事例を持ちよ
り、小グループで
ディスカッション
し、詳細な解説や
規則修正を提案す
る。

（予習：2時間）
競技規則について事前にテキストを読み、グ
ループディスカッションに必要な事例の情報を
準備する（動画や静止画、イラスト等）。
（復習：2時間）
他グループの議論の記録を読み。他の事例の理
解を深める。

武田 水の物理的特性と力学について学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田
授業ガイダンスを実施し、計画、概要、評価方法について解説する。
水泳の特性、歴史、安全管理について学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：1時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：1時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田
生涯スポーツとしての水泳の魅力や継続方法、対象に応じた水泳指導
法の原則を学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。
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15 武田
選手育成を目的とした水泳のトレーニング計画の立案に必要な理論を
学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
授業内容を踏まえた上で、1年間の選手育成ト
レーニング計画を立案してみる。

武田 水難救助法と水辺の一次救命措置について学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義後にプー
ルサイドにて救助
法や一次救命処置
の手順の練習を学
生同士のグループ
で行う。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
心肺蘇生法を正しい手順で実施できるように実
技試験に向けて練習を行う。

武田 口頭試問と実技試験を実施する。

教室とプールサイ
ドで実施する。
これまで実施した
内容の中から1つ
のテーマを取り上
げ、プールにおけ
る水泳指導内で行
う解説を想定した
小講義を5分程度
で実施し、評価す
る（口頭試験）。
またトレーニング
用人形を用いた心
肺蘇生法の実技試
験実施する。

（予習：1時間）
試験に向けたリハーサルを実施してくる。
（復習：1時間）
テストのフィードバックを踏まえて、解説と心
肺蘇生について練習を実施する。

武田
水泳技術の運動原理やストロークメカニクス、泳法特有の泳技術を学
習をする。（クロールと背泳ぎ）

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田
水泳技術の運動原理やストロークメカニクス、泳法特有の泳技術を学
習をする。（平泳ぎとバタフライ）

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
3分の短時間講義を動画で撮影し、受講生同士
で相互に評価した上で、修正版を提出する。

武田
水泳の医学について学習する。水泳によって引き起こされる障害や水
泳実施にあたり注意が必要な疾病について理解する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義の概要を
まとめた短時間講
義を学生自身がグ
ループ内で3分で
実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
授業の内容を踏まえ、水泳レッスン開始前の既
往歴の調査用紙を作成してみる。

武田 水泳実施によって頻発する障害予防の応急処置や予防法を学習する。

教室にて講義形式
で実施する。その
後プールにサイド
にて障害予防のた
めのエクササイズ
の実技（理論と実
施方法）を実施す
る。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
3分のエクササイズ解説を動画で撮影し、受講
生同士で相互に評価した上で、修正版を提出す
る。
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武田 水球競技の基礎技術（パス、シュート、巻き足）を学習する。
プールにて実技形
式で実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
アクアゲームについて調べ、普及のための改善
策を検討する。

武田 水泳トレーニングとコーチング実習①

プールにて実施す
る。受講生でト
レーニンググルー
プを作成し、コー
チ役と選手役を交
互に分担すること
で個人メドレーの
泳力向上とトレー
ニング処方やコー
チング練習を行
う。

（予習：2時間）
これまでに学習したトレーニング計画立案、メ
ニュー処方、水泳コーチング法の振り返える。
（復習：2時間）
授業内で実施したトレーニングに関する評価を
グループ内で共有し、次回への反省事項をまと
める。

武田 水泳コーチング実習①（模擬コーチングセッション）を行う。

プールにて実技形
式で実施する。学
生同士でペアを作
り、互いの泳法動
作の改善をコーチ
ングによって実施
する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
ペアによるコーチ行動の自己評価と相手からの
評価を受けて、コーチング行動の修正点を整理
する。

武田 水泳コーチング実習②（模擬コーチングセッション）を行う。

プールにて実技形
式で実施する。学
生同士でペアを作
り、互いの泳法動
作の改善をコーチ
ングによって実施
する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
ペアによるコーチ行動の自己評価と相手からの
評価を受けて、コーチング行動の修正点を整理
する。

武田 個人メドレー・スタート・ターンの技術理論と練習方法を学習する。

プールで実施し、
解説と実演、実技
を組み合わせて実
施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
水泳スタートの安全実施マニュアルを学生独自
で作成し、理解を深める。

武田 水泳コーチングにおける実施手順と注意点を学習する。

教室にて講義形式
で実施する。講義
の概要をまとめた
コーチング実施手
順マニュアルを作
成する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：2時間）
過去にコーチングを受けた経験を振り返り、評
価と改善点の書き出すことで理解を深める。

武田
各種泳法技術取得のためのドリルワークの理論と実施法①（クロー
ル・背泳ぎ）について学習する。

プールで実施し、
解説と実演、実技
を組み合わせて実
施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
紹介されたドリルワークのマニュアル（実施解
説）を作成することで授業内容を復習する。

武田
各種泳法技術取得のためのドリルワークの理論と実施法②（バタフラ
イ・平泳ぎ）について学習する。

プールで実施し、
解説と実演、実技
を組み合わせて実
施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
紹介されたドリルワークのマニュアル（実施解
説）を作成することで授業内容を復習する。

武田
水泳の個人指導法（少人数指導法）を学習する。補助方法やその理論
背景を理解する。

プールで実施す
る。指導者役と学
習者役に別れて、
模擬指導形式で実
技を実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
個人指導法のマニュアルを作成することで授業
内容を復習する。

武田
水泳の集団指導法（学校水泳指導法）を学習する。指導形態や安全管
理法の理解を深める。

プールで実施す
る。指導者役と学
習者役に別れて、
模擬指導形式で実
技を実施する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
集団指導法の指導案を作成することで授業内容
を復習する。

武田
選手育成を目的とした水泳のトレーニングメニューの立案に必要な理
論を学習する。

教室あるいはプー
ルサイドにて、講
義形式で実施す
る。講義で学習し
た内容を踏まえた
上での標準的な水
中トレーニングメ
ニューを考案し、
これに関して修正
案等を議論する。

（予習：2時間）
該当部分のテキストを事前に読んでくる。
（復習：3時間）
授業内容を踏まえた上で、1回の水中トレーニ
ングメニューを立案してみる。
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない

武田 水泳トレーニングとコーチング実習②

プールにて実施す
る。受講生でト
レーニンググルー
プを作成し、コー
チ役と選手役を交
互に分担すること
で個人メドレーの
泳力向上とトレー
ニング処方やコー
チング練習を行
う。

（予習：2時間）
水泳トレーニングとコーチング実習①でのグ
ループ内での反省事項を踏まえ、②のトレーニ
ングメニューを作成する。
（復習：2時間）
授業内で実施したトレーニングに関する評価を
グループ内で共有する。

武田 実技試験（100m個人メドレーと横泳ぎの泳力検定）を実施する。
プールにて実施す
る。

（予習：1時間）
試験に向けた練習を実施する。
（復習：1時間）
テストのフィードバックを踏まえて、泳力向上
と技術修正を目的とした練習を実施する。



『中学校学習指導要領解説　保健体育編』文部科学省、東山書房、2018
『みんなでトライ！表現運動の授業』全国ダンス・表現運動授業研究会編、大修館書店、2015
『健康運動指導士養成講習会用テキスト（上・下）』財団法人健康・体力づくり事業財団．
『公認スポーツプログラマー専門科目テキスト』財団法人日本体育施設協会．
『エアロビック指導教本』日本エアロビック連盟．
その他、必要に応じて資料を配布するので、テキストと合わせて予習復習に役立ててもらいたい。

その他

改訂版　明日からトライ！ダンスの授業
全国ダンス・表現運動授業研究

会編
大修館書店 9784469269185

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
指導案や運動プログラムのレポートについては、作成過程で問題点を指摘し、改善を求める。
模擬指導実技の評価については、その場でフィードバックし、改善を求める。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
ダンスの基礎知識および中学・高校のダンス学習指導案レポート20%、ダンス模擬授業の実技指導力20％、エアロビックダンスの運動プロ
グラム立案および振り返りレポート20％、エアロビックダンスの実技指導力20％、取り組む姿勢20％を総合して評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
１．ダンスの発生・発展の歴史、種類と特性、構成要素、美的表現原理について理解し、説明できる。
２．中学・高校のダンス領域各種目の学習内容と目標について理解し、指導案に活用して記述できる。
３．中学・高校のダンス領域各種目の教材研究や指導法研究を深め、指導案を作成、模擬授業の指導ができる。
４．エアロビックダンスの特性に応じた運動処方、用語、指導技法について理解し、記述できる。
５．エアロビックダンスの基本動作を習得し、対面指導の示範および言葉かけができる。
６．対象者に応じた運動プログラムを作成し、段階的な模擬指導ができる。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。また、JSPO/JAF（日本エア
ロビック連盟）公認エアロビックコーチ1養成講習会免除適応コースの必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
この科目はスポーツ種目の理論と実践の演習を通して、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、
「コニュニケーション力」および「倫理観」を身に付けるための科目の１つとして開講される。 また、スポーツコーチングコースおよび
スポーツ競技コースの必修授科目として、「スポーツ科学の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授
与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
中高のダンス学習指導およびエアロビックダンス実技指導についての演習科目であるので、各資格取得と実践的な指導力を身に付けたい者
の履修を薦める。ダンス経験は問わないが、1年次配当科目のダンスを履修していることが望ましい。毎時、講義内容について実技実習や
討議を通して理解を深める演習形式の授業であるので、その心構えで参加すること。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
実技に適した服装・体育館履きで受講すること。汗ふきタオルと水分補給用のペットボトルを持参すること。遅刻・早退は30分以内とし、
3回で1回分の欠席としてカウントする。なお、怪我等で十分に実技ができない場合も指導実習は可能なので、できるだけ見学せずに参加す
ること。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は，演習の授業形態で行われる。「陸上競技のコーチング演習」、「体操競技のコーチング演習」、「水泳のコーチング演習」、
「サッカーのコーチング演習」、「バレーボールのコーチング演習」、「バスケットボールのコーチング演習」、「卓球のコーチング演
習」、「柔道のコーチング演習」、「剣道のコーチング演習」、「ダンスのコーチング演習」の中から1つを選択し、その種目のコーチン
グの理論を学習し、実践を通して指導方法を身につける。
「ダンスのコーチング演習」においては、ダンスの発生・発展の歴史、種類と特性、構成要素、美的表現原理について講義や映像資料を通
して理解する。中学・高校のダンス領域各種目の学習内容と目標、指導の要点について学習指導要領解説やテキストの講読、授業映像鑑
賞、グループ討議や演習等により理解を深め、教材研究および指導法研究をもとに指導案を作成し、模擬授業を通じて実践的な指導力を身
に付ける。また、エアロビクスの理論と運動処方の基礎、エアロビックダンスの特性、用語、指導技法について理解し、対象者に応じた運
動プログラムの作成、模擬指導を通じて指導力を身に付ける。

到達目標

【授業の到達目標】　※上記「授業の位置づけ」に対応した到達目標を設定してください。
１．ダンスの発生・発展の歴史、種類と特性、構成要素、美的表現原理を理解できる。
２．中学・高校のダンス領域各種目の学習内容と目標について理解し、活用できる。
３．中学・高校のダンス領域各種目の教材研究や指導法研究を深め、指導案を作成し、模擬授業の指導ができる。
４．エアロビクスの理論とエアロビックダンスの特性、用語、運動処方、指導技法について理解できる。
５．エアロビックダンスの基本動作を習得し、対面指導の示範および言葉かけができる。
６．対象者に応じた運動プログラムを作成し、段階的に展開する模擬指導ができる。

開講学期 2022年度前期、2022年度後期 単位数 4単位

代表教員 中村　恭子 ナンバリング

科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (ダンス) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング演習 (ダンス) 対象学年 3年

担当教員 中村　恭子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3 中村恭子
［授業内容］
学校体育におけるダンスの歴史
中学高校のダンス学習内容

［授業方法］
講義および映像資
料から学校体育に
おけるダンスの取
り扱いの歴史を理
解する。ダンスが
男女必修となった
経緯についてグ
ループ討議を行
い、理解を深め
る。中学校学習指
導要領解説に示さ
れているダンス各
種目の学習内容と
目標について確認
し、各種目の特性
と指導の要点につ
いて討議する。

（予習：2時間）
明治以降の学校体育におけるダンス領域の取扱
の歴史を調べる。中学校の学習指導要領解説ダ
ンス
熟読する。

（復習：2時間）
戦後の学校体育におけるダンス領域の取り扱い
について、学習指導要領上の記述を整理する。
中学校学習指導要領解説に示されているダンス
各種目の学習内容について整理する。

中村恭子
［授業内容］
ダンスの発展の歴史、種類と特性
ダンスとは何か

［授業方法］
ダンスの発展の歴
史、ダンスの種類
と特性について調
べたことを発表し
あい意見交換す
る。講義および映
像資料をもとに理
解を深める。「ダ
ンスとは何か（ス
ポーツとの相違
点）」についてグ
ループ討議を行
い、理解を深め
る。

（予習：2時間）
世界のダンスの発展の歴史、ダンスの種類と特
性について調べる。

（復習：2時間）
「ダンスの発展の歴史」「ダンスの種類と特
性」「ダンスとは何か（スポーツとの相違
点）」について講義および仲間の発表内容、討
議の結果から自分の考えをまとめる。

中村恭子
［授業内容］
ダンスの構成要素と美的表現原理

［授業方法］
表現系スポーツや
他の芸術領域の表
現技法について調
べてきたことを発
表しあい意見交換
する。ダンスの構
成要素と美的表現
原理について講義
および映像資料か
ら学習する。題材
例を用いて「ひと
流れの動き」の長
さや表現性の具体
について実技を交
えながらグループ
討議を行い、理解
を深める。

（予習：2時間）
表現系スポーツや他の芸術領域から1種目を選
び、その特徴的な表現技法と表現効果について
調べる。

（復習：2時間）
ダンスの構成要素と美的表現原理について、講
義および仲間の発表内容、討議の結果から自分
の考えをまとめる。

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による通年4単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習120時間の計180時間の学修を必要とする内容を
もって構成する。

【その他】
日本スポーツ協会「公認エアロビックコーチ１」の専門科目講習免除のための必須科目である。また、（公財）健康・体力づくり事業財団
「健康運動指導士」のエアロビックダンス講習免除科目として、1年次のダンスまたは本科目のいずれかの履修が必要である。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：中村恭子
E-mail：k-nakamu［at］juntendo.ac.jp
※［at］を＠に変更してください。

【オフィスアワー】
日時：前期：火曜日10:30-14:00, 木曜日10:30-14:00, 　後期：月曜日10:30-15:00, 金曜日15:00-17:00
場所：１号館５階　1501号室
ただし、上記の時間帯においても会議等で不在の場合もあるので、前日までにE-mail等で確認・予約すること。

担当教員の実務経験
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中村恭子

［授業内容］
創作ダンスの学習内容と学習指導
動きの変化の軸
創作ダンスの指導実習①「対極の動きの連続」

［授業方法］
講義および映像資
料から創作ダンス
の学習内容と指導
方法について理解
する。太鼓を用い
た指導方法につい
て実技を交えなが
らグループ討議を
行い、理解を深め
る。創作ダンスの
学習テーマ「対極
の動きの連続」の
題材について指導
実習を実施し、内
容や指導方法につ
いて討議する。

（予習：３時間）
創作ダンスの学習内容について、学習指導要領
解説を精読し理解する。創作ダンスの学習指導
についてテキストを読み理解する。創作ダンス
の学習テーマ「対極の動きの連続」から各自で
題材を選び、指導案を作成して指導実習の準備
をする。

（復習：1時間）
創作ダンスの特性と学習内容についてまとめ
る。テキストを参照して、「対極の動きの連
続」の題材例と学習のねらい、具体的なイメー
ジや動きの例を整理して理解を深める。

中村恭子
［授業内容］
イメージを動きに変換する方法
創作ダンスの指導実習②「身近な生活と日常動作」

［授業方法］
講義および資料映
像から創作ダンス
の学習内容と指導
方法について理解
する。イメージを
引き出し広げる言
葉かけや示範につ
いて実技を交えな
がらグループ討議
を行い、理解を深
める。創作ダンス
の学習テーマ「身
近な生活と日常動
作」の題材につい
て指導実習を実施
し、内容や指導方
法について討議す
る。

（予習：3時間）
創作ダンスの学習テーマ「身近な生活と日常動
作」から各自で題材を選び、指導案を作成して
指導実習の準備をする。

（復習：1時間）
創作ダンスの指導の要点についてまとめる。テ
キストを参照して、「身近な生活と日常動作」
の題材例と学習のねらい、具体的なイメージや
動きの例を整理して理解を深める。

中村恭子

［授業内容］
体育授業の導入に有効なスリーアップ（準備運動・技能向上・仲間と
の交流と意欲向上）の理論
ダンス・ウォームアップの特徴と意義
ダンス・ウォームアップの指導実習①

［授業方法］
ダンス・ウォーム
アップについて指
導例を分析し、そ
の目的や構成要
素、指導の要点に
ついて討議する。
各自が作成したダ
ンス・ウォーム
アップの指導実習
（模擬授業）を実
施し、内容や指導
方法について討議
する。

（予習：3時間）
体育・スポーツにおける準備運動の目的と意義
について調べる。ダンス・ウォームアップ指導
実習の使用曲を選び、指導案を作成して指導実
習の準備をする。

（復習：1時間）
体育授業の導入に有効なスリーアップ（準備運
動・技能向上・仲間との交流と意欲向上）の理
論について整理する。ダンス・ウォームアップ
の目的と意義、効果について整理する。ダン
ス・ウォームアップ指導実習について指摘され
た改善点等をまとめ、修正案を作成する。

中村恭子
［授業内容］
ダンス・ウォームアップの指導実習②

［授業方法］
ダンス・ウォーム
アップの指導実習
（模擬授業）を実
施し、内容や指導
方法について討議
する。

（予習：3時間）
ダンス・ウォームアップ指導実習の使用曲を選
び、指導案を作成して指導実習の準備をする。

（復習：1時間）
ダンス・ウォームアップの指導実習について、
指摘された改善点等をまとめ、修正案を作成す
る。

中村恭子
［授業内容］
ダンスの学習指導、評価の観点

［授業方法］
ダンス各種目の学
習内容・指導と評
価の関係について
講義内容から理解
する。技能の評価
の観点と評価基
準、生徒の主体的
な学習を支援する
指導の問いかけや
フィードバックの
種類と声かけにつ
いて実技を交えな
がらグループ討議
し、理解を深め
る。

（予習：2時間）
ダンスの学習評価の観点についてテキストを読
み理解する。

（復習：2時間）
ダンスの学習評価と評価基準、問いかけや
フィードバックの種類と声かけについて整理す
る。
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中村恭子
［授業内容］
リズムの変化、動き・群の構成
現代的なリズムのダンスの指導実習②

［授業方法］
講義と資料映像か
ら現代的なリズム
のダンスの学習の
進め方について理
解する。教育現場
の指導映像を観察
分析し、指導の要
点についてグルー
プ討議を行い、理
解を深める。

（予習：3時間）
現代的なリズムのダンスの学習指導法について
テキストを読み、指導のイメージをもつ。

（復習：1時間）
現代的なリズムのダンスの学習内容と指導の進
め方を整理する。学習に適する音楽を探し、そ
の教材を用いて何を学習させるか、どのように
指導を展開するのが効果的か検討し、指導案を
作成する。

中村恭子
［授業内容］
フォークダンスの基礎知識
フォークダンスの指導実習①外国の踊り

［授業方法］
外国のフォークダ
ンスの歴史や特徴
について講義や映
像資料から基礎知
識を得る。基本的
なフォーメーショ
ンや組み方、ス
テップについて実
技を交えながらグ
ループ討議を行
い、理解を深め
る。外国の踊りの
曲目例から指導実
習を実施し、内容
や指導方法につい
て討議する。

（予習：3時間）
フォークダンスの学習内容について学習指導要
領解説を精読し、理解する。外国のフォークダ
ンスの曲目例の動画を調べ、知識を得る。

（復習：1時間）
外国のフォークダンスの特性、基礎用語を整理
してまとめる。曲目例のフォーメーション、組
み方、主なステップ、指導のポイントを整理す
る。テキストを参照して曲目例と指導の進め方
について理解を深める。外国の踊りの指導実習
について、指摘された改善点等をまとめ、修正
案を作成する。

中村恭子
［授業内容］
動きの質と感情価の関係
創作ダンスの指導実習③「多様な感じ」

［授業方法］
講義および資料映
像からダンスの動
きの質と感情価の
関係について理解
する。動きの質と
感情価の関係につ
いて実技を交えな
がらグループ討議
を行い、理解を深
める。創作ダンス
の学習テーマ「多
様な感じ」の題材
について指導実習
を実施し、内容や
指導方法について
討議する。

（予習：3時間）
創作ダンスの学習テーマ「多様な感じ」から各
自で題材を選び、指導案を作成して指導実習の
準備をする。

（復習：1時間）
感情表現や多様な感じを表す動きの要素につい
てまとめる。テキストを参照して、「多様な感
じ」の題材例と学習のねらい、具体的なイメー
ジや動きの例を整理して理解を深める。

中村恭子

［授業内容］
現代的なリズムのダンスの学習内容と指導方法
音楽のリズムの特徴と捉え方、動きの多様化
現代的なリズムのダンスの指導実習①

［授業方法］
講義および映像資
料から現代的なリ
ズムのダンスの学
習内容について理
解する。学習課題
となる各種音楽リ
ズムの特徴と運動
学習への活用、リ
ズムや動きの変化
のさせ方につい
て、実技を交えな
がらグループ討議
を行い、理解を深
める。

（予習：3時間）
現代的なリズムのダンスの学習内容について学
習指導要領解説を精読し、理解する。

（復習：1時間）
現代的なリズムのダンスの特性と学習内容につ
いてまとめる。テキストを参照して、題材例と
学習のねらい、具体的な動きの例を整理して理
解を深める。
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中村恭子

［授業内容］
ウォーキングレベルの基本プログラムの理解
ウォーキングレベルのステップの理解と動きの習得
実技実習①ウォーキングレベルのエクササイズ

［授業方法］
指導者の動きを模
倣して基本プログ
ラムの動きを理解
する。数名のグ
ループで教えあ
い、基本プログラ
ムの動きを習得す
る。

（予習：1時間）
エアロビックダンスの基本ステップについてテ
キストを読み理解する。

（復習：3時間）
ウォーキングレベルの基本プログラムを練習し
てスムーズに実演できるようにする。ステップ
名称を覚える。

中村恭子

［授業内容］
ジョギングレベルの基本プログラムの理解
ジョギングレベルのステップの理解と動きの習得
実技実習②ジョギングレベルのエクササイズ

［授業方法］
指導者の動きを模
倣して、ウォーキ
ングレベルから
ジョギングレベル
に動きを発展させ
る経緯を理解し、
曲のテンポと動き
方、運動強度の変
化の関係について
理解する。数名の
グループで教え合
い、ジョギングレ
ベルのプログラム
を習得する。

（予習：1時間）
曲速度に適合するステップ動作について、テキ
ストを読み理解する。

（復習：3時間）
ジョギングレベルのプログラムを練習してス
ムーズに実演できるようにする。ステップ名称
を覚える。

定期試験は実施しない。

中村恭子
［授業内容］
エアロビクスの理論、
エアロビックダンスの特性、運動処方、安全管理

［授業方法］
講義と資料映像か
らエアロビクスの
理論とエアロビッ
クダンスの特性に
ついて理解する。
安静時心拍数の測
り方と目標心拍数
の算出方法の演習
を行う。運動強度
設定などの運動処
方と安全管理につ
いてグループ討議
し、理解を深め
る。

（予習：1時間）
エアロビックダンスについてテキストを読む。

（復習：3時間）
エアロビックダンスの特性と運動処方の基本理
論、安全管理についてまとめる。正しい安静状
態を保ったうえで安静時心拍数測定し、50％、
60％、70％、80％運動強度時の予測心拍数を算
出する。運動強度設定と目標心拍数の算出方法
についてまとめる。

中村恭子
［授業内容］
フォークダンスの指導実習②日本の民踊

［授業方法］
日本の民踊の曲目
例の由来と特徴に
ついて講義と映像
資料から基礎知識
を得る。日本の民
踊の特徴的な踊り
方について実技を
交えながらグルー
プ討議を行い、理
解を深める。日本
の民踊の曲目例か
ら指導実習を実施
し、内容や指導方
法について討議す
る。

（予習：3時間）
日本の民踊・民俗芸能の歴史と種類を整理す
る。地元の民踊もしくは日本の代表的な民踊の
曲目例について調べ、指導案を作成して指導実
習の準備をする。

（復習：1時間）
日本各地の民踊について由来と特徴を整理す
る。テキストを参照して、曲目例と学習の進め
方について理解を深める。日本の民踊の指導実
習について、指摘された改善点等をまとめ、修
正案を作成する。

中村恭子
［授業内容］
学習指導計画および指導時案の立案

［授業方法］
中学校３年間の学
習指導計画につい
て発表しあい、そ
れぞれの利点につ
いて討議する。各
種目の学習指導単
元計画および指導
時案の作成方法に
ついて解説する。
中学１年生8時間
の単元計画の概要
を立案し、教員の
助言を受けて修正
する。指導時案の
該当時を選び、教
員の助言を受けて
修正する。

（予習：3時間）
創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズム
のダンスの学習内容と目標、学習指導法につい
て復習し、中学校３年間の学習指導計画を立て
る。

（復習：5時間）
中学１年生の単元計画を立て、各種目の指導時
案を作成する。
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中村恭子
［授業内容］
応用プログラムの実技実習②
ボールや縄跳び等の手具を用いたエクササイズ

［授業方法］
教師の動きを模倣
して基本的な手具
の使い方やエクサ
サイズへの応用の
仕方を理解する。
2人組でその他の
手具を用いた動き
を考案し、他チー
ムと教えあう。

（予習：1時間）
手具を用いた体操や中高年層向きの健康体操に
ついて調べる。

（復習：3時間）
ボールや縄跳びを用いたエクササイズの動作の
要点をまとめる。その他の手具を用いたエクサ
サイズを考案する。

中村恭子
［授業内容］
応用プログラムの実技実習③
キック・ボクシングの動作を用いたエクササイズ

［授業方法］
教師の動きを模倣
して、スポーツの
動きをリズムに乗
せてエクササイズ
に応用する方法を
理解する。2人組
でその他のスポー
ツを応用した動き
を考案し、他の
チームと教えあ
う。

（予習：1時間）
スポーツジム等のスタジオレッスンにおける運
動
プログラムの多様性について調べる。

（復習：3時間）
キック・ボクシングの動きを用いたエクササイ
ズの要点をまとめる。その他のスポーツ動作を
用いたエクササイズを考案する。

中村恭子
［授業内容］
基本プログラムの実技指導技術③
実技指導テスト①

［授業方法］
5人組で1人が指導
者、4人が参加者
となり、基本プロ
グラムのルーティ
ンによる実技指導
を行い、教員が合
否を判定、評価す
る。

（予習：3時間）
基本プログラムの内容と実技指導技術について
確認し、練習して実技指導テストに備える。

（復習：1時間）
実技指導技法、技術について要点をまとめる。

中村恭子
［授業内容］
応用プログラムの実技実習①
ステップ台を用いたエクササイズ

［授業方法］
教師の動きを模倣
して基本的な動き
を習得する。2人
組でステップ台を
用いた動きを工夫
して短いフレーズ
を作り、他チーム
と教えあう。

（予習：1時間）
エアロビックダンスの応用プログラムについて
調べる。

（復習：3時間）
ステップ台を用いたエクササイズにおけるス
テップ名称と踏みかえ動作の要点をまとめる。
ステップ台や椅子などの器具を用いたエクササ
イズを考案する。

中村恭子

［授業内容］
基本プログラムの実技指導技術①
正確で明確な動作の習得、対面指導の理解と練習、
簡潔な指導言語と発声練習

［授業方法］
対面指導と背面指
導の適合場面につ
いて討議し、指導
技法について理解
を深める。2人組
で対面し、1人が
指導者役、1人が
参加者役で対面指
導の練習をして指
導技術を高め、評
価しあう。

（予習：1時間）
指導者の役割についてテキストを読み理解す
る。ウォーキングレベルの基本プログラムの内
容を思い出し、練習する。

（復習：3時間）
基本プログラムの実技指導技術（正確で明確な
動作・対面指導）がスムーズに実演できるよう
に練習する。動きながら大きな声で発声する練
習をする。

中村恭子
［授業内容］
基本プログラムの実技指導技術②
適切な指示のタイミング（キューイング）、指示動作の工夫

［授業方法］
指導言語と指示動
作の適切なタイミ
ングについて討議
し、効果的な指導
技法について理解
を深める。
2人組で対面し、1
人が指導者役、1
人が参加者役で対
面指導および
キューイングの練
習をして指導技術
を高め、評価しあ
う。

（予習：1時間）
指導者の役割についてテキストを読み理解す
る。キューイングのタイミングについて資料映
像を見て予習する。

（復習：3時間）
基本プログラムの実技指導技術（キューイン
グ・指示動作）がスムーズに実演できるように
練習する。基本プログラムの内容を覚え、ス
ムーズに指導を展開できるように練習する。
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28 中村恭子
［授業内容］
ソロ作品発表実技テスト

［授業方法］
課題曲に合わせた
ソロ作品を発表し
あう。テーマや動
きの大きさ、独創
性、表現性につい
て相互評価しあ
い、効果的なダン
ス表現について理
解を深める。

（予習：3時間）
これまでの学習成果を活用し、課題曲のイメー
ジやリズムに応じたソロ作品を創作する。

（復習：1時間）
相互評価の結果をもとに、自作品の内容と演舞
技術について分析する。

定期試験は実施しない。

中村恭子

［授業内容］
オリジナル運動プログラムの作成③
段階的指導の考案、指導練習、心拍計を用いた運動強度の測定、プロ
グラムの運動強度の分析

［授業方法］
初見の参加者が戸
惑わないように段
階的指導の手順を
工夫する。心拍計
を装着してオリジ
ナル運動プログラ
ムを10分間実施
し、運動強度を測
定する。結果を分
析し、問題点を検
討する。

（予習：3時間）
オリジナル運動プログラムの段階指導の手順を
考案する。プログラムをスムーズに指導できる
ように練習する。

（復習：2時間）
オリジナル運動プログラムの運動強度測定結果
の分析をもとに、プログラムを修正する。

中村恭子
［授業内容］
オリジナル運動プログラムの指導実技テスト

［授業方法］
5人組でオリジナ
ル運動プログラム
を指導しあい、対
象者の体力レベル
や運動目的に合っ
た内容であるか、
指導技法は適切か
について相互評価
する。

（予習：3時間）
オリジナル運動プログラムの実技指導技術につ
いて確認し、練習して実技指導テストに備え
る。

（復習：2時間）
相互評価の結果を分析し、オリジナル運動プロ
グラムの内容と指導技術についての自己分析を
行う。

中村恭子

［授業内容］
オリジナル運動プログラムの作成①
対象・目的に応じた運動処方の作成、運動強度・難度、曲速度の設
定、目標心拍数の算出

［授業方法］
1人の対象者を決
め、目的に応じた
運動プログラムを
考案する。考案し
たプログラムにつ
いてグループで意
見交換し、ブラッ
シュアップする。

（予習：2時間）
特定の個人を対象とした運動プログラム作成に
当たり、対象者を決め、年齢・性別・体格・安
静時心拍数・運動経験・日頃の活動状況・運動
目的などの個人の特性を調べる。

（復習：3時間）
オリジナル運動プログラム作成の続きを考案す
る。

中村恭子

［授業内容］
オリジナル運動プログラムの作成②
運動処方に応じた運動プログラムの構成、指導言語・キューイング等
の練習

［授業方法］
作ったプログラム
を実演し、グルー
プで教えあって問
題点を確認し、修
正する。

（予習：2時間）
オリジナル運動プログラムに適した楽曲を探
し、音源を準備する。

（復習：3時間）
オリジナル運動プログラムの修正。使用曲の編
集。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
授業前までに、各担当教員が連絡します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 山崎一彦
E-mail：kayamaza@juntendo.ac.jp
陸上競技研究室：1号館1522号室
【オフィスアワー】
火曜日 13時〜15時
上記時間帯は予約がなくても対応しますが、予約のあった学生を優先します。できる限り、前日までにE-mailで予約するように心がけてく
ださい。

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
課題レポートは翌週の授業で返却し、解説を行う。課題プレゼンテーションは、授業内で講評をする。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
　平常点（20％）課題レポート（40％）ならびにプレゼンテーション試験（40％）を総合して評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
1. スポーツリーダーシップの社会的役割と重要性を具体的に述べることができる（レポート）
2. トップアスリートに求められるリーダーシップ発揮能力をイノベーションすることができる（プレゼンテーション）
3. 授業中の発言やグループワークの取り組み状況によって受講態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「コミュニケーション力」、「倫理観」及び「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」という学位授与方針の達成に寄与す
る。

履修上の注意、履修要
件

スポーツコーチング論Ⅰ，体力トレーニング論を受講していることが好ましい。授業内はグループディスカッションが頻繁に実施するた
め、授業前の予習でその材料となる情報収集や資料作成を十分に行うこと。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は，講義の授業形態で行われる。トップアスリートが成功するためには，競技力及び成績向上を求められるのと同時に，そのスポー
ツ競技における発信力やリーダーシップ能力が強く求められる。近年は，よりよいスポーツ競技の発展のために，その期待や役割について
社会的な影響があるほど大きくなっている。スポーツにおけるリーダーシップについてトップアスリートとしての人間形成に必要な知識と
方法について理解を深める。また，競技者・チーム組織に関する理念・戦略・方針などの競技者，コーチ，組織間におけるリーダーには何
が必要なのか，真のリーダーに求められるものは何かを学ぶ。同時に，組織におけるリーダーシップとフォロワーシップの関係性を理解
し，最新のリーダーシップ理論の基本的な考え方を学ぶ。
　　（オムニバス方式／全14回）

（15 山崎一彦／6回）
なぜアスリートがリーダーシップを取っていく必要があるのか理解するとともに，リーダーとしての発信力，発信方法，表現方法及び危機
管理について理解を深める。また，スポーツ活動を通じたリーダーシップをとることによって得られるデュアルキャリアを考える。自らが
スポーツリーダーとして活躍するために，望まれるリーダーシップと自身が実施できる事項について考える。

（1 吉村雅文／3回）
リーダーの本質を深く理解するとともに，競争を勝ち抜くために必要なリーダーシップとはどのようなものかを理解する。球技系コーチン
グ学の観点からみたリーダーシップを理解し，理想のキャプテン像について理解を深める。リーダーに求められる改革とイノベーションに
ついて理解を深める。

（20 水野基樹／3回）
リーダーシップとフォロワーシップの関係性についての考え方を概観した上で，最新のリーダーシップ理論（サーバント・リーダーシップ
理論，シェアド・リーダーシップ理論，LMX理論など）を理解する。コッターの組織変⾰プロセスモデルを用いて組織変革を進めるステッ
プを理解する。組織変革に成功したスポーツチームの事例について議論する。

（42 武田剛／2回）
リーダーとしての倫理観及び規範意識について理解を深める。リーダーとしてのインテリジェンスの必要性を理解し，その活用方法につい
て考える。

到達目標
1.スポーツリーダーの育成、リーダーシップ発揮について理解を深め説明することができる。
2.スポーツリーダーとして求められる改革とイノベーション等々について理解し説明することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 山崎　一彦 ナンバリング COA2307

科目名 【新カリ】スポーツリーダーシップ論 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツリーダーシップ論 対象学年 3年

担当教員 山崎　一彦、吉村　雅文、水野　基樹、武田　剛、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

7 水野
組織変革を進めるステップをコッターの組織変⾰プロセスモデルを用
いて解説する。そして、組織変革に成功したスポーツチームの事例に
ついて議論する。

基本的な理論的フ
レームワークを説
明した後、ケース
スタディ教材を用
いてグループディ
スカッションを実
施する。そして、
TKJ法によるアイ
デアの収集および
体系化を試みる。

（予習：2.5時間）
基本的なKJ法の手続きやプロセスについて調べ
ることで、グループワークが円滑に展開できる
ように準備する。
（復習：1.5時間）
TKJ法によって収斂されたケーススタディ教材
の内容を振り返り（内省して）、ほかの組織や
チームへの援用可能性やフィージビリティを検
討する。

水野
リーダーシップについての神話と真実について、カリスマ論やリー
ダーシップ開発論などの理論的視座に立脚して解説する。

座学による講義を
主体としながら
も、組織開発の
ツールを用いての
ワークも実施する
ことにより、リー
ダーシップという
影響力を理解す
る。

（予習：2.5時間）
リーダーシップとマネジメントの概念的な相違
点に関して文献等で事前に調べる。
（復習：1.5時間）
リーダーシップという影響力は、いつ誰が発揮
すべきかについて講義内容を踏まえて整理す
る。

水野
リーダーシップとフォロワーシップの関係性についての考え方を概観
したうえで、最新のリーダーシップ理論（サーバント・リーダーシッ
プ理論、シェアド・リーダーシップ理論、LMX理論など）を理解する。

　座学による知識
の習得のみなら
ず、VTR視聴に
よってリーダー
シップを発揮する
現場（スポーツ、
ビジネス、政治な
ど）の臨場感を創
出する。

（予習：2.5時間）
リーダーシップ論におけるフォロワーシップ概
念とは何かについて事前に調べる。また、唯⼀
最善のリーダーシップ・スタイルが存在するか
検討する。
（復習：1.5時間）
組織における影響力発揮の方向性の種類につい
て整理する。そして、どのようにしてリーダー
シップ理論が現場で実践に活かされているのか
検討する。

吉村雅文
【授業内容】
球技系コーチング学の観点からみたリーダーシップを理解し、理想の
キャプテン像について理解を深める。

【授業方法】
　サム・ウォー
カーの「キャプテ
ンたちの７つのス
キル」について
ディスカッション
を含めて検討す
る。

（予習：2.5時間）
　理想のキャプテンとはどんな人材か、文献等
を利用し事前に調べるとともに、自分なりに整
理をする。
（復習：1.5時間）
　「キャプテンたちの７つのスキル」について
のディスカッションを整理する。

吉村雅文
【授業内容】
リーダーに求められる改革とイノベーションについて理解を深める。

【授業方法】
　優れたリーダー
の改革に対する行
動やマネジメント
の実例から、自分
自身のリーダー
シップの未来につ
いて議論する。

（予習：2.5時間）
　スポーツ強化のために必要なリーダーと企業
に必要なリーダとの違いについて、文献等を利
用し事前に調べるとともに、自分なりに整理を
する。
（復習：1.5時間）
　自分自身のリーダーシップの未来について整
理する。

山崎
よりよいスポーツ競技の発展のために、なぜアスリートがリーダー
シップを取っていく必要があるのか理解し、興味を深める。

グループディス
カッションでリー
ダーシップの必要
性を自ら考え、新
しい時代にマッチ
したリーダーにつ
いて解説する。

（予習：2.5時間）
円滑なディスカッションを可能にするため、ス
ポーツにおける現在のリーダーを数名調べ、現
時点における自身の理想とするリーダー像を明
確にしておく。
（復習：1.5時間）
ディスカッションで挙げた新しい時代にマッチ
したリーダーについて整理する。

吉村雅文
【授業内容】
リーダーの本質を深く理解するとともに、競争を勝ち抜くために必要
なリーダーシップとはどのようなものかを理解する。

【授業方法】
　座学とワークを
組み合わせながら
授業を展開し
リーダーシップと
はどのようなもの
かを体感しながら
理解を深める。

（予習：2.5時間）
　リーダーとは？リーダーシップとは？文献等
を利用し事前に調べるとともに、自分なりに整
理をする。
（復習：1.5時間）
　座学とワークから得ることのできたことを含
めて、リーダーとは何か、リーダーシップとは
何かを整理する。

備考

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成
する。
【その他】
特になし

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

担当教員の実務経験
陸上競技においてオリンピック出場経験、実業団活動経験のある教員、日本スポーツ協会公認コーチ資格、JOCナショナルコーチアカデ
ミー修了を持つ教員、日本代表監督、ユニバーシアード日本代表監督および日本代表コーチ経験のある教員が、現場において求められる知
識や実践的なリーダーシップ論をわかりやすく解説します。
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14

定期試験の実施はなし

山崎
自らがスポーツリーダーとして活躍するために、望まれるリーダー
シップと自身が実施できる事項について考える。それらを題材にプレ
ゼンテーション方法（話し方、まとめ方）を理解する

各グループ内でプ
レゼンテーション
を行い、相互評価
をしあう。

（予習：2.5時間）
授業でプレゼンテーションができるようにする
ために、自身の望まれるリーダー像をまとめて
おく。
（復習：1.5時間）
相互評価をしあった箇所で、気づいたところに
ついて、再度資料追加や調査をしておく。

山崎
本科目で実施した内容をもとに、スポーツリーダーとして重要な要素
をまとめ、グループごとにプレゼンテーションを行い、受講者と教員
の相互評価をする

グループワークを
行い、各グループ
からプレゼンテー
ションを展開して
いく

（予習：2.5時間）
13回までに実施した授業内容を見返し、スポー
ツリーダーのあり方について整理しておき、プ
レゼンテーションの準備をしておく。
（復習：1.5時間）
本科目での総括をレポートにまとめ提出する。

山崎
リーダーとしての発信力、発信方法、表現方法および危機管理につい
て理解を深める

事例を取り上げ、
受講者からの知っ
ている事例に発展
させ、グループ
ディスカッション
により好ましい発
信と危機管理を共
有していく

（予習：2.5時間）
印象に残るリーダーの言葉を複数個調べてお
く。また、その発信をするための方法や表現方
法について、ディスカッションができる様に事
前に整理しておく。
（復習：1.5時間）
事例をまとめ、好ましい情報発進方法と危機管
理について共有したものをまとめる。

山崎
スポーツ活動を通じたリーダーシップを獲ることによって得られる
デュアルキャリアを考える

アスリートのデュ
アルキャリアまた
はセカンドキャリ
アについて事例を
挙げ、グループ
ディスカッション
でスポーツやその
他の分野で活躍す
るアスリートにつ
いて考えていく

（予習：2.5時間）
グループディスカッションを円滑に行える様に
するため、アスリートのデュアルキャリアまた
はセカンドキャリアについての事例を複数整理
しておく。
（復習：1.5時間）
元アスリート達がスポーツやその他の分野で活
躍するためには、どんなことが必要になってく
るかを整理する。

武田
リーダーとしてのインテリジェンスの必要性を理解し、その活用方法
について考える

情報および科学的
データの活用事例
と方法について学
んだ後、グループ
ディスカッション
の中で整理をして
いく

（予習：2.5時間）
自身が深く関わるスポーツにおいて活用される
数量データ等の情報を事前ノートに整理して授
業に備える。
（復習：1.5時間）
授業内容を踏まえ、自身が深く関わるスポーツ
チームへの科学的データ活用案を作成する。

山崎
パフォーマンスを継続的に発揮させるために、組織、人間関係、サ
ポート体制の周囲環境を整えるコンピテンシーを高めることを理解す
る

理念、方針、戦略
の設定と周囲環境
の整備をすること
によって、継続的
なパフォーマンス
向上が目指すこと
を目的としたグ
ループディスカッ
ションと小プレゼ
ンテーションを行
う

（予習：2.5時間）
円滑にディスカッションするために、自身の興
味のある競技団体またはスポーツ団体などの理
念、方針、戦略を2団体以上調べ、整理をす
る。
（復習：1.5時間）
理念、方針、戦略および周囲環境の整備に関し
て、継続的なパフォーマンス向上ができる組織
に必要なものを整理する。

武田 リーダーとしての倫理観および規範意識について理解を深める

講義による情報提
供と、事例をもと
にしたグループ
ディスカッション
で理解を深める。

（予習：2.5時間）
倫理、モラル、マナーの言葉の定義を整理し、
自身が所属するチーム内や社会からの求められ
る倫理観や規範意識を考え、授業に備える。
（復習：1.5時間）
人間力と競技力のダブルゴールの追求に必要な
取り組みを具体的に考える。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

1

2

堀池
中嶽

ガイダンス

授業目的及び概
要、シラバス、評
価方法等について
説明する。

（予習：2時間）
セルフコーチングについて調べる。
（復習：2時間）
授業の概要等を確認する。

個別担当教員 自分自身の競技への取り組み

自分自身が取り組
んでいる競技につ
いて、体調・身体
組成・運動量・パ
フォーマンスなど
の記録のために独
自の記録ノートを
作成する。

（予習：2時間）
自分自身の競技スポーツの計画や実践内容を確
認する。
（復習：2時間）
記録ノートを各自で作成し、項目内容の履歴を
蓄積できるようにする。

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間30時間以上を含む）の学修を必要とする内容を持って構成す
る。
【その他】
新型コロナウイルス感染症の発生状況により、授業計画等の変更をお願いする可能性があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業中に演習ノートや資料を配布します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当：堀池巧
E-mail：t-horiike［at］juntendo.ac.jp
※［at］を@に変更してください。
【オフィスアワー】
日時：水曜日12時00分〜12時40分
場所：1号館5階1529室 サッカー研究室

担当教員の実務経験 サッカー日本代表及びＪリーグでの競技経験があり、Ｓ級コーチライセンスの指導資格を保有する教員を中心に指導する。

参考文献

授業中にポイントを解説します。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 演習記録（50％）とレポート（50％）を総合して評価する。

評価基準
①自問自答形式で取り組んでいる行動に質問を繰り返し思考パターンが理解できる（演習記録）。
②特別講義や担当教員とのディスカッションを通して、セルフコーチングの成果を認識できる（レポート）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・競技スポーツコース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、およびそれらの活用能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
演習をサポートする担当教員と面談をして、履修の確認が事前に取れていること。
競技スポーツを現在も実践していることが望ましい。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。競技実践活動を通じて、自身の能力を向上させるためには、コーチや指導者の指示のみではなく
「セルフコーチング」が必要である。自分自身でコーチングを行い，主に自問自答形式で行われる。そして，何げなく取り組んでいる行動
に質問を繰り返し，深掘りしていくことで自分の思考パターンを理解する。また，小さな成功体験を意識することで，成功の原因と自分の
強みを確認することができる。具体的には、特別講義聴講や競技別担当教員とのテーマ別実践演習・ディスカッションを実際に自分自身が
取り組んでいる競技活動の中で「セルフコーチング」を実践する。成果を客観的な競技結果や科学的根拠から評価指標を求めることは重要
であるが，競技者自身が行動や思考の履歴を蓄積し、その成果や新しい知見を認識できるようになることを目標とする。

到達目標
①実際に自分自身が取り組んでいる競技活動を利用して，「セルフコーチング」を実践できる。
②競技者自身が行動や思考の履歴を蓄積しその成果や新しい知見を認識できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 中嶽　誠 ナンバリング COA2308

科目名 【新カリ】セルフコーチング演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】セルフコーチング演習 対象学年 3年

担当教員 中嶽　誠、堀池　巧、スポーツ健康科学部教員共通



3

4

5
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7
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個別担当教員 テーマ別による演習の実践①

下記のテーマから
1つ選んで、実践
する。
＜個人競技＞
競技力向上に関す
る技術・技の習熟
度と他者観察・運
動強度のモニタリ
ング方法
＜集団競技＞
基礎的応用的スキ
ル・切り替えス
ピード・オープン
スキルとクローズ
ドスキル
＜武道＞
技の習得度と競技
力向上・基本動作
と自己評価観点の
構築

（予習：2時間）
テーマについて調べておく。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。

個別担当教員 テーマ別による演習の実践②

下記のテーマから
1つ選んで、実践
する。
＜個人競技＞
コンディショニン
グ・主観的疲労度
と練習内容・個人
特性を利用した練
習と競技会の評価
＜集団競技＞
トレーニング・ピ
リオダイゼーショ
ン・フィジカルト
フィットネス
＜武道＞
身体組成の変容と
競技力向上・応用
動作の効果的な練
習内容

（予習：2時間）
テーマについて調べておく。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。

個別担当教員 横断的な競技への取り組み②

自分自身の競技パ
フォーマンスを高
めるために、他競
技の取り組み方を
メールや研究室訪
問にて事前学習し
てから実践する。
例：サッカーでの
スプリント能力向
上→陸上競技の練
習方法を学習す
る。

（予習：2時間）
横断的な競技について事前に調べておく。
（復習：2時間）
他競技の取り組みを実践し、振り返る。

堀池
中嶽

元アスリートの特別講義Ⅱ
特別講義を聴講
し、レポートを作
成する。

（予習：2時間）
指定されたテーマについて調べておく。
（復習：3時間）
講演内容と自分の考えをレポートにまとめる。

堀池
中嶽

元アスリートの特別講義Ⅰ
特別講義を聴講
し、レポートを作
成する。

（予習：2時間）
指定されたテーマについて調べておく。
（復習：3時間）
講演内容と自分の考えをレポートにまとめる。

個別担当教員 横断的な競技への取り組み①

自分自身の競技パ
フォーマンスを高
めるために、他競
技の取り組み方を
メールや研究室訪
問にて事前学習し
てから実践する。
例：体操競技→水
泳飛び込みでの空
中感覚などを学習
する。

（予習：2時間）
横断的な競技について事前に調べておく。
（復習：2時間）
他競技の取り組みを実践し、振り返る。
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定期試験の実施しない

堀池
中嶽

最終特別講義Ⅲ
最終特別講義を聴
講し、レポートに
まとめる。

（予習：2時間）
指定されたテーマについて調べておく。
（復習：3時間）
講演内容と自分の考えをレポートにまとめる。

堀池
中嶽

発表会・まとめ
学習してきたこと
をグループに分か
れて発表する。

（予習：3時間）
発表資料を作成する。
（復習：2時間）
今までの学習内容を振り返る。

個別担当教員 テーマ別による演習の実践⑤
自分自身で設定し
たテーマを実践す
る。

（予習：2時間）
テーマについて調べて設定する。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。

個別担当教員 テーマ別による演習の実践⑥
今までのテーマ別
演習をまとめる。

（予習：2時間）
今までのテーマについてまとめておく。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。

個別担当教員 テーマ別による演習の実践③

下記のテーマから
1つ選んで、実践
する。
＜個人競技＞
トレーニング＆コ
ンディショニン
グ・新技への取り
組みと主観的観察
評価・栄養＆休養
評価とコンディ
ショニング評価
＜集団競技＞
練習方法の工夫・
戦術理解度・トラ
ンジションとセッ
トプレー
＜武道＞
減量における身体
組成の変容と練習
内容・試合等への
基本練習のつなが
り

（予習：2時間）
テーマについて調べておく。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。

個別担当教員 テーマ別による演習の実践④

下記のテーマから
1つ選んで、実践
する。
＜個人競技＞
競技におけるマネ
ジメント・減量に
よる練習への意
欲・映像による定
期観察と技術改善
スキームの構築
＜集団競技＞
ゲーム分析の方法
＜武道＞
競技的観点と修業
的観点の整理

（予習：2時間）
テーマについて調べておく。
（復習：2時間）
テーマについて実践したことを振り返る。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



参考文献

2017年発行978-4-46926-819-5大修館書店日本コーチング学会 編集コーチング学への招待

その他

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者リファレンスブック（公益財団法人 日本スポーツ協会）

スポーツ・コーチング学　指導理念から
フィジカルトレーニングまで

レイナー・マートン 著　大森
俊夫／山田 茂 監訳

西村書店 978-4-89013-432-8 2013年発行

作成した個人テキストなどの評価やポイントは各授業担当者への質問に回答する形でフィードバックする 。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 平常点（30％）、定期試験（70％）を総合的に評価する。

評価基準

1. 社会から求められるコーチの人間像と、パフォーマンスやトレーニングの構造について説明できる。（定期試験）。
2. 対他者・対自己に関する知識を含む、コーチングの知識やスキルの全体像を説明できる（定期試験）。
3. スキルや心のトレーニングについての理論や基本的な方法論について理解できる（定期試験）。
4. 授業中の発言や予習・復習の取り組み状況によって受講態度を評価する（平常点）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の必修科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（ジュニアスポーツ指導員）の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は「社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ、スポーツ健康科学分野における専門的な知識又は技能をもとに課題を解決で
きる能力」を身に付けるための科目の１つとして開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
とくになし。

授業概要

全体内容

本科目は，講義の授業形態で行われる。医・科学的（自然科学的）コーチング・トレーニング理論を学修し ，コーチング実践に必要な応
用的な知識の理解を深める。コミュニケーションスキルや，個人特性に関する知識（発育発達，老化，性別や心理的特徴）を学修し，多様
な対象に対して適切なコーチングを実践で きるようになることを目指す。
（オムニバス方式／全14回）
（1 吉村雅文／2回）
グットコーチに求められる人間像、プレイヤーセンタードなコーチングの目的について理解する。日本スポーツ協会の指導者制度を初めて
として社会からコーチが求められる役割や、これを果たすために必要とするスキルの知識やスキルの全体像を概論として学修する。

（8 中村充／3回）
様々なスポーツ種目を分類した上でのスポーツ トレーニングサイクルの構造（パフォーマンス構造論，トレーニングアセスメント論，ト
レーニング目標論，トレーニング手段・方法論，トレーニング計画論，試合行動論）についての理解を深める。

（42 武田剛／3回）
対他者の知識（コミュニケーション，リーダーシップ，プレゼンテーション，ファシリテーション等のスキ ル），対自己力の知識（コー
チの学びやコーチのセルフマネジメント）について学修する。

（58 島嵜佑／3回） スキルの獲得とその過程について理解を深める。スポーツパフォーマンスに関わるスキルを，技術及び体力の要素か
ら捉え，スキルのトレーニングについて理解を深める。また，スキルを向上させる効果的なトレーニング方法について学修する。

（57 川田裕次郎／3回）
心のトレーニングに必要となるスポーツにおける動機づけ，メンタルマネジメント，イメージトレーニング ，心理的コンディショニング
について理解を深める。さらにコーチが持つべき指導スキル（他者観察，心理 的サポート，カウセリング，フィードバック）について理
解を深め，スポーツ心理学を応用したコーチング 実践に必要な知識を学修する。

到達目標

1. 社会から求められるコーチの人間像と、対象となるスポーツのパフォーマンスとそのトレーニング構造を理解できる。
2. 選手とのコミュニケーション方法（対他者）やコーチとしての自己研鑽方法（対自己）を含む、コーチングを行う上で必要となる知識
やスキルの全体像を理解できる。
3. スキルや心のトレーニングの一般論を理解し、多様な指導現場や研究での実践理論を理解できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 吉村　雅文 ナンバリング COA3309

科目名 【新カリ】スポーツコーチング論Ⅱ 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング論Ⅱ 対象学年 3年

担当教員 吉村　雅文、中村　充、島嵜　佑、川田　裕次郎、武田　剛、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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授業計画

【学修時間】
この授業は講義形式による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他①】
この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
JSPO（日本スポーツ協会）公認スポーツ指導者資格　共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
JSPO（日本スポーツ協会）ジュニアスポーツ指導員
【その他②】
新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

備考

担当教員の実務経験

吉村雅文（1号館5階1528号室）：月曜日　12:00〜12:50
　　　　　 E-mail：msyoshi[at]juntendo.ac.jp 　（[at]を＠に変更してください）
中村　充（1号館5階1505号室）：木曜日　10:00〜12:00
　　　　　 E-mail：mtnakamu[at]juntendo.ac.jp　（[at]を＠に変更してください）
武田　剛（1号館5階1507号室）：木曜日14:30〜15:30
　　　　　 E-mail：tutakeda[at]juntendo.ac.jp　（[at]を＠に変更してください）
川田裕次郎（1号館2階1215号室）：月曜日13:00〜14:30、木曜日14:30〜15:30
　　　　　 E-mail：yuukawa[at]juntendo.ac.jp（[at]を＠に変更してください）
島嵜　佑（1号館5階1528号室）：水曜日14:30〜16:30  木曜日10:00〜12:00
　　　　　 E-mail：yshimasa[at]juntendo.ac.jp(［at］＠に変更してください)

連絡先・オフィスア
ワー

（予習：2時間）
グッドコーチに求められる「人間力」とは何か
調べておく。
（復習：3時間）
グッドコーチに求められるコーチングの理念・
哲学、対自分力、対他者力、トレーニング科学
やスポーツ医・科学についてまとめる。

概念に関する講義
を行った上で、
ケーススタディや
グループディス
カッションなど多
くのアクティブ
ラーニングを行
う。

社会からコーチが求められる役割や、これを果たすために必要とする
スキルの知識やスキルの全体像を学習する。

吉村

（予習：2時間）
プレイヤーセンタード、アスリートセンタード
とは何か、なぜコーチングの分野でそのように
表現されるのか調べておく。
（復習：2時間）
プレイヤーセンタード、アスリートセンタード
の考え方について、また、実践するための重要
点についてもまとめる。

概念に関する講義
を行った上で、
ケーススタディや
グループディス
カッションなど多
くのアクティブ
ラーニングを行
う。

グットコーチに求められる人間像、プレイヤーセンタードなコーチン
グの目的について学習する。

吉村

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

（予習：2時間）
トレーニングアセスメントについて「リファレ
ンスブック」を読んでおく。
（復習：3時間）
目標設定、トレーニング計画、トレーニングア
セスメントまでを一貫した企画を考案する。

トレーニングアセ
スメントの重要性
を解説し、自己の
種目を中心として
効果的なアセスメ
ントを検討する。

トレーニングアセスメント（評価）、トレーニングと栄養のバラン
ス、トレーニング環境整備と効果的遂行の条件について学習する。

中村

（予習：2時間）
トレーニング手段・方法論、トレーニング計画
について「リファレンスブック」を読んでお
く。
（復習：2時間）
目標設定と各自の種目特性を考慮しながら、作
成したトレーニング計画の妥当性を検証する。

体力トレーニング
と技術トレーニン
グの過程の相違を
解説し、各自の種
目におけるトレー
ニング計画の企画
を作成する。

トレーニング手段・方法論、トレーニング計画、試合行動論について
学習する。

中村

（予習：2時間）
スポーツトレーニングサイクル、パフォーマン
ス構造について「リファレンスブック」を読ん
でおく。
（復習：2時間）
様々なトレーニング目標を設定し、自己で作成
したパフォーマンス構造モデルの適切さを検討
する。

トレーニングサイ
クルの思考・行動
循環モデルについ
て解説する。各自
の種目におけるパ
フォーマンス構造
モデルを作成し、
トレーニング目標
を設定する。

スポーツトレーニングサイクル、パフォーマンス構造論、トレーニン
グ目標論について学習する。

中村

（予習：2時間）
コニュニケーションとリーダーシップに関して
「リファレンスブック」を読んでおき、ビジネ
スコーチングとの違いを調べておく。
（復習：2時間）
授業で実施したロールプレイを通じて感じた対
他者知識を活用する際に障壁となる要因を整理
し、有効な活用に必要なことをまとめる。

概念に関する講義
を行った上で、
ロールプレイによ
るグループワーク
を実施する。

スポーツコーチングにおける対他者の知識の内、コミュニケーション
スキルとリーダーシップスキルの概念と実施方法に関する理解を深め
る。

武田
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（予習：2時間）
対自己力についてリファレンスブック」を読ん
でおく。
（復習：2時間）
講義や事例紹介等を得て知識を基に詳細の自身
コーチング自己研鑽スキームを考案する。

事例紹介を含む講
義形式で実施す
る。

他自己力のコーチ自身の学びや、セルフマネジメントや思考・分析方
法に関する知識を学習する。

武田

（予習：2時間）
コニュニケーションとリーダーシップに関して
「リファレンスブック」を読んでおく。
（復習：3時間）
他グループのプレゼンテーションと自グループ
メンバーのファシリテーションスキルに関する
フィードバックを行い、自分に対するフィード
バックの振り返りを行う。

プレゼンテーショ
ン課題に対するグ
ループワークで
ファシリテーショ
ンスキル実践し、
プレゼンテーショ
ンの発表会を実施
する。

スポーツコーチングにおける対他者の知識の内、プレゼンテーション
とファシリテーションのスキルの概念と実施方法に関する理解を深め
る。

武田

（予習：2時間）
心理的サポート、集中力、イメージトレーニン
グ、あがり、プレッシャー、スランプ、性格、
自己概念、心理的コンディショニングついて
「リファレンスブック」を読んでおく。
（復習：3時間）
講義とグループディスカッションで学習した内
容をコーチングにどのように応用できるかにつ
いてまとめる。

講義（心理テスト
含む）とグループ
ディスカッション
を実施する。

心のトレーニングに必要となる心理的サポート、集中力、イメージト
レーニング、あがり、プレッシャー、スランプ、性格、自己概念、心
理的コンディショニングについて理解を深める。

川田

（予習：2時間）
個人差を考慮したコーチング、日常生活におけ
る相談、運動感覚（筋感覚・内部感覚）、運動
学習、フィードバックついて「リファレンス
ブック」を読んでおく。
（復習：2時間）
講義とグループディスカッションで学習した内
容をコーチングにどのように応用できるかにつ
いてまとめる。

講義（運動学習の
実験を含む）とグ
ループディスカッ
ションを実施す
る。

心のトレーニングに必要となる個人差を考慮したコーチング、日常生
活における相談、運動感覚（筋感覚・内部感覚）、運動学習、フィー
ドバックについて理解を深める。

川田

（予習：2時間）
行動としてのスポーツ、スポーツにおける動機
づけ、メンタルマネジメント、他者観察につい
て「リファレンスブック」を読んでおく。
（復習：2時間）
講義とグループディスカッションで学習した内
容をコーチングにどのように応用できるかにつ
いてまとめる。

講義（ケーススタ
ディを含む）とグ
ループディスカッ
ションを実施す
る。

心のトレーニングに必要となる行動としてのスポーツ、スポーツにお
ける動機づけ、メンタルマネジメント、他者観察について理解を深め
る。

川田

（予習：2時間）
スキルトレーニングの種類について「リファレ
ンスブック」を読んでおく。
（復習：2時間）
スキルトレーニングについて、振り返り、基本
的な理論と実践方法についてまとまる。

パワーポイントや
映像を用いた講義
及びグループディ
スカッションにて
実施する。

適時性、期間、方法、効果などの観点から、スキルを向上させる効果
的なトレーニングについて理解する。

島嵜

（予習：2時間）
スキル向上に関わる神経回路について「リファ
レンスブック」を読んでおく。
（復習：2時間）
スキルトレーニングによる神経系の変化、段階
的な技能の向上についてまとめる。

パワーポイントや
映像を用いた講義
及びグループディ
スカッションにて
実施する。

スキル向上のメカニズム、段階的なスキル獲得過程、パフォーマンス
変化、スキルと体力の関連について理解する。

島嵜

（予習：2時間）
スキルトレーニングの概念について「リファレ
ンスブック」を読んでおく。
（復習：2時間）
スキル、技術、技能のそれぞれの概念を整理し
違いをまとめる。

パワーポイントや
映像を用いた講義
及びグループディ
スカッションにて
実施する。

スポーツパフォーマンスにおけるスキルは、脳を中心とした神経系の
能力であり、技術や技能と異なる概念であることを理解する。

島嵜

定期試験



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
初回のガイダンスで実習ノートを配布する。また必要に応じて実習項目ごとに関連資料を当日配布する。
「体力トレーニング論」で配布された授業資料を必ず参考にすること。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：青木　和浩
E-mail：k-aoki[at]juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
日時：水曜日12:20から13:10
場所：1号館5階1509室
上記の時間帯には、予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生からの訪問に対応している可能性がある為、出来るだけ事前にE-mailで
予約をしてください。

担当教員の実務経験

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
筆記試験と実習レポートに対する模範解答を希望する場合、または実習内容に対する理解が不明確な場合は、担当の先生に自ら質問に伺うこと（アクティブラー
ニング）。また、実習内で適時積極的に質問をし、その場でフィードバックを得る姿勢を取ること。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
実習レポート12回（50%）、筆記試験1回（50%）を総合して評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
1.各実習項目の意味・意図を理解し、適切に実施・計測ができる（実習レポート）。
2.各実習で得られた計測データを正しく分析・解釈でき、課題に対して正確に答えることが出来る（実習レポート）
3.多様に存在するトレーニング法の特色を理解し、利点・欠点について述べることが出来る（実習レポート、筆記試験）。
4.トレーニング時の筋の収縮様式や関節のアクションについて医科学的専門用語を用いて述べることが出来る（実習レポート、筆記試
験）。
5.循環器系や骨格筋の特性や適応について理解を示すことが出来る（筆記試験）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択必修科目である。また、JPSUスポーツトレーナー資格取得にあたっ
ての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は「スポーツ科学分野コーチングコースにおける専門的な知識と技術」及び「スポーツ健康科学」という学位授与方針の達成に寄
与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
体力トレーニング論の授業配布資料、運動生理学・機能解剖学の授業を参考にしながら受講すること。
1.如何なる理由でも、授業の総出席が2/3を満たさない場合は単位を与えない。
2.実習では運動ウエア・シューズを必ず着用する。また、器具や計測器の破損、怪我を防ぐ為、利用規約を厳守すること。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は、実習の授業形態で行われる。「体力トレーニング論」で学んだ体力向上の基本的概念や意味、トレーニングの原理・原則・実施
法について、実際に自らが実践することにより理解を深める。また、体力やトレーニング効果を評価する際に用いられる計測法について学
ぶ。この実習を通して「理論」と「実践」の両観点からスポーツ科学の理解と知識を深め、将来的にスポーツ医科学を駆使した指導ができ
ることを目標とする。

到達目標

【授業の到達目標】
1.基礎理論または最新の科学的理論に基づくトレーニング指導やフィジカルコンディショニング指導が安全かつ適切に実施できる。
2.各トレーニングの意味・意義・利点・欠点を理解することで、既存のトレーニング実施法を客観的に評価でき、誤りを修正して新たな実
施法を考案できる。
3.最大筋力・心拍数・クリティカルパワー・血中乳酸濃度・疾走能力・垂直跳び能力を測定し、そのデータを分析して生理学的・自然科学
的な知見を得ることが出来る。
4.トレーニング効果や競技力評価を行う際に生じる身体的・精神的負担を理解し、将来の指導現場では対象者に対して十分な配慮が出来る
人材になる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 青木　和浩 ナンバリング COA3310

科目名 【新カリ】スポーツコーチング総合実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】スポーツコーチング総合実習 対象学年 3年

担当教員 青木　和浩、鯉川　なつえ、河村　剛光、仲村　明、冨田　洋之、高梨　雄太、中田　学、竹澤　稔裕、スポーツ健康科学部教員共通
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高梨
竹澤

【授業内容】
テーマ：　トレーニング計画の立案と実施
様々なトレーニングの計画方法について理解し、自身の計画に基づい
たトレーニング（筋力・パワー・持久力・柔軟性・敏捷性の向上）を
実施して、計画から実践までの立案の方法を習得する。

【授業方法】
トレーニング場で
計画・実践し、実
習レポートを作成
する。

（予習：2時間）
各自の目標とするトレーニングを準備してお
く。
（復習：2時間）
計画と実践によって生じた様々な問題点を整理
する。

杉林
青木

【授業内容】
テーマ：　プライオメトリクス
プライオメトリックトレーニングの意義や正しい実施方法を習得す
る。

【授業方法】
陸上競技場、また
はコスモホールに
てプライオメト
リックトレーニン
グを実践し、実習
レポートを作成す
る。

（予習：2時間）
パワーの定義とスピード系トレーニングの重要
性を調べておく。SSC効果を最大に引き出す方
法を復習しておく。
（復習：2時間）
SSC効果を上手く引き出せた場合と引き出せな
かった場合の違いを検討する。

青木
高梨

【授業内容】
テーマ：　フィールドテスト
様々なフィジカルテスト（コントロールテスト）の方法を理解し、実
施方法や評価方法を習得する。

【授業方法】
陸上競技場にてコ
ントロールテスト
を実演し、実習レ
ポートを作成す
る。

（予習：2時間）
体力運動能力を測定するテストについて調べて
おく。
（復習：2時間）
自身のコントロールテスト値を用いて、実施方
法と評価を理解する。

坂本
竹澤

【授業内容】
テーマ：　負荷−最大挙上回数の関係
ベンチプレスを用いた1RM測定の実施法を学び、最大下負荷で達する最
大挙上回数の測定を行う。Failureまで運動を継続する際の留意点を学
ぶ。

【授業方法】
トレーニング場に
てベンチプレスを
様々な負荷で行
い、実習レポート
を作成する。

（予習：2時間）
体力トレーニング論の「骨格筋の構造と収縮メ
カニズム」、「筋肉痛の発生メカニズムと対
処」を熟読しておく。
（復習：2時間）
負荷−最大挙上回数の関係がどのように応用で
きるかについて理解を深める。実習後に生じる
筋肉痛への対処効果や、その他のダメージ症状
を実感する。

坂本
竹澤

【授業内容】
テーマ：　関節アクションとSSC効果の実演
運動時の関節アクションを覚える。またstretch-shortening cycle
(SSC)によるパフォーマンス向上効果を体験し、その効果を最大に引き
出すコツを学ぶ。

【授業方法】
トレーニング場に
て、マシンウェイ
ト・フリーウェイ
トから種目を任意
で選択し、その運
動時の関節アク
ションを実習レ
ポートに解答す
る。

（予習：2時間）
体力トレーニング論の「レジスタンストレーニ
ング」、「プライオメトリクス」を熟読してお
く。
（復習：2時間）
全ての関節アクションとSSC効果を最大に引き
出す方法を覚える。

青木
坂本
仲村
鯉川
冨田
河村
高梨
中田
竹澤
杉林

【授業内容】
テーマ：　ガイダンス
当該科目における授業の進め方や成績評価方法について学ぶ。

【授業方法】
実習ノートを配布
し、授業の概要と
レポート作成の注
意点を口頭説明す
る。

（予習：2時間）
授業形態・内容・成績評価法についてシラバス
を熟読する。
（復習：2時間）
授業形態・成績評価法・注意事項について理解
を深める。自身が属するグループを確認し、次
回からの実習場所や内容を理解する。

坂本
竹澤

【授業内容】
テーマ：　マシンウェイト・フリーウェイト
関節アクション、骨格筋の特性、マシンウェイトの特性（定滑車・動
滑車）、フリーウェイトの特性（トルクの変化）を学び、器具を正し
く扱う知識を得る。

【授業方法】
トレーニング場に
てマシンウェイト
とフリーウェイト
の扱い方と特性を
学び実習レポート
を作成する。

（予習：2時間）
基礎的な筋肉・関節の名前が理解できるように
しておく。体力トレーニング論の「レジスタン
ストレーニング」を熟読しておく。
（復習：2時間）
マシンウェイトとフリーウェイトの利点・欠
点、器具の正しい扱い方、筋の収縮様式と関節
アクションを覚える。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業時間30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。1回の授業時間は100分とする。
【その他】
中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための選択科目
科目：教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：体育
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレチックトレーナー）
　JPSU（全国体育スポーツ系大学協議会）スポーツトレーナー

※新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、授業計画等の変更を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間



8

9

10

11

12

13

14

青木
高梨

【授業内容】
テーマ：　スプリント・ジャンプ
レーザー装置を用いての疾走能力や、ジャンプマットを用いての垂直
跳び能力を計測する。

【授業方法】
コスモホールにて
スプリント走を行
い、走タイムから
速度を局面的に算
出する。またジャ
ンプマット上で垂
直跳びを行い、ソ
フトウェアの数値
からジャンプ高を
算出する。得られ
た数値を用いてレ
ポートを作成す
る。

（予習：2時間）
スプリントとジャンプを測定する方法を調べて
おく。
（復習：2時間）
測定結果から得られた数値をもとに自身のパ
フォーマンスについて検討してみる。

坂本

【授業内容】
テーマ：　最新のトレーニング科学
これまでのトレーニング法の改善点や、最新のトレーニング理論・実
践法について科学的研究成果を踏まえて学ぶ。

【授業方法】
トレーニング場に
て、最大速度や放
物動作を用いるパ
ワートレーニング
の実施法を体験す
る。

（予習：2時間）
トレーニングによる筋の適応と、特異性の原則
を理解しておく。
（復習：6時間）
なぜ「放物動作」が重要であるか、力学的観点
から理解を深める。
実習ノートや配布資料を再度熟読し、理解す
る。

坂本
高梨

【授業内容】
テーマ：　最大パワー測定・データ分析
自転車エルゴメータを用いて、ペダリング運動時の最大パワー出力と
至適負荷を計測する方法について学ぶ。

【授業方法】
トレーニング場に
て、自転車エルゴ
メータを用いた全
力ペダリング運動
を数セット行い、
得られた数値から
最大パワーと至適
負荷をエクセル上
で算出してレポー
トを作成する（散
布図から直線回帰
や曲線回帰を経て
回帰式を求め
る）。

（予習：2時間）
「最大パワー」や最大パワーを引き出す「至的
負荷」について予習する。
（復習：2時間）
得られた数値から最大パワーを向上させる為の
トレーニングについて、過去の授業を参考に検
討してみる。

坂本
河村

【授業内容】
テーマ：　クリティカルパワーと無酸素作業容量
有酸素性エネルギー供給と無酸素性エネルギー供給の上限容量を推測
し、数学的観点から解析・解釈する。

【授業方法】
トレーニング場に
て様々な負荷のペ
ダリング運動を行
い、クリティカル
パワーと無酸素作
業容量をエクセル
上で計算してレ
ポートを作成す
る。

（予習：2時間）
速度、負荷、パワー、時間、仕事量がそれぞれ
どのように算出されるか予習しておく。
（復習：2時間）
クリティカルパワーと無酸素作業容量の算出法
と意味を理解する。

冨田
中田

【授業内容】
テーマ：　ストレッチング・サーキットトレーニング
ストレッチングの効果と実施上の留意点、体力要素の向上を目的とし
たサーキットトレーニングの実施方法や効果について理解する。

【授業方法】
体操場にてスタ
ティックストレッ
チング、バスケッ
トボール館にてス
テーション方式の
サーキットを行い
レポート作成す
る。

（予習：2時間）
ストレッチングの種類を調べておく。サーキッ
トトレーニングの長所と短所を調べておく。
（復習：2時間）
ストレッチングを効果的に使用するための留意
点を理解する。実施したサーキットトレーニン
グの特徴を整理しておく。

仲村
鯉川

【授業内容】
テーマ：　心拍数・血中乳酸濃度の測定
ランニング速度の増加に対する心拍数や血中乳酸濃度の変化について
学ぶ。また専門種目や競技レベルによってそれらの変化が異なるかに
ついて学習する。

【授業方法】
陸上競技場にて
様々な速度でラン
ニングを行い、心
拍数や血中乳酸濃
度を計測して実習
レポートを作成す
る。

（予習：2時間）
運動時の心拍応答や乳酸生成のメカニズムにつ
いて予習しておく。
（復習：2時間）
心拍数や血中乳酸濃度の変化を他の学生と比較
し、なぜ個人間で違いがあるのかについて検討
する。

河村
鯉川

【授業内容】
テーマ：　人体測定・体力測定
人体測定や「新体力テスト」（バッテリーテスト）の方法について学
ぶ。

【授業方法】
コスモホールにて
人体測定と新体力
テストを実施す
る。表計算ソフト
を利用して、得ら
れたデータの基本
的な統計値を算出
し、実習レポート
を作成する。

（予習：2時間）
新体力テストの準備の仕方、測定方法について
調べておく。基本的な統計値についてとその関
数を調べておく。
（復習：2時間）
表計算ソフトでの関数の使い方、図表の作成方
法ついて復習する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施



　授業中に課す小テストや課題については、授業内で解説をおこなう。
　定期試験については、JUNTENDO PASSPORT（JPASS）を使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート2回（20％）、実技試験（30％）、定期試験（30％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

　1．緊急事態の有無を判断する状況を説明できる（定期試験）
　2．心肺蘇生、AEDを用いた除細動が適切な手順で実施できる（実技試験）
　3．スポーツ傷害の情報収集に必要な検査・測定・評価項目について説明できる（定期試験）
　4．スポーツ傷害について、適切なRICE処置が実施できるか（実技試験）
　5．熱中症のメカニズム、対処法、予防法を説明できる（定期試験）
　6．授業中や予習・復習の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択必修科目である。また、健康運動指導士認定試験受験資格取得にあ
たっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」を身に付けるための科目として開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
 　以下の科目を受講していることが望ましい
　（1）機能解剖学
　（2）スポーツ医学概論
　（3）スポーツの測定評価学
　（4）スポーツ外傷・障害学

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．1回の授業について、出席時間が3分の2に満たない場合は、欠席扱いとする
　2．遅刻及び早退については、出席と異なる扱いとする
　3．受講までにJUNTENDO PASSPORT（JPASS）での課題提出・授業資料のダウンロードができること
　4．受講までに大学アカウント（ドメイン@stud.juntendo.ac.jp)を用いて以下のアプリが使用できること
　　（1）会議アプリ「zoom」を利用したオンライン受講
　　（2）Google Classroomを利用した資料・課題管理
　5．受講までに以下の準備ができること
　　（1）カメラ付きPCまたはタブレット
　　（2）文書作成ソフト(Word)、表計算ソフト(Excel)、プレゼンテーションソフト(PowerPoint)

授業概要

全体内容

　本科目は，実習の授業形態で行われる。実習を通して身体の構造，機能の面から理解を深め，スポーツ外傷・障害を評価することを目的
とする。また，スポーツ現場での救急処置に必要な医学的知識及び迅速な対応方法に関して学ぶ。スポーツ外傷・障害に対する的確な情報
収集と評価法，スポーツ現場における救急処置の重要性，基礎知識，評価手順，対処法について学び，救急蘇生法，AEDの使用方法を含む
実際の救急処置ができるようになることを目標とする。
　　（オムニバス方式／全28回）

（7 髙澤祐治，38　窪田敦之／2回）（共同）
　スポーツ外傷・障害発生時の評価及び応急処置からその後に行われるアスレティックリハビリテーションの一連の流れと意義について理
解する。救急処置の重要性，救急処置実施者の心得，救急処置の基本的留意点を学び，スポーツ現場における救急処置を学ぶ意義を考える
とともに，事故時の緊急対応計画と評価手順（フローチャート）やスポーツ現場での外傷，障害の評価とその手順を実践する。

（7　髙澤祐治，56　門屋悠香／4回）（共同）
　暑熱による傷害（熱中症），寒冷による傷害，過換気状態，ショック状態やその他スポーツでよくみられる内科的疾患について，その特
徴と救急処置の意義・目的を理解し，適切な救急処置の具体的な方法を理解した上で，正しく実践できるようにする。

（7　髙澤祐治，38　窪田敦之／8回）（共同）
　救急体制の重要性と計画，事故発生時のフローチャート作成，各種救急処置用器材及び用品に関する知識とその利用法，現場における救
急体制の実際について理解する。また，頭頚部・脊椎外傷時の救急処置について，頭部外傷の特徴と現場における処置の留意点について理
解し，正しく対応できるようにする。

（56　門屋悠香，93　竹内保男／14回）（共同）
　スポーツ現場で起こる皮膚に傷のないケガ（挫傷）と，皮膚に傷のあるケガ（創傷），患部の安静及び保護を目的とした各種固定法や，
患者の安全で効果的な運搬法，救急蘇生法，AEDの使用方法の具体的な方法を理解し，正しく実践できるようにする。

到達目標

　1．緊急事態の有無を判断する状況が理解できる。
　2．緊急事態に対する救急処置が実施できる。
　3．スポーツ傷害の情報収集に必要な検査・測定・評価項目を説明できる。
　4．スポーツ傷害について、RICE処置が実施できる。
　5．熱中症のメカニズム、対処法、予防法が理解できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 髙澤　祐治 ナンバリング SPM3311

科目名 【新カリ】スポーツ外傷･障害の評価と救急処置実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】スポーツ外傷･障害の評価と救急処置実習 対象学年 3年

担当教員 髙澤　祐治、門屋　悠香、窪田　敦之、竹内　保男、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

１・2

3・4

5・6

7・8

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
スポーツ外傷・障害に対するRICE処置を体験・学習する。

【授業方法】
RICE処置の重要性、意義、方法などについて解説し、実習をおこな
う。
RICE処置のリーフレットを作成する。

実習

（予習：2h）
炎症の徴候を調べる
RICE処置について確認する

（復習：3h）
アイシングの効果と注意点について整理する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
心肺蘇生法を体験・学習する

【授業方法】
心肺蘇生法の重要性、意義、方法、AEDを組み合わせた手順、注意点な
どについて解説し、実習をおこなう。
ミニテスト：チェックシートを用い、グループで心肺蘇生法からAED使
用までの評価をおこなう。

実習

（予習：1h）
AEDを組み合わせたCPRについて、最新のガイド
ラインを調べる

（復習：3h）
以下の用語を説明できるようにする
・死戦期呼吸
・ショック
・生命の徴候

髙澤祐治
窪田敦之

【授業内容】
本授業のながれと注意事項を確認する。

【授業方法】
オリエンテーションをおこない、授業の目的、意義、授業の進め方な
どについて解説する。
グループ分けを実施する。

実習

（予習：2h）
シラバスを確認する

（復習：1h）
アスレティックリハビリテーションの意義につ
いて確認する

髙澤祐治
窪田敦之

【授業内容】
救急体制の重要性と計画について理解する。

【授業方法】
救急体制の重要性と、計画立案、事故対応フローチャートについて解
説する。
競技種目を考慮した、競技会の救急体制について、事故発生時のフ
ローチャートを作成する。

実習

（予習：2h）
救急体制について予習

（復習：2h）
事故発生時のフローチャートを見直す

備考

【学修時間】
　この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間60時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
　なお、授業計画の1回の授業は2コマ（100分×2時限）分として示している。

【実務経験のある教員による授業】
スポーツドクター、JSPO-ATとしてしてスポーツ現場等で救急処置を経験を有する教員が実践的な知識・技術を解説する。救急救命士とし
て実務経験を有する者が、心肺蘇生法を担当する。

【その他】
　受講人数が60人を超える場合には、抽選の実施または授業方法の変更をおこなうことがあります。
　抽選の場合、JSPO-AT資格取得者を優先します。

　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　　・JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：6．検査・測定と評価、9．救急処置
　　・JPSU（全国体育スポーツ系大学協議会）スポーツトレーナー

　また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト
　　（5）検査・測定と評価
　　（8）救急処置
　上記テキストは参考書であり、必ず用意する必要はない。
　その他、授業中に適宜、資料を配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 門屋　悠香
　全てJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプロファイル＞「Q＆A」にて対応します。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

【オフィスアワー】
　日時：金曜日10：20〜12：50
　場所：1号館5階1503号室（アスレティックトレーニング学研究室）

　質問や相談は予約のあった学生を優先します。他の学生との重複を避けるためできるだけ事前にJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプ
ロファイル＞「Q＆A」で予約してください。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

担当教員の実務経験

参考文献



9・10

11・12

13・14

15・16

17・18

19・20

21・22

23・24

25・26

27・28

髙澤祐治
窪田敦之

【授業内容】
メディカルチェックを体験・学習する（1）

【授業方法】
整形外科的メディカルチェックの意義、目的、方法について解説す
る。
グループワーク②：外傷・障害調査、携帯計測を実施し、グループ内
でまとめる。

実習

（予習：2h）
整形外科的メディカルチェックの意義と方法に
ついて調べる

（復習：2h）
整形外科的メディカルチェックの具体的な方法
について復習する

髙澤祐治
窪田敦之

【授業内容】
メディカルチェックを体験・学習する（2）

【授業方法】
関節可動域の測定、タイトネステスト、ルーズネステスト、スペシャ
ルテストについて解説する。
自身のメディカルチェックシートを作成する。

実習

（予習：2h）
自分の関節の動きについて医学用語を用いて学
習する

（復習：2h）
各種テストの意義、目的について確認するとと
もに、実施上の注意点について復習する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
スポーツ外傷・障害の実際を体験・学習する。
（4）体幹

【授業方法】
体幹、特に腰部の外傷、障害について解説する。
ペアになり、腰部外傷・障害のアスレティックリハビリテーションを
実施し評価しあう。

実習

（予習：2h）
体幹筋群の名称およびその機能について調べる
外傷・障害予防のための代表的なエクササイズ
について調べる
（復習：3h）
体幹を中心とした外傷・障害予防のためのエク
ササイズのプログラミング、実施上の注意点な
どについて復習する

髙澤祐治
門屋悠香

【授業内容】
特殊な外傷の救急処置について理解する。

【授業方法】
筋けいれん、目のトラブルなどの救急処置について解説する。
授業内容に関する小テストを作成し、ペアで回答・採点する。

実習

（予習：2h）
以下の用語について調べる
・エピペン（アドレナリン自己注射薬）
・こむらがえり
（復習：2h）
特殊な外傷の救急処置について整理する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
スポーツ外傷・障害の実際を体験・学習する。
（2）下肢（股関節、大腿）

【授業方法】
股関節・大腿の外傷・障害について解説する。
ペアになり、股関節・大腿の機能を評価しあう。

実習

（予習：2h）
大腿部の筋の名称および起始、停止、機能につ
いて調べる
肉離れの病態について調べる
（復習：3h）
股関節・大腿の外傷、障害について復習する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
スポーツ外傷・障害の実際を体験・学習する。
（3）下肢（膝関節、足関節、足）

【授業方法】
膝関節・足関節・足の外傷・障害について解説する。ペアになり、膝
関節・足関節・足の機能を評価しあう。

実習

（予習：2h）
膝関節・足関節・足の解剖、筋肉について調べ
る
膝関節・足関節・足の外傷、外傷・障害につい
て調べる

（復習：3h）
膝関節・足関節・足の外傷、障害について復習
する

髙澤祐治
窪田敦之

【授業内容】
脳振盪の対応について体験・学習する。

【授業方法】
頭頚部の外傷の概要と救急処置実施時の留意点について解説する。
スポーツによる脳振盪評価ツールを用い、実習をおこなう。

実習

（予習：2h）
以下の用語について調べる
・脳振盪後症候群
・セカンドインパクト症候群

（復習：3h）
携帯型脳振盪認識ツールを整理する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
スポーツ外傷・障害の実際を体験・学習する。
（1）上肢（肩関節、肘関節、手関節）

【授業方法】
肩関節・肘関節・手関節の外傷・障害について解説する。
ペアになり、肩関節・肘関節・手関節機能を評価しあう。

実習

（予習：2h）
肩関節・肘関節・手関節の解剖、筋肉について
調べる。肩関節・肘関節・手関節の外傷、外
傷・障害について調べる。
（復習：3h）
肩関節・肘関節・手関節の外傷、障害について
復習する

門屋悠香
竹内保男

【授業内容】
①止血法を体験・学習する。
②スポーツ外傷・障害における傷病者の運搬方法を体験・学習する。

【授業方法】
①創傷の種類と止血法の手順や注意点について解説するとともに、三
角巾を用いた止血および固定法について解説し、実習をおこなう。
②スポーツ現場での患部の固定方法と運搬について解説するととも
に、実習を行う。

2クラスに分けて、特定のスポーツ現場に対する止血および運搬手順を
作成し、発表する。

実習

（予習：1h）
①「止血点」を確認する
②固定を必要とする外傷について調べる

（復習：3h）
①三角巾を用いた止血および固定法を整理する
②患部の固定と運搬の際の注意点について整理
する

髙澤祐治
門屋悠香

【授業内容】
熱中症の対応について体験・学習する。

【授業方法】
暑熱障害、寒冷障害など内科的疾患に対する救急処置について解説す
る。
熱中症予防のリーフレットを作成する。

実習

（予習：2h ）
以下の用語について調べる
・熱中症
・過換気症候群

（復習：3h）
熱中症の予防と対処法を整理する



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施



【テキスト・参考書等】
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト
　　（6）予防とコンディショニング
　　（7）アスレティックリハビリテーション
　上記テキストは参考書であり、必ず用意する必要はありません。
　その他、授業中に適宜、資料を配布します。

その他

参考文献

　授業中に課す小テストや課題については、授業内で解説をおこなう。
　定期試験については、JUNTENDO PASSPORT（JPASS）を使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 実技試験（30％）、定期試験（40％）、レポート課題（10％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

　1．テーピングについて、効果、目的、適応と禁忌などが説明できる（定期試験）
　2．指定した目的に合わせたコンディショニングプログラムが作成・実施できる。（実技試験）
　3．アスレティックリハビリテーションで用いる方法の禁忌、適応などについて説明できる。（定期試験）
　4．指定したテーピング、エクササイズが適切に実施できる（実技試験）
　5．授業中や予習・復習の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（AT）、JPSUスポーツトレーナー資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」を身に付けるための科目として開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　「スポーツコンディショニング実習」を受講していることが望ましい。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．1回の授業について、出席時間が3分の2に満たない場合は、欠席扱いとする
　2．遅刻及び早退については、出席と異なる扱いとする
　3．受講までにJUNTENDO PASSPORT（JPASS）での課題提出・授業資料のダウンロードができること
　4．受講までに大学アカウント（ドメイン@stud.juntendo.ac.jp)を用いて以下のアプリが使用できること
　　　（1）会議アプリ「zoom」を利用したオンライン受講
　　　（2）Google Classroomを利用した資料・課題管理
　5．受講までに以下の準備ができること
　　　（1）カメラ付きPCまたはタブレット
　　　（2）文書作成ソフト(Word)、表計算ソフト(Excel)、プレゼンテーションソフト(PowerPoint)

授業概要

全体内容

　本科目は，実習の授業形態で行われる。スポーツコンディショニング実習での学修内容を発展させて，各種スポーツ競技の特性を理解
し，傷害予防を目的としたトレーニングプログラムの立案，並びに競技力向上を目指したアスレティックトレーニングの実践を行う。ま
た，主に傷害予防を目的としたテーピングの実践を足関節以外の部位で学ぶ。
　　（オムニバス方式／全28回）

（56　門屋悠香／16回）
　Functional movement testなど身体動作のスクリーニング評価を行い，動作時の問題点を抽出し，目的とした動作パターン獲得のための
トレーニングプログラムの立案と実践を行う。また，筋力増強トレーニングのみならず，機能的動作時の筋収縮のタイミングや筋の動員様
式を意識したトレーニング方法を学修し，実践する。さらに，疲労からの回復や競技力維持を目的とした全身リカバリーの方法論を学修
し，適切なトレーニング指導が実施できるようにする。

（7　髙澤祐治，56　門屋悠香／4回）　（共同）
　リハビリテーションについての理解をより深めるために，アスレティックトレーナー活動に関係する医療行為や医療行為とアスレティッ
クトレーナー活動の境界，注意事項について学ぶ。また，アスレティックリハビリテーショで用いる機能評価や基本的手法（運動療法，物
理療法，補装具）の概要について学び，患部のリスク管理について学修する。

（54　門屋悠香，95　中新井田敦子，105　鹿倉二郎／8回）　（共同）
　テーピングについてのより高度な能力を身に付けるため，スポーツコンディショニング実習で学修した基礎的な内容をもとに肩鎖関節・
肩関節，肘関節，手関節・指関節，足部，足関節，下腿部，膝関節，大腿部・股関節，体幹（腰部，胸部）などのテーピングについて学
び，目的に応じたテーピングができるようになることを目標とする。

到達目標

　1．テーピングの目的、効果などについて説明できる。
　2．目的に合わせたコンディショニングプログラムが作成・実施できる。
　3．アスレティックリハビリテーションで用いる方法の禁忌、適応などについて説明できる。
　4．適切なテーピング、エクササイズが実施できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 門屋　悠香 ナンバリング TRM4314

科目名 【新カリ】アスレティックトレーニング実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】アスレティックトレーニング実習 対象学年 4年

担当教員 門屋　悠香、鹿倉　二郎、髙澤　祐治、中新井田　敦子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1・2

3・4

5・6

7・8

9・10 門屋悠香

【授業内容】
競技種目特性に対するコンディショニング評価の実際とプログラムの
立案

【授業方法】
グループワーク：競技種目特性を考慮したコンディショニング計画を
作成・実施し、振り返りシートを作成する。

実習・演習

（予習：2時間）
指定された競技種目の競技力向上を目的とした
コンディション評価項目一覧と年間プログラム
を作成する

（復習：1時間）
振り返りシートをもとに、プログラムを修正す
る

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
テーピング③
体幹（腰部、胸部）、肩部(肩鎖関節、肩関節)のテーピングを体験・
学習する。

【授業方法】
腰部、胸部、上肢のスポーツ外傷・障害についての外傷、障害につい
て解説するとともに、そのテーピング方法について解説・実演する。
ペアになり、足部・下腿のテーピングを実施し、互いに評価する。

実習
反転授業

（予習：1h）
上肢、特に肩関節、肩鎖関節、肘関節の外傷・
障害について調べる

（復習：1h）
肩鎖関節捻挫、肩関節反復性脱臼、対するテー
ピングの行なう際の注意点とその方法について
確認する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
テーピング④
肘関節、手関節、指関節のテーピングを体験・学習する。

【授業方法】
上肢のスポーツ外傷・障害について解説するとともに、そのテーピン
グ方法について解説・実演する。
ペアになり、足部・下腿のテーピングを実施し、互いに評価する。

実習
反転授業

（予習：1h）
上肢、特に肘関節の外傷・障害について調べる

（復習：1h）
肘関節内側側副靱帯損傷に対するテーピングの
行なう際の注意点とその方法について確認する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
（1）コンディショニングの要素
（2）テーピング①
足部、下腿部のテーピングを体験・学習する。

【授業方法】
足底腱膜炎、アキレス腱炎について解説するとともに、これらの障害
に対するテーピングについて解説・実演する。
ペアになり、テーピングを実施し、互いに評価する。

実習
反転授業

（予習：1h）
①コンディショニングの3つの構成因子につい
て調べる
②足部、下腿部の外傷・障害について調べる

（復習：1h）
足底腱膜炎、アキレス腱炎に対するテーピング
を行なう際の注意点およびその方法について確
認する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
テーピング②
膝関節、大腿部・股関節のテーピングを体験・学習する。

【授業方法】
膝関節の靱帯損傷、大腿部肉離れについて解説するとともに、これら
の外傷に対するテーピングについて解説・実演する。
ペアになりテーピングを実施し、互いに評価する。

実習
反転授業

（予習：1h）
膝関節および大腿部の外傷・障害について調べ
る

（復習：1h）
膝関節内側側副靱帯損傷および大腿部肉離れに
対するテーピングを行なう際の注意点およびそ
の方法について確認する

備考

【学修時間】
　この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間60時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
　なお、授業計画の1回の授業は2コマ（100分×2時限）分として示している。

【その他】
　受講人数が60人を超える場合には、抽選の実施または授業方法の変更をおこなうことがあります。
　抽選の場合、JSPO-AT取得者および「スポーツコンディショニング実習」履修者を優先します。

　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　　・JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：7．予防とコンディショニング
　　・JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：8．アスレティックリハビリテーション
　　・JPSU（全国体育スポーツ系大学協議会）スポーツトレーナー

　また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 門屋　悠香
　全てJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプロファイル＞「Q＆A」にて対応します。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

【オフィスアワー】
　日時：金曜日10：20〜12：50
　場所：1号館5階1503号室（アスレティックトレーニング学研究室）

　質問や相談は予約のあった学生を優先します。他の学生との重複を避けるためできるだけ事前に　JUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラス
プロファイル＞「Q＆A」で予約してください。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

担当教員の実務経験



11・12

13・14

15・16

17・18

19・20

21・22

23・24

25・26 門屋悠香

【授業内容】
身体組成の管理に用いるエクササイズの実践について理解を深め、体
験・学習する。

【授業方法】
身体組成管理とスポーツ動作に関わるエクササイズについて解説す
る。
正しい身体組成の管理について、相手に説明する。
課題に沿ったエクササイズをペアで実施・評価する。

講義・演習
反転授業

（予習：1時間）　　　　　　　　　　　立位
時の水深と荷重率について調べる

（復習：1時間）
身体組成の管理を目的としたエクササイズの特
徴と注意点を整理する

門屋悠香

【授業内容】
関節可動域回復、拡大エクササイズの基礎知識と実践について理解を
深め、体験・学習する。

【授業方法】
関節可動域回復、向上エクササイズの概略とその方法について解説す
る。
課題に沿ったエクササイズをペアで実施・評価する。

講義・演習
反転授業

（予習：1h）
柔軟性と関節弛緩性の違いを調べる

（復習：1h）
関節可動域制限の原因について整理する

門屋悠香

【授業内容】
（2）神経筋協調性回復、向上エクササイズの実践について理解を深
め、体験・学習する。
（1）全身持久力回復、向上エクササイズの実践について理解を深め、
体験・学習する。

【授業方法】
神経筋協調性および全身持久力の回復、向上エクササイズの概略とそ
の方法について解説する。
運動時間とエネルギー供給、カルボーネン法に関する小テストを実施
する。
課題に沿ったエクササイズをペアで実施・評価する。

講義・小テスト
反転授業

（予習：1h）
運動時間とエネルギー供給、カルボーネン法に
ついて調べる

（復習：1h）
神経筋協調性エクササイズのプログラミングに
ついて、基本的な考え方を整理する

門屋悠香

【授業内容】
（1）機能評価の考え方について理解を深める。
（2）リスク管理の基礎知識と実践について理解を深め、体験・学習す
る。

【授業方法】
プログラムの作成方法、期分け、注意点などについて解説する。
リスク管理の基礎知識について解説する。
スポーツ復帰にあたり確認を要する事項を考え、グループでまとめて
発表する。

講義
グループワーク・
発表

（予習：1h）
アスレティックリハビリテーションに必要な情
報とは何かを考える

（復習：1h）
アスレティックリハビリテーションの流れと留
意点について整理する

門屋悠香

【授業内容】
（1）アスレティックリハビリテーションにおけるエクササイズの目的
について理解を深める。
（2）筋力回復、筋力増強エクササイズの基礎知識と実践について理解
を深め、体験・学習する。

【授業方法】
筋力回復、向上エクササイズの概略とその方法について解説する。
ペアになり、筋力エクササイズが禁止される場合を相手に説明する。
課題に沿ったエクササイズをペアで実施・評価する。

講義・演習
反転授業

（予習：2h）
レポート課題
「MMT（徒手筋力検査）について説明し、長所
と短所をまとめる」

（復習：1h）
open kinetic chain（OKC）とclosed kinetic
chain（CKC）の特徴について整理する

髙澤祐治
門屋悠香

【授業内容】
（1）アスレティックリハビリテーションの定義
（2）アスレティックリハビリテーションの概要
アスレティックリハビリテーションの考え方について理解を深める。

【授業方法】
アスレティックリハビリテーションの意義、目的、概要について解説
する。
アスレティックトレーナー活動に関係す注意事項について解説する。
アスリートの傷害を調査し、競技復帰までの過程をまとめ、発表・評
価する。

講義・演習
発表

（予習：1h）
シラバスにて授業内容を確認する

（復習：1h）
①メディカルリハビリテーションとアスレ
ティックリハビリテーションの違いを整理する
②アスレティックトレーナー活動に関係する医
療行為や医療行為とアスレティックトレーナー
活動の境界，注意事項を整理する

髙澤祐治
門屋悠香

【授業内容】
（1）物理療法の基礎知識と実践について理解を深め、物理療法を体
験・学習する。
（2）医療用装具について理解を深める。

【授業方法】
物理療法全般について概説するとともに、温熱療法と寒冷療法の意
義、目的、効果について解説する。
ペアで温熱療法、寒冷療法を体験する。

実習

（予習：1h）
温熱療法、寒冷療法で用いる機器を調べる

（復習：1h）
温熱療法、寒冷療法の適応と禁忌について整理
する

門屋悠香

【授業内容】
傷害予防に対するコンディショニング評価の実際とプログラムの立案

【授業方法】
グループワーク：傷害予防を目的としたコンディショニング計画を作
成・実施し、振り返りシートを作成する。

実習・演習

（予習：2時間）　　　　　　　　　　　指定
された傷害の予防を目的としたのコンディショ
ン評価項目一覧と年間プログラムを作成する

（復習：1時間）
振り返りシートをもとに、プログラムを修正す
る
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施

門屋悠香

【授業内容】
再発予防、外傷予防のためのスポーツ動作エクササイズの実践につい
て理解を深め、体験・学習する。

【授業方法】

課題に沿ったエクササイズをペアで実施・評価する。

反転授業

（予習：1h）
knee-in & toe-out、knee- out & toe- inにお
ける下肢の関節の動きを調べる

（復習：2h）
レポート課題
「復習テストを作成する」



【テキスト・参考書等】
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト
　　（1）アスレティックトレーナーの役割
　上記テキストは参考書であり、必ず用意する必要はありません。
　その他、授業中に適宜、資料を配布します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 門屋　悠香
　全てJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプロファイル＞「Q＆A」にて対応します。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

【オフィスアワー】
　日時：金曜日10：20〜12：50
　場所：1号館5階1503号室（アスレティックトレーニング学研究室）

　質問や相談は予約のあった学生を優先します。他の学生との重複を避けるためできるだけ事前にJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプ
ロファイル＞「Q＆A」で予約してください。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

担当教員の実務経験

参考文献

　授業中に課す小テストや課題については、授業内で解説をおこなう。
　定期試験については、JUNTENDO PASSPORT（JPASS）を使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート4回（40％）、定期試験（40％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

　1．日本スポーツ協会の定めるアスレティックトレーナーの役割・歴史的背景・世界の状況を説明できる（レポート）
　2．アスレティックトレーナーの業務について、日本スポーツ協会の定める7項目に従い詳細を説明できる（定期試験）
　3．アスリートをサポートするスタッフの構成と役割について具体的に述べることができる（レポート）
　4．アスレティックトレーナーの活動について具体的に述べることができる（レポート）
　5．授業中や予習・復習の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（AT）の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」を身に付けるための科目として開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　「スポーツコンディショニング実習」を受講していることが望ましい。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．1回の授業について、出席時間が3分の2に満たない場合は、欠席扱いとする
　2．遅刻及び早退については、出席と異なる扱いとする
　3．受講までにJUNTENDO PASSPORT（JPASS）での課題提出・授業資料のダウンロードができること
　4．受講までに大学アカウント（ドメイン@stud.juntendo.ac.jp)を用いて以下のアプリが使用できること
　　　（1）会議アプリ「zoom」を利用したオンライン受講
　　　（2）Google Classroomを利用した資料・課題管理
　5．受講までに以下の準備ができること
　　　（1）カメラ付きPCまたはタブレット
　　　（2）文書作成ソフト(Word)、表計算ソフト(Excel)、プレゼンテーションソフト(PowerPoint)

授業概要

全体内容

　本科目は，講義の授業形態で行われる。アスレティックトレーナーの役割とその業務内容，アスレティックトレーナー養成の歴史的背景
や趣旨，設立に至った背景及び諸外国の状況を理解する。アスレティックトレーナーの組織的な活動とその位置づけや運営管理についても
学び，コーチ，スポーツドクターなど様々な分野の専門家といかに連携を取って選手をサポートしていくかなどアスレティックトレーナー
が現場で活動する上で必要な知識を理解する。

到達目標

　1．日本スポーツ協会の定義するアスレティックトレーナーの役割が理解できる。
　2．アスレティックトレーナー養成の歴史的背景や世界の状況を理解できるようになる。
　3．アスレティックトレーナーの具体的な業務について説明ができる。
　4．アスリートをサポートするスタッフの構成と役割が理解できる。
　5．組織の運営及び管理能力を養うことを理解できるようになる。
　6．社会的な秩序や倫理規定を理解できるようになる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 門屋　悠香 ナンバリング TRM4315

科目名 【新カリ】アスレティックトレーナー総論 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】アスレティックトレーナー総論 対象学年 4年

担当教員 門屋　悠香、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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【授業内容】
アスレティックトレーナーの活動①
遠征時のアスレティックトレーナーの活動について理解を深める。

【授業方法】
国内および海外における遠征時のアスレティックトレーナーの活動に
ついて、概要と注意点を解説する。
グループワーク④：アスレティックトレーナー活動を通常練習時と遠
征時で比較し、違いをグループでまとめる。

講義
グループワーク

（予習：3h)
レポート課題
「遠征時に必要なトレーナーバックの中身のリ
ストを作成する」

（復習：2h）
遠征時におけるアスレティックトレーナー活動
の注意点を整理する

【授業内容】
アスレティックトレーナーの業務①
アスレティックトレーナーが行うべき業務の全体像を理解する。

【授業方法】
アスレティックトレーナーが行うべき業務の総論を解説する。
復習レポート課題作成の説明をおこなう。

講義
演習

（予習：2h)
レポート課題
「通常の練習におけるアスレティックトレー
ナーのタイムスケジュールを作成する」

（復習：2h）
レポート課題
「JSPO-AT過去試験問題の模範解答を作成す
る」

【授業内容】
アスレティックトレーナーの業務②
アスレティックトレーナーが行うべき業務について、理解を深める。

【授業方法】
アスレティックトレーナーが行うべき様々な業務について個別に解説
する。
前回作成した模範解答をペアで確認し、評価する。

講義
反転授業

（予習：2h)
JSPO-AT過去試験問題をホームページで確認す
る

（復習：2h）
アスレティックトレーナーが行うべき業務につ
いて整理し、確認する

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）とは
（3）諸外国のATに相当する制度について理解を深める。

【授業方法】
アメリカのNATA、カナダのCATAなど諸外国のトレーナー制度について
解説する。
グループワーク③：アスレティックトレーナーに望む資質について、
グループごとに発表し、振り返りシートを作成する。

講義
発表

（予習：2h)
NATA（National Athletic Trainers'
Association）
CATA（Canadian Athletic Therapists
Association）
のHPを閲覧し、その概要を確認する

（復習：3h）
レポート課題
「日本と海外のアスレティックトレーナー制度
の違いをまとめる」

【授業内容】
アスレティックトレーナーの任務と役割について理解を深める。

【授業方法】
日本スポーツ協会の定めるアスレティックトレーナーの7つの役割につ
いて解説する。
アスレティックトレーナーの7つの役割について、選手・指導者ほか異
なる立場を想定した場合の期待度を考え、まとめる。

講義
演習

（予習：3h)
NATAのHPを閲覧し、Athletic Training
Education Competenciesについて確認する

（復習：2h）
アスレティックトレーナーの役割について整理
し、確認する

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）とは
（1）AT制度の歴史について理解を深める。

【授業方法】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー制度の設立に至る経
緯を解説する。
グループワーク①：アスレティックトレーナーに望む資質について、
グループ間で意見を出し合う。

講義
グループワーク

（予習：2h)
シラバスにて授業内容を確認する

（復習：2h）
グループワークで挙がった「アスレティックト
レーナーに望む資質」についてまとめ、系統化
する

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）とは
（2）わが国におけるATの歴史について理解を深める。

【授業方法】
日本におけるアスレティックトレーナーの歴史および日本スポーツ協
会のAT制度について解説する。
グループワーク②：アスレティックトレーナーに望む資質について、
系統化したものをグループ間でまとめ、発表の準備をする。

講義
グループワーク

（予習：2h)
日本スポーツ協会のHPを閲覧し、アスレティッ
クトレーナーについて確認する

（復習：2h）
日本スポーツ協会公認アスレティックトレー
ナー養成カリキュラムの内容について整理する

備考

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

【その他】
　受講人数が60人を超える場合には、抽選の実施または授業方法の変更をおこなうことがあります。
抽選の場合、JSPO-AT取得者および「スポーツコンディショニング実習」履修者を優先します。

　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：1．アスレティックトレーナーの役割

　また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験の実施

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）と倫理
（2）ATの倫理について理解を深める。

【授業方法】
アスレティックトレーナー活動を行う上での倫理について解説する。
グループワーク⑨：現場実習でのアスレティックトレーナー実習生の
注意事項をペアで確認する。

講義
演習

（予習：2h)
スポーツ界でのハラスメントについて調べる

（復習：2h）
現場実習でのアスレティックトレーナー実習生
の注意事項について整理する

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）と倫理
（3）医療関係法規・ATと法的諸問題
について理解を深める。

【授業方法】
スポーツ事故における法的問題について、過去の判例とともに解説す
る。
グループワーク⑩：過去の判例をもとに、スポーツ事故における対応
策をグループごとに発表し、振り返りシートを作成する。

講義
グループワーク・
発表

（予習：2h)
医師、看護師など医療関係者の倫理規定につい
て調べる

（復習：2h）
医療関係者の倫理規定について整理するととも
に、ATの倫理についても確認する

【授業内容】
組織の運営と管理
（2）競技者のコンディショニングに関するデータの管理について理解
を深める。

【授業方法】
アスレティックトレーナー活動におけるデータの管理について解説す
る。
グループワーク⑦：データ管理において起こるトラブルを考え、グ
ループで対応策を考える。

講義
グループワーク・
PBL

（予習：2h)
スポーツ選手に必要なデータの種類を調べる

（復習：2h）
データの回収方法、フィードバック方法につい
て整理する

【授業内容】
アスレティックトレーナー（AT）と倫理
（1）ATの目的と社会的立場・社会と秩序について理解を深める。

【授業方法】
アスレティックトレーナーの社会的立場について解説する。
グループワーク⑧：提示する事例をもとに、競技者が理解できる説明
方法を考え、発表する。

講義
グループワーク・
発表

（予習：2h)
インフォームドコンセントについて調べる

（復習：2h）
アスレティックトレーナーの社会的立場の特徴
について整理する

【授業内容】
医科学スタッフとの連携・協力
（1）医科学スタッフの構成と役割
（2）スポーツドクターとの連携・協力
（3）コーチとの連携・協力
チームスタッフの役割と連携について理解を深める。

【授業方法】
スポーツドクター、コーチ、チーム関係者などとの連携について解説
する。
グループワーク⑤：チームスタッフとの間に起こるトラブルを考え、
グループで対応策を考える。

講義
グループワーク・
PBL

（予習：2h)
以下の資格制度について調査し、まとめる
理学療法士、柔道整復師、はり師、きゅう師、
あん摩マッサージ師

（復習：2h）
アスレティックトレーナーに関わる職種につい
て整理する

【授業内容】
組織の運営と管理
（1）アスレティックトレーナーの組織と運営について理解を深める。

【授業方法】
アスレティックトレーナー活動の運営計画と安全管理について解説す
る。
グループワーク⑥：安全管理において起こるトラブルを考え、グルー
プで対応策を考える。

講義
グループワーク・
PBL

（予習：3h)
レポート課題
「アスレティックトレーナー活動に必要な用
具・用品リストを作成する」

（復習：2h）
アスレティックトレーナー活動に必要な予算計
画と管理について整理する

【授業内容】
アスレティックトレーナーの活動②
競技別アスレティックトレーナーの活動について理解を深める。

【授業方法】
陸上競技、硬式テニス競技におけるアスレティックトレーナーの活動
について解説する。
講義内容を「まとめシート」に整理する。

講義
演習

（予習：2h)
①陸上競技独特のシステムであるスリーステー
ション制について調査する
②テニス競技における、ドクターまたはアスレ
ティックトレーナーの活動に関わるルールにつ
いて調査する

（復習：2h）
外部講師の場合、講義内容についてのレポート
を作成する
（外部講師ではない場合、講義内容について整
理する）



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
【その他】
本科目は「AT」の必修科目である。
この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレチックトレーナー）
【その他】
新型コロナウイルス感染症の発生状況により、授業計画等の変更をお願いする可能性がある。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト（9）スポーツと栄養
その他、授業中に適宜、資料を配布します。。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：鈴木良雄
E-mail：yssuzuki[at]juntendo.ac.jp ※[at]を@に変更してください。
【オフィスアワー】
　日時：前期期間中の月曜日9:00から11：00 場所：1号館2階1223室
上記の時間帯には、予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生の相談時間とかち合わないようにするため、できるだけ前日までにE-
mailで予約してください。質問や相談は予約のあった学生を優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

課題の解答・解説、質問等へのフィードバックは次回の授業で行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
課題14回(60%)・平常点(30%)・筆記試験(10%)によって総合的に評価する。
なお、演習の進行上、ふさわしくないと判断される行為は、減点の対象とします。

評価基準

1.　食事アセスメントの方法を理解し実践することができる（課題、筆記試験）。
2.　アスリートの身体組成やウエイトコンロールを理解し説明することができる（課題、筆記試験）。
3.　トレーニングスケジュールや様々な状況下での食事を理解し説明することができる（課題、筆記試験）。
4.　栄養欠陥に起因する疾患とその対策を理解し説明することができる（課題、筆記試験）。
5.　サプリメントの使用法や栄養教育について理解し説明することができる（課題、筆記試験）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（AT）の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコミュ
ニケーション能力」、「スポーツ医科学とコーチング科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、及び「スポーツ科学の知識
に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。基礎的な栄養学の知識を確認しながら，スポーツにおける食事・栄養について演習を通じて深く学
んでいく。具体的には，栄養・食事の視点から，アスリートの体組成，からだ作りとウエイトコントロール，トレーニングスケジュール，
競技特性，栄養欠陥に基づく疾病と対策，特殊環境下における栄養ケア，サプリメントの利用時の留意点，栄養教育について学修し，アス
リート，教員やスポーツ指導者としての基礎的な知識と実践力を身に付けることを目標とする。

到達目標

1.　食事アセスメントの方法を理解し実践することができる。
2.　アスリートの身体組成やウエイトコンロールを理解し説明することができる。
3.　トレーニングスケジュールや様々な状況下での食事を理解し説明することができる。
4.　栄養欠陥に起因する疾患とその対策を理解し説明することができる。
5.　サプリメントの使用法や栄養教育について理解し説明することができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 鈴木　良雄 ナンバリング BCM3312

科目名 【新カリ】スポーツ栄養学演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツ栄養学演習 対象学年 3年

担当教員 鈴木　良雄、スポーツ健康科学部教員共通
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5 鈴木良雄

【授業内容】
テーマ：　食品摂取頻度調査法 (BDHQ)（３）
BDHQで測定された集団の各栄養素の摂取状況（不足者の割合）を評価
する方法を理解する。

【授業方法】
BDHQの結果から受
講者の各栄養素の
摂取状況（不足者
の割合）の評価方
法を解説する。5
人程度のグループ
になり、課題の回
答を中心に議論す
る。疑問点や意
見・感想を課題の
回答と共に入力
フォームに記入し
て提出する。

（予習：3時間）
事前配布資料をよく読み、空欄に当てはまる語
を考えるとともに、テーマについて理解し説明
できるようにしておく。
（復習：3時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：食品摂取頻度調査法 (BDHQ)（１）
BDHQの結果から自分の栄養素摂取状態を理解する。

【授業方法】
第1回で回答した
BDHQの結果を返却
し、その見方を解
説する。5人程度
のグループにな
り、課題の回答を
中心に議論する。
疑問点や意見・感
想を課題の回答と
共に入力フォーム
に記入して提出す
る。

（予習：3時間）
事前配布資料をよく読み、空欄に当てはまる語
を考えるとともに、テーマについて理解し説明
できるようにしておく。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄

【授業内容】
テーマ：　食品摂取頻度調査法 (BDHQ)（２）
BDHQ結果を元に、平均的な日本人と自分の食生活を比較する方法を理
解する。

【授業方法】
BDHQ結果から各栄
養素・食品摂取量
を密度法に変換し
それぞれを平均的
な日本人の摂取量
と比較する方法を
解説する。5人程
度のグループにな
り、課題の回答を
中心に議論する。
疑問点や意見・感
想を課題の回答と
共に入力フォーム
に記入して提出す
る。

（予習：3時間）
事前配布資料をよく読み、空欄に当てはまる語
を考えるとともに、テーマについて理解し説明
できるようにしておく。
（復習：3時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：　ガイダンス、食事調査
スポーツにおける栄養や食事調査の意義を理解する。

【授業方法】
スポーツにおける
栄養や食事調査の
意義について解説
する。5人程度の
グループになり、
課題の回答を中心
に議論する。疑問
点や意見・感想を
課題の回答と共に
入力フォームに記
入して提出する。

（予習：２時間）
事前配布資料をよく読み、空欄に当てはまる語
を考えるとともに、テーマについて理解し説明
できるようにしておく。
（復習：2時間）
演習の内容を配布資料と照らし合わせてノート
に纏め理解を深める。また、BDHQに回答する。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：　食事バランスガイド
食事バランスガイドの目的や活用方法を理解する。

【授業方法】
食事バランスガイ
ドの目的や活用方
法を解説する。5
人程度のグループ
になり、課題の回
答を中心に議論す
る。疑問点や意
見・感想を課題の
回答と共に入力
フォームに記入し
て提出する。

（予習：2時間）
事前配布資料をよく読み、空欄に当てはまる語
を考えるとともに、テーマについて理解し説明
できるようにしておく。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。
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11 鈴木良雄

【授業内容】
テーマ：さまざまな状況下における栄養ケア
試合の前、当日、後や遠征時などさまざまな状況下における食事を理
解する。

【授業方法】
さまざまな状況下
における食事につ
いて解説する。5
人程度のグループ
になり、課題の回
答を中心に議論す
る。疑問点や意
見・感想を課題の
回答と共に入力
フォームに記入し
て提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。（復習：1時間）
演習で出された課題に取り組む。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：コンディショニングと栄養摂取、水分補給
コンディショニングと栄養補給、水分補給、食事計画を理解する。

【授業方法】
コンディショニン
グと栄養補給、水
分補給、食事計画
を解説する。5人
程度のグループに
なり、課題の回答
を中心に議論す
る。疑問点や意
見・感想を課題の
回答と共に入力
フォームに記入し
て提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：栄養欠陥に基づく疾病と対策
栄養欠陥に基づく疾病と対策を理解する。

【授業方法】
栄養欠陥に基づく
疾病と対策を解説
する。5人程度の
グループになり、
課題の回答を中心
に議論する。疑問
点や意見・感想を
課題の回答と共に
入力フォームに記
入して提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄

【授業内容】
テーマ： からだ作りとウエイトコントロール
アスリートのからだづくり（筋肉、骨）とウエイトコントロールを理
解する。

【授業方法】
アスリートのから
だづくり（筋肉、
骨）とウエイトコ
ントロールを解説
する。5人程度の
グループになり、
課題の回答を中心
に議論する。疑問
点や意見・感想を
課題の回答と共に
入力フォームに記
入して提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。（復習：1時間）
演習で出された課題に取り組む。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：トレーニングスケジュール、競技特性と食事
競技特性、エネルギー消費量、グリコーゲン補給を理解する。

【授業方法】
競技特性、エネル
ギー消費量、グリ
コーゲン補給を解
説する。5人程度
のグループにな
り、課題の回答を
中心に議論する。
疑問点や意見・感
想を課題の回答と
共に入力フォーム
に記入して提出す
る。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：　アスリートの身体組成
身体組成とその測定方法を理解する。

【授業方法】
身体組成とその測
定方法を解説す
る。5人程度のグ
ループになり、課
題の回答を中心に
議論する。疑問点
や意見・感想を課
題の回答と共に入
力フォームに記入
して提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。
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定期試験の実施

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：アスリートの栄養教育
栄養教育の意義や進め方を理解する。

【授業方法】
栄養教育の意義や
進め方を解説す
る。5人程度のグ
ループになり、課
題の回答を中心に
議論する。疑問点
や意見・感想を課
題の回答と共に入
力フォームに記入
して提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。（復習：1時間）
演習で出された課題に取り組む。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：望ましい栄養サポートとは（課題検討・発表）
望ましい栄養サポートについてまとめて発表する。

【授業方法】
望ましい栄養サポ
—トについ各自で
プレゼンテーショ
ンにまとめ5人程
度のグループにな
り発表し議論す
る。

（予習：3時間）
課題発表する資料を事前に準備すること。
（復習：1時間）
発表で得られた評価を踏まえて発表資料を完成
させる提出する。

鈴木良雄
【授業内容】
テーマ：サプリメントの利用時の留意点
サプリメントの定義、使用実態や、種類、効果を理解する。

【授業方法】
サプリメントの定
義、使用実態や、
種類、効果を解説
する。5人程度の
グループになり、
課題の回答を中心
に議論する。疑問
点や意見・感想を
課題の回答と共に
入力フォームに記
入して提出する。

（予習：2時間）
テキストの該当箇所や事前配布資料をよく読
み、空欄に当てはまる語を考えるとともに、
テーマについて理解し説明できるようにしてお
く。（復習：1時間）
演習で出された課題に取り組む。
（復習：2時間）
演習で出された課題に取り組む。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト
　　（6）予防とコンディショニング
　上記テキストは参考書であり、必ず用意する必要はありません。
　その他、授業中に適宜、資料を配布します。

その他

参考文献

　授業中に課す小テストや課題については、授業内で解説をおこなう。
　定期試験については、JUNTENDO PASSPORT（JPASS）を使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート3回（30％）、定期試験（50％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

　1．コンディショニングおよびコンディションの目的を説明できる（定期試験）
　2．コンディショニングの3つの構成因子を説明できる（定期試験）
　3．コンディショニングの禁忌と適応について説明できる（定期試験）
　4．競技特性を考慮したコンディショニング計画が作成・実演できる（レポート)
　5．授業中や予習・復習の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（AT）、JPSUスポーツトレーナー資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」を身に付けるための科目として開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　「スポーツ外傷・障害の評価と救急処置実習」を受講していることが望ましい。
【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．1回の授業について、出席時間が3分の2に満たない場合は、欠席扱いとする
　2．遅刻及び早退については、出席と異なる扱いとする
　3．受講までにJUNTENDO PASSPORT（JPASS）での課題提出・授業資料のダウンロードができること
　4．受講までに大学アカウント（ドメイン@stud.juntendo.ac.jp)を用いて以下のアプリが使用できること
　　　（1）会議アプリ「zoom」を利用したオンライン受講
　　　（2）Google Classroomを利用した資料・課題管理
　5．受講までに以下の準備ができること
　　　（1）カメラ付きPCまたはタブレット
　　　（2）文書作成ソフト(Word)、表計算ソフト(Excel)、プレゼンテーションソフト(PowerPoint)

授業概要

全体内容

　本科目は，実習の授業形態で行われる。コンディショニングについての概念から，その構成要素，種々のトレーニングについて理解す
る。また，競技種目ごとの特性を考慮したトレーニングプログラム作成に必要となる評価方法等について学修し，傷害予防や競技力向上に
役立てられるようにする。テーピング，スポーツマッサージ，ストレッチングの基礎についても学修する。
　　（オムニバス方式／全28回）

（56　門屋悠香／16回）
　コンディショニングの評価と計画の方法について理解し，トレーニング計画の立案，設計ができるようにする。競技力向上，傷害予防，
疲労回復のそれぞれを目的としたコンディショニングの手法を学び，冬季競技，格技系競技，記録系競技，球技系競技，採点系競技それぞ
れの競技環境を知り，種目特有のプログラム立案ができるようにする。

（7　髙澤祐治，95　中新井田敦子／2回）　（共同）
　疲労回復を目的とした方法であるスポーツマッサージについて，その資格制度と関係する法律，禁忌と適応について学ぶとともに，ス
ポーツマッサージの適切な使用方法及びその実践ができるようになることを目標とする。

（56　門屋悠香，95　中新井田敦子／10回）　（共同）
　テーピングの定義･目的，有効性，注意点，基本テープについて理解した上で，足関節を例にテーピングの基本的な技能を修得する。ま
た，基礎体力，競技種目に応じた体力，身体組成，柔軟性などのテスト方法について学び，実践ができるようにし，それらを通じて指導に
生かせるようになることを目標とする。

到達目標

　1．コンディショニングとコンディションについて説明できる。
　2．コンディショニング構成因子が説明できる。
　3．コンディ二ングの方法について説明できる。
　4．競技特性を考慮したコンディショニング計画が作成・実演できる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 門屋　悠香 ナンバリング TRS3313

科目名 【新カリ】スポーツコンディショニング実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】スポーツコンディショニング実習 対象学年 3年

担当教員 門屋　悠香、髙澤　祐治、中新井田　敦子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1・2

3・4

5・6

7・8

9・10
門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
傷害予防を目的としたコンディショニングの方法と実際①
ストレッチングについて理解を深める。

【授業方法】
ストレッチングの概略について解説する。
グループワーク：作成したトレーニングメニューを発表し、振り返り
シートを作成する。

実習
グループワーク

（予習：1h）
ストレッチングの種類について調べる

（復習：1h）
ストレッチの原則および実施上の注意点につい
て確認する

門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
トレーニング計画とコンディショニングについて理解を深める。

【授業方法】
①トレーニングの基礎や原則について解説する。
②ピリオダイゼーション、トレーニングカテゴリーにいて解説する。
ワークシート：設定した競技のトレーニング計画を作成する。
ペアで実演・評価する。

実習

（予習：1h）
レポート課題
「トレーニングの原則について」

（復習：1h）
ピリオダイゼーションについて整理し、スポー
ツ競技に当てはめて確認する

門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
競技力（パフォーマンス）向上を目的としたコンディショニングの方
法と実際について理解を深める。

【授業方法】
筋力トレーニング、エアロビクストレーニング、コーディネーション
トレーニング、スタビリティトレーニング、アジリティトレーニング
について概説するとともに、実施上の注意点についても解説する
ワークシート：設定した競技のトレーニングメニューを作成する
ペアで実演・評価する。

実習

（予習：2h）
レポート課題
「コーディネーション、スタビリティ、アジリ
ティについて共通点と相違点をまとめる」

（復習：1h）
それぞれのトレーニングの特徴、実施上の注意
などについて確認する

門屋悠香

【授業内容】
（1）コンディショニングとは
（2）コンディショニングの要素（管理と把握）
コンディショニングの目的について、理解を深める。
コンディショニングの構成因子について理解を深める。

【授業方法】
コンディショニングの目的について解説する。
コンディショニングを構成する要素（身体的因子・環境的因子・心因
的因子）について解説する。
グループワーク：アスリートが望むコンディショニングを挙げ、コン
ディショニングを因子別に分類する。

講義
グループワーク

（予習：1h）
コンディショニングを構成する因子について調
べる

（復習：1h）
コンディショニングを構成する3つの因子につ
いて整理、復習する

門屋悠香

【授業内容】
コンディショニングの評価法について理解を深める。

【授業方法】
コンディションの評価指標とその評価法について解説する。
ワークシート：設定した競技に必要な評価項目をまとめる。
ペアになり、評価方法の実習をおこなう。

実習

（予習：1h）
コンディションの評価指標について調べる

（復習：1h）
コンディションの評価方法について整理、確認
する

備考

【学修時間】
　この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間60時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
なお、授業計画の1回の授業は2コマ（100分×2時限）分として示している。

【その他】
　受講人数が60人を超える場合には、抽選の実施または授業方法の変更をおこなうことがあります。
　抽選の場合、JSPO-AT取得者および「スポーツ外傷・障害の評価と救急処置実習」履修者を優先します。

　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　・JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：7．予防とコンディショニング
　・JPSU（全国体育スポーツ系大学協議会）スポーツトレーナー

　また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 門屋　悠香
　全てJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプロファイル＞「Q＆A」にて対応します。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

【オフィスアワー】
　日時：金曜日10：20〜12：50
　場所：1号館5階1503号室（アスレティックトレーニング学研究室）

　質問や相談は予約のあった学生を優先します。他の学生との重複を避けるためできるだけ事前にJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプ
ロファイル＞「Q＆A」で予約してください。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

担当教員の実務経験 JSPO-ATのうち、鍼灸マッサージ師の国家資格を有する者が、マッサージを担当する。



11・12

13・14

15・16

17・18

19・20

21・22

23・24

25・26 門屋悠香

【授業内容】
競技種目特性とコンディショニング①
競技種目特性を考慮したとコンディショニングについて理解を深める

【授業方法】
記録計競技、採点系競技の競技特性と障害要因について解説する。
ワークシート：これまでのワークシートを整理し、大学4年間のコン
ディショニング計画を作成する。

実習
演習

（予習：2h）
指定された競技種目からひとつを選択し、レ
ポートを作成するレポート課題
「競技特性と発生するスポーツ外傷・障害」

（復習：1h）
異なる競技の特性の違いを整理し、確認する

門屋悠香

【授業内容】
フィットネス（基礎体力）チェックの方法と実際について理解を深め
る。

【授業方法】
筋力、筋持久力、筋パワーなどの基礎体力の測定について解説する。
ワークシート：設定した競技のフィジカルテストリストを作成する。
グループで実演・評価する。

実習

（予習：1h）
筋力の測定方法について調べる

（復習：2h）
基礎体力全般の測定方法について整理する

門屋悠香

【授業内容】
（1）フィールド（専門体力）テストの方法と実際について理解を深め
る。
（2）身体（組成）測定、柔軟性テストの方法と実際について理解を深
める。

【授業方法】
フィールド（専門体力）テスト、身体組成の測定、柔軟性テストなど
について解説する。
ワークシート：設定した競技のフィールドテストを作成する。
グループで実演・評価する。

実習
グループワーク

（予習：1h）
柔軟性、弛緩性、不安定性の違いを調べる

（復習：1h）
専門体力テストを項目ごとに整理する

門屋悠香

【授業内容】
疲労回復を目的としたコンディショニングの方法と実際②
アイシング、アクアコンディショニングについて理解を深める。

【授業方法】
アクアコンディショニングの概略について解説する。
ワークシート：提示した情報をもとに、競技別アクアコンディショニ
ングメニューを作成する。
ペアで実演・評価する。

実習

（予習：1h）
水の物理的特性、水中での運動の利点について
調べる

（復習：1h）
水中での運動および実施の際の注意点について
整理する

門屋悠香

【授業内容】
ウォーミングアップとクーリングダウンの方法と実際について理解を
深める。

【授業方法】

ウォーミングアップとクーリングダウンの意義、効果、その方法につ
いて解説する。
グループワーク：作成したコンディショニングメニューを発表し、振
り返りシートを作成する。

実習
グループワーク

（予習：1h）
ウォーミングアップとクーリングダウンの重要
性について調べる

（復習：1h）
ウォーミングアップ、クーリングダウンの意
義、効果、その方法について復習する

門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
傷害予防を目的としたコンディショニングの方法と実際③テーピング
各論
足関節内返し捻挫予防のテーピングを体験・学習する。

【授業方法】
足関節内返し捻挫予防のテーピングについて解説・実演する。
評価シートをもとに、ペアで実施・評価する。

実習

（予習：1h）
足関節捻挫について調べる

（復習：1h）
足関節内返し捻挫に対するテーピングを行なう
際の注意点およびその方法について確認する

門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
疲労回復を目的としたコンディショニングの方法と実際①スポーツ
マッサージ
スポーツマッサージについて理解を深める。

【授業方法】
スポーツマッサージの定義、分類、各種手技、注意点について解説す
る。
ペアになり、マッサージの基本的な手技を体験する。

実習

（予習：1h）
スポーツマッサージの分類、各種手技などにつ
いて調べる

（復習：1h）
スポーツマッサージ全般にわたる注意点などに
ついて整理し、確認する

門屋悠香
中新井田敦子

【授業内容】
傷害予防を目的としたコンディショニングの方法と実際②テーピング
総論
テーピングについて理解を深める。

【授業方法】
テーピングの目的、効果、科学的根拠、注意事項などについて解説す
る。
ペアになり、テーピングの基本的な方法を体験する。

実習

（予習：1h）
テーピングの目的、効果について調べる

（復習：1h）
テーピング全般にわたる注意事項などについて
整理する



27・28

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施

門屋悠香

【授業内容】
競技種目特性とコンディショニング②
競技種目特性を考慮したとコンディショニングについて理解を深める

【授業方法】
球技系競技、格技系競技の競技特性と障害要因について解説する。
グループワーク：大学4年間のコンディショニング計画を発表し、振り
返りシートを作成する。

実習
発表・演習

（予習：2h）
指定された競技種目からひとつを選択し、レ
ポートを作成するレポート課題
「競技特性と発生するスポーツ外傷・障害」

（復習：1h）
異なる競技の特性とそれに関連するスポーツ外
傷・障害の予防方法を確認する



参考文献

　授業中に課す小テストや課題については、授業内で解説をおこなう。
　定期試験については、JUNTENDO PASSPORT（JPASS）を使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート4回（40％）、定期試験（40％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

　1．医師から得ておくべき医学的情報を説明できる（定期試験）
　2．医師以外にも可能な情報収集の具体的項目と収集方法について説明できる（定期試験）
　3．特に注意を要する患部のリスク管理について、具体的に述べることができる（レポート）
　4．競技特性を考慮したアスレティックリハビリテーションプログラムが作成できる（レポート）
　5．授業中や予習・復習の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツコーチング科学コース科目の選択科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応
コース（AT）の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ科学分野の専門的な知識と技能」を身に付けるための科目として開講される。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　以下の科目を受講していることが望ましい
　（1）スポーツ外傷・障害の評価と救急処置実習
　（2）スポーツコンディショニング実習
　（3）アスレティックトレーニング実習
　（4）アスレティックトレーナー総論

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　1．1回の授業について、出席時間が3分の2に満たない場合は、欠席扱いとする
　2．遅刻及び早退については、出席と異なる扱いとする
　3．受講までにJUNTENDO PASSPORT（JPASS）での課題提出・授業資料のダウンロードができること
　4．受講までに大学アカウント（ドメイン@stud.juntendo.ac.jp)を用いて以下のアプリが使用できること
　　　（1）会議アプリ「zoom」を利用したオンライン受講
　　　（2）Google Classroomを利用した資料・課題管理
　5．受講までに以下の準備ができること
　　　（1）カメラ付きPCまたはタブレット
　　　（2）文書作成ソフト(Word)、表計算ソフト(Excel)、プレゼンテーションソフト(PowerPoint)

授業概要

全体内容

　本科目は，実習の授業形態で行われる。アスリートに対するリハビリテーションでは，競技特性を理解した上で安全かつ早期の競技復帰
は重要な課題であるが，そのためには的確な情報収集と評価に基づくリハビリテーションが必要である。運動とスポーツ傷害の関係を身体
の構造，機能の面から学修し，具体的なスポーツ外傷・障害を想定した模擬症例を通して，段階的プロトコールに基づくアスレティックリ
ハビリテーションの実施と指導方法を学ぶ。
　　（オムニバス方式／全28回）

（56 門屋悠香／4回）
　アスレティックリハビリテーションの進行に必要な競技種目特性の捉え方を理解する。各競技種目で要する動作の特性，動作の遂行に要
する機能的要素，各競技種目で要する体力的な特性，各競技種目における外傷発生機転，各競技種目に復帰するに当たっての機能的，体力
的到達目標を対象者に説明できるようにする。

（7 髙澤祐治，56 門屋悠香／4回）　（共同）
　アスレティックリハビリテーションの概要及び物理療法・補装具について解説し，実習を行う。物理療法，温熱療法，寒冷療法，各種電
気療法，超音波療法，水治療などについて，その使用目的，各種物理療法の名称及び適応と禁忌を理解する。加えて，補装具や足底挿板，
松葉杖の使用目的及び使用に関する適応と禁忌を理解する。

（54 門屋悠香，95 中新井田敦子，105 鹿倉二郎／20回）　（共同）
　代表的なスポーツ外傷・障害について，アスレティックリハビリテーションの段階的プロトコールを理解し，模擬症例に対して実習を行
う。各疾患の病態を理解し，それに対するアスレティックリハビリテーションの過程と内容，医師から得ておくべき医学的情報，情報収
集，機能評価，プログラミング，リスク管理を学び，各疾患の段階的プロトコールに沿ったアスレティックリハビリテーションが実践でき
るようにする。また，スポーツ復帰の目安を明確にして，対象者に説明できるようにする。

到達目標

　1．代表的なスポーツ傷害について、受傷機転が理解できる。
　2．代表的なスポーツ動作について、関節の動き（アライメント）が理解できる。
　3．アスレティックリハビリテーションの指導に際し、整理しておくべき情報を説明できる。
　4．アスレティックリハビリテーションプログラムが作成できる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 門屋　悠香 ナンバリング TRM4316

科目名 【新カリ】アスレティックリハビリテーション実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】アスレティックリハビリテーション実習 対象学年 4年

担当教員 門屋　悠香、鹿倉　二郎、髙澤　祐治、中新井田　敦子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1・2

3・4

5・6

7・8

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
①頚椎捻挫、腰部疾患のアスレティックリハビリテーションについて
体験・学習する。

【授業方法】
頸椎捻挫、腰部疾患のアスレティックリハビリテーションについて解
説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：2h）
レポート課題
「腰椎椎間板ヘルニア、腰椎分離症、筋筋膜性
腰痛の違いをまとめる」

（復習：1h）
腰部疾患のリスク管理とスポーツ動作における
注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
②肩関節前方脱臼、投球障害肩のアスレティックリハビリテーション
について体験・学習する。

【授業方法】
肩関節前方脱臼、投球障害肩のアスレティックリハビリテーションに
ついて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
肩関節の機能解剖を確認する

（復習：1h）
肩関節前方脱臼のリスク管理とスポーツ動作に
おける注意点を整理する

門屋悠香
髙澤祐治

【授業内容】
（1）アスレティックリハビリテーションの概要について理解を深め
る。
（2）物理療法について理解を深め、物理療法を体験・学習する。

【授業方法】
電気刺激療法、超音波療法について概説するとともに、意義、目的、
効果について解説する。
ペアで物理療法を体験する。

実習

（予習：1h）
①シラバスにて授業内容を確認する
②物理療法で用いる機器を調べる

（復習：1h）
電気刺激療法、超音波療法の適応と禁忌につい
て整理する

門屋悠香
髙澤祐治

【授業内容】
補装具の使用に関する基礎知識と実践について理解を深め、体験・学
習する。
足底挿板について理解を深める。

【授業方法】
補装具使用の適応と禁忌、足底挿板について解説する。
固定・免荷をを体験する。

実習

（予習：2h）
レポート課題
「スポーツ活動中に使用する補装具と仕様ルー
ルについてまとめる」

（復習：1h）
医療用装具の適応について整理する

備考

【学修時間】
　この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間60時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
　なお、授業計画の1回の授業は2コマ（100分×2時限）分として示している。

【その他】
　受講人数が60人を超える場合には、抽選の実施または授業方法の変更をおこなうことがあります。
　抽選の場合、JSPO-AT取得者および「履修要件」科目履修者を優先します。

　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　・JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）：8．アスレティックリハビリテーション
　・健康・体力づくり財団　健康運動指導士

　また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト
　　（7）アスレティックリハビリテーション
　上記テキストは参考書であり、必ず用意する必要はありません。
　その他、授業中に適宜、資料を配布します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 門屋　悠香
　全てJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプロファイル＞「Q＆A」にて対応します。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

【オフィスアワー】
　日時：金曜日10：20〜12：50
　場所：1号館5階1503号室（アスレティックトレーニング学研究室）

　質問や相談は予約のあった学生を優先します。他の学生との重複を避けるためできるだけ事前にJUNTENDO PASSPORT（JPASS）のクラスプ
ロファイル＞「Q＆A」で予約してください。
　その他の連絡先は授業内でお知らせします。

担当教員の実務経験
　JSPO-AT資格を有する者、JSPO-AT資格に加え理学療法士または鍼灸マッサージ師のいずれかの国家資格を有する者が、アスレティックリ
ハビリテーションを担当する。
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門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑨扁平足障害（過回内足傷害）、脛骨過労性骨障害のアスレティック
リハビリテーションについて体験・学習する。

【授業方法】
扁平足障害（過回内足傷害）、脛骨過労性骨障害のアスレティックリ
ハビリテーションについて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
ウィンドラス機構について調べる

（復習：1h）
扁平足障害のリスク管理とスポーツ動作におけ
る注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑩鵞足炎、膝蓋大腿関節障害のアスレティックリハビリテーションに
ついて体験・学習する。

【授業方法】
鵞足炎、膝蓋大腿関節障害のアスレティックリハビリテーションにつ
いて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
鵞足の機能解剖を確認する

（復習：1h）
鵞足炎のリスク管理とスポーツ動作における注
意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑦膝前十字靱帯損傷 ほか

【授業方法】
膝前十字靱帯損傷のアスレティックリハビリテーションについて解説
する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
膝前十字靭帯の機能解剖を確認する

（復習：1h）
膝前十字靱帯損傷のリスク管理とスポーツ動作
における注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑧大腿屈筋肉ばなれ ほかのアスレティックリハビリテーションについ
て体験・学習する。

【授業方法】
大腿屈筋肉ばなれのアスレティックリハビリテーションについて解説
する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
ハムストリングスの機能解剖を確認する

（復習：1h）
大腿屈筋肉ばなれのリスク管理とスポーツ動作
における注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑤足関節捻挫ほかのアスレティックリハビリテーションについて体
験・学習する。

【授業方法】
足関節捻挫のアスレティックリハビリテーションについて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
knee-in & toe-out、knee- out & toe- inにお
ける下肢の関節の動きを調べる

（復習：1h）
足関節内がえし捻挫のリスク管理とスポーツ動
作における注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
⑥膝内側側副靱帯損傷ほかのアスレティックリハビリテーションにつ
いて体験・学習する。

【授業方法】
膝内側側副靱帯損傷のアスレティックリハビリテーションについて解
説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
膝関節の圧痛点とランドマークを確認する

（復習：1h）
膝内側側副靱帯損傷のリスク管理とスポーツ動
作における注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
③外傷性肘MCL損傷、その他肘関節傷害のアスレティックリハビリテー
ションについて体験・学習する。

【授業方法】
外傷性肘MCL損傷、その他肘関節傷害のアスレティックリハビリテー
ションについて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
鵞足を構成する機能解剖について調べる

（復習：1h）
外傷性肘MCL損傷のリスク管理とスポーツ動作
における注意点を整理する

門屋悠香
中新井田敦子
鹿倉二郎

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションの実践
④手関節捻挫 ほかのアスレティックリハビリテーションについて体
験・学習する。

【授業方法】
手関節捻挫のアスレティックリハビリテーションについて解説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：X時間）　　　　　　　　　　　手関
節の圧痛点とランドマークを確認する

（復習：1時間）
レポート課題
「3回〜6回の復習テストを作成する」



25・26

27・28

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施

門屋悠香

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションのプログラミング
①競技種目特性を踏まえたアスレティックリハビリテーションについ
て体験・学習する。

【授業方法】
競技種目特性別の前期アスレティックリハビリテーションについて解
説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
筋の収縮様式を確認する

（復習：1h）
レポート課題
「7回〜12回の復習テストを作成する」

門屋悠香

【授業内容】
アスレティックリハビリテーションのプログラミング
②競技種目における動作特性と体力特性を踏まえたアスレティックリ
ハビリテーションについて体験・学習する。

【授業方法】
競技種目特性別の後期アスレティックリハビリテーションについて解
説する
ペアでアスレティックリハビリテーションメニューを実施・評価する

実習

（予習：1h）
柔軟性と関節弛緩性の違いを調べる

（復習：1h）
①各競技における代表的な外傷発生機転を整理
する
②各競技における競技種目特性について、体力
要素により整理する



授業回

1

内藤久士
町田修一
吉原利典

ガイダンス：スポーツ生理学を定義するとともに、講義日程、内容、
履修上の注意点に触れ、スムーズな単位取得に向けてのガイダンスを
行う。また、ビデオ等を用いて今後の講義に対する動機付けを行う。

ビデオ、スライ
ド、配付資料を用
いて講義（ガイダ
ンス）を行う。

（復習：4時間）
配布資料を熟読しておく。履修登録が確実に行
われているか再確認しておく。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。1回の授業時間は100分とする。
【その他】
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　健康・体力づくり財団　健康運動指導士

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

参考図書として、スポーツ指導者に必要な生理学と運動生理学の知識(市村出版)、健康・体力のための運動生理学(杏林書院)、パワーズ運動生理学（メディカ
ル・サイエンス・インターナショナル）ほか、適宜指示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
内藤　1号館 1階 運動生理学研究室 (1117号室）　連絡先：hnaitou［at］juntendo.ac.jp
町田　1号館 1階 運動生理学研究室 (1118号室）　連絡先：achidas［at］juntendo.ac.jp
吉原　1号館 1階 運動生理学実験室　連絡先：t-yoshih［at］juntendo.ac.jp
　※［at］を@に変更してください。

【オフィスアワー】
内藤：月曜日月曜日10時30分から12時30分（事前にメールなどで予約をすることを推奨します）
町田：月曜日10時から12時（事前にメールなどで予約をすることを推奨します）
吉原：月曜日昼休み（事前にメールなどで予約をすることを推奨します）

担当教員の実務経験

参考文献

小テストの解答やレポート課題の模範解答については、講義形式で解説を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 小テスト（30%）、課題レポート（10%）、定期試験（60%）を総合して評価する。

評価基準
1.種々のスポーツを生理学・生化学的側面から正しく理解している（定期試験、課題レポート）。
2.トレーニングや種々のスポーツを生理学・生化学的側面から正しく理解し、知識として身に付けているか（小テスト）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「医学的知識を備えたスポーツ指導者の育成」、「スポーツ指導現場に詳しいスポーツ医科学研究者の育成」という学位授与
方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
この講義はスポーツ医科学コースの必修科目である。講義の単位取得は、教室内での時間の2倍の時間が予習と復習に当てられ、かつ試験
に合格することが前提となっているので、予習復習を欠かさないようにしてもらいたい。なお、履修は運動生理学を履修済みであること。

授業概要

全体内容

本科目は，講義の授業形態で行われる。スポーツの競技や種目の特性について，主に生理・生化学的な観点から理解を深めることを目的に
体系的に講義を行う。まず総論として，スポーツ全般に関わる普遍的な運動生理・生化学的事象について，また各論としてそれぞれの競技
種目別の生理学的，生化学的特性や選手の身体的体力的特徴などについて説明する。スポーツ健康科学の幅広い知識と教養に基づき，各種
スポーツの競技力向上に必要とされるトレーニングやその指導に応用できる力を身に付けることを目標とする。

到達目標
1. スポーツの実践や指導に生理・生化学的知識を応用することの意義を理解し、その能力を涵養する。
2. 科学的トレーニングおよびスポーツ指導のための理論的根拠を確立する。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 町田　修一 ナンバリング PSL3317

科目名 【新カリ】スポーツの生理学･生化学 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツの生理学･生化学 対象学年 3年

担当教員 町田　修一、内藤　久士、鈴木　良雄、スポーツ健康科学部教員共通
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内藤久士
町田修一
吉原利典

陸上競技の生理学1−短距離走：短距離走選手の体格や体力、練習時や
試合時の心拍数応答、運動強度およびエネルギー消費量、ランニング
時のエネルギー供給系などを通して、これらの種目の持つ生理学・生
化学的特性の説明を行う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

陸上競技の生理学2−中長距離走：中長距離選手の体格や体力、練習時
や試合時の心拍数応答、運動強度およびエネルギー消費量、ランニン
グ時のエネルギー供給系などを通して、これらの種目の持つ生理学・
生化学的特性の説明を行う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

競技記録の生理学的基礎：競技記録を規定する生理学的因子として
の、エネルギー出力、筋力や筋線維組成、神経筋協調能、形態要素と
しての体格などの因子について例をあげながら説明する。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

環境とトレーニング：温度、気圧などの環境条件の変化による生理学
的応答・適応について説明する。特に、最近注目されている高所ト
レーニングを題材にし、その理解を深める

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

ウォーム・アップの生理学的基礎：ウォーム・アップ（準備運動）の
生理学的な意義を理解できるように、ウォーム・アップによって期待
されるパフォーマンスの向上、トレーニングの能率化、傷害予防など
について説明する。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

クール・ダウンの生理学的基礎：クール・ダウン（整理運動）の生理
学的な意義を理解できるように、クール・ダウンによって期待される
運動やスポーツ後の疲労回復の促進や傷害の危険防止について説明す
る。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

スポーツと休養・疲労：トレーニングの効果は、「超回復」が時空的
に加重された結果である。スポーツやトレーニングにおける休養の意
義と疲労回復促進手段としての栄養補給、休養、睡眠、温浴、マッ
サージなどについて説明する。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

スポーツと年齢および性：運動に対する生理機能の応答および適応の
性・年齢別特徴を明らかにし、発育期および高齢期における正しいト
レーニングの方法について説明する。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

トレーニング方法の生理学的根拠：トレーニングの原理・原則を構成
する生理学的事実について触れ、トレーニングを科学的立場から理解
できるように、代表的なトレーニングの生理学的特徴および根拠を説
明する。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。
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定期試験を実施

内藤久士
町田修一
吉原利典

水泳競技の生理学：競泳選手の体格や体力、練習時や試合時の心拍数
応答、運動強度およびエネルギー消費量、基本動作の筋電図学的解析
などを通して、これらの種目の持つ生理学的特性の説明を行う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

冬季競技の生理学：スケートやスキー競技選手の体格や体力、練習時
や試合時の心拍数応答、運動強度およびエネルギー消費量、基本動作
の筋電図学的解析などを通して、これらの種目の持つ生理学的特性の
説明を行う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

球技の生理学：球技種目選手の体格や体力、練習時や試合時の心拍数
応答、運動強度およびエネルギー消費量、ゲーム時のエネルギー供給
系などを通して、球技種目の持つ生理学・生化学的特性の説明を行
う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。

内藤久士
町田修一
吉原利典

自転車競技の生理学：自転車競技選手の体格や体力、練習時や試合時
の心拍数応答、運動強度およびエネルギー消費量、競技中のエネル
ギー供給系などを通して、自転車種目の持つ生理学・生化学的特性の
説明を行う。

スライドと配付資
料を用いて講義を
行う。

（予習：1時間）
左記の授業内容について、運動生理学で学習し
たことを復習し、説明できるようにしておく。
（復習：3時間）
配付資料に基づいて、左記の授業内容部分に出
てくる専門用語等をテキストや参考書でよく調
べ理解し、説明できるようにしておく。小テス
トのための準備をしておく。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

1

鈴木（宏）
河村
川田

オリエンテーションを行う。
演習の概要、注意
点、進め方などに
ついて説明する。

（予習：1時間）
J-PASSにアップした資料をあらかじめ熟読して
おく。
（復習：1時間）
授業資料にある授業計画を再度読み、実習全体
の流れをつかむ。

備考

［学修時間］
　この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、授業60時間と準備学修30時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成
する。

［その他］
新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

プリントを授業の時に配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
鈴木宏哉：ko-suzuki[at]juntendo.ac.jp
河村 剛光：ykoumura[at]juntendo.ac.jp
川田裕次郎： yuukawa[at]juntendo.ac.jp

【オフィスアワー】
鈴木宏哉：木曜日　昼休み（12:00〜12:50）　研究室
河村 剛光：木曜日　昼休み（12:00〜12:50）　研究室
川田裕次郎： 水曜日 昼休み（12:00〜12:50）研究室

担当教員の実務経験

参考文献

レポートのフィードバックは授業中に返却して解説を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
課題レポート4回(80%)・平常点(20%)によって総合的に評価する。
なお、実験実習の進行上、ふさわしくないと判断される行為は、減点の対象とします。

評価基準

1．形態，身体組成，運動機能の測定方法について説明することができる。（課題レポート）
2. スポーツ心理学の基礎的な調査方法について説明することができる。（課題レポート）
3. 数量化されたデータの集計方法について説明することができる．（課題レポート）
4. 測定や調査で得られた知見をレポートにまとめ報告することができる。（課題レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の必修科目である。また、健康運動指導士認定試験受験資格取得、JPSUスポーツト
レーナー資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコ
ミュニケーション能力」、「スポーツ医科学とコーチング科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、及び「スポーツ科学の
知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

この演習はスポーツ医科学コースの必修科目である。

授業概要

全体内容

　本科目は，演習の授業形態で行われる。ヒトを対象としたスポーツ医科学に関する基礎的な実験・調査の実施及び実験・調査によって得
られたデータの処理方法と評価に関する演習を行う。具体的には，「ヒトの形態，身体組成，運動機能」の測定と評価，ヒトの運動パ
フォーマンスに関わる心理的要因の理解であり，これらをレポートにまとめることを通して，スポーツ医科学に関する幅広い基礎知識とス
ポーツ医科学研究の基本的な考え方を学ぶ。

到達目標

1．形態，身体組成，運動機能の測定方法について説明することができる。
2. スポーツ心理学の基礎的な調査方法について説明することができる。
3. 数量化されたデータの集計方法について説明することができる．
4. 測定や調査で得られた知見をレポートにまとめ報告することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 鈴木　宏哉 ナンバリング SPM3319

科目名 【新カリ】スポーツ医科学基礎演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツ医科学基礎演習 対象学年 3年

担当教員 鈴木　宏哉、河村　剛光、川田　裕次郎、スポーツ健康科学部教員共通
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鈴木（宏）
河村
川田

運動機能に関するテスト項目間の関連性について学ぶ。

実習で収集した
データを利用し
て、集計と評価の
仕方について解説
する。

（予習：1時間）
運動機能を計測するテストの中で類似している
テストを調べておく。
（復習：1時間）
計測したデータに基づき、レポートを作成す
る。

鈴木（宏）
河村
川田

アカデミックプレゼンテーションの基礎について学ぶ。

これまでに作成し
たレポートをもと
に、プレゼンテー
ションを行う。

（予習：3時間）
これまでに作成したレポートを整理し、プレゼ
ンテーション資料の準備を行う。
（復習：1時間）
アドバイスを踏まえてプレゼンテーション資料
を修正する。

鈴木（宏）
河村
川田

運動機能としてスポーツ庁新体力テスト（血圧測定を含む）について
学ぶ。

スポーツ庁新体力
テスト（成人用）
を用い、検者とし
て実際に測定す
る。

（予習：1時間）
スポーツ庁新体力テストマニュアルを事前に読
んでおくこと。
（復習：1時間）
実習で行った計測方法を習熟するまで練習す
る。

鈴木（宏）
河村
川田

運動機能に関する様々なフィールドテストについて学ぶ。

フィールドで実施
可能な運動機能テ
ストについて、専
門的な機器等を用
い、検者として実
際に測定する。

（予習：1時間）
フィールドで実施可能な運動機能テストについ
て調べておく。
（復習：1時間）
実習で行った計測方法を習熟するまで練習す
る。

川田
鈴木（宏）
河村

心の状態・特性と関連する要因について学ぶ。

心の状態・特性と
関連要因の調査を
実施し、基本的な
特徴を確認する。

（予習：1時間）
心理の状態・特性に関連する要因について調べ
ておく。
（復習：1時間）
実習で調査したデータを集計し基本統計量を算
出する。

川田
鈴木（宏）
河村

心の状態・特性と関連する要因を検討する方法について学ぶ。

実習で収集した
データを利用し
て、集計と評価の
仕方について解説
する。

（予習：1時間）
関連する要因の分析方法について調べておく。
（復習：1時間）
集計したデータに基づき、レポートを作成す
る。

河村
鈴木（宏）
川田

形態計測と体脂肪率のデータを用いて計測部位・計測方法の違いによ
る計測値の変化について学ぶ。

実習で収集した
データを利用し
て、集計と評価の
仕方について解説
する。

（予習：1時間）
計測部位や計測方法の違いが計測値に及ぼす影
響について調べておく。
（復習：1時間）
計測したデータに基づき、レポートを作成す
る。

川田
鈴木（宏）
河村

心理テストについて学ぶ。

頻繁に用いられる
心理テストとその
活用方法について
解説する。

（予習：1時間）
既存の心理テストについて調べておく。
（復習：1時間）
実習で学習した心理テストを他者に実践する。

河村
鈴木（宏）
川田

形態計測について学ぶ。

長育、周育を測る
方法について、専
門的な機器等を用
い、検者として実
際に測定する。

（予習：1時間）
形態計測の方法について調べておく。
（復習：1時間）
実習で行った形態計測を習熟するまで練習す
る。

河村
鈴木（宏）
川田

身体組成計測について学ぶ。

体脂肪率を測る方
法について、複数
の機器を用い、検
者として実際に測
定する。

（予習：1時間）
体脂肪率の測定方法について調べておく。
（復習：1時間）
実習で行った計測方法を習熟するまで練習す
る。

鈴木（宏）
河村
川田

データ処理Ⅱ（相関係数と散布図）について学ぶ。

表計算ソフトを利
用して、相関係数
を算出する。その
解釈と作図表現の
基本について説明
する。

（予習：1時間）
量的データから関連を検討する方法にどのよう
なものがあるか調べておく。
（復習：1時間）
表計算ソフトで量的データの関連を検討する方
法と作図方法について整理する。

鈴木（宏）
河村
川田

データ処理Ⅲ（比率・クロス集計・帯グラフ）について学ぶ。

表計算ソフトを利
用して、比率を算
出する。その解釈
と作表・作図表現
の基本について説
明する。

（予習：1時間）
質的データから関連を検討する方法にどのよう
なものがあるか調べておく。
（復習：1時間）
表計算ソフトで質的データの関連を検討する方
法と作表・作図方法について整理する。

鈴木（宏）
河村
川田

データ処理Ⅰ（平均値・標準偏差と棒グラフ）について学ぶ。

表計算ソフトを利
用して、平均値・
標準偏差を算出す
る。それらの解釈
と作図表現の基本
について説明す
る。

（予習：1時間）
データから集団の特徴を把握する方法にどのよ
うなものがあるか調べておく。
（復習：1時間）
表計算ソフトで計算を実行する仕組みと作図方
法ついて整理する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない



備考

[学修時間]
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成する。

[その他]
この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
JSPO（日本スポーツ協会）AT（アスレティックトレーナー）
新型コロナ感染症の発生状況によっては、授業計画等を変更する可能性がある。

授業計画

課題テキストは配布するが、以下の図書についても用意することを強く薦める。
「身体運動の機能解剖、中村千秋ほか、医道の日本社」

その他

連絡先・オフィスア
ワー

宮本
【連絡先】
E-mail：n-miyamoto@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
日時：授業直後および月〜金曜日の昼休み
場所：1号館5階1514室
事前連絡・予約がなくても対応するが、他の者との面談等と重複しないようにするため、事前にE-mailで予約を取ることが望ましい。
 
窪田
【連絡先】
E-mail：akubota@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
日時：授業直後もしくは木曜日の14時〜16時
場所：スポーツ健康医科学研究所４階　スポーツ医学系実験室1-2
なるべく事前にe-mail等で連絡するよう心がけてほしい。

担当教員の実務経験

参考文献

課題についてはコメントを付けて返却するか、授業内で解説する。
試験については、要望があれば個別に解説等行なう。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題（40%）、授業内試験（40%）、平常点（20%）を総合して評価する。

評価基準

1. 運動器の構造および機能を正しく理解し、その説明において人体模型や解剖アプリを活用できる（課題・授業内試験）。
2. MRIや超音波画像から、部位・関節の構造および機能、形態を説明できる（課題・授業内試験）。
3. 運動器の構造や機能を基に、多種多様な身体運動の仕組みを理解している（授業内試験）。
4. 授業中の発言、課題の取組状況によって授業態度を評価する（平常点）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の選択必修科目である。また、JSPO公認スポーツ指導者養成講習会免除適応コース
（AT）の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコミュ
ニケーション能力」、「スポーツ医科学とコーチング科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、及び「スポーツ科学の知識
に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

特になし

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。スポーツ科学や健康科学系学問分野の基礎知識となる「機能解剖学」で学んだ内容，特に運動器の
構造と機能について，理解を深めることを目的とする。具体的には，解剖学アトラス・DVD・人体模型・MRI等の画像データなどを用いて，
体幹・上肢・下肢の関節運動と骨格筋の働きについて学び，上肢では主に肩関節・肘関節・手関節の運動，下肢では股関節・膝関節・足関
節を対象に学修する。また，機能解剖学に関する書籍や最新文献の抄読や討議を通して，更に理解を深める。

到達目標
1. 運動器の構造や機能について十分に理解し、人体模型や解剖アプリを用いて説明できる。
2. MRIや超音波画像で得られた骨・筋・腱・靭帯の名称を正しく理解し、その部位・関節の構造や機能、形態について説明できる。
3. 多種多様な身体運動について、運動器の構造や機能に基づいて説明することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 宮本　直和 ナンバリング PSL4321

科目名 【新カリ】身体機能学演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】身体機能学演習 対象学年 4年

担当教員 宮本　直和、窪田　敦之、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9
宮本直
窪田

下肢③：下腿部・足関節・足部について理解を深める

下腿部・足関節・
足部の構造や神
経、機能について
解剖書やアプリ、
模型を用いて学修
し、その内容を発
表する。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、下腿部・足関節・足部の構造や機能
を復習しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

下肢①：股関節について理解を深める

股関節の構造や神
経支配、機能につ
いて解剖書やアプ
リ、模型を用いて
学修し、その内容
を発表する。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、股関節の構造や機能を復習してお
く。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

下肢②：大腿部・膝関節について理解を深める

大腿部・膝関節の
構造や神経支配、
機能について解剖
書やアプリ、模型
を用いて学修し、
その内容を発表す
る。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、大腿部・膝関節の構造や機能を復習
しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

体幹①：頭頸部や胸部、背部について理解を深める

頭頸部や胸部・背
部の構造や神経支
配、機能について
解剖書やアプリ、
模型を用いて学修
し、その内容を発
表する。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、頭頸部や胸部・背部の構造や機能を
復習しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

体幹②：腹部・腰部について理解を深める

腹部・腰部の構造
や神経支配、機能
について解剖書や
アプリ、模型を用
いて学修し、その
内容を発表する。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、腹部・腰部の構造や機能を復習して
おく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

上肢②：上腕部・肘関節について理解を深める

上腕部・肘関節の
構造や神経支配、
機能について解剖
書やアプリ、模型
を用いて学修し、
その内容を発表す
る。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、上腕部・肘関節の構造や機能を復習
しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

上肢③：前腕部・手関節・手部について理解を深める

前腕部・手関節・
手部の構造や神経
支配、機能につい
て解剖書やアプ
リ、模型を用いて
学修し、その内容
を発表する。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、前腕部・手関節・手部の構造や機能
を復習しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

宮本直
窪田

ガイダンス
受講する際の注意点やスケジュール等を理解する

授業の進め方や注
意点などを説明
し、グループ分け
を行なう。また、
機能解剖学につい
て復習する。

（予習：2時間）
機能解剖学で学習した内容を全体的に復習して
おく。

（復習：2時間）
授業で行なった機能解剖学の復習と照らし合わ
せ、不明なところはさらに調べて整理してお
く。

宮本直
窪田

上肢①：肩甲帯・肩関節について理解を深める

肩甲帯・肩関節の
構造や神経支配、
機能について解剖
書やアプリ、模型
を用いて学修し、
その内容を発表す
る。

（予習：2時間）
機能解剖学の授業で使用した資料やテキスト等
を見直し、肩甲帯・肩関節の構造や機能を復習
しておく。

（復習：2時間）
授業時間内で自分が調べて発表した内容を振り
返り、不足している点や不明な点について改め
て調べて、整理しておく。

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験は実施しない

宮本直
窪田

MRIで得られた運動器の画像データへの理解を深める

MRI画像を基に、
その部位や関節の
構造を解剖書やア
プリを用いて調
べ、発表する。ま
たその部位や関節
における超音波を
用いた形態や機能
の評価について最
新の論文を抄読
し、発表する。

（予習：2時間）
各部位・関節のMRI画像を調べておく。

（復習：2時間）
授業で取り扱ったMRI画像および論文等を見直
し、不足・不明な点を調べて内容を整理してお
く。

宮本直
窪田

スポーツ活動時の身体運動についての理解を深める

これまでに学修し
た運動器の構造や
機能等の知識を基
に、スポーツ活動
中の一つの身体運
動を解説し、全員
で討議する。その
際に、解剖書やア
プリ、模型等を活
用する。

（予習：3時間）
興味のあるスポーツ活動時の身体運動を1つ選
択し、それに関わる運動器について調べて整理
しておく。

（復習：3時間）
事前に調べた身体運動以外で、授業を通して気
づいた点等を整理し、不明な点については調べ
ておく。

宮本直
窪田

超音波で得られた運動器の画像データへの理解を深める

超音波画像を基
に、その部位や関
節の構造を解剖書
やアプリを用いて
調べ、発表する。
またその部位や関
節における超音波
を用いた形態や機
能の評価について
最新の論文を抄読
し、発表する。

（予習：2時間）
各部位・関節の超音波画像を調べておく。

（復習：2時間）
授業で取り扱った超音波画像および論文等を見
直し、不足・不明な点を調べて内容を整理して
おく。

宮本直
窪田

MRIを用いた運動器の撮像および評価を理解する

MRIの仕組みや、
運動器の撮像・評
価について専門書
や論文を抄読し、
発表する。

（予習：3時間）
MRIを使用して運動器の評価を行なっている論
文を調べ、その内容を整理しておく。

（復習：2時間）
他者の発表や質疑応答等を通して、不足してい
た点や新たに気づいた点を整理しておく。

宮本直
窪田

超音波を用いた運動器の撮像および評価を理解する

超音波の仕組み
や、運動器の撮
像・評価について
専門書や論文を抄
読し、発表する。

（予習：3時間）
超音波を使用して運動器の評価を行なっている
論文を調べ、その内容を整理しておく。

（復習：2時間）
他者の発表や質疑応答等を通して、不足してい
た点や新たに気づいた点を整理しておく。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
各分野を担当する教員により適宜指示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
福典之：nfuku [at]juntendo.ac.jp
柳谷登志雄：tyanagi[at]juntendo.ac.jp
高澤祐治：ytakaza [at]juntendo.ac.jp
深尾宏祐：fukao777 [at]juntendo.ac.jp
鈴木宏哉：ko-suzuki [at]juntendo.ac.jp
河村剛光：ykoumura [at]juntendo.ac.jp
和気秀文：hwaki [at]juntendo.ac.jp
川田裕次郎：yuukawa [at]juntendo.ac.jp
町田修一：machidas [at]juntendo.ac.jp
吉原利典：t-yoshih[at]juntendo.ac.jp

【オフィスアワー】
福典之：月曜日昼休み・研究室
柳谷登志雄：月曜日昼休み・研究室
高澤祐治：月曜日昼休み・研究室
深尾宏祐：月曜日昼休み・研究室
鈴木宏哉：月曜日昼休み・研究室
河村剛光：月曜日昼休み・研究室
和気秀文：月曜日昼休み・研究室
川田裕次郎：月曜日昼休み・研究室
町田修一：月曜日昼休み・研究室
福典之：月曜日昼休み・研究室
吉原利典：月曜日昼休み・研究室

参考文献

課題レポートは授業において返却する。返却されるレポートには個別に修正するべき点を明記するので、その内容に沿ってレポートの修正を求める。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
課題レポート（60%）、平常点（30%）、筆記試験（10%）によって総合的に評価する。なお、実験実習や演習の進行上、無気力な行為やふ
さわしくないと判断される行為は減点の対照とします。

評価基準

1.身体諸機能の運動に関わる特性を正確に記述することができる（レポート）。
2.実験実習を通じて、講義で得た知識を説明することができる（レポート）。
3.測定機器の使用に習熟し、身体諸機能の測定を行うことができる（レポート、平常点）
4.取得したデータを科学的に処理し、それをもとに論理的な討論を行うことができる（レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
　この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と強要、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコ
ミュニケーション能力」、「スポーツ医科学とコーチング科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、および「スポーツ科学
の知識に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
この科目はスポーツ医科学コースの選択必修科目である。
スポーツ医科学基礎演習、スポーツ医科学総合実験実習、スポーツ医科学研究法Ⅰを履修すること。
本授業では、複数の分野から2分野を選択するため、受講生は選択する分野の講義を事前に履修して、基礎知識に関しては有してあるこ
と。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。本授業では講義で学修したスポーツ医科学系の科目について研究方法を学んでいく。スポーツ医
学，生理学，運動生理学，運動生化学，バイオメカニクス，測定評価，発育発達，スポーツ心理学の研究領域から選択し，それらの理論に
関する実験データの取得とデータの解釈に関する考察，ディスカッションを通して研究方法を学修する。将来，スポーツ科学研究者やス
ポーツ科学スタッフのようにスポーツ科学研究の専門家となっていくために必要な基礎知識と高い思考力，考察力を身に付けることを目標
とする。

到達目標

1．	スポーツ動作あるいは身体運動に関する変数を、実験データとして正確に取得・記述することができる。
2．	各分野の講義で得た理論について、実験実習を通して、データを取得し、データを読み取ることができるようになる。
3．	測定機器の使用に習熟し、それらを用いて身体諸機能の測定を行うことができる。
4．	取得したデータをもとに、論理的な討論を行うことができる

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 髙澤　祐治 ナンバリング SPM4322

科目名 【新カリ】スポーツ医科学研究法Ⅱ 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツ医科学研究法Ⅱ 対象学年 4年

担当教員
髙澤　祐治、河村　剛光、柳谷　登志雄、西尾　啓史、深尾　宏祐、川田　裕次郎、町田　修一、和氣　秀文、福　典之、鈴木　宏哉、宮本　直
和、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

より高度なデータ処理方法を学ぶ。
処理データを用いて、実験結果をプレゼンテーションする方法を学
ぶ。

資料とスライドを
用いた講義形式で
行う。受講生は自
身のパソコンを用
いてデータ処理お
よびパワーポイン
トによるプレゼン
テーション作成を
行う。

（予習：2時間）
実験データの確認を行う。
関連した内容についての文献（資料、論文およ
び書籍）に読解してくる。
（復習：2時間）
学習したデータ処理方法により、実験データの
処理をの続きを行う。
プレゼンテーション用スライドを作成する

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

より高度なデータ処理方法を学ぶ。
処理データを用いて、実験結果をプレゼンテーションする方法を学
ぶ。

資料とスライドを
用いた講義形式で
行う。受講生は自
身のパソコンを用
いてデータ処理お
よびパワーポイン
トによるプレゼン
テーション作成を
行う。

予習：2時間）
実験データの確認を行う。
関連した内容についての文献（資料、論文およ
び書籍）に読解してくる。
（復習：2時間）
プレゼンテーション用スライドを作成する

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

前回行った実験・演習によるデータを取得の続きを行いサンプル数を
増やす。

測定機器やプログ
ラムを用いて、実
際にデータ収集の
続きを行う。

（予習：2時間）
前回取得した実験データの確認をする。
関連した内容を説明した書籍や論文を探して眼
を通してくる。

（復習：2時間）
取得したデータの整理と確認を行う。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

前回授業で行った実験・演習のデータを解析するための理論および方
法の説明を行う。

スライドと配布資
料を用いて説明す
る。受講生は各自
のパソコンを用い
て、説明に従い
データ処理の手順
を学び、データを
処理する。

（予習：2時間）
データ解析のために必要なアプリケーションの
インストールなど、パソコンの環境整備、基礎
的な使用方法の学習をしてくる。

復習：2時間）
学習したデータ処理方法により、実験データの
処理をの続きを行う。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

ガイダンス：単位取得上の諸注意、授業展開の概要を述べるととも
に、スポーツ医科学研究法の各分野に関する知識を深めることがス
ポーツ健康科学の学習と実践においてどのような意義を有しているか
を理解させ、今後の分野選択に対する予備知識と動機づけを行う。

スライドと配布資
料を用いて講義
（ガイダンス）を
行う。

（復習：2時間）
配布資料を熟読しておく。
履修登録が確実に行われているか再確認してお
く。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

選択した1つ目の分野に関する実験・演習課題に関する説明を行う。
実験・演習によりデータを取得する。
その内容は選択した分野により異なる。

教員により測定機
器やプログラムを
用いて実験・演習
の説明をしたの
ち、受講生により
実際に受講生同士
を被験者として
データ収集を行
う。

（予習：2時間）
前回の授業で配布された資料を熟読し、授業で
の説明に用いられる専門用語について知る。知
らない用語については自ら調べ、説明できるよ
うにしておく。
（復習：2時間）
実験演習により取得したデータを確認・整理す
る。

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、授業時間30時間と準備学習60時間の系90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。

【その他】
受講生は受講期間に10名の担当教員が担当する分野（10分野）から任意の2分野を自由選択して、それらを前半（第2回目から第7回目）と
後半（第8回目から13回目）で受講する。なお、前半と後半で同じ分野を選択することは出来ないものとする。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

担当教員の実務経験
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8

9

10

11

12

13 河村
実習X  測定評価
累加測定、日常的なデータ収集、統計処理

代表的な体力テス
トバッテリーとし
て累加測定につい
て学ぶ。特に得ら
れたデータを用い
た分析や統計処理
を専門的に学び、
将来に向けて日常
的なデータ収集と
活用の実現につい
て議論を行うなど
理解を深める。

（予習：2時間）
あらかじめ配布される資料の内容やスポーツに
おける測定と評価について学んだことを確認
し、疑問点を調べておく。

（復習：2時間）
取り組んだ内容について整理し、課題について
レポートにまとめる。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

より高度なデータ処理方法を学ぶ。
処理データを用いて、実験結果をプレゼンテーションする方法を学
ぶ。

資料とスライドを
用いた講義形式で
行う。受講生は自
身のパソコンを用
いてデータ処理お
よびパワーポイン
トによるプレゼン
テーション作成を
行う。

（予習：2時間）
実験データの確認を行う。
関連した内容についての文献（資料、論文およ
び書籍）に読解してくる。
（復習：2時間）
学習したデータ処理方法により、実験データの
処理をの続きを行う。
プレゼンテーション用スライドを作成する

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

より高度なデータ処理方法を学ぶ。
処理データを用いて、実験結果をプレゼンテーションする方法を学
ぶ。

資料とスライドを
用いた講義形式で
行う。受講生は自
身のパソコンを用
いてデータ処理お
よびパワーポイン
トによるプレゼン
テーション作成を
行う。

(予習：2時間）
実験データの確認を行う。
関連した内容についての文献（資料、論文およ
び書籍）に読解してくる。
（復習：2時間）
プレゼンテーション用スライドを作成する

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

前回行った実験・演習によるデータを取得の続きを行いサンプル数を
増やす。

測定機器やプログ
ラムを用いて、実
際にデータ収集の
続きを行う。

（予習：2時間）
前回取得した実験データの確認をする。
関連した内容を説明した書籍や論文を探して眼
を通してくる。

（復習：2時間）
取得したデータの整理と確認を行う。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

前回授業で行った実験・演習のデータを解析するための理論および方
法の説明を行う。

スライドと配布資
料を用いて説明す
る。受講生は各自
のパソコンを用い
て、説明に従い
データ処理の手順
を学び、データを
処理する。

（予習：2時間）
データ解析のために必要なアプリケーションの
インストールなど、パソコンの環境整備、基礎
的な使用方法の学習をしてくる。

（復習：2時間）
学習したデータ処理方法により、実験データの
処理をの続きを行う。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

各受講生が、実験データをもとにプレゼンテーションを行い、受講生
同士による質疑応答を行う。

演習形式で行う。
各プレゼンテー
ションのあとに、
担当教員からコメ
ントやアドバイス
などをする。

（予習：2時間）
プレゼンテーション用スライドを作成する

（復習：2時間）
プレゼンテーションをもとにレポートを作成す
る。

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

選択した２つ目の分野に関する実験・演習課題に関する説明を行う。
実験・演習によりデータを取得する。
その内容は選択した分野により異なる。

教員により測定機
器やプログラムを
用いて実験・演習
の説明をしたの
ち、受講生により
実際に受講生同士
を被験者として
データ収集を行
う。

（予習：2時間）
前回の授業で配布された資料を熟読し、授業で
の説明に用いられる専門用語について知る。知
らない用語については自ら調べ、説明できるよ
うにしておく。
（復習：2時間）
実験演習により取得したデータを確認・整理す
る。



14

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験の実施

福
柳谷
高澤
深尾
鈴木
河村
和気
川田
町田
吉原

【授業内容】
各分野を専攻する教員あるいは大学院生１名ずつにより、研究内容を
紹介したプレゼンテーションを行ってもらい、質疑応答を行う。ま
た、担当教員が、その内容の補足説明や講評を行う。

講義形式により行
う。

（予習：2時間）
前回のプレゼンテーションをもとに作成したレ
ポートを仕上げる
（復習：2時間）
学習した内容についてレポートを作成する。



適宜、紹介する

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
町田修一：machidas［at］juntendo.ac.jp
内藤久士：hnaito［at］juntendo.ac.jp
和氣秀文：hwaki［at］juntendo.ac.jp
福典之：nfuku ［at］juntendo.ac.jp
深尾宏祐：fukao777 ［at］juntendo.ac.jp
坂本彰宏：a-sakamo ［at］juntendo.ac.jp
山中　航：k-yamana ［at］juntendo.ac.jp
吉原利典：t-yoshih［at］juntendo.ac.jp
鄧　鵬宇：deng［at］juntendo.ac.jp
宮本恵理：eri-miyamoto ［at］juntendo.ac.jp
黒坂裕香：y-kurosaka［at］juntendo.ac.jp
　※［at］を@に変更してください。

【オフィスアワー】
全教員　月曜日昼休み・研究室
（事前にメールなどで予約をすることを推奨します）

担当教員の実務経験

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
課題レポートは翌週の授業で返却する。返却されるレポートには個別に修正すべき点が明記されているので、その内容に沿って、レポートの修正を進める。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
課題レポート(60%)・平常点(30%)・筆記試験(10%)によって総合的に評価する。
なお、実験実習の進行上、ふさわしくないと判断される行為は、減点の対象とします。

評価基準

1.運動と密接な関係を有する生理学的諸機能が、運動によりいかに変化するのかを正確に記述することができる(レポート・筆記試験)。
2. 実験実習を通じて、スポーツ医科学に関連する講義で得た知識を説明することができる(レポート・筆記試験)。
3. 測定器具の使用に習熟し、身体諸機能の測定を行うことができる(レポート・平常点)。
4. 取得したデータを科学的に処理し、それをもとに論理的な討議を行うことができる(レポート・平常点)。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコミュ
ニケーション能力」、「スポーツ医科学とコーチング科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、及び「スポーツ科学の知識
に基づき、現場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
この実習はスポーツ医科学コースの必修科目である。「スポーツ医科学基礎演習」と「スポーツの生理学･生化学」を履修すること。

授業概要

全体内容

本科目は，実習の授業形態で行われる。安静時及び運動時の身体諸機能の変化を，生理学，運動生理学，運動生化学，スポーツバイオメカ
ニクスなどで多用される方法を用いて測定・記録し，評価する作業を通じて，スポーツ医科学に関連する講義内容の理解を総合的に深める
ことを目標とする。そのため，履修者全員が被験者及び検者を経験し，測定機器の基本的な操作方法や測定原理について学ぶとともに，授
業内で行うデータ収集・分析をもとにして取得したデータをレポートとしてまとめ提出する。またそのデータやレポートをもとに，グルー
プディスカッションを行い，得られたデータをスポーツ医科学的な観点から解釈できるようになることを目標とする。

到達目標

1. 運動と密接な関係を有する生理学的諸機能が、運動によりいかに変化するのかを正確に記述することができる。
2. 実験実習を通じて、スポーツ医科学に関連する講義で得た知識を説明することができる。
3. 測定器具の使用に習熟し、身体諸機能の測定を行うことができる。
4. 取得したデータを科学的に処理し、それをもとに論理的な討議を行うことができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 内藤　久士 ナンバリング SPM3318

科目名 【新カリ】スポーツ医科学総合実験実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】スポーツ医科学総合実験実習 対象学年 3年

担当教員
内藤　久士、山中　航、鈴木　良雄、深尾　宏祐、吉原　利典、鄧　鵬宇、坂本　彰宏、町田　修一、和氣　秀文、宮本　恵里、スポーツ健康科
学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅱ：最大負荷テスト
自転車エルゴメータを用いて最大酸素摂取量の測定と評価を行う。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
最大負荷テストの手順について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅰ：エネルギー代謝
歩行と走行を例に、運動時のエネルギー代謝の様子を知る上での基本
的な手法にふれる。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
酸素摂取量の測定方法について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅰの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

16-18名程度のグ
ループになり、応
用的な課題につい
てディスカッショ
ンを行う。

(予習：1時間)
レポート課題に関連する内容への理解を深めて
おく。

(復習：1時間)
機器の操作方法等について復習し、まとめてお
く。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

ガイダンス：これから行われる実習日程、実習場所、内容などについ
ての概要を説明する。また実習を安全かつ効率よく進められるように
指導する。

スライドと配布資
料を用いて講義
（ガイダンス）を
行う。

(復習：2時間)
配布された実習書の内容すべてに目を通してお
く。履修登録が確実に行われているか再確認し
ておく。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

レポートの作成方法について説明・指導を行う。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行うとともに、
データ処理の方法
について演習を行
う。

(予習：2時間)
基本的なレポートの書き方について調べてお
く。

(復習：2時間)
レポート作成方法とデータ処理方法について復
習する。

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、授業時間60時間と準備学習30時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。

【その他】
実習への参加にあたっては、毎回必ず予定される実習項目の内容を予習しておくこと。実習後には、すみやかにデータ整理を行い、各自オ
リジナルのレポートを提出すること。本実習では、毎回の学習が積み上げられることで成果が期待できるため、欠席のないようにするとと
もに、興味を持って積極的に参加することが望まれる。

なお、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合がある。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅴ：筋力と筋持久力
等速性運動装置を用いた筋力及び筋持久力の測定について学習する。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
筋力と筋持久力の測定方法について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅳ：血圧
安静時および運動時の血圧を測定について学習する。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
血圧の測定方法について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅳの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

［授業方法］
16-18名程度のグ
ループになり、応
用的な課題につい
てディスカッショ
ンを行う。

（予習：2時間）
データ解析のために必要なアプリケーションの
インストールなど、パソコンの環境整備、基礎
的な使用方法の学習をしてくる。

復習：2時間）
学習したデータ処理方法により、実験データの
処理をの続きを行う。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅲ：筋電図
筋電図の記録を行い、筋の活動状態を知るための手続きを学習する。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
筋電図の測定方法について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅲの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

16-18名程度のグ
ループになり、応
用的な課題につい
てディスカッショ
ンを行う。

(予習：1時間)
レポート課題に関連する内容への理解を深めて
おく。

(復習：1時間)
機器の操作方法等について復習し、まとめてお
く。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅱの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

16-18名程度のグ
ループになり、応
用的な課題につい
てディスカッショ
ンを行う。

(予習：1時間)
レポート課題に関連する内容への理解を深めて
おく。

(復習：1時間)
機器の操作方法等について復習し、まとめてお
く。
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13

14

定期試験の実施

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅵ：無酸素パワー/無酸素容量と乳酸
自転車エルゴメータを用いて、無酸素パワーの測定・評価を実施す
る。

16-18名程度のグ
ループになり、測
定器具を用いて実
習を行う。

(予習：1時間)
無酸素パワーの測定方法について確認する。

(復習：1時間)
課された課題についてレポートを作成する。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅵの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

16-18名程度のグ
ループになり、応
用的な課題につい
てディスカッショ
ンを行う。

(予習：1時間)
レポート課題に関連する内容への理解を深めて
おく。

(復習：1時間)
機器の操作方法等について復習し、まとめてお
く。

町田
内藤
和氣
福
深尾
坂本
吉原
鄧
山中
坂本
宮本恵
黒坂

実習Ⅴの発展的な課題に取り組み、内容への理解を深める。

16-18名のグルー
プになり、応用的
な課題について
ディスカッション
を行う。

(予習：1時間)
レポート課題に関連する内容への理解を深めて
おく。

(復習：1時間)
機器の操作方法等について復習し、まとめてお
く。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業時間30時間と準備学習60時間の系90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。
【その他】
新型コロナウイルス感染症の発生状況により、授業計画等の変更をお願いする可能性がある。

授業計画

各分野を担当する教員が適宜指示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】担当者が大幅に変更になっている可能性あり（要チェック）
和気秀文：hwaki [at]juntendo.ac.jp
鈴木良雄：yssuzuki [at]juntendo.ac.jp
福　典之：nfuku [at]juntendo.ac.jp
宮本直和：n-miyamoto[at]juntendo.ac.jp
坂本彰宏：a-sakamo [at]juntendo.ac.jp
室伏由佳：y.murofushi.cc [at]juntendo.ac.jp
西尾啓史：h-nishio [at]juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
和気秀文：月曜日昼休み・研究室
鈴木良雄：月曜日昼休み・研究室
福　典之：月曜日昼休み・研究室
宮本直和：月曜日昼休み・研究室
坂本彰宏：月曜日昼休み・研究室
室伏由佳：月曜日昼休み・研究室
西尾啓史：月曜日昼休み・研究室

担当教員の実務経験

参考文献

レポート、課題については、授業内で必要な情報や改善内容を示す。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート(80%)・平常点(20%)によって総合的に評価する。 

評価基準

1．スポーツ医科学に関する学術論文を理解し要点をまとめることができる（レポート）。 
2．スポーツ医科学に関する研究の進め方について説明することができる（レポート）。 
3．スポーツ医科学に関する研究倫理について説明することができる（レポート）。 
4．スポーツ医科学に関する十分な知識を有している（レポート）。 

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ医科学コース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」、「協働で課題を解決するために必要なコミュ
ニケーション能力」、「スポーツ医科学を中心としたスポーツ科学についての知識と技能」、および「スポーツ医科学の知識に基づき、現
場で指導できる能力ないしは研究できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
この科目はスポーツ医科学コースの選択必修科目である。機能解剖学、生理学、運動生理学、スポーツの生理学・生化学、バイオメカニク
ス、スポーツ医学総論、スポーツ心理学を受講していることが望ましい。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
各分野の担当教員の指示に従い予習と復習をするように努めること。単位の取得には、授業回数の３分の２以上出席していること、授業態
度が良好であること、かつ試験に合格することが前提である。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。スポーツ医科学系の柱となる専門基礎科目並びに専門展開科目について，より高度な専門書の読
解，論文（和文及び英文）の抄読，及びプレゼンテーションやグループディスカションを通じ，研究方法（研究デザイン，データ解析，結
果の表現，考察，及び成果の発表方法）と研究倫理に関する知識の涵養を図る。こうした学修を通して，将来，より高度な医科学的知識を
有したスポーツ指導者や，大学や研究機関などで働く研究者になるための基礎力と応用力，さらに国際社会で活躍するためのコミュニケー
ション能力を養うことを目指す。

到達目標

1．スポーツ医科学に関する学術論文（和文および英文）を理解し要点をまとめ、他者に説明することができる。
2．スポーツ医科学に関する研究方法（研究デザイン、データ解析、結果の表現、考察、および成果の発表方法）について説明することが
できる。
3．スポーツ医科学に関する研究倫理について説明することができる。
4．スポーツ医科学に関する最新の話題について説明することができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 和氣　秀文 ナンバリング SPM3320

科目名 【新カリ】スポーツ医科学研究法Ⅰ 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツ医科学研究法Ⅰ 対象学年 3年

担当教員 和氣　秀文、柳谷　登志雄、山中　航、鈴木　良雄、福　典之、室伏　由佳、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4
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6
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和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究の仮説やテーマをどのように立てるかについて解説し、自身に適
した研究テーマの設定法について理解を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究の仮説や研究の
テーマの設定法に
ついて講義する。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、研究の仮説や自身に適し
た研究テーマの立て方について整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究計画の立て方について解説し、それぞれの研究課題の解決目標に
適した研究デザインについて理解を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究計画の立て方に
ついて講義し、適
切な研究デザイン
等について討議す
る。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、研究計画の立て方につい
て、長所・短所・研究計画の限界について整理
する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

原著論文や総説といった研究論文の構成や読み方のポイントについて
解説する。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究論文の読み方に
ついて講義する。
また、10人程度の
グループに別れ、
英文抄録について
ポイントをまとめ
発表する。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認する。
グループで選定した英文抄録を読み概要を理解
しておく。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、適切な先行研究の選定方
法について整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究論文のシステマティックレビューについて解説し、エビデンスレ
ベルの高い情報収集法について理解を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿ってシ
ステマティックレ
ビューについて講
義し、根拠に基づ
くスポーツ医科学
の知見についての
情報の収集法を学
ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、エビデンスレベルの高い
研究論文の収集法について整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究に取り組む際に、どのような研究の種類を用いて実施することが
望ましいかについて多角的観点から解説する。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究の種類について
講義する。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、研究の種類やその長所・
短所ついて整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究に取り組む際に、その研究の位置づけを知るために重要な文献検
索法を解説する。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って文
献検索法について
講義する。10人程
度のグループに別
れ、それぞれのグ
ループで設定した
研究テーマに関連
が深い文献（英
文）を検索する。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認する。
自身で研究テーマを設定し、それに関連した
キーワードを抽出する。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、文献の検索法について整
理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

ガイダンス
スポーツ医科学を学ぶことの意義について理解する。

授業の進め方や注
意点などを説明す
る。また、授業中
に提示するスライ
ドや配布した資料
に沿ってスポーツ
医科学を学ぶ意義
について講義す
る。

(予習：1時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：1時間)
講義の内容を踏まえ、スポーツ医科学の学問体
系について整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究とは何かについて、スポーツ医科学分野の事例を中心に解説す
る。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究とは何かについ
て講義する。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、研究とは何かについて整
理する。

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験の実施

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

得られた結果から考察をどのようにまとめるについて解説する。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って、
得られた結果から
考察をどのように
まとめるかや考察
の基本的な構成に
ついて学ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、得られた結果から考察へ
どのように展開・発展させるかについて整理す
る。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究発表の種類や方法について解説し、プレゼンテーションスキルに
ついて理解を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って、
学会等での発表や
研究論文としてど
のようにまとめる
かについて学ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、発表の種類や方法につい
て調べ、それぞれの違いについて整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

データ収集・データ解析のポイントについて解析し、統計手法などに
ついて理解を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って
データ収集。デー
タ解析について講
義し、適切なデー
タ解析の方法につ
いて学ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、適切なデータ解析につい
て整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

図表作成のポイントについて解説し、グラフや表の作成について理解
を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って図
や表の適切な作成
方法について学
ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、適切な図表作成方法につ
いて整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

設定した研究計画をどのように遂行していくかについて解説し、対象
者・材料の選別やサンプルサイズ、研究の方法について理解を深め
る。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究計画の遂行の仕
方について講義
し、研究計画を遂
行するにあたり、
どのような方法を
用いると適切なの
かについて学ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、適切な研究計画の遂行す
るための対象者・材料の選別やサンプルサイ
ズ、研究の方法整理する。

和気
鈴木
福
室伏
山中
西尾

研究倫理について解説し、研究を遂行するためのルールについて理解
を深める。

授業中に提示する
スライドや配布し
た資料に沿って研
究倫理について講
義し、研究計画を
遂行するにあた
り、どのような倫
理的配慮が必要可
について学ぶ。

(予習：2時間)
あらかじめ配布される資料の内容を確認し、疑
問点について調べる。

(復習：2時間)
講義の内容を踏まえ、適切な研究計画の遂行す
るための倫理、特にヘルシンキ宣言等について
整理する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



参考文献

平成30年7月9784827815689東洋館出版社文部科学省
高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体

育編

［実務経験のある教員による授業］
  この科目では、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かし、実践的教育力を育むための指導
を行います。

担当教員の実務経験

【連絡先】
長登：Email: tnagato＠juntendo.ac.jp
長岡：Email: tm-nagaoka＠juntendo.ac.jp
荻原：Email: togiwara＠juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
長登：火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館5階1519号室
長岡：火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館4階1416号室
荻原：木曜日１１：００〜１３：００　　１号館5階1517号室
　上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメールでアポイントを取っ
てください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

連絡先・オフィスア
ワー

その他

【テキスト・参考書等】
１．	中学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）
２．高等学校学習指導要領（平成30年3月告示 文部科学省）
３．	評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（教育課程研究センター）
４．	保健科教育法入門 （日本保健科教育学会編　大修館書店）
５．	中学、高校時代に使用した「保健体育」教科書（各自準備）
６．	体育科教育入門三訂版（岡出美則ほか編著、大修館書店）	
1~6は参考書であり、指導案の作成等に参考になる。その他、適宜、資料を配布する。

中学校学習指導要領解説 保健体育編 文部科学省 東洋館出版社 9784827815603 平成29年7月

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
保健、体育授業についての情報収集を積極的に行うこと。なお、授業計画は、授業の進行状況により多少前後することがある。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
授業に取り組む姿勢等50％、課題レポート50％にて評価する。なお、授業に取り組む姿勢が授業進行上、不適切であると判断した場合に
は、減点の対象とするので注意すること。

評価基準
【成績評価の基準】
１．より良い保健体育の授業を実現するための実践的な能力が身に付いているか、毎時の課題提出で評価する。（平常点）
２．指導法の理解度や教材化の視点ができているか等について、ふり返りシート等の提出物で評価する。（レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目であ
る。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの学修を踏まえ、各運動の指導の在り方について理解を深めるとともに、実践につなげることのできる力を
身に付ける。
　各運動領域の学習内容と保健の学習内容と関連付けたりするなどして教材化し、学習内容、指導方法、教師行動についての検討する。
　この科目は、「課題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
本授業は、保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの授業を履修した学生のみ受講できる。教員を志している学生により多くの模擬授業の機会を与
え、実践できる場を提供したい。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　この授業では、中学校、高等学校での保健体育の授業を進めるに当たって、保健体育科教員が身に付けていなければならない基本的な指
導法の習得を目指す授業である。そのため、本講義では体つくり運動、器械運動、陸上競技、水泳、球技、ダンス、体育理論、保健のすべ
ての領域において、運動が苦手な生徒への指導や、補助の仕方など、効果的な学習指導における授業展開について実践的に学ぶ。

到達目標
【授業の到達目標】
１．各領域の学習指導に必要な知識と技能を習得し、指導できるようにする。
２．保健体育科において取り上げる運動や保健領域について、実際の指導法の授業を通して、教材化することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PHE3324

科目名 【新カリ】保健体育科教育法Ⅳ 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】保健体育科教育法Ⅳ 対象学年 3年

担当教員 長登　健、荻原　朋子、長岡　知、スポーツ健康科学部教員共通
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授業計画

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成
する。1回の授業時間は100分とする。
【その他】
中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための必修科目
科目：教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

備考

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）①
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（体つくり運動、水泳、器
械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：１時間）
保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲでの講義内容を復
習しておく。
（復習：３時間）
学習指導要領解説を読み、保健、体育の内容及
び内容の取り扱いについて理解を深めておく。

【授業方法】
授業目的及び概
要、シラバス、評
価方法等について
解説する。

【授業内容】
テーマ：ガイダンス
授業目的及び概要、シラバス、評価方法等について理解する。

長岡

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）②
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（バスケットボール、柔
道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）①
グループで作成した教材を実際に実践する。（体つくり運動、水泳、
器械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）①
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（体つくり運動、水泳、器械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）③
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（剣道、ダンス、体育理論
１、体育理論２）

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）②
グループで作成した教材を実際に実践する。（バスケットボール、柔
道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）②
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（バスケットボール、柔道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各領域の内容に
ついて調べておく。
（復習：２時間）
各領域の特性や指導方法についてまとめる。

【授業方法】
各領域の指導法を
提示し、実際にプ
リントやスライド
で講義を進める。

【授業内容】
テーマ：保健の指導法④
保健領域の特性や指導方法を理解する。（健康な生活と疾病の予防1、
2、傷害の防止、健康と環境）

長岡

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）③
グループで作成した教材を実際に実践する。（剣道、ダンス、体育理
論１、体育理論２）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）③
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（剣道、ダンス、体育理論１、体育理論２）

長登
荻原
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（復習：２時間）
１単位時間の学習指導案（略案）について再
度、検討し修正を加える。
（予習：２時間）
模擬授業の実施に向けて、教師役と細案を作成
し、授業展開について確認しておく。

【授業方法】
これまでのふり返
りシートを見なが
ら、自分の課題や
改善点についてま
とめ、発表する。

【授業内容】
テーマ：教材づくりのまとめ
各教材づくりグループワークで学んだことをふり返り、各自の課題や
改善点を見出す。

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：保健の教材提案④
グループで作成した教材を実際に実践する。（健康な生活と疾病の予
防1、2、傷害の防止、健康と環境）

長岡

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：保健の教材づくり④
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（健康な生活と疾病の予防1、2、傷害の防止、健康と環
境）

長岡

定期試験を実施しない。

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



参考文献

9784827815689東山書房文部科学省
高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体

育編

［実務経験のある教員による授業］
  この科目では、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かし、実践的教育力を育むための指導
を行います。

担当教員の実務経験

【連絡先】
長登：Email: tnagato＠juntendo.ac.jp
長岡：Email: tm-nagaoka＠juntendo.ac.jp
荻原：Email: togiwara＠juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
長登：火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館5階1519号室
長岡：火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館4階1416号室
荻原：木曜日１１：００〜１３：００　　１号館5階1517号室
　上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメールでアポイントを取っ
てください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

連絡先・オフィスア
ワー

その他

【テキスト・参考書等】
１．	中学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）
２．	高等学校学習指導要領（平成30年3月告示 文部科学省）
３．	評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（教育課程研究センター）
４．	保健科教育法入門 （日本保健科教育学会編　大修館書店）
５．	中学、高校時代に使用した「保健体育」教科書（各自準備）
６．	体育科教育入門三訂版（岡出美則ほか編著、大修館書店）
1〜6は参考書であり、指導案の作成等に参考になる。その他、適宜、資料を配布する。

中学校学習指導要領解説 保健体育編 文部科学省 東山書房 9784827815603

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
保健、体育授業についての情報収集を積極的に行うこと。なお、授業計画は、授業の進行状況により多少前後することがある。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
授業に取り組む姿勢等50％、課題レポート50％にて評価する。なお、授業に取り組む姿勢が授業進行上、不適切であると判断した場合に
は、減点の対象とするので注意すること。

評価基準
【成績評価の基準】
１．より良い保健体育の授業を実現するための実践的な能力が身に付いているか、毎時の課題提出で評価する。（平常点）
２．指導法の理解度や教材化の視点ができているか等について、ふり返りシート等の提出物で評価する。（レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目であ
る。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの学修を踏まえ、各運動の指導の在り方について理解を深めるとともに、実践につなげることのできる力を
身に付ける。
　各運動領域の学習内容と保健の学習内容と関連付けたりするなどして教材化し、学習内容、指導方法、教師行動についての検討する。
　この科目は、「課題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
本授業は、保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの授業を履修した学生のみ受講できる。教員を志している学生により多くの模擬授業の機会を与
え、実践できる場を提供したい。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　この授業では、中学校、高等学校での保健体育の授業を進めるに当たって、保健体育科教員が身に付けていなければならない基本的な指
導法の習得を目指す授業である。そのため、本講義では体つくり運動、器械運動、陸上競技、水泳、球技、ダンス、体育理論、保健のすべ
ての領域において、運動が苦手な生徒への指導や、補助の仕方など、効果的な学習指導における授業展開について実践的に学ぶ。

到達目標
【授業の到達目標】
１．各領域の学習指導に必要な知識と技能を習得し、指導できるようにする。
２．保健体育科において取り上げる運動や保健領域について、実際の指導法の授業を通して、教材化することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PHE3324

科目名 【新カリ】保健体育科教育法Ⅳ 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】保健体育科教育法Ⅳ 対象学年 3年

担当教員 長登　健、荻原　朋子、長岡　知、スポーツ健康科学部教員共通
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授業計画

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成
する。1回の授業時間は100分とする。
【その他】
中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための必修科目
科目：教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

備考

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）①
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（体つくり運動、水泳、器
械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：１時間）
保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲでの講義内容を復
習しておく。
（復習：３時間）
学習指導要領解説を読み、保健、体育の内容及
び内容の取り扱いについて理解を深めておく。

【授業方法】
授業目的及び概
要、シラバス、評
価方法等について
解説する。

【授業内容】
テーマ：ガイダンス
授業目的及び概要、シラバス、評価方法等について理解する。

長岡

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）②
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（バスケットボール、柔
道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）①
グループで作成した教材を実際に実践する。（体つくり運動、水泳、
器械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）①
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（体つくり運動、水泳、器械運動、バレーボール）

長登
荻原

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各運動領域の内
容について調べておく。
（復習：２時間）
各運動領域の特性や指導方法についてまとめ
る。

【授業方法】
各運動領域の指導
法を提示し、実際
に動きながら学習
する。

【授業内容】
テーマ：体育の指導法（実技）③
各運動領域の特性や指導方法を理解する。（剣道、ダンス、体育理論
１、体育理論２）

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）②
グループで作成した教材を実際に実践する。（バスケットボール、柔
道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）②
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（バスケットボール、柔道、陸上競技、サッカー）

長登
荻原

（予習：２時間）
学習指導要領に記載されている各領域の内容に
ついて調べておく。
（復習：２時間）
各領域の特性や指導方法についてまとめる。

【授業方法】
各領域の指導法を
提示し、実際にプ
リントやスライド
で講義を進める。

【授業内容】
テーマ：保健の指導法④
保健領域の特性や指導方法を理解する。（健康な生活と疾病の予防1、
2、傷害の防止、健康と環境）

長岡

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材提案（実技）③
グループで作成した教材を実際に実践する。（剣道、ダンス、体育理
論１、体育理論２）

長登
荻原

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：体育の教材づくり（実技）③
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（剣道、ダンス、体育理論１、体育理論２）

長登
荻原
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（復習：２時間）
１単位時間の学習指導案（略案）について再
度、検討し修正を加える。
（予習：２時間）
模擬授業の実施に向けて、教師役と細案を作成
し、授業展開について確認しておく。

【授業方法】
これまでのふり返
りシートを見なが
ら、自分の課題や
改善点についてま
とめ、発表する。

【授業内容】
テーマ：教材づくりのまとめ
各教材づくりグループワークで学んだことをふり返り、各自の課題や
改善点を見出す。

長登
荻原

（予習：２時間）
実際に教材を行うときの留意点や展開方法など
についてリハーサルを行う。
（復習：２時間）
実際に実践して気づいたことや改善点などをふ
り返りシートにまとめる。

【授業方法】
教材提案という形
式で各グループが
発表者となり、教
材を体験する。

【授業内容】
テーマ：保健の教材提案④
グループで作成した教材を実際に実践する。（健康な生活と疾病の予
防1、2、傷害の防止、健康と環境）

長岡

（予習：３時間）
事前に指定された指導内容の教材について調
べ、ワークシートを作成する。
（復習：２時間）
グループで作成した教材に対して受けた修正点
をまとめ、改善しておく。

【授業方法】
グループで討議
し、教材づくりを
模造紙にまとめて
発表する。

【授業内容】
テーマ：保健の教材づくり④
事前に指定された内容について、グループに分かれて教材を検討し、
発表する。（健康な生活と疾病の予防1、2、傷害の防止、健康と環
境）

長岡

定期試験を実施しない。

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
1．中学校学習指導要領、中学校学習指導要領解説（保健体育編）（文部科学省）
2．高等学校学習指導要領、高等学校学習指導要領解説（保健体育編・体育編）（文部科学省）
3．評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（教育課程研究センター）
4．保健科教育法入門 （日本保健科教育学会編　大修館書店）
5．中学、高校時代に使用した「保健体育」教科書（各自準備）
6．体育科教育入門三訂版（岡出美則・友添秀則・岩田靖編著、大修館書店）
1と2は教科書として使用するので必ず用意すること。
3、4 、5、6は参考書であり、指導案の作成等に参考になる。
その他、適宜、資料を配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

［連絡先］
長登 　Email: tnagato＠juntendo.ac.jp
長岡   Email: tm-nagaoka＠juntendo.ac.jp
荻原   Email: togiwara＠juntendo.ac.jp

［オフィスアワー］
長登：　火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館5階1519号室
長岡：　火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館4階1416号室
荻原：　木曜日１１：００〜１３：００   　１号館5階1517号室
上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメールでアポイントを取って
ください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業にて返却し、模範解答や評価のポイントについて解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
授業態度や取り組む姿勢等50％、課題提出50％にて評価する。
なお、授業態度・取り組む姿勢が授業進行上不適切であると判断した場合に、減点の対象とするので注意すること。

評価基準

【成績評価の基準】
1．保健、体育授業の学習指導方略について理解できているか、課題提出で評価する。
2．模擬授業のための単元計画と指導案作成ができているか、課題提出で評価する。
3．学習場面における具体的な方法を検討し、実践につなげることができたか、模擬授業後のリフレクションシートの提出で評価する。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

[授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・能力等との関連）]
保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの学修を踏まえ、保健体育科の様々な学習指導方略について理解を深め、実践につなげることのできる力を身
に付ける。
模擬授業の実践を通して保健体育科教師に必要な専門的知識やより高度な実践的指導力を身につけることが必要である。
この科目は、「課題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
教員を志している学生により多くの模擬授業の機会を与え、実践できる場を提供したい。

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。中学校，高等学校での保健体育科の授業における教材研究の意義と方法について学ぶ。教材づくり
の基本的視点を理解したのち，学習指導要領に示されている各運動領域や，保健領域の指導内容を確認し，教材への理解を深める。典型教
材のメリット・デメリットを踏まえ，グループで協議しながらより良い教材の創出できる力を身に付ける。
（オムニバス形式／全14回）
（長登　健，荻原朋子／11回）（共同）
保健体育科における教材開発の重要性について理解する。そして，体育の教材に係る先行研究を調査し，各運動領域の教材開発に取り組
み，その教材を用いた模擬授業を実施する。
（長岡　知／3回）
保健の教材に係る先行研究を調査し，各運動領域の教材開発に取り組み，その教材を用いた模擬授業を実施する。

到達目標

[授業の到達目標]
1．保健、体育授業の学習指導方略について理解をより深めることができる。
2．保健、体育授業の教材づくりの視点を持って学習指導案の作成ができる。
3．これまでの保健、体育の教材について理解し、より良い保健、体育授業の創出のための教材を開発することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PHE3326

科目名 【新カリ】教材開発論演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】教材開発論演習 対象学年 3年

担当教員 長登　健、荻原　朋子、長岡　知、スポーツ健康科学部教員共通
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荻原
長登

【授業内容】
教材の発表②（陸上競技）

【授業方法】
陸上競技（リ
レー、ハードル
走）の教材を発表
し、模擬授業を実
施するとともに、
授業評価と組織的
観察法を用いてふ
り返りを行う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふかえり、リフレクションシー
トに記入する。

荻原
長登

【授業内容】
教材の発表③（球技・ゴール型）

【授業方法】
球技・ゴール型
（バスケ、サッ
カー、ハンドボー
ル）の教材を発表
し、模擬授業を実
施するとともに、
授業評価と組織的
観察法を用いてふ
り返りを行う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふかえり、リフレクションシー
トに記入する。

荻原
長登

【授業内容】
グループでの教材づくり②

【授業方法】
教材の発表に向け
て、指導案やシナ
リオを作成する。

（予習：3時間）
グループで指定された教材に関する先行研究を
調査する。

（復習：2時間）
グループで考えた教材について理解を深める。

荻原
長登

【授業内容】
教材の発表①（器械運動）

【授業方法】
　器械運動（マッ
ト運動、跳び箱運
動）の教材を発表
し、模擬授業を実
施するとともに、
授業評価と組織的
観察法を用いてふ
り返りを行う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふかえり、リフレクションシー
トに記入する。

荻原
長登

【授業内容】
体育の教材づくりの基本的視点

【授業方法】
体育の教材づくり
の内容的視点、方
法的視点について
学習する。

（予習：2時間）
　体育の教材づくりの基本的視点について、保
健体育科教育法Ⅱで取り扱った内容を復習して
おく。

（復習：2時間）
　自身で考えた体育の教材をノートにまとめ
る。

荻原
長登

【授業内容】
グループでの教材づくり①

【授業方法】
先行研究を調査
し、担当する領域
の先行教材を検討
し、グループで担
当する領域（種
目）の教材を開発
する。

（予習：3時間）
　グループで指定された教材に関する先行研究
を調査する。

（復習：2時間）
グループで考えた教材について理解を深める。

荻原
長登

【授業内容】
保健体育科における教材開発の重要性について

【授業方法】
本講義の進め方の
確認とグループ編
成、教材づくりで
扱う種目決め

（予習：1時間）
保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱでの講義内容を復習し
ておく。

（復習：3時間）
学習指導要領解説を読み、保健、体育の内容及
び内容の取り扱いについて理解を深めておく。

荻原
長登

【授業内容】
体育の教材・教具の実際（実践例）

【授業方法】
体育館で球技の教
材を体験しなが
ら、教材の工夫に
ついて解説する。

（予習：2時間）
体育の（球技の）教材について、先行研究を調
べる。

（復習：2時間）
体験した球技の教材についてルールや行い方を
まとめる。

備考

【学修時間】
この授業は、講義・演習の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。

【その他】
また、新型コロナ感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験は実施しない。

長岡
【授業内容】
グループでの教材づくり

【授業方法】
先行研究を調査
し、担当する領域
の先行教材を検討
し、グループで担
当する領域の教材
を考案し、指導案
とシナリオを作成
する。

（予習：3時間）
　グループで指定された教材に関する先行研究
を調査する。

（復習：2時間）
グループで考えた教材について理解を深める。

長岡
【授業内容】
教材の発表とふり返り

【授業方法】
教材を発表し、模
擬授業を実施する
とともに、授業評
価を用いてふり返
りを行う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふり返り、リフレクションシー
トに記入する。

荻原
長登

【授業内容】
教材発表、模擬授業のふり返り

【授業方法】
模擬授業を実施し
たグループごと
に、授業評価、組
織的観察法の結果
をもとにふり返
る。その結果を、
模造紙にまとめ発
表する。

（予習：3時間）
これまで実施された体育の教材についてふり返
り、対象者に合った教材のあり方について検討
する。

（復習：2時間）
これまでに提案された教材について、改善点を
まとめる。

長岡
【授業内容】
保健（科）の教材づくりの基本的視点

【授業方法】
　保健の教材づく
りの内容的視点、
方法的視点につい
て学習する。

（予習：3時間）
保健の教材づくりの基本的視点について、保健
体育科教育法Ⅰで取り扱った内容を復習してお
く。

（復習：2時間）
自身で考えた保健の教材をノートにまとめる。

荻原
長登

【授業内容】
教材の発表④（球技・ネット型）

【授業方法】
球技・ネット型
（バレー、バドミ
ントン）の教材を
発表し、模擬授業
を実施するととも
に、授業評価と組
織的観察法を用い
てふり返りを行
う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふかえり、リフレクションシー
トに記入する。

荻原
長登

【授業内容】
教材の発表④（球技・ベースボール型）

【授業方法】
球技・ベースボー
ル型（ソフトボー
ル、Tボール）の
教材を発表し、模
擬授業を実施する
とともに、授業評
価と組織的観察法
を用いてふり返り
を行う。

（予習：2時間）
実施される模擬授業の指導案の内容を確認して
おく。

（復習：2時間）
実施された模擬授業の学習内容、指導方法、教
師行動についてふり返り、リフレクションシー
トに記入する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



参考文献

平成30年7月発行978-4-8278-1568-9東山書房文部科学省高等学校学習指導要領解説保健体育編

［連絡先］
　長登　健
　E-mail：tnagato@juntendo.ac.jp
［オフィスアワー］
　日時：前期の月曜日　14：00〜16:00
　場所：1号館5F、1519号室

連絡先・オフィスア
ワー

その他

[参考書等]
１．評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料：保健体育（教育課程研究センター）
２．「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料：中学校保健体育（教育課程研究センター）
３．「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料：高等学校保健体育（教育課程研究センター）
４．令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書（スポーツ庁）
５．教育の情報化に関する手引き（追補版）（令和２年６月　文部科学省）
　１〜５は参考資料であり、レポート作成の際に参考となる。
その他、授業中に、適宜、資料を配布します。

平成29年7月発行978-4-8278-1560-3東山書房文部科学省中学校学習指導要領解説保健体育編

平成30年3月告示978-4-8278-1567-2東山書房文部科学省高等学校学習指導要領

中学校学習指導要領 文部科学省 東山書房 978-4-8278-1558-0 平成29年3月告示

課題レポートは優秀なレポートを選択して、受講者全員で共有する。定期試験後は要望があれば個別に解説や指導を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
[成績評価の方法]
　到達目標へ向けての学習状況を確認するための、定期試験 （50 ％）、課題レポート（30％）、授業への積極的な参加態度（20％）をも
とに総合的に評価する。

評価基準

[成績評価の基準]
１．到達目標に基づき、様々な教育学的・体育学的な知識・技術を教授能力に変換することができる。（平常点・課題レポート・定期試
験）
２．情報通信技術を活用する意義と理論、情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方や生徒たちの情報活用能力（情
報モラルを含む。）を育成するための指導法を理解している。（平常点・課題レポート・定期試験）
３．学習評価の基礎的な考え方を理解し、学習指導案の作成に活かすことができる。（平常点・課題レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目で
ある。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

[授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・能力等との関連）]
　この科目は、「問題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。
　教職課程においては、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する
科目」の一つとして位置付けられているものです。

履修上の注意、履修要
件

[履修要件]
　本科目は、教育実習に行く前に履修することが望ましい。また、教職概論、教育原理、教育心理学、保健体育科教育法Ⅰ、保健体育科教
育法Ⅱの５科目の履修が修了していることが望ましい。
　学科別に指定されたクラスを受講すること。
[履修上の注意（科目独自のルール）]
　特になし

授業概要

全体内容

[授業全体の内容]
　この授業では、教育課程とは何か、学習指導要領の歴史的展開、教材づくり、学習指導案の作成などについて扱うことによって、学校教
育における教育課程の重要性について理解する。また、これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するために必要な教
育の方法、教育の技術、情報通信技術を活用した教育の理論と方法に関する基礎的な知識・技能を身に付けることを目標とする。

到達目標

[授業の到達目標]
１．教育方法の基礎的理論と実践を理解している。
２．これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するための教育方法の在り方（主体的・対話的で深い学びの実現など）
を理解している。
３．学級・生徒・教員・教室・教材など授業を構成する基礎的な要件を理解している。
４．情報通信技術を活用した教育の理論と方法に関する基礎的な知識と技術を身に付けている。
５．学習評価の基礎的な考え方を理解している。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PED3328

科目名 【新カリ】教育課程及び教育方法の理論と実践 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】教育課程及び教育方法の理論と実践 対象学年 3年

担当教員 長登　健、牛尾　直行、スポーツ健康科学部教員共通
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授業計画

［学修時間］
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。1回の授業時間は100分とする。
　この科目は、中学校及び高等学校教諭1種免許状取得に必要な必修科目として、教育職員免許法施行規則に定められている科目区分また
は事項等のうち、「教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む）」、「教育の方法及び技術（情報機器及び機材
の活用を含む）」に位置付けられています。
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

備考

［実務経験のある教員による授業］
    この科目では、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かし、実践的教育力を育むための指
導を行います。

担当教員の実務経験

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教育哲学と教育方法
教師の仕事は単に教えることではない。大切なことは、子どもたちの
学びをサポートすること、子どもたちがより豊かに、より幸せに生き
るために彼らの自己受容を助けることである。学びの具体的な支援方
法を考えていく。

長登、松田

【予習：2時間】
これまでの教育課程科目の学修内容についてふ
り返る。
【復習：2時間】
次回の学習内容に応じた課題を提示する。

講義

（授業内容）
テーマ：学習指導の原理と形態
進歩主義の指導原理、本質主義の指導原理について学ぶと共に、一斉
授業、個別授業といった学習形態について考察することにより、現代
の学校カリキュラム経営で求められているカリキュラム・マネジメン
トの意義・重要性とその評価についての基礎的な知見を学ぶ。

牛尾

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教材と授業の実際、教材研究の方法
体育の授業づくりに向けた教師の中心的な仕事の一つである教材・教
具づくりについて解説する。体育授業における教材・教具とは何か、
それらの構成・開発の際に求められる基本的な条件や視点について考
察する。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学習意欲を創る、主体的・対話的で深い学びを実現する授業
内発的動機付けを高めることは体育教師にとって重要な課題である。
望ましい動機付けの雰囲気をつくる授業の計画と準備について考察す
る。また、主体的・対話的で深い学びを目指す「アクティブ・ラーニ
ング」について理解し、取り組みを通して、その方法を学ぶ。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教育方法研究の史的展開
近代から現代の公教育学校において、どのような教育方法が研究・実
践されてきたのか、世界的な潮流を理解して教授理論やカリキュラム
類型を解説する。また、日本においては、どのような教育方法が研
究・実践されてきたのか、その理論と実践を広く学び、自らの教育実
践に役立てる。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
ゲストティーチャーより学んだ内容についてふ
り返り、レポートを作成すること。

講義

（授業内容）
テーマ：社会的背景の変化と教育の情報化
我が国の初等中等教育における情報化への対応の変遷を関係する審議
会等での議論や学習指導要領の改訂などから解説し、教育の情報化の
狙いやICT活用の特性や強み、その効果について考える。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：様々な教育評価、指導案中の評価基準の作成
「評価と評定」、「評価規準と基準」、「絶対評価と相対評価」、
「形成的評価」、「自己評価」等、様々な教育評価について理解す
る。また、体育授業における、目標に準拠した評価と観点別評価につ
いて、その意味を理解する。学習指導案中に評価を位置付け、その具
体的な評価方法を考える。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：単元計画と指導案の実際
単元計画とは、どのようなものであるかを述べることができ、その計
画を作成することができるよう、単元計画に準じて、１単位時間の学
習指導案を作成する。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学校におけるICT環境の整備、教育の情報化に関する推進体制
主に近年の学校におけるICT環境の整備政策を概観し、教育データを活
用した指導や学習評価の在り方、セキュリティの重要性、デジタル教
材や遠隔授業システムを導入する意義や方法、課題について理解を深
める。また、ICT支援員などの外部人材や外部機関との連携の方法につ
いて考察する。

松田
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【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：情報活用能力の育成と指導法の実際
生徒に身に付けさせる情報活用能力とは具体的にどのようなものであ
るのか、また、情報活用能力を育成するためにどのような学習活動を
行うのかについて、情報活用能力の「３観点８要素」やカリキュラ
ム・マネジメントの具体的な指導事例を解説する。

松田

【予習：1時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学習指導と校務の情報化、教師に求められるICT活用指導力
校務の情報化が効率的な校務処理による業務時間の削減や教育活動の
質を向上させることにつながることを理解し、校務の情報化の進め方
について学ぶ。また、「教員のICT活用指導力チェックリスト」などを
参考に教師に求められるICT活動指導力の内容と研修等の事例について
解説する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：特別の支援を必要とする生徒に対する情報通信技術の活用と
意義
特別の支援を必要とする生徒に対する情報教育の配慮点、自立活動や
様々な学習上の困難さに応じたICTの活用の意義や具体例について解説
する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教科等の指導におけるICTの活用
ICTを効果的に活用した学習場面の分類、体育や保健体育におけるICT
の効果的な活用例について解説する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：情報モラル
情報モラル教育の必要性について理解を深める。また、情報モラル教
育に活用できる教材を示しながら、各教科等における具体的な指導事
例について解説する。

松田

「定期試験」



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）
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その他、授業中に、適宜、資料を配布します。

平成29年7月発行978-4-8278-1560-3東山書房文部科学省中学校学習指導要領解説保健体育編

平成30年3月告示978-4-8278-1567-2東山書房文部科学省高等学校学習指導要領

中学校学習指導要領 文部科学省 東山書房 978-4-8278-1558-0 平成29年3月告示

課題レポートは優秀なレポートを選択して、受講者全員で共有する。定期試験後は要望があれば個別に解説や指導を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
[成績評価の方法]
　到達目標へ向けての学習状況を確認するための、定期試験 （50 ％）、課題レポート（30％）、授業への積極的な参加態度（20％）をも
とに総合的に評価する。

評価基準

[成績評価の基準]
１．到達目標に基づき、様々な教育学的・体育学的な知識・技術を教授能力に変換することができる。（平常点・課題レポート・定期試
験）
２．情報通信技術を活用する意義と理論、情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方や生徒たちの情報活用能力（情
報モラルを含む。）を育成するための指導法を理解している。（平常点・課題レポート・定期試験）
３．学習評価の基礎的な考え方を理解し、学習指導案の作成に活かすことができる。（平常点・課題レポート）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目で
ある。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

[授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・能力等との関連）]
　この科目は、「問題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。
　教職課程においては、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する
科目」の一つとして位置付けられているものです。

履修上の注意、履修要
件

[履修要件]
　本科目は、教育実習に行く前に履修することが望ましい。また、教職概論、教育原理、教育心理学、保健体育科教育法Ⅰ、保健体育科教
育法Ⅱの５科目の履修が修了していることが望ましい。
　学科別に指定されたクラスを受講すること。
[履修上の注意（科目独自のルール）]
　特になし

授業概要

全体内容

[授業全体の内容]
　この授業では、教育課程とは何か、学習指導要領の歴史的展開、教材づくり、学習指導案の作成などについて扱うことによって、学校教
育における教育課程の重要性について理解する。また、これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するために必要な教
育の方法、教育の技術、情報通信技術を活用した教育の理論と方法に関する基礎的な知識・技能を身に付けることを目標とする。

到達目標

[授業の到達目標]
１．教育方法の基礎的理論と実践を理解している。
２．これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するための教育方法の在り方（主体的・対話的で深い学びの実現など）
を理解している。
３．学級・生徒・教員・教室・教材など授業を構成する基礎的な要件を理解している。
４．情報通信技術を活用した教育の理論と方法に関する基礎的な知識と技術を身に付けている。
５．学習評価の基礎的な考え方を理解している。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PED3328

科目名 【新カリ】教育課程及び教育方法の理論と実践 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】教育課程及び教育方法の理論と実践 対象学年 3年

担当教員 長登　健、牛尾　直行、スポーツ健康科学部教員共通
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授業計画

［学修時間］
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。1回の授業時間は100分とする。
　この科目は、中学校及び高等学校教諭1種免許状取得に必要な必修科目として、教育職員免許法施行規則に定められている科目区分また
は事項等のうち、「教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む）」、「教育の方法及び技術（情報機器及び機材
の活用を含む）」に位置付けられています。
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

備考

［実務経験のある教員による授業］
    この科目では、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かし、実践的教育力を育むための指
導を行います。

担当教員の実務経験

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教育哲学と教育方法
教師の仕事は単に教えることではない。大切なことは、子どもたちの
学びをサポートすること、子どもたちがより豊かに、より幸せに生き
るために彼らの自己受容を助けることである。学びの具体的な支援方
法を考えていく。

長登、松田

【予習：2時間】
これまでの教育課程科目の学修内容についてふ
り返る。
【復習：2時間】
次回の学習内容に応じた課題を提示する。

講義

（授業内容）
テーマ：学習指導の原理と形態
進歩主義の指導原理、本質主義の指導原理について学ぶと共に、一斉
授業、個別授業といった学習形態について考察することにより、現代
の学校カリキュラム経営で求められているカリキュラム・マネジメン
トの意義・重要性とその評価についての基礎的な知見を学ぶ。

牛尾

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教材と授業の実際、教材研究の方法
体育の授業づくりに向けた教師の中心的な仕事の一つである教材・教
具づくりについて解説する。体育授業における教材・教具とは何か、
それらの構成・開発の際に求められる基本的な条件や視点について考
察する。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学習意欲を創る、主体的・対話的で深い学びを実現する授業
内発的動機付けを高めることは体育教師にとって重要な課題である。
望ましい動機付けの雰囲気をつくる授業の計画と準備について考察す
る。また、主体的・対話的で深い学びを目指す「アクティブ・ラーニ
ング」について理解し、取り組みを通して、その方法を学ぶ。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教育方法研究の史的展開
近代から現代の公教育学校において、どのような教育方法が研究・実
践されてきたのか、世界的な潮流を理解して教授理論やカリキュラム
類型を解説する。また、日本においては、どのような教育方法が研
究・実践されてきたのか、その理論と実践を広く学び、自らの教育実
践に役立てる。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
ゲストティーチャーより学んだ内容についてふ
り返り、レポートを作成すること。

講義

（授業内容）
テーマ：社会的背景の変化と教育の情報化
我が国の初等中等教育における情報化への対応の変遷を関係する審議
会等での議論や学習指導要領の改訂などから解説し、教育の情報化の
狙いやICT活用の特性や強み、その効果について考える。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：様々な教育評価、指導案中の評価基準の作成
「評価と評定」、「評価規準と基準」、「絶対評価と相対評価」、
「形成的評価」、「自己評価」等、様々な教育評価について理解す
る。また、体育授業における、目標に準拠した評価と観点別評価につ
いて、その意味を理解する。学習指導案中に評価を位置付け、その具
体的な評価方法を考える。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：単元計画と指導案の実際
単元計画とは、どのようなものであるかを述べることができ、その計
画を作成することができるよう、単元計画に準じて、１単位時間の学
習指導案を作成する。

長登、松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学校におけるICT環境の整備、教育の情報化に関する推進体制
主に近年の学校におけるICT環境の整備政策を概観し、教育データを活
用した指導や学習評価の在り方、セキュリティの重要性、デジタル教
材や遠隔授業システムを導入する意義や方法、課題について理解を深
める。また、ICT支援員などの外部人材や外部機関との連携の方法につ
いて考察する。

松田
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【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：情報活用能力の育成と指導法の実際
生徒に身に付けさせる情報活用能力とは具体的にどのようなものであ
るのか、また、情報活用能力を育成するためにどのような学習活動を
行うのかについて、情報活用能力の「３観点８要素」やカリキュラ
ム・マネジメントの具体的な指導事例を解説する。

松田

【予習：1時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：3時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：学習指導と校務の情報化、教師に求められるICT活用指導力
校務の情報化が効率的な校務処理による業務時間の削減や教育活動の
質を向上させることにつながることを理解し、校務の情報化の進め方
について学ぶ。また、「教員のICT活用指導力チェックリスト」などを
参考に教師に求められるICT活動指導力の内容と研修等の事例について
解説する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：特別の支援を必要とする生徒に対する情報通信技術の活用と
意義
特別の支援を必要とする生徒に対する情報教育の配慮点、自立活動や
様々な学習上の困難さに応じたICTの活用の意義や具体例について解説
する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：教科等の指導におけるICTの活用
ICTを効果的に活用した学習場面の分類、体育や保健体育におけるICT
の効果的な活用例について解説する。

松田

【予習：2時間】
前時に配布したプリントをよく読んでおくこ
と。
【復習：2時間】
授業の要約とコメントをレポートとして作成す
ること。

講義

（授業内容）
テーマ：情報モラル
情報モラル教育の必要性について理解を深める。また、情報モラル教
育に活用できる教材を示しながら、各教科等における具体的な指導事
例について解説する。

松田

「定期試験」



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



備考

【学修時間】
この授業は、講義による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成する1回の授業
時間は100分とする。

【その他】
特別支援学校教諭一種免許状取得のための必修科目
科目：特別支援教育領域に関する科目
施行規則に定める科目区分又は事項等：心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に
関する科目（中心領域：知、含む領域：肢・病）

新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

１．肥後祥治　他　編：特別支援教育の学習指導案と授業研究　子どもたちが学ぶ楽しさを味わえる授業づくり、ジアース教育新社2015
２．名古屋恒彦　他　編：豊かな生活が切り拓く新しい知的障害教育の授業づくり　各教科等を合わせた指導、東洋館出版社、2018
３．特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月告示 文部科学省）
４．特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　総則編（平成30年3月 文部科学省）
５．特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（小学部・中学部）（平成30年3月 文部科学省）
６．特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年3月 文部科学省）
７．特別支援学校高等部学習指導要領（平成31年2月告示 文部科学省）
参考書であり、授業中は適宜参考資料を配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：尾高 邦生
E-mail:k.odaka.ow(at)juntendo.ac.jp
メールの際は、（at）を@に変更して送信してください。

【オフィスアワー】
前期・後期：火曜日13:00〜15:00　　木曜日10:00〜15:00 1号館２F　1217室（心身障害教育学研究室）
出張などで不在にすることもありますので、できれば事前にご連絡をお願いします。

担当教員の実務経験 特別支援学校教諭としての勤務経験に基づき、障害のある人への指導に関する実践的な知識をわかりやすく解説する。

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
・定期試験や課題レポートで成績評価を行うが、講義内容が反映されていない場合には個別に解説や指導を行う

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
・平常点（グループワーク参加状況を含む）（30％）、レポート（20%）、定期試験（50%）を総合して評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
１．知的障害及び自閉症等のある幼児児童生徒の学習上、生活上の課題について理解する（定期試験、レポート）。
２．特別支援学校（知的障害）の教育課程について理解する（定期試験、レポート）。
３．知的障害のある幼児児童生徒への専門的指導技法について理解する（定期試験、レポート）。
４．特別支援学校の学習指導案を作成し、模擬授業を実施することができる。（レポート）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択科目である。また、特別支援学校1種免許取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、スポーツ健康科学部学位授与方針に定める「課題解決力」を養う科目として
位置づけられる

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
・「特別支援教育論」「障害者教育総論」「障害者の進路支援」を受講していることが望ましい。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目では，知的障害及び自閉症等のある 幼児児童生徒の学習上，生活上の課題について学び，教育内容・方法 に独自な特徴をもつ知
的障害教育の位置づけや実践の在り方について 考える。知的障害教育における各教科別の指導，生活単元学習，作業 学習，日常生活の指
導，遊びの指導等の具体的実践について事例をもとに解説し，理解を深める。

到達目標

【授業の到達目標】
１．知的障害及び自閉症等のある幼児児童生徒の学習上、生活上の課題について理解できる。
２．特別支援学校（知的障害）の教育課程について理解できる。
３．知的障害のある幼児児童生徒への専門的指導技法について理解できる。
４．特別支援学校の学習指導案を作成し、模擬授業を実施することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 尾高　邦生 ナンバリング SNE3330

科目名 【新カリ】知的障害者指導法 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】知的障害者指導法 対象学年 3年

担当教員 尾高　邦生、渡邉　貴裕、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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13 尾高
【授業内容】
テーマ：個別の指導計画
特別支援学校の個別の指導計画の作成手順について理解する。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
「アセスメント」という言葉と発達検査の種類
及び内容について調べる。
（復習：3時間）
指定された事例に対して、個別の指導計画を作
成する。

尾高
【授業内容】
テーマ：学習指導案
特別支援学校の学習指導案の作成手順について理解する。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
学習指導案を作成する意義について調べる。
（復習：3時間）
指定されたテーマで実際の指導案（略案）を作
成する。

渡邉

【授業内容】
テーマ：知的障害の教科学習
特別支援学校の教科別、領域別の指導について学び、指定された事例
について指導計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
教科学習と教科領域を合わせた指導の違いにつ
いて調べる。
（復習：3時間）
指定されたテーマで実際の指導案（略案）を作
成する。

尾高
【授業内容】
テーマ：授業づくり
特別支援学校の授業（VTR）を見て、効果的な教示について理解する。

【授業方法】
講義、ディスカッ
ション

（予習：2時間）
知的障害児への教示方法を調べる。
（復習：2時間）
絵本の読み聞かせのポイントについて小レポー
トにまとめる。

渡邉

【授業内容】
テーマ：個に応じた教材
特別支援学校の授業（VTR）を見て、効果的な教材・教具について理解
する。

【授業方法】
講義、ディスカッ
ション

（予習：2時間）
教材と教具の違いについて調べる。
（復習：2時間）
指定された材料を用いて教材を作成する。

尾高

【授業内容】
テーマ：作業学習
特別支援学校の作業学習について学び、指定された事例について指導
計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
「作業学習」に関する資料を読み、その内容に
ついて理解しておく。
（復習：2時間）
作業学習の意義について小レポートにまとめ
る。

渡邉

【授業内容】
テーマ：ティームティーチング
特別支援学校の授業（VTR）を見て、ティームティーチングの方法につ
いて理解する。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
「ティームティーチング」という言葉について
調べる。
（復習：2時間）
教員間の連携とその意義について小レポートに
まとめる。

尾高

【授業内容】
テーマ:生活単元学習
特別支援学校の生活単元学習の指導について学び、指定された事例に
ついて指導計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
生活単元学習を導入した背景について調べる。
（復習：2時間）
生活単元学習の意義について小レポートにまと
める。

渡邉

【授業内容】
テーマ：遊びの指導
特別支援学校の遊びの指導について学び、指定された事例について指
導計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
「幼児期の遊び」に関する資料を読み、その内
容について理解しておく。
（復習：2時間）
遊びの指導の意義について小レポートにまとめ
る。

尾高

【授業内容】
テーマ：自立活動
特別支援学校の自立活動について学び、指定された事例について指導
計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
特別支援学校における自立活動の指導内容の項
目について調べる。
（復習：2時間）
自立活動「身体の動き」に関する指導の意義に
ついて小レポートにまとめる。

渡邉

【授業内容】
テーマ：日常生活の指導
特別支援学校の日常生活の指導について学び、指定された事例につい
て指導計画を作成することができる。

【授業方法】
講義、グループ
ワーク

（予習：2時間）
日常生活の指導内容の項目について調べる。
（復習：2時間）
日常生活の指導の意義について小レポートにま
とめる。

尾高
【授業内容】
テーマ：知的障害の教育課程
特別支援学校の学習指導要領と教育課程の特徴について理解する。

【授業方法】
講義、ディスカッ
ション

（予習：2時間）
学習指導要領の役割について事前に調べる。
（復習：2時間）
特別支援学校の教育課程の特徴について小レ
ポートにまとめる。

渡邉

【授業内容】
特別支援学校学習指導要領
特別支援学校の学習指導要領の改訂のポイントについて理解する。
。

【授業方法】
講義、ディスカッ
ション

（予習：2時間）
特別支援学校学習指導要領の改訂年度について
調べておく。
（復習：2時間）
特別支援学校学習指導要領の改訂とそのポイン
トについて整理し、表にまとめる。

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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（定期試験）
これまで授業で学んだ重要と思われる語句や考え方、基本的事項につ
いての理解度を筆記試験する

渡邉
【授業内容】
テーマ:個に応じたアプローチ
教育技法について理解する。

【授業方法】
講義、ディスカッ
ション

（予習：2時間）
知的障害児への教育技法についてインターネッ
トをもとにまとめておく。
（復習：3時間）
知的障害児へのコミュニケーション支援につい
て教育技法と関連させて整理する。



授業回

備考

【学修時間】
この授業は、講義・演習の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。

【その他】
新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
　適宜、配布資料として配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
長登　　Email: tnagato＠juntendo.ac.jp
荻原　　Email: togiwara＠juntendo.ac.jp

【オフィスアワー】
 長登：火曜日１２：５０〜１４：３０　　1号館5階1519号室
 荻原：木曜日１１：００〜１３：００　　1号館5階1517号室
上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメールでアポイントを取って
ください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

担当教員の実務経験
［実務経験のある教員による授業］
  この科目では、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かし、実践的教育力を育むための指導
を行います。

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　授業にて返却し、模範解答や評価のポイントについて解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
授業態度や取り組む姿勢等50％、課題提出50％にて評価する。
なお、授業態度・取り組む姿勢が授業進行上不適切であると判断した場合には減点の対象とするので注意すること。

評価基準

【成績評価の基準】
1．現代スポーツにおける諸問題について理解できているか、課題提出で評価する。
2．現代スポーツにおける諸問題の解決策などを具体的に挙げ、グループで討議ができているか、課題提出で評価する。
3．現代スポーツにおける諸問題の解決策についてグループで考えたことを発表し、理解を深めることができているかレポートの提出で評
価する。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

[授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・能力等との関連）]
この科目は、「スポーツ健康科学分野で指導的な役割を果たすための高い倫理観」及び「社会や環境の変化に対応し，自ら課題を見つけ，
スポーツ健康科学分野における専門的な知識又は技能をもとに課題を解決できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
 特になし

授業概要

全体内容

本科目は，演習の授業形態で行われる。体育とスポーツの違い，体育やスポーツが持つ可能性，スポーツと教育の関係論などの広い視点か
ら考察を深めていく。特に，現代スポーツにおける諸問題（スポーツの持つ教育的可能性，運動部活動の在り方，学校体育の意義，体罰問
題等）を題材に考察を行い，それらをグループで討論し，それをまとめて発表することで，スポーツ教育学の理解を深めることを目標とす
る。

到達目標

[授業の到達目標]
1．現代スポーツにおける諸問題について理解をより深めることができる。
2．現代スポーツにおける諸問題の解決策などを具体的に挙げることができる。
3．現代スポーツにおける諸問題の解決策について論じることができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PHE3323

科目名 【新カリ】スポーツ教育学演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツ教育学演習 対象学年 3年

担当教員 長登　健、荻原　朋子、スポーツ健康科学部教員共通



1

2

3

4

5

6

7

8

長登
荻原

【授業内容】
運動部活動②

【授業方法】
　運動部活動の指
導について、ゲス
トティーチャー
（コーチング）に
よるコーチング科
学の観点からの事
例解説を踏まえ理
解を深める。

（予習：2時間）
運動部活動における指導者のあり方について、
先行研究を調べておく。

（復習：2時間）
運動部活動における指導者について、コーチン
グの観点から要点をまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
運動部活動③

【授業方法】
運動部活動の運営
について、ゲスト
ティーチャー（ス
ポーツマネジメン
ト）による経営学
の観点からの事例
解説を踏まえ理解
を深める。

（予習：2時間）
運動部活動の生徒と指導者の運営方法につい
て、調べておく。

（復習：2時間）
運動部活動の運営について、要点をまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
子どもの体力向上②

【授業方法】
子どもの体力向上
について、学校現
場での実践事例を
もとに、学校体育
の充実の観点から
理解を深める。

（予習：2時間）
学校における体力向上の取り組みについて調べ
ておく。

（復習：2時間）
　学校における体力向上の取り組みかたの工夫
を考えて、要点をまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
運動部活動①

【授業方法】
運動部活動の現状
と課題について、
データや資料を持
ち寄り、課題に関
する理解を深め
る。

（予習：2時間）
これまでの運動部活動の歴史と変遷について概
要を調べておく。

（復習：2時間）
　運動部活動における諸問題について、自身が
体験した課題と関連させながらまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
子どものスポーツ機会の充実

【授業方法】
子どもの体力の現
状と課題について
ゲストティー
チャー（運動生理
学）による事例解
説を踏まえ理解を
深めた上で、グ
ループ討議を行
う。

（予習：2時間）
子どものスポーツ、運動の機会についてどのよ
うな事柄があるのか、調べておく。

（復習：2時間）
子どもの体力の現状について、要点をまとめ
る。

長登
荻原

【授業内容】
子どもの体力向上①

【授業方法】
体力測定の意義と
活用方法について
ゲストティー
チャー（測定評
価）による事例解
説を踏まえ理解を
深める。

（予習：2時間）
子どもの体力の現状について、全国体力・運動
能力、運動習慣等調査について調べておく。

（復習：2時間）
　体力測定の意義と活用方法について、要点を
まとめる。

長登
荻原

【授業内容】
スポーツ基本法、スポーツ基本計画

【授業方法】
スポーツ基本法、
スポーツ基本計画
を読み解き、その
理解を深めるとと
もに、体育・ス
ポーツを巡る諸課
題を抽出する。

（予習：1時間）
スポーツ基本法について調べておく。

（復習：3時間）
　体育・スポーツを巡る課題について、自身の
課題と関連させながらまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
インクルーシブ体育

【授業方法】
ゲストティー
チャー（特別支援
教育）による事例
解説を踏まえ、
「アダプテッドス
ポーツ」の意義や
活用方法について
理解を深める。

（予習：2時間）
学校におけるインクルーシブ体育について調べ
ておく。

（復習：2時間）
学校におけるインクルーシブ体育について要点
をまとめる。
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定期試験は実施しない。

長登
荻原

【授業内容】
優れた体育授業実践から学ぶ

【授業方法】
優れた体育授業の
VTRを視聴し、グ
ループで効果的な
指導のポイントや
効果的な教材・教
具についてまと
め、発表する。

（予習：3時間）
これまで授業で行った模擬授業を振り返り自身
の課題について考察する。

（復習：2時間）
自身の課題と優れた授業実践を比較し、自身の
課題について考察する。

長登
荻原

【授業内容】
「スポーツの価値」について考える

【授業方法】
　学校体育を中心
として、広く教育
事象としてのス
ポーツの価値につ
いて発表し、ディ
ベイトを行うとと
もに、全員で相互
評価を行う。

（予習：3時間）
これまでの授業内容をまとめ、自身のスポーツ
の価値について考えをまとめておく。
（復習：2時間）
　学校教育、競技スポーツなど様々な場面にお
けるスポーツの価値について、意見を出し合
い、議論を深めた結果についてまとめる。

長登
荻原

【授業内容】
保健体育科教師論と教師教育研究

【授業方法】
保健体育教師の現
場の状況や教育の
抱える課題を知
り、求められる教
師像を総合的に理
解する。

（予習：3時間）
保健体育教師の職務について、調べておく。

（復習：2時間）
保健体育教師の職務や現場で生じる問題等に対
してどう関わっていくか、自分なりの考えをま
とめる。

長登
荻原

【授業内容】
体育の学習指導論

【授業方法】
体育授業における
指導スタイルと学
習指導モデルにつ
いて、実践例を踏
まえながら理解す
る。

（予習：3時間）
体育授業における指導スタイルや学習指導モデ
ルについて理解を深める。

（復習：2時間）
体育授業における学習指導モデルを用いた授業
計画を構想する。

長登
荻原

【授業内容】
スポーツを通じた地域活性化①

【授業方法】
ゲストティー
チャー（スポーツ
社会学）によるラ
イフステージに応
じたスポーツ活動
の推進や地域のス
ポーツ環境の整備
の事例解説を踏ま
え、実践に向けて
の方策についてグ
ループ討議を行
う。

（予習：2時間）
ライフステージに応じたスポーツ活動のあり方
や指導方法について、調べておく。

（復習：2時間）
地域スポーツの振興のあり方やライフステージ
に応じた指導方法等について、要点をまとめ
る。

長登
荻原

【授業内容】
スポーツを通じた地域活性化②

【授業方法】
地域住民が主体と
なって運営する総
合型地域スポーツ
クラブの活動事例
や、ゲストティー
チャーによる中高
年の健康づくりや
フレイル対策の事
例解説をもとに、
現在の地域社会や
地域スポーツが抱
える課題について
理解を深める。

（予習：2時間）
総合型地域スポーツクラブについて、調べてお
く。

（復習：2時間）
　地域スポーツの振興のあり方やライフステー
ジに応じた指導方法等について、要点をまとめ
る。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【テキスト・参考書等】
授業中に、適宜、資料を配布する。
中学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 保健体育編（平成29年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年3月告示 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 総則編（平成30年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体育編（平成30年7月 文部科学省）

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
長登：Email：tnagato@juntendo.ac.jp
荻原：Email：togiwara@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
長登：月曜日１１：００〜１３：００　1号館5階1519号室
荻原：月曜日１１：００〜１３：００　1号館5階1517号室
　上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメール等でアポイントを
取ってください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

担当教員の実務経験
［実務経験のある教員による授業］
   この科目は、学校現場における教員経験、教育行政機関での勤務経験のある者が、その経験を活かして、科目責任者を担当し、教員と
して最低限必要な資質能力を確認するための指導を行います。

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業にて返却し、模範解答や評価のポイントを提示しながら解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
　授業態度や取り組む姿勢等（40％）、課題レポート（60％）を総合的に評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
１．教員としての使命感や職務についての基本的な理解に基づき、自発的・積極的に自己の職責を果たそうとする姿勢を持っているか。
（レポート、平常点）
２．教員としての義務や責任を自覚し、４年間の履修により習得した専門的な知識・技能をもとに教員として実践することができるように
なったか。（レポート、平常点）
３．これまで教育課程個々の科目の履修により習得した専門的な知識・技能が確実なものとなり、それが教員として実践できる力となって
いるか。（レポート、平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

［授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・技能等との関連）］
　教職課程（中高体育）において、全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置付けられるものです。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　保健体育科教諭免許取得に係るすべての科目を履修した後で受講すること。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　この授業では、教育実習のふり返り等のグループ討議を中心として、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動を通じ
て身に付けた資質、入学の段階からそれぞれの学生の学習内容、理解度等を把握能力が、教員として最小限必要な資質能力として有機的に
統合され、形成されたかについて最終的に確認する。「履修カルテ」をもとに、入学の段階からそれぞれの学生の学習内容、理解度等を把
握した上で、教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責任等や教科の指導力について確認する。

到達目標

【授業の到達目標】
１．教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を再確認し、教員としての義務や責任を自覚できる。
２．教員としての職責や義務等の自覚に基づき、目的や状況等に応じた適切な行動をとることができる。
３．これまで教育課程個々の科目の履修により習得した専門的な知識・技能が確実なものとなり、それが教員として実践できる力となる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 長登　健 ナンバリング PED4325

科目名 【新カリ】教職実践演習(中・高) 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】教職実践演習(中・高) 対象学年 4年

担当教員 長登　健、牛尾　直行、荻原　朋子、中嶽　誠、尾高　邦生、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
保健体育科教員に求められる教科の指導力②

【授業方法】
　第5回において
指摘された場面の
指導方法代替案シ
ナリオを作成，発
表する．＠グルー
プワーク

（予習：3時間）
指摘された場面の指導方法や代替案シナリオを
考える。
（復習：2時間）
指摘された場面の指導方法代替案シナリオ発表
から学んだことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
授業指導力の向上（教育実習を踏まえて）③

【授業方法】
中学校保健体育科
（保健分野）及び
高等学校保健体育
科（科目保健）の
授業研究（授業
VTRの視聴とディ
スカッション）＠
グループワーク

（予習：2時間）
教育実習の授業研究で指摘された事柄を整理す
る。
（復習：2時間）
中学保健体育科（保健分野）及び高等学保健体
育科（科目保健）の授業研究から得られたこと
を整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
保健体育科教員に求められる教科の指導力①

【授業方法】
第3,4回において
指摘された場面の
指導方法の代替案
シナリオを作成・
発表する＠グルー
プワーク

（予習：3時間）
指摘された場面の指導方法や代替案シナリオを
考える。
（復習：2時間）
指摘された場面の指導方法代替案シナリオ発表
から学んだことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
授業指導力の向上（教育実習を踏まえて）①

【授業方法】
中学校保健体育科
（体育分野）の授
業研究（授業VTR
視聴とディスカッ
ション）＠グルー
プワーク

（予習：2時間）
　教育実習の授業研究で指摘された事柄を整理
する。
（復習：2時間）
　中学体育（体育分野）の授業研究から得られ
たことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
授業指導力の向上（教育実習を踏まえて）②

【授業方法】
高等学校保健体育
科（科目体育）の
授業研究（授業
VTRの視聴とディ
スカッション）＠
グループワーク

（予習：2時間）
教育実習の授業研究で指摘された事柄を整理す
る。
（復習：2時間）
　高等学校体育（科目体育）の授業研究から得
られたことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
ガイダンスとこれまでの学習のふり返り

【授業方法】
履修カルテをもと
に各自で確認、整
理するとともに、
教育実習における
各自の課題につい
てグループ討議を
行う。

（復習：3時間）
各自で作成した履修カルテを確認し、不足して
いる点についてまとめる。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
保健体育科教員の使命と責任（講話）

【授業方法】
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。今日の学
校教育における保
健体育の重要性，
及びそれを担う教
員の意義や役割に
ついて，再確認す
る．

（予習：3時間）
保健体育科教員の役割と使命について、情報収
集してまとめる。
（復習：2時間）
今日の学教育における 体育の重要性、及びそ
れを担う教員の意義や責任について理解を深め
る。

備考

【学修時間】
　この授業は、講義・演習の授業形態による2単位の科目であり、授業60時間と準備学習30時間の計90時間の学修を必要とする内容をもっ
て構成する。1回の授業時間は100分とする。

【その他】
　履修履歴の把握：○　学校現場の意見聴取：○
　受講者数：15〜20人（10クラスで実施）

中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための必修科目
科目：教育実践に関する科目（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：教職実践演習

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験は実施しない。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
学校における安全防災教育について

【授業方法】
学校における危機
管理も含めた安全
防災教育の今日的
課題を講演してい
ただき、理解を深
める。

（予習：3時間）
学校における安全対策について、調べておく。
（復習：2時間）
学校における危機管理も含めた安全防災教育の
今日的課題について理解を深める。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
各自の研究活動の成果発表と学生の相互評価

【授業方法】
　これまでの発表
や討論を踏まえ、
とりわけ不足して
いる知識と実技能
力の課題の補完に
向けて各自研究活
動を行い、それを
相互に発表し合
い、討論を行う。

（予習：2時間）
これまで学習した内容について、整理しまとめ
ておく。
（復習：2時間）
これまで行なったグループワークにおいて学ん
だことを整理し、教員としての資質能力（実
技・知識・教職の適性）について理解を深め
る。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
特別支援教育に関する理解と実践

【授業方法】
特別支援学校の現
職教諭を招き、現
場での課題や保健
体育科教員に求め
る役割について講
演していただく。

（予習：2時間）
教育実習中に生じた特別支援が必要な生徒への
対応の問題点を整理する。
（復習：2時間）
特別支援学校の現職教諭を招き、現場での課題
や保健体育科教員に求める役割について整理す
る。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
教員の服務と研修，教師としてのライフサイクル

【授業方法】
現職教員を招き，
教員の服務と研修
について理解を深
め，ライフサイク
ルに応じた課題の
変化についてどの
ように対応してい
くべきかについて
準備する．

（予習：3時間）
教員の服務と研修について、調べておく。
（復習：2時間）
教員の服務と研修、教師としてのライフサイク
ルと成長の課題について理解を深める。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
教科外における生徒指導について②

【授業方法】
人間関係構築力や
児童・生徒指導力
が求められる場面
で、的確に行動で
きる力を身につけ
るためケーススタ
ディーを通じて、
討論を行う。

（予習：2時間）
教育実習中に生じた生徒指導などでの問題点を
整理する。
（復習：2時間）
人間関係構築力や児童・生徒指導力について学
んだことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
特別活動・部活動から学んだこと

【授業方法】
教育実習において
経験した特別活動
や部活動指導を通
して感じたこと等
を、事例を用いな
がらグループ討論
を行う。

（予習：2時間）
教育実習中に生じた特別活動、部活動での問題
点を整理する。
（復習：2時間）
教育実習において経験した特別活動や部活動指
導を通して感じたことを整理する。

長登
牛尾
中嶽
荻原
尾高

【授業内容】
教科外における生徒指導について①

【授業方法】
児童・生徒理解に
もとづく学級経
営・学級集団づく
りについての留意
点や手法につい
て、ケーススタ
ディーを通じて、
討論を行う。

（予習：2時間）
教育実習中に生じた学級経営などでの問題点を
整理する。
（復習：2時間）
児童・生徒理解に基づく学級経営や学習集団づ
くりについて学んだことを整理する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



参考文献

平成31年2月978-4-8278-1568-9東山書房文部科学省
高等学校学習指導要領解説（保健体育編・

体育編）

［実務経験のある教員による授業］
高等学校において保健体育教員として教科体育及び学校全体の体育活動の運営業務にあたっていた経験を生かし、学校現場において求めら
れる知識や技術をわかりやすく解説します。

担当教員の実務経験

［連絡先］
長岡：Email: tm-nagaoka@juntendo.ac.jp
［オフィスアワー］
長岡：水曜日12：50〜14：30　　1号館4階1416号室
上記時間帯には予約なしに質問や相談に応じますが、他の学生との重複を避けるため、可能な限り前日までにメールでアポイントを取って
ください。質問や相談はアポイントを取っている学生を優先します。

連絡先・オフィスア
ワー

その他

［参考書］
１　学校体育経営管理学講義　宇土正彦 著 大修館書店 　1981年11月1日
２　体育・スポーツ経営学講義　八代勉・中村平　編著　大修館書店　2002年4月1日
３　学校体育経営ハンドブック　宇土正彦　編著　大修館書店　1994年11月1日
※1.2.3は参考書

中学校学習指導要領解説（保健体育編） 文部科学省 東山書房 978-4-8278-1560-3 平成29年7月

［試験、レポート等の課題に対するフィードバックの方法］
授業にて返却し、評価のポイントを提示しながら解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
［成績評価の方法］　授業態度や取り組む姿勢等（20％）、まとめ課題レポート（10％）、課題提出（10％）定期試験（60%)にて評価す
る。なお、授業態度・取り組む姿勢が授業進行上、不適切であると判断した場合には、減点の対象とするので注意すること。

評価基準

［成績評価の基準］
1.学習指導要領総則に示されている目標や内容等を理解し、学校体育経営に関する基本的な考え方と進め方について理解できているか、毎
時の課題提出で評価する。（平常点）
2.学校現場の事例から、実践的な企画・運営・実践について具体的に理解できているか、適宜、課題レポートの提出で評価する。（レポー
ト）
3.ディベート、ディスカッション等のグループワークに主体的・対話的に参加しているか、授業中の発言やワークシート、予習復習の取組
状況によって受講態度を評価する。（平常点）
4.定期試験を実施する。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての選択必修科
目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

［授業の位置づけ（学位授与方針に定められた知識・能力等との関連）］
本講義では、学校体育における経営管理の考え方を理解し、学校全体における体育・スポーツの推進についての理解を深める。講義を通し
て保健体育科教員に必要な知識や実践的指導力を身につけることができるよう、本授業では学習指導要領をはじめとする体育・スポーツ経
営学の基礎的な知識や教養を講義にて学び、得られた知識・技能をもとに、学校体育経営に必要な応用力、表現力を身につけることを目指
す。この科目は、「スポーツや健康の分野で、指導的な役割を果たすために必要な高い倫理観」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

［履修要件］
　将来、教員になるに相応しい態度、姿勢で積極的に授業、予習・復習に取り組むこと。なお、授業計画は、授業の進行状況により変更す
ることがある。
［履修上の注意（科目独自のルール）］
特になし。

授業概要

全体内容

［授業全体の内容］
 　体育・スポーツ振興に関わる体育指導者は児童生徒の豊かなスポーツライフの基礎を培うために、児童生徒の志向や能力に応じた運
動・スポーツ指導を行うことが必要である。学校現場における体育・スポーツ指導を効果的に実践するためには経営学的な考え方・進め方
の理解は今日いよいよその重要性が求められている。そこで本講議では中学校・高等学校における教科「保健体育」を中核に、学校教育活
動全体を通して実施される体育的活動や行事の企画・運営・実践のできる力量の形成を図ることをねらいとする。

到達目標
［授業の到達目標］
1.学校体育経営についての基礎的な知識、考え方を理解できる。
2.生徒の実態に即して体育事業をどのように進めたらよいかを学校現場の事例に学び、説明することができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 長岡　知 ナンバリング MGT3327

科目名 【新カリ】学校体育経営管理学 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】学校体育経営管理学 対象学年 3年

担当教員 長岡　知、スポーツ健康科学部教員共通
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授業計画

［学修時間］
　この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成
する。
［その他］
　この授業科目は、中学校教諭一種免許状（保健体育）並びに高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取得に必要な科目のうち、「教科及
び教科の指導法に関する科目等」における必修科目として位置づけられている。　また、新型コロナ感染症の発生状況に応じて、成績評価
の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

備考

（予習：３時間）
・学校体育の現状、子供の体力・健康課題につ
いて、情報、資料を収集する。
（復習：１時間）
・学校体育における経営学的視点の意義と役
割、その重要性についてまとめる。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、経営学的視
点の意義について
意見交換し理解を
深める。

［授業内容］
テーマ：経営学的視点とその意義
・学校体育の現状を把握し、経営学的視点の意義について理解を深め
る。

長岡　知

（予習：2時間）
・学校での体育・スポーツについて自分にとっ
て記憶に残る部活動、行事について振りかえ
り、自分なりの課題を見いだし、受講の心構え
を確認する。
（復習：３時間）
・学校体育経営の意義を踏まえ、今後の学習の
見通しを立て、学習内容について概観し、整理
する。

［授業方法］
・ペア学習

［授業内容］
【ガイダンス】
・授業のねらい、到達目標について理解し、見通しを持つ。

長岡　知

予習・復習・レポート課題等と学習時間授業方法 ＊授業内容担当者

（予習：３時間）
・学校体育・地域スポーツ振興について、現場
の体育・スポーツ事業の取組みについて調べて
おく。
（復習：１時間）
学校体育や地域スポーツ振興について、エリ
ア・サービスの視点から現状、課題を踏まえ、
経営学的視点から改善策を整理する。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、学校体育や
地域スポーツ振興
について、エリ
ア・サービスの視
点から現状、課題
について意見交換
し理解を深める。

［授業内容］
テーマ：体育・スポーツ業の進め方①（エリア・サービス）】
・エリア・サービスの考え方とその実際について解説し理解を深め
る。

長岡　知

（予習：３時間）
・各校種の児童・生徒の体力の現状、運動習慣
等の情報を収集し、現状について調べる。
（復習：１時間）
・各校種の児童・生徒の体力の現状、運動習慣
等の現状を踏まえ、経営学的視点から改善策を
整理する。

［授業方法］
・グループワーク
を通して各学校種
の児童・生徒の体
力の現状、運動習
慣等について、参
考資料を調べ、理
解を深める。

［授業内容］
テーマ：運動・スポーツ実践者の生活・行動
・運動・スポーツ実践者（児童・生徒）の生活・行動について解説し
理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・学校体育の経営管理について、学校現場の組
織構造等について資料、情報を収集し、現状に
ついて調べる。
（復習：１時間）
・学校体育の組織や在り方について自分なりの
考えを整理する。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、学校体育の
組織や在り方につ
いて意見交換し理
解を深める。

［授業内容］
テーマ：体育・スポーツ経営管理の概念とその構造
・学校体育経営管理の概念と構造について概説し、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・各校種の学習指導要領解説を読み、部活動の
位置づけや意義・ねらいについて確認してお
く。
（復習：１時間）
・学校・民間・地域スポーツクラブの効果的・
適正なクラブ運営について、どのような配慮・
工夫がなされているか、クラブ・サービスの考
え方を踏まえ、整理し、理解を深めまとめる。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、クラブ・
サービス現状や特
性を調べ、意義や
ねらいについて意
見交換し理解を深
める。

［授業内容］
テーマ：体育・スポーツ事業の進め方③（クラブ・サービス）
・クラブ・サービスの考え方とその実際について、民間スポーツクラ
ブ・総合型地域スポーツクラブ、運動部活動等について解説し理解を
深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・学校体育・地域スポーツ振興について、現場
の体育・スポーツ事業の取組みについて調べて
おく。
（復習：１時間）
・学校体育をより効果的に実践するために必要
なプログラム・サービスの考え方について整理
し、具体的な実践例を調べておく。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、学校体育
（体育授業、業間
体育等）について
の意義やねらいに
ついて意見交換し
理解を深める。

［授業内容］
テーマ：体育・スポーツ事業の進め方②（プログラム・サービス）
・プログラム・サービスの考え方とその実際について、体育授業、業
間体育等について解説し理解を深める。

長岡　知
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（予習：２時間）
・各校種の学習指導要領解説を読み、参考とな
る授業実践例をなどの資料を収集する。
（復習：２時間）
・授業過程を理解し、学習指導案の作成手順に
ついて整理し理解を深める。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、効率的な学
校体育経営管理に
ついての保健体育
科（組織体）の運
営や留意点につい
て意見交換し理解
を深める。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅰ（特性と構造・教科体育）
・効率的な体育経営管理について保健体育科（組織体）としての特性
と構造について経営学的視点からの理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・野外活動行事における最近の事故等につい
て、その背景、原因について調べ、理解を深め
ておく。
（復習：１時間）
・安全で効率的な野外活動的行事の企画・運営
について整理し、理解を深めまとめる。

［授業方法］
・グループ・ワー
クを通じて、安全
で効率的な野外活
動的行事の企画・
運営について意見
交換し理解を深め
る。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅳ（特別活動の企画・運営【野外活動的行
事】）
・特別活動（野外活動的行事）
の意義・ねらいを確認し、企画・運営における留意点について解説
し、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・自分が体験した体育行事について、振り返
り、運営上の課題等についてまとめておく。
（復習：１時間）
・安全で効率的な体育行事の企画・運営につい
て整理し、理解を深めまとめる。

［授業方法］
・グループ・ディ
スカッションを通
じて、安全で効率
的な体育行事の企
画・運営について
意見交換し理解を
深める。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅲ（体育行事の企画・運営【体育祭等】）
・体育行事の意義・ねらいを確認し、企画・運営における留意点につ
いて解説し、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・運動部活動の運営上の問題点、現代的な課題
について調べておく。
（復習：１時間）
・適正な運動部活動の運営や指導上の留意点に
ついて整理し、理解を深めまとめる。

［授業方法］
・ディベートを通
じて、適正な運動
部活動の運営、現
代的課題について
の意見交換し理解
を深める。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅱ（部活動運営・学校体育関係団体）
・適切な運動部活動運営について、事例をもとに、運営、指導上の留
意点について解説し、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・授業実施後の課題等を整理しておく。
（復習：２時間）
・課題テーマについて、更に疑問点等について
調べておく。

［授業方法］
・テーマを設定
し、課題レポート
を作成し、グルー
プ討議、授業内で
解説し、理解を深
める。

［授業内容］
テーマ：まとめ（レポート作成）
・学校体育経営管理における具体的な課題等について、学習を振り返
り、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・学校における事故事例を調べ、その原因につ
いてどのような要因があるのか、分析してお
く。
（復習：２時間）
・事故発生時の対応や事故防止への取組みに向
けて、具体的に整理し、理解を深める。

［授業方法］
・グループ・ワー
クを通じて、具体
的な事例から原因
や背景について、
分析し、事故防止
のための対策につ
いて意見交換し理
解を深める。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅵ（事故事例とその予防②）
・具体的な事故事例や裁判判例から安全な体育授業や運動部活動の指
導・運営について解説し、理解を深める。

長岡　知

（予習：３時間）
・学校現場におけるヒヤリ・ハット体験につい
て振り返り、その原因等について調べておく。
（復習：２時間）
・学校（組織体）での事故防止に向けて、どの
ような取組みが行われているか、整理し、理解
を深める。

［授業方法］
・DVD視聴し、グ
ループ・ワークを
通して学校での事
故の現状、事故防
止に向けての取組
みについての理解
を深める。

［授業内容］
テーマ：学校体育経営Ⅴ（事故事例とその予防①）
・学校における事故の現状を把握し、安全な体育授業、運動部活の指
導について解説し、理解を深める。

長岡　知

定期試験



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



その他

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

【成績評価の基準】
１．生徒指導の意義と原理（位置づけや指導原理など）を理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
２．児童生徒全体への生徒指導の進め方を理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
３．個別の課題を抱える個々の児童生徒への具体的な対応や連携を理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
４．進路指導とキャリア教育について、理論や具体的な指導を理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
５．授業中の発言や予習・復習の取組状況によって受講態度を評価する。（平常点）
【成績評価の方法】
定期試験（70％）、授業内試験・レポート・平常点（30％）。

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・スポーツ教育コース科目の選択科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目であ
る。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特になし。
【履修上の注意（科目独自のルール）】
ノートを必ず持参すること。
【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業で解説する。
【テキスト・参考書等】
中学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 保健体育編（平成29年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年3月告示 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 総則編（平成30年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体育編（平成30年7月 文部科学省）
中学校キャリア教育の手引き（文部科学省）
高等学校キャリア教育の手引き（文部科学省）
生徒指導提要（平成22年　文部科学省）
上記を参考書として指定する。本科目に関わらず、定期試験やレポート、卒後の活動などで役立つため、可能な限り入手しておくことが望
ましい。また、ノートを必ず持参すること。
その他の資料等は必要に応じて適宜配布する。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
生徒指導とは、学校生活がすべての児童生徒にとって有意義で興味深く、充実したものにするための諸活動であり、学校教育活動全般に通
じるものである。進路指導とは、その中でも将来の職業選択に関わる教育活動のことである。現在、学校現場では、生徒指導・進路指導
上、いかなる課題が生じていて、いかにその課題に取組んでいるのか具体的な事例を示しながら生徒指導・進路指導についての理解を深め
る。
【授業の到達目標】
１．生徒指導の意義と原理（位置づけや指導原理など）を理解し説明できる。
２．児童生徒全体への生徒指導の進め方を理解し説明できる。
３．個別の課題を抱える個々の児童生徒への具体的な対応や連携を理解し説明できる。
４．進路指導・キャリア教育の意義や原理について説明できる。
５．全ての児童及び生徒を対象とした進路指導・キャリア教育の考え方と指導の在り方について説明できる。
６．児童及び生徒が抱える個別の進路指導・キャリア教育上の課題に向き合う指導の考え方と在り方を説明できる。

到達目標

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 村山　憲男 ナンバリング PED3329

科目名 【新カリ】生徒･進路指導論 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】生徒･進路指導論 対象学年 3年

担当教員 村山　憲男、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

村山

【授業内容】
生徒指導に役立つ心理学②「認知的不協和理論や均衡理論、リーダー
シップ論」について解説【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
生徒指導に役立つ心理学について、学んだ知識
を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導に役立つ心理学③「同調行動や偏見、傍観者行動」について
解説
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
生徒指導に役立つ心理学について、学んだ知識
を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導提要⑥として、生徒指導に関する法的制度等について解説す
る。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
教職課程における生徒指導について、学んだ知
識を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導に役立つ心理学①「対人コミュニケーションの特徴」及び小
テスト
【授業方法】
第1〜7回目までの内容に関する授業内試験・レポートを行い、この授
業内で解説する。

(予習：4時間)
これまでの内容を体系的に整理するとともに、
授業内試験・レポートに向けて知識を確実にし
ておく。
(復習：3時間)
間違えた内容を中心に、理解・記憶を確実にす
る。

村山

【授業内容】
生徒指導提要④として、生徒指導の具体的な進め方と指導方法につい
て解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
教職課程における生徒指導について、学んだ知
識を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導提要⑤として、現在の様々な問題行動の実態およびその指導
法について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
問題行動の実態およびその指導法について、学
んだ知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導提要②として、教職課程における生徒指導について解説す
る。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
教職課程における生徒指導について、学んだ知
識を整理しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導提要③として、問題行動と生徒指導体制（スクールカウンセ
ラー・スクールソーシャルワーカーとの連携）
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
問題行動と生徒指導体制について、学んだ知識
を整理しておく。

村山

【授業内容】
オリエンテーションとして、授業の目的と概要、成績評価、履修上の
注意について説明する。また、生徒指導の全体像について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(復習：2時間)
生徒指導の全体像について、学んだ知識を整理
しておく。

村山

【授業内容】
生徒指導提要①として、生徒指導・進路指導の意義と原理について解
説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
生徒指導・進路指導の意義と原理について、学
んだ知識を整理しておく。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。1回の授業時間は100分とする。

【実務経験のある教員による授業科目】
臨床心理士・公認心理師として、総合病院や精神科クリニックにて、15年程度の実務経験がある。また、現在は学生相談なども担当してい
る。授業では、これらで得られた生きた知見を紹介する。
【その他】
中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための必修科目
科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：
生徒指導の理論及び方法、進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：村山憲男
E-mail：n-murayama＠juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
日時：月曜日12:10から12:45
場所：授業内で伝達する。
他の学生の相談時間と重複しないようにするため、できるだけ前週までにE-mailで予約すること。

担当教員の実務経験



11

12

13

14

定期試験

村山

【授業内容】
「ガイダンス機能を生かした進路指導・キャリア教育及び個別の生徒
に対応したキャリア・カウンセリングの進め方や留意点」について解
説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
進路指導とキャリア教育について、学んだ知識
を整理しておく。

村山

【授業内容】
「進路指導における事例テーマに関するグループワーク②」及び「小
テスト」
【授業方法】
第9〜13回目までの内容に関する授業内試験・レポートを行い、この授
業内で解説する。

(予習：4時間)
これまでの内容を体系的に整理するとともに、
授業内試験・レポートに向けて知識を確実にし
ておく。
(復習：3時間)
間違えた内容を中心に、理解・記憶を確実にす
る。

村山

【授業内容】
「進路指導・キャリア教育の意義や原理」について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
生徒指導に役立つ心理学について、学んだ知識
を整理しておく。

村山

【授業内容】
「進路指導・キャリア教育のおける今日的課題」について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
進路指導とキャリア教育について、学んだ知識
を整理しておく。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

1 内藤 疫学研究が示すスポーツとからだ
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習：1時間）
予め指定された資料を読んでおき、出てくる専
門用語等を調べ理解し、説明できるようにして
おく。

（復習：1時間）
授業で扱った内容知識をレポートに纏める。

備考
この授業は、オムニバス形式の講義による半期2単位の科目である。1回の授業時間は100分とする。

COVIDの流行状況によっては授業計画等を変更する可能性があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

指定教科書はない。講義資料をJuntendo Passportで配信する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 黄田常嘉
　内線　331
E-mail：ota＊juntendo.ac.jp 　（＊を＠に読み替えて下さい）
【オフィスアワー】
　木曜日１〜2限他、適宜。　　場所：１号館2階　1216号室。
　健康管理室業務や医学部業務で不在のこともあるため、事前にメールか内線に連絡をすること。

担当教員の実務経験
科目責任者は、医師、公認心理師、臨床心理士として多彩な業務経験を有している。その経験を活かしながら、健康サポートに関する実践
的な講義内容を展開する。

参考文献

試験のフィードバックはJuntendo Passportで行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 授業中の学習状況（30%）や試験の評点(70%)を総合して評価する。

評価基準
子供から超高齢者まで運動やスポーツの健康に及ぼす影響に関する基礎的教養が修得できている。（単位認定試験）
授業中の学習状況やレポート提出状況。（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は,スポーツ健康科学部のディプロマポリシーに定める「社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ、スポーツ健康科学分野
における専門的知識や技能をもとに課題を解決できる能力」を身につけるための科目として位置付けられる。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし。

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
遅刻や早退2回を以て欠席1回とカウントされる。教育実習で2/3以上の出席ができない場合は、個別にレポート課題を課する。

授業概要

全体内容

　本科目は，講義の授業形態で行われる。子供から高齢者まで，健常者又は疾病を抱えた人々も含めて，「人」の多様性を理解し，これま
での健康サポートのエビデンスを理解する。特に，疫学的視点から運動・スポーツがどのように人に影響を与えるのかについて広く見識を
深め，運動・スポーツの有用性を理解し，その背景にある科学的メカニズムを学修する。大規模疫学的研究については，グループ討議を通
じて，様々な観点からそのエビデンスを考証する。将来的に健康科学の分野で，医療，介護，福祉の現場で，それぞれの分野の専門職と一
緒に社会的活動，研究活動などが行える知識を身に付けることを目標とする。

到達目標
　１．子供から超高齢者までの発達段階毎に、運動・スポーツがどのように影響するかについて正しい知識を修得することができる。
　２．運動・スポーツの有用性ならびにリスクについて理解し，その背景にある科学的メカニズムを学修することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 黄田　常嘉 ナンバリング AHS3331

科目名 【新カリ】スポーツによる健康サポートの科学 授業形態

英語科目名 【新カリ】スポーツによる健康サポートの科学 対象学年 3年

担当教員 黄田　常嘉、スポーツ健康科学部教員共通
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大久保 高齢期のスポーツ（ロコモ）、妊娠・出産・育児期とスポーツ
配布資料、スライ
ド提示による講
義、グループ討議

（予習時間：１時間）
ロコモティブシンドロームについて文献やイン
ターネット等を用いて調べる。
（復習時間：１時間）
　高齢期のスポーツについて授業で習得したこ
とをまとめ、理解を深める。

柴田 認知症予防ためのスポーツ
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習時間：１時間）
アルツハイマー病は、主に薬物治療と非薬物療
法が行われている。その治療は限界があるが、
運動を中心とした非薬物療法についても多くの
エビデンスがある。代表的な非薬物療法につい
て調べてくる。
（復習時間：１時間）
　講義内容について、講義内で紹介された文献
やインターネットを用いて理解を深める。

鈴木宏哉 成長期のスポーツと体力
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習：1時間）
子どものスポーツと体力・健康の関わりについ
てインターネット記事をいくつか調べておく。

（復習：1時間）
子どもにおけるスポーツと体力・健康の関係に
ついて 授業で紹介した文献資料を用いて理解
を深める。

黄田
成人期の運動不足と生活習慣病
肥満症、高脂血症、糖尿病、インスリン抵抗性などについて学ぶ。

配布資料、スライ
ド提示による講
義、

（予習時間：１時間）
　自身の取り組む運動の種類と量の観点から、
自身の直近の健康診断の検査データを検討して
みること。羸痩を呈する疾患についても想起し
ておく。

（復習時間：１時間）
　講義内容について、講義内で紹介された文献
やインターネットを用いて理解を深める。

町田 疫学研究が示す不活動の弊害
配布資料、スライ
ド提示による講
義、グループ討議

（予習：1時間）
予め指定された資料を読んでおき、出てくる専
門用語等を調べ理解し、説明できるようにして
おく。

（復習：1時間）
授業で扱った内容知識をレポートに纏める。

鄧 幼児期、学童期の身体活動・運動・遊び
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習：1時間）
予め指定された資料を読んでおき、出てくる専
門用語等を調べ理解し、説明できるようにして
おく。

（復習：1時間）
授業で扱った内容知識をレポートに纏める。。

町田
【授業内容】
疫学研究が示す運動と寿命

配布資料、スライ
ド提示による講
義、グループ討議

（予習：1時間）
予め指定された資料を読んでおき、出てくる専
門用語等を調べ理解し、説明できるようにして
おく。

（復習：1時間）
授業で扱った内容知識をレポートに纏める。

吉原 疫学研究が示す体力と健康
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習：1時間）
予め指定された資料を読んでおき、出てくる専
門用語等を調べ理解し、説明できるようにして
おく。

（復習：1時間）
授業で扱った内容知識をレポートに纏める。

黄田 疫学研究が示すスポーツとこころ
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習時間：１時間）
心身相関、スポーツと心の相互作用について考
えてみること。自律神経、HPA　axis、バイオ
フィードバックについて調べておく。

（復習時間：１時間）
　講義内容について、講義内で紹介された文献
やインターネットを用いて理解を深める。
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定期試験の実施

黄田 治療としての運動（メンタル）
【授業方法】
配布資料、スライ
ド提示による講義

（予習時間：１時間）
運動がメンタルヘルスにどのように寄与するか
検索調査しておくこと。治療法としての行動活
性化、呼吸法、歩く瞑想、動作法、ダンスムー
ブメントセラピーについて調べてみる。

（復習時間：１時間）
　講義内容について、講義内で紹介された文献
やインターネットを用いて理解を深める。

黄田 総括
配布資料、スライ
ド提示による講
義、グループ討議

（予習時間：１時間）
１〜13回の講義内容を振り返り、疑問点を整理
しておくこと。

（復習時間：１時間）
　講義内容について、講義内で紹介された文献
やインターネットを用いて理解を深める。

尾高
障がい者のスポーツ
さまざまな障がいに応じて開発されたスポーツや障がい者にとっての
スポーツの意味や意義を知る。

各障害に応じたス
ポーツの動画をみ
て、小グループご
とにディスカッ
ションをしながら
各障害特性とス
ポーツ種目の関係
について理解す
る。

（予習：２時間）
障害者スポーツやパラリンピック種目について
内容や実施方法を調べておく。

（復習：２時間）
各障害特性を踏まえたスポーツ実施上の留意点
についてまとめておく。

深尾
治療としてのスポーツ（循環）
運動療法や心臓リハビリテーションにおけるスポーツについて実際の
状況を紹介する。

講義形式

(予習：1時間）
心臓リハビリテーションについてシステムを調
べておく。

（復習：2時間）
治療としてのスポーツのリスクと運動処方につ
いて理解する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
レポート、課題については、授業内で必要な情報や改善内容を示す。

テキスト

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
　課題レポート（30％)、筆記試験（30％）、平常点(40％)を総合して評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
1.健康づくり施策を理解し、健康づくりにおける健康運動指導士の役割について理解する（試験）。
2.健康づくりのための身体活動基準2013の考え方を理解し、健康づくりのための身体活動指針（アクティブガイド）による運動指導ができ
る（試験）。
3.健康づくり施策における身体活動・運動推進のための社会環境について説明できる（試験）。
4.エネルギー代謝、エネルギー必要量とその測定方法とそれらの違いについて理解するとともに、身体活動量について説明できる（試験）
（レポート）。
5.運動プログラム作成の基本的な考え方（基本原則、種類、プログラム構成、持久性運動）を理解し、対象特性に合わせた運動プログラム
が作成できるようになる（試験）（レポート）。
6.運動プログラム作成の基本的な考え方（筋抵抗性運動、ストレッチング、ゲーム運動、生活活動、効果判定、継続性）を理解し、対象特
性に合わせた運動プログラムが作成できるようになる（試験）（レポート）。
7.特定健康診査の検査項目の基準値について理解し、保健指導班定値、受診勧奨値を説明できる（試験）。
8.運動のための内科的メディカルチェックの重要性を理解し、メディカルチェックの内容が説明できるようになる（試験）。
9.生活習慣病罹患者が服用する薬が運動プログラム作成に及ぼす影響を理解し、運動プログラム内容を調整できるようになる（試験）。
10.全身持久力を高めるための有酸素性運動の基本的事項、運動の必要性やトレーニング効果について説明できる（試験）。
11.青少年期の成長、発育の特徴について理解し、運動の必要性やトレーニング効果について説明できる（試験）。
12.成果をもたらすためには行動の継続が重要であることを理解し、行動変容を生じさせることを目的とした行動変容理論・モデルおよび
技法についての知識を習得する（試験）。
13.対象者の特徴、ニーズおよび文脈（場面、状況など）を探り、それらの情報を反映させて、行動変容理論・モデルおよび技法を適用で
きる（レポート）。
14. 行動変容を意図したプログラム開発及びカウンセリングの基本的事項について事例をもとにまとめることができる（レポート）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の必修科目である。また、健康運動指導士認定試験受験資格取得にあたっての必修科目で
ある。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【学位授与方針に定められている知識・能力等との関連】
　この科目は、③「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養」、⑨「健康についての専門的知識と実践的技能の取得」、⑩「健康
支援についての専門的知識と実践的技能の習得」、の学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　なし
　この授業科目は、健康運動指導士受験資格取得に必要な科目であるため、試験範囲に対応した内容を扱う。扱う範囲が広いので能動的に
取り組むこと。
　30分以上の遅刻・早退は3回で1回の欠席扱いとします。
　コロナ禍のために授業方法や評価方法が変更になる可能性があります。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。子供から高齢者，男性と女性，健常者から障害者などを対象に，健康づくりのための身体活動支
援及び運動指導方法の基礎的な知識を習得する。特に，健康づくり施策，健康づくりのための身体活動基準，健康日本21（第二次）におけ
る社会環境の整備，身体活動量の定量法とその実際，運動プログラム作成の基本などについて理解を深めることを目標とする。

到達目標

【授業の到達目標】
1.健康づくり施策を理解し、健康づくりにおける健康運動指導士の役割について理解する。
2.健康づくりのための身体活動基準2013の考え方を理解し、健康づくりのための身体活動指針（アクティブガイド）による運動指導ができ
る。
3.健康づくり施策における身体活動・運動推進のための社会環境について説明できる。
4.エネルギー代謝、エネルギー必要量とその測定方法とそれらの違いについて理解するとともに、身体活動量について説明できる。
5.運動プログラム作成の基本的な考え方（基本原則、種類、プログラム構成、持久性運動）を理解し、対象特性に合わせた運動プログラム
が作成できるようになる。
6.運動プログラム作成の基本的な考え方（筋抵抗性運動、ストレッチング、ゲーム運動、生活活動、効果判定、継続性）を理解し、対象特
性に合わせた運動プログラムが作成できるようになる。
7.特定健康診査の検査項目の基準値について理解し、保健指導判定値、受診勧奨値を説明できる。
8.運動のための内科的メディカルチェックの重要性を理解し、メディカルチェックの内容が説明できるようになる。
9.生活習慣病罹患者が服用する薬が運動プログラム作成に及ぼす影響を理解し、運動プログラム内容を調整できるようになる。
10.全身持久力を高めるための有酸素性運動の基本的事項、運動の必要性やトレーニング効果について理解する。
11.青少年期の成長、発育の特徴について理解し、運動の必要性やトレーニング効果について説明できる。
12.加齢に伴う生理学的変化と運動効果について学習し、運動様式別の運動効果についてライフステージ別に理解する。
13.成果をもたらすためには行動の継続が重要であることを理解し、行動変容を生じさせることを目的とした行動変容理論・モデルおよび
技法についての知識を習得する。
14. 行動変容を意図したプログラム開発及びカウンセリングの基本的事項をまとめることができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 涌井　佐和子 ナンバリング AHS3332

科目名 【新カリ】健康運動指導論 授業形態

英語科目名 【新カリ】健康運動指導論 対象学年 3年

担当教員 涌井　佐和子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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涌井
【授業内容】
健康づくり施策における身体活動・運動推進のための社会環境につい
て理解する。

【授業方法】
健康づくり施策に
おける身体活動・
運動推進のための
社会環境について
解説する。

（予習：2時間）
健康づくり施策における身体活動・運動推進の
ための社会環境についての資料を読み、概要を
把握する。

（復習：2時間）
健康づくり施策における身体活動・運動推進の
ための社会環境についての資料を整理する。

涌井
【授業内容】
身体活動量の定量法とその実際について理解する。

【授業方法】
身体活動量の定量
法とその実際につ
いて解説する。身
近な事例について
まとめる。

（予習：2時間）
エネルギー代謝、エネルギー必要量とその測定
方法とそれらの違いについて理解するととも
に、身体活動量についての資料の概要を把握す
る。

（復習：2時間）
エネルギー代謝、エネルギー必要量とその測定
方法とそれらの違いについて理解するととも
に、身体活動量についての資料を整理する。

涌井

【授業内容】
授業のねらいやスケジュールについて理解を深める。健康づくり施策
を理解し、健康づくりにおける健康運動指導士の役割について理解す
る。

【授業方法】
授業のねらいやス
ケジュールについ
て解説する。健康
づくり施策を理解
し、健康づくりに
おける健康運動指
導士の役割につい
て解説する。

（予習：2時間）
シラバスを読み、今後の学習スケジュールの見
通しを持つ。

（復習：2時間）
シラバスを再度読み返し、今後の学習スケ
ジュールの見通しを再確認する。健康づくり施
策を理解し、健康づくりにおける健康運動指導
士の役割についての資料を読み返し、整理す
る。

涌井
【授業内容】
健康づくり施策を理解し、健康づくりにおける健康運動指導士の役割
についての資料を読み返し、整理する。

【授業方法】
健康づくりのため
の身体活動基準
2013の考え方を理
解し、健康づくり
のための身体活動
指針（アクティブ
ガイド）による運
動指導について解
説する。

（予習：2時間）
健康づくりのための身体活動基準2013の考え方
を理解し、健康づくりのための身体活動指針
（アクティブガイド）による運動指導について
の資料を読み、概要を把握する。

（復習：2時間）
健康づくりのための身体活動基準2013の考え方
を理解し、健康づくりのための身体活動指針
（アクティブガイド）による運動指導について
の資料を整理する。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による２単位の科目であり、授業３０時間と準備学習６０時間の計９０時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。
【その他】
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　健康・体力づくり財団　健康運動指導士

新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
財団法人健康運動指導士養成講習テキスト（上・下）　。購入方法については教務課へ確認ください。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 涌井　佐和子
E-mail：swakui[at]juntendo.ac.jp　（［at］を@に変更してください）
【オフィスアワー】
　  <さくらキャンパス>
　日時： 前期水曜日　12:00〜12:50
　場所: 1号館4階1402室
　できるだけE-mailで予約をしてください。先約がある場合にはそちらを優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

書名 著者 出版社 ISBN 備考
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11 涌井
【授業内容】
青少年期の成長、発育の特徴について理解し、運動の必要性やトレー
ニング効果について理解する。

【授業方法】
青少年期の成長、
発育の特徴につい
て理解し、運動の
必要性やトレーニ
ング効果について
解説する。身近な
事例について調べ
る。

（予習：2時間）
青少年期の成長、発育の特徴、運動の必要性や
トレーニング効果についての資料を読んで把握
する。

（復習：2時間）
青少年期の成長、発育の特徴、運動の必要性や
トレーニング効果についての資料を整理する。

涌井
【授業内容】
生活習慣病罹患者が服用する薬が運動プログラム作成に及ぼす影響や
運動プログラム内容の調整について理解する。

【授業方法】
生活習慣病罹患者
が服用する薬が運
動プログラム作成
に及ぼす影響や運
動プログラム内容
の調整法について
解説する。身近な
事例について調べ
る。練習問題を行
う。

（予習：2時間）
生活習慣病罹患者が服用する薬が運動プログラ
ム作成に及ぼす影響や運動プログラム内容の調
整法についての資料を読んで把握する。

（復習：2時間）
生活習慣病罹患者が服用する薬が運動プログラ
ム作成に及ぼす影響や、運動プログラム内容の
調整法についての資料を整理する。

涌井
【授業内容】
全身持久力を高めるための有酸素性運動の基本的事項、運動の必要性
やトレーニング効果について理解する。

【授業方法】
全身持久力を高め
るための有酸素性
運動の基本的事
項、運動の必要性
やトレーニング効
果について解説す
る。

（予習：2時間）
全身持久力を高めるための有酸素性運動の基本
的事項、運動の必要性やトレーニング効果につ
いての資料を読んで把握する。

（復習：2時間）
全身持久力を高めるための有酸素性運動の基本
的事項、運動の必要性やトレーニング効果につ
いての資料を整理する。

涌井
【授業内容】
特定健康診査の検査項目の基準値について理解し、保健指導判定値、
受診勧奨値について解説する。

【授業方法】
特定健康診査の検
査項目の基準値に
ついて理解し、保
健指導判定値、受
診勧奨値について
解説する。

（予習：2時間）
特定健康診査の検査項目の基準値について理解
し、保健指導判定値、受診勧奨値の資料を読
み、内容を把握する。

（復習：2時間）
特定健康診査の検査項目の基準値について理解
し、保健指導判定値、受診勧奨値の資料を整理
する。

涌井
【授業内容】
運動のための内科的メディカルチェックの重要性を理解する。

【授業方法】
運動のための内科
的メディカル
チェックの重要性
やメディカル
チェックの内容を
解説する。身近な
事例について調べ
る。練習問題を行
う。

（予習：2時間）
運動のための内科的メディカルチェックの重要
性やメディカルチェックの内容に関する資料を
読み、把握する。

（復習：2時間）
運動のための内科的メディカルチェックの重要
性やメディカルチェックの内容についての資料
を整理する。

涌井

【授業内容】
運動プログラム作成の基本的な考え方（基本原則、種類、プログラム
構成、持久性運動）を理解し、対象特性に合わせた運動プログラムの
作成法について学ぶ。

【授業方法】
運動プログラム作
成の基本的な考え
方（基本原則、種
類、プログラム構
成、持久性運動）
を理解し、対象特
性に合わせた運動
プログラム作成に
ついて解説する。
身近な事例につい
て討議する。練習
課題に取り組む。

（予習：2時間）
運動プログラム作成の基本的な考え方（基本原
則、種類、プログラム構成、持久性運動）の資
料の内容を把握する。

（復習：2時間）
運動プログラム作成の基本的な考え方（基本原
則、種類、プログラム構成、持久性運動）を理
解し、対象特性に合わせた運動プログラムの資
料の内容を整理する。

涌井

【授業内容】
運動プログラム作成の基本的な考え方（筋抵抗性運動、ストレッチン
グ、ゲーム運動、生活活動、効果判定、継続性）を理解し、対象特性
に合わせた運動プログラムについて理解する。

【授業方法】
運動プログラム作
成の基本的な考え
方（筋抵抗性運
動、ストレッチン
グ、ゲーム運動、
生活活動、効果判
定、継続性）につ
いて解説する。身
近な事例について
調べる。

（予習：2時間）
運動プログラム作成の基本的な考え方（筋抵抗
性運動、ストレッチング、ゲーム運動、生活活
動、効果判定、継続性）を理解し、対象特性に
合わせた運動プログラムについての資料を読ん
で把握する。

（復習：2時間）
運動プログラム作成の基本的な考え方（筋抵抗
性運動、ストレッチング、ゲーム運動、生活活
動、効果判定、継続性）についての資料を整理
する。
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定期試
験を実
施する
（新型
コロナ
ウィル
ス感染
症の発
生状況
に応じ
て、成
績評価
の基
準、方
法及び
授業計
画を変
更する
場合が
ありま
す。）

涌井

【授業内容】
行動変容理論の実践的適用：対象者の特徴、ニーズおよび文脈（場
面、状況など）を探り、それらの情報を反映させて、行動変容理論・
モデルおよび技法を適用する方法を理解する。

【授業方法】
対象者の特徴、
ニーズおよび文脈
（場面、状況な
ど）を探り、それ
らの情報を反映さ
せて、行動変容理
論・モデルおよび
技法を適用する方
法を解説し、自己
管理の方法につい
て討議する。

（予習：3時間）
対象者の特徴、ニーズおよび文脈（場面、状況
など）を探り、それらの情報を反映させて、行
動変容理論・モデルおよび技法を適用する方法
の資料を読み、把握する。

（復習：3時間）
対象者の特徴、ニーズおよび文脈（場面、状況
など）を探り、それらの情報を反映させて、行
動変容理論・モデルおよび技法を適用する方法
の資料を整理する。

涌井
【授業内容】
実習：行動変容を意図したプログラム開発及びカウンセリングの基本
的事項を理解する。

【授業方法】
行動変容を意図し
たプログラム開発
及びカウンセリン
グについて解説す
る。カウンセリン
グの基本的事項に
ついて事例をまと
める。

（予習：3時間）
行動変容を意図したプログラム開発及びカウン
セリングについての資料を読み、把握する。

（復習：3時間）
カウンセリングの基本的事項についての資料を
整理する。

涌井

【授業内容】
行動変容の理論：成果をもたらすためには行動の継続が重要であるこ
とを理解し、行動変容を生じさせることを目的とした行動変容理論・
モデルおよび技法についての知識を習得する。

【授業方法】
成果をもたらすた
めには行動の継続
が重要であるこ
と、行動変容を生
じさせることを目
的とした行動変容
理論・モデルおよ
び技法について解
説する。自身の状
態について調べ
る。

（予習：3時間）
行動変容を生じさせることを目的とした行動変
容理論・モデルおよび技法についての資料を読
んで、把握する。

（復習：3時間）
行動変容を生じさせることを目的とした行動変
容理論・モデルおよび技法についての資料を整
理する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　レポート、課題については、授業内で必要な情報や改善内容を示す。授業中に課したレポートや提出物については講義形式で解説を行う。

成績評価の方法

評価方法

【成績評価の方法】
　前半：健康管理分野　小テストと課題レポート（30％)、平常点(20％)を総合し、50点満点で評価する。
　後半：健康教育分野　筆記試験（レポート）1題70％、授業中に課す提出物20％、授業中の態度・行動や質疑応答などの取組む姿勢と
いった授業への意欲度（平常点）10％を総合して評価する。
　健康管理分野と健康教育分野の合計得点を総合得点として評価する。

評価基準

【成績評価の基準】
1.健康づくりの概念と制度、健康教育の歴史の概要について理解できる（小レポート）。
2.健康日本21（2次）の概要について、自身の生活と関連づけて理解することができる（小テスト）。
3.生活習慣病（メタボリックシンドローム、肥満症、高血圧症、脂質異常症、糖尿病、虚血性心疾患、がん）の定義・診断基準・リスク・
対策等について理解できる（小テスト）。
4. 介護予防制度による介護予防の内容、ロコモティブシンドローム、運動器退行性疾患、呼吸器疾患、軽度認知障害・認知症）の定義、
実態と対策について理解できる（小テスト）。
5.こころの健康増進（ストレスの考え方と評価法、ストレスマネジメントとカウンセリング、心理要因の健康行動への影響）の現状と課
題、食生活等について理解できる（レポート）。
6.自身ならびに重要な他者における健康管理の在り方について考究できる（レポート、平常点）。

7. 健康教育学の定義や概念、健康行動理論について自分の言葉で説明できるか、レポートで評価する。
8.生涯を通じた健康教育の取組と、ヘルスリテラシー、健康な生活習慣について授業中に課す提出物やレポートで評価する。
9. 職場・地域・学校等における健康教育の計画づくりについて理解し、事例をふまえて説明できるかレポートで評価する。
10. 学習意欲や授業態度については、討議や事例検討等から評価する。

定期試験は実施しない

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、第一種衛生管理者資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【学位授与方針に定められている知識・能力等との関連】
この科目は、③「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養」、⑨「健康についての専門的知識と実践的技能の取得」、⑩「健康支
援についての専門的知識と実践的技能の習得」、の学位授与方針の達成に寄与する。さらに、「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識
と教養」、「健康についての専門的知識と実践的技能の取得」ならびに「健康支援についての専門的知識と実践的技能の習得」に寄与す
る。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
公衆衛生学を履修していると望ましい。

新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。健康の維持増進，疾病の予防や回復を目的として，個人及び集団に対して生涯を通じて行う健康
づくり（教育・管理）の基本事項や各種事例を健康教育及び健康管理の視点から学修し，それらに必要な基礎知識や技術とその計画づくり
等についての基本的事項を理解することを目標とする。
　　（オムニバス方式／全14回）

（35 大久保菜穂子／6回）
主として健康教育に関わる以下の内容について学修する。
健康づくり政策の変遷，健康教育学の定義及び歴史や概念，行動変容に向けた健康行動理論・保健行動理論及び健康教育との関連，ライフ
サイクルにおける健康教育，ヘルスリテラシー，健康な生活習慣と感染症予防，健康増進法における健康教育，職場・地域・学校等におけ
る健康教育に必要な基礎知識や技術とその計画づくり。

（32 涌井佐和子／9回）
主として健康管理に関わる以下の内容について学修する。
健康づくり政策の変遷，健康づくりの法規，健康日本21（2次），生活習慣病，その他近年問題となっている疾患の定義，実態と対策，こ
ころの健康増進の現状と課題，食生活等

到達目標

【授業の到達目標】
1.健康づくりの概念と制度、健康教育の歴史、健康づくりにかかわる法規に概要について理解できる。
2.健康日本21（2次）の概要について理解することができる。
3.特定健診・保健指導制度ついて理解できる。メタボリックシンドローム、肥満症、高血圧症、脂質異常症の定義・診断基準・リスク・対
策等について理解できる。
4.糖尿病、虚血性心疾患の定義・診断基準・リスク・対策等について理解できる。また、がん（悪性新生物）対策の実態と、一次予防にお
ける運動の意義について理解できる。
5. 介護予防制度による介護予防の内容、ロコモティブシンドローム、運動器退行性疾患、呼吸器疾患、軽度認知障害・認知症の定義、実
態と対策等について理解できる。
6.運動とこころの健康増進（ストレスの考え方と評価法、ストレスマネジメントとカウンセリング、心理要因の健康行動への影響）につい
て理解できる。
7.食生活と健康づくりの関連について理解できる。
8.ライフサイクルにおける健康教育や、ヘルスリテラシー、健康な生活習慣について説明することができる。
9. 職場・地域・学校等における健康教育に必要な基礎知識や技術について理解し、計画づくりについて説明することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 涌井　佐和子 ナンバリング AHS3334

科目名 【新カリ】健康教育学 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】健康教育学 対象学年 3年

担当教員 涌井　佐和子、大久保　菜穂子、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3 涌井

【授業内容】
生活習慣病（NDC）の内容と特定健診・保健指導制度、および健康運動
指導士の役割について理解を深める。生活習慣病（メタボリックシン
ドローム、肥満症、高血圧症、脂質異常症）の定義・診断基準・リス
ク・対策等の基本的事項について理解する。

【授業方法】
生活習慣病
（NDC）の内容と
特定健診・保健指
導制度について解
説する。
生活習慣病（メタ
ボリックシンド
ローム、肥満症、
高血圧症、脂質異
常症）の定義・診
断基準・リスク・
対策等について解
説する。身近な事
例について考究し
まとめる。基本的
事項を整理する。

（予習：2時間）
生活習慣病（NDC）の内容と特定健診・保健指
導制度についての資料を読み、概要を把握す
る。生活習慣病（メタボリックシンドローム、
肥満症、高血圧症、脂質異常症）の定義・診断
基準・リスク・対策等の資料を読み内容を把握
する。
（復習：2時間）
生活習慣病（NDC）の内容と特定健診・保健指
導制度についての資料を整理する。
生活習慣病（メタボリックシンドローム、肥満
症、高血圧症、脂質異常症）に関する授業資料
を読み返し、学んだことを整理する。

涌井・大久保

【授業内容】
授業のねらいやスケジュールについて理解を深める。 健康の概念と制
度、健康教育学の定義および歴史的背景や概念について理解を深め
る。

【授業方法】
国内外の健康教育
学の歴史について
解説し、日本医師
会や日本健康教育
学会が定義する健
康教育について紹
介する。健康教育
学の歴史的な背景
や定義を相手に説
明し、理解度確認
を行う。

（予習：2時間）
シラバスを読み、今後の学習スケジュールの見
通しを持つ。
健康の概念と制度、健康教育学の歴史や定義に
ついて書籍、インターネットを利用して調べ
る。
（復習：2時間）
シラバスを再度読み返し、今後の学習スケ
ジュールの見通しを再確認する。
健康の概念と制度健康づくり政策の変遷や健康
管理にかかわる法規の資料を読み返し、学んだ
ことを整理する。
国内外の健康教育の歴史や定義について復習
し、時系列に流れを整理する。

涌井
【授業内容】
健康日本21（2次）の概要について理解する。

【授業方法】
健康日本21（2
次）の概要につい
て解説する。自身
の状況や重要な他
者について評価す
る。

（予習：2時間）
健康日本21（2次）の概要についての資料を読
み、内容を把握する。
（復習：2時間）
健康日本21（2次）の概要についての資料を読
み返し、学んだことを整理する。

備考

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による２単位の科目であり、授業３０時間と準備学習６０時間の計９０時間の学修を必要とする内容をもっ
て構成する。
【その他】
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　健康・体力づくり事業財団　健康運動指導士
対応領域
1-1. 健康の概念と制度（講義90分・1コマ）
1-2. 生活習慣病（NCD）概論と特定健診・保健指導（講義90分・1コマ）
1-3. 介護予防概論（講義90分・1コマ）
14-1. ストレスの考え方と評価法（講義90分・1コマ）
14-2. ストレスマネジメントとカウンセリング（実習90分・1コマ）
14-3. 運動の健康行動（禁煙など）への影響（講義90分・1コマ）
15-1. 食生活と健康運動（講義90分・1コマ）

　第一種衛生管理者
新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
　適宜紹介します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：
　健康管理分野担当：涌井　佐和子　　E-mail: swakui[at]juntendo.ac.jp
　健康教育分野担当： 大久保　菜穂子　E-mail： naokoo[at]juntendo.ac.jp　　　　　　*[at]を@に変更してください。
【オフィスアワー】
　涌井　日時： 水曜日　12:00〜12:50　場所: 1号館4階1402室　健康管理学研究室
　大久保　日時： 水曜日12:00〜12:50　場所: 1号館4階1415室　健康教育学研究室
できるだけE-mailで予約をしてください。先約がある場合にはそちらを優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考
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涌井
【授業内容】
食生活と健康運動との関わりに関する基本的事項を理解する。

【授業方法】
食生活と健康運動
との関わりに関す
る基本的事項を解
説する。

（予習：2.5時間）
食生活と健康運動との関わりに関する資料を読
む。
（復習：3.5時間）
食生活と健康運動との関わりについて学んだこ
とを整理する。

大久保

【授業内容】
行動変容に向けた健康行動理論・保健行動理論（KAP model、Health
Belief model、行動変容ステージ理論、セルフエフィカシーの向上
等）と健康教育の関係について理解する。

【授業方法】
健康行動を形成す
るモデルを用いた
支援方法を紹介
し、健診や健康教
育に向けて活用で
きるよう解説す
る。各理論につい
て数名で討議す
る。

（予習：1.5時間）
行動変容、健康行動理論について文献や書籍を
用いて調べる。
（復習：2.5時間）
健康行動理論におけるセルフエフィカシーを高
めるポイントについてまとめる。

涌井

【授業内容】
ストレスマネジメントとカウンセリングの基本的事項（ストレスモデ
ルに基づくストレスマネジメントの考え方、ストレス評価尺度、スト
レス対処としての一次、二次、三次予防、運動実施の心理的効果と社
会的効果、運動指導アプローチ）について理解する。

【授業方法】
ストレスマネジメ
ントとカウンセリ
ングの基本的事項
について解説す
る。身近な事例に
ついて考究しまと
める。基本的事項
を整理する。

（予習：2時間）
ストレスマネジメントとカウンセリングの授業
資料を読み返し、学んだことを整理する。
（復習：2時間）
ストレスマネジメントとカウンセリングの授業
資料を読み返し、学んだことを整理する。

涌井

【授業内容】
心理要因の健康行動への影響の基本的事項（心理要因の健康行動への
影響モデル、運動行動と他の健康行動との関わり）について理解す
る。

【授業方法】
心理要因の健康行
動への影響ついて
解説する。身近な
事例について考究
しまとめる。基本
的事項を整理す
る。

（予習：3時間）
心理要因の健康行動への影響の資料を読み内容
を把握する。
（復習：3時間）
心理要因の健康行動への影響の基本的事項（心
理要因の健康行動への影響モデル、運動行動と
他の健康行動との関わり）について理解する。

涌井

【授業内容】
介護予防制度による介護予防の内容と運動の重要性を理解し、介護予
防における健康運動指導士の役割を理解する。
ロコモティブシンドローム、運動器退行性疾患、呼吸器疾患、軽度認
知障害・認知症）の定義、実態と対策の基本的事項について理解す
る。

【授業方法】
介護予防制度によ
る介護予防の内容
と運動の重要性を
理解し、介護予防
における健康運動
指導士の役割を解
説する。
ロコモティブシン
ドローム、運動器
退行性疾患、呼吸
器疾患、軽度認知
障害・認知症）の
定義、実態と対策
について解説す
る。身近な事例に
ついて考究しまと
める。基本的事項
を整理する。

（予習：2時間）
介護予防制度および介護予防の資料を読み、概
要を把握する。ロコモティブシンドローム、運
動器退行性疾患、呼吸器疾患、軽度認知障害・
認知症）の定義、実態と対策の資料を読み内容
を把握する。
（復習：2時間）
介護予防制度および介護予防の資料を整理す
る。
ロコモティブシンドローム、運動器退行性疾
患、呼吸器疾患、軽度認知障害・認知症）の定
義、実態と対策に関する授業資料を読み返し、
学んだことを整理する。

涌井

【授業内容】
ストレスの考え方と評価法の基本的事項（メンタルヘルスの現状、ス
トレスとその評価や対策、身体活動・運動の精神・心理に及ぼす効
果）について理解する。

【授業方法】
ストレスの考え方
と評価法ついて解
説する。身近な事
例について考究し
まとめる。基本的
事項を整理する。

（予習：2時間）
ストレスの考え方と評価法の資料を読み内容を
把握する。
（復習：2時間）
ストレスの考え方と評価法関する授業資料を読
み返し、学んだことを整理する。

涌井

【授業内容】
生活習慣病（糖尿病、虚血性心疾患）の定義・診断基準・リスク・対
策等の基本的事項について理解する。また、がん対策の現状について
理解する。

【授業方法】
生活習慣病（糖尿
病、虚血性心疾
患）の定義・診断
基準・リスク・対
策等について解説
する。また、がん
対策の現状につい
て解説する。身近
な事例について考
究しまとめる。基
本的事項を整理す
る。

（予習：2時間）
生活習慣病（糖尿病、虚血性心疾患）の定義・
診断基準・リスク・対策、ならびにがん対策に
ついての資料を読み内容を把握する。
（復習：2時間）
生活習慣病（糖尿病、虚血性心疾患）の定義・
診断基準・リスク・対策、ならびにがん対策に
関する授業資料を読み返し、学んだことを整理
する。
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定期試
験は実
施しな
い

大久保
【授業内容】
健康増進法における健康教育（集団・個別）の理解を深める。

【授業方法】
地域（保健所・保
健センター等）で
行われる集団健康
教育（一般、歯周
疾患、ロコモティ
ブシンドローム、
COPD、病態別、
薬）と個別健康教
育（高血圧、脂質
異常症、糖尿病、
喫煙）の概要を解
説する。各事例に
ついて数名で討議
する。

（予習：1.5時間）
健康増進法の概要について調べ、内容を把握す
る。
（復習：2.5時間）
集団健康教育と個別健康教育の内容を整理す
る。

大久保
【授業内容】
職場・地域・学校における健康教育の計画づくりについて理解を深め
る。

【授業方法】
健康教育の計画づ
くりに重要なニー
ズアセスメント、
目的・目標、内
容、方法、教育媒
体、評価について
事例をふまえて解
説する。身近な事
例（肥満予防、腰
痛予防、心の健康
等）を調べる。

（予習：1.5時間）
健康教育の計画づくりにあたっての要件を書
籍、インターネットを利用して調べる。
（復習：2.5時間）
ニーズアセスメント、目的・目標、内容、方
法、教育媒体、評価についてまとめる。

大久保
【授業内容】
生涯を通じた健康教育の取組と、健康を決める力となるヘルスリテラ
シーについて理解を深める

【授業方法】
母子、妊娠・出産
期、壮年期、高齢
期といったライフ
サイクルに応じた
健康課題に対する
健康教育の概要を
紹介し、健康情報
を効果的に獲得す
るために必要なヘ
ルスリテラシーに
ついて解説する。

（予習：1.5時間）
ヘルスリテラシー研究について文献やインター
ネットを利用して調べる。
（復習：2.5時間）
ライフサイクルにおける健康教育について内容
を整理する。

大久保
【授業内容】
健康な生活習慣や、感染症予防のために職場や学校で行われている健
康教育を理解する。

【授業方法】
健康な生活習慣
（栄養・食生活、
身体活動・運動、
休養）や、感染症
（インフルエンザ
や食中毒）予防に
むけた健康教育の
展開方法や視聴覚
教材について紹介
する。各事例につ
いて数名で討議す
る。

（予習：1.5時間）
職場や学校で行われる健康教育について文献や
書籍を利用して調べる。
（復習：2.5時間）
健康な生活習慣や感染症予防に向けた健康教育
についてまとめる。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



備考

【学修時間】
　この授業は、講義の授業形態による２単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容で構成されて
いる。

【その他】
この授業科目は、第一種衛生管理者免許（国家資格）取得のための必修科目です。
また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

1. 「衛生管理（下） 第一種用」（中央労働災害防止協会 編）と「21世紀の予防医学・公衆衛生」（杏林書院）を参考書として使用する。
2. その他、授業中に適宜資料を配布する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：久保原禅
E-mail：ykuboha[at]juntendo.ac.jp
*[at]を@に変更してください。

【オフィスアワー】
日時：前期期間中の水曜日12:20から13:10
場所：1号館4階1414号室
*上記の時間帯には、予約なしでも質問・相談に応じるが、バッティングしないようにするため、出来るだけ前日までにe-mailで予約をす
ること。当日の質問・相談は、予約を優先する。

担当教員の実務経験

衛生管理（上） 第一種用 中央労働災害防止協会 中央労働災害防止協会 978-4-8059-1791-6

参考文献

定期試験の結果は希望者があれば個別に開示し、解説や指導を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 平常点20％、定期試験80％の結果によって評価する。合計60%(60点)以上が合格。

評価基準

1.授業への取組み姿勢と出席率を査定する（平常点）。
2.健康を保持/促進するための方法に対する理解度を評価する（定期試験）。
3.代表的な感染症、生活習慣病、職業病についての理解度を評価する（定期試験）。
4.健康促進のための各種社会制度、並びに労働基準法と労働安全衛生法に対する理解度を評価する（定期試験）。
5.第一種衛生管理者の活動・役割に対する理解度を評価する（定期試験）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、第一種衛生管理者資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学に関連した教養」、「倫理観」、「課題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
　特になし。

授業概要

全体内容

この授業では、私たちの日常生活や健康に影響を及ぼす物理学的、化学的、生物学的要因等について学ぶ。また、私たちの体や体を構成す
る組織と細胞の機能について学びながら、様々な感染 症や生活習慣病などの病気に関する理解を深める。さらに、働く人々の安全と健康
を守り、快適職場形成のための仕組みや方法について、労働基準法と労働安全衛生法を参照しながら教科書に沿って学ぶ。衛生管理者の役
割についても理解を深め、職業性疾病の成因や対策を知り、予防についても考えるなど、広い視野 からこれからの産業保健について考え
る。
　環境衛生学は、第一種衛生管理者資格免許（国家資格）取得のため必須授業である。本授業は、職場における衛生管理の方法や組織、関
連する法律・社会制度について理解を深めることを目的としている。

到達目標

1.健康を保持/促進するための具体的方法を理解できる。
2.私たちの体の機能と、感染症や生活習慣病などの疾病の仕組みを説明できる。
3.職業性疾病（職業病）について理解できる。
4.健康促進のための社会制度などについて理解できる。
5.実社会の様々な労働（衛生）環境を理解できる。
6.労働基準法と労働安全衛生法の重要部分について理解できる。
7.第一種衛生管理者の活動（主に、作業環境管理、作業管理、健康管理）について理解できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 久保原　禅 ナンバリング HYG3336

科目名 【新カリ】環境衛生学 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】環境衛生学 対象学年 3年

担当教員 久保原　禅、スポーツ健康科学部教員共通
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久保原

［授業内容］
テーマ：職業性疾病３。
ストレスと精神衛生、職場におけるメンタルヘルス、心と体の健康づ
くりの意義等について学ぶ。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
職業性疾病（左記の授業内容）について、教科
書を中心に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：作業管理。
作業管理の目的と意義、労働衛生保護具等について学ぶ。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
作業管理について、教科書を中心に予習してお
く。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：職業性疾病１。
職業と健康、物理的要因・化学的要因による健康障害について学ぶ。

[授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
職業性疾病（左記の授業内容）について、教科
書を中心に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：職業性疾病２。
生物学的要因による健康障害、作業要因（VDT作業、心理的負荷、夜勤
他）による健康障害等について学ぶ。

[授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
職業性疾病（左記の授業内容）について、教科
書を中心に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：労働衛生管理体制。
労働衛生管理体制（安全衛生管理委員会、リスクアセスメント他）に
ついて学ぶ。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
労働衛生管理体制について、教科書を中心に予
習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：作業環境要素と作業環境管理。
一般作業環境と有害作業環境、作業環境管理の意義と目的等について
学ぶ。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
作業環境要素と作業環境管理について、教科書
を中心に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：ライフサイクルと健康。
ライフサイクルと年齢層別の健康や健康をサポートする公的制度等に
ついて理解を深める。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
ライフサイクルと健康について、教科書を中心
に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：衛生管理者の役割。
衛生管理者の役割と我が国の労働衛生環境について学ぶ。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
衛生管理者の役割について、教科書を中心に予
習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：環境と健康１。
各種臓器の特徴と疾病、日常の健康管理について理解を深める。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
各種臓器の特徴と臓器別疾病の特徴、さらに健
康管理/健康教育の意義などについて、教科書
を中心に予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：環境と健康２。
健康への環境の影響と、環境影響の評価法について理解を深める。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
有害物質、有害環境の生体への影響と、有害環
境の評価法について、教科書を中心に予習して
おく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：授業のガイダンスと環境衛生学入門。
授業の進め方や成績評価法を理解する。また、「衛生学・公衆衛生
学」と「労働衛生管理」について入門的な知識を学ぶ。

［授業方法］
授業の進め方、成
績評価の方法、教
科書の予習・復習
のやり方等を解説
する。また、プリ
ントとスライドを
用いて講義を進め
る。

【予習：2時間】
衛生・公衆衛生、ならびに労働衛生管理とは何
か、教科書を読んで予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原
［授業内容］
テーマ：健康科学研究法と人口統計/衛生統計。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
人口統計や衛生統計について教科書に載ってい
るデータをチェックしておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験

久保原

［授業内容］
テーマ：健康管理。
健康管理の意義と目的、様々な医学的検査項目の意味、各種健康診断
の内容と関連法律等について解説する。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：2時間】
健康管理の意義と目的、各種医学的検査、各種
健康診断などについて教科書で予習しておく。

【復習：2時間】
教科書や配布プリントの内容を復習する。

久保原

［授業内容］
テーマ：これからの環境衛生・労働衛生。
これまで授業で学んだことを整理する。また、今後の環境衛生・労働
衛生関連の課題・解決法等について考察する。

［授業方法］
プリントとスライ
ドを用いて講義を
進める。

【予習：4時間】
我が国の今後の環境衛生・労働衛生に関わる課
題について予習、考察しておく。

【復習：4時間】
これまで授業で学んだことについて、教科書と
配布プリントの内容をもう一度復習する。定期
試験に備える。



授業回

1 深尾、染谷

【授業内容】
オリエンテーション／生活習慣病
１．運動処方演習の内容とスケジュールの説明
２．生活習慣病と運動療法

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。生活習慣病についても確認しておく。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

備考

【学修時間】
この授業は、演習の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

【その他】
健康運動指導士の資格取得には必修です。

＊新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業の際に指示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 深尾　宏祐
E-mail：fukao777〔at〕juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
　※質問や相談はできるだけ、前日までにE-mailで予約すること。
日時：前期期間中の火曜日12:00から17:00、木曜日13:00から17:00
場所：スポーツ健康医科学研究所4階9405号室
＊授業が無い期間はE-mailで予約すること。

担当教員の実務経験
［実務経験のある教員による授業］
この科目では、循環器内科医、スポーツドクターとして診療活動の経験を有している教員が、その経験を活かしながら、実践的な知識、技
術を用いて講義内容を展開する。

参考文献

授業の中で行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
　課題に対するレポートおよびプレゼンテーション（80%）、授業態度（20%）

評価基準

【成績評価の基準】
・課題に対して、適切な運動処方をできているか（課題発表）。
・わかりやすいプレゼンテーションができているか（課題発表）。
・現状での問題点について具体的に示すことができ、対応を考察できているか（ディスカッション、課題発表）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、健康運動指導士認定試験受験資格取得にあたっての必修科
目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養」「対人調整力・コミュニケーション力・スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と
教養を応用し表現する能力」「医学的知識を備えたスポーツ指導者の育成」という学位授与方針に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　運動処方に携わる仕事を目指している人。健康運動指導士を目指している人。
〔履修上の注意（科目独自のルール）〕
　課題症例を提示し、その症例に対する運動処方を個人またはチームで話し合い、まとめたものを最終日に発表する。
発表会は数人の講師が採点し、講評する。

授業概要

全体内容
健康・体力の維持増進のための運動療法導入を安全かつ効果的に行うために、運動処方の理論と実際を理解し、体得する。インスタントシ
ニアを用いて高齢者体験を行い、高齢者の運動処方で必要な項目について体験を基に検討する。

到達目標
・インスタントシニアを用いて、高齢者に対する実際の運動処方について必要な知識を体得する。
・生活習慣病やロコモティブシンドローム、循環器疾患に関する知識を復習する。
・生活習慣病やメタボリックシンドローム罹患患者に対しても運動処方を作成できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 河村　剛光 ナンバリング TRM4338

科目名 【新カリ】運動処方演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】運動処方演習 対象学年 4年

担当教員 河村　剛光、大西　朋、深尾　宏祐、スポーツ健康科学部教員共通
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深尾、大西、
染谷

【授業内容】
バイタルサイン測定および心肺運動負荷試験に関して、実習を行う。
１．血圧、脈拍測定
２．運動によるバイタル変化
３．心肺運動負荷試験（トレッドミル）

【授業方法】
実習形式

（予習：0.5時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。バイタルサインの重要性を理解する。
（復習：1.5時間）
重要ポイント、特に呼気ガス分析に関して復習
し、理解を深める。

深尾、大西、
河村、染谷

【授業内容】
新体力テスト・生活体力テストを（演習）形式で被検者および検者と
なり体験する。さらに、同テストをインスタントシニアでも行い比較
する。第２コスモホールを使用し、ADL、握力、上体起こし、長座体前
屈、10m障害物歩行、6分間歩行を実施する。

【授業方法】
実習

（予習：1.5時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。新体力テストについて復習する。

（復習：1.5時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾、青木、
大西

【授業内容】
体力測定法、運動負荷試験に関して、概要を説明後、（実習）形式で
自ら被検者および検者となり実施する。
１．トレーニング場にて体力測定
２．全身持久力、筋力、筋持久力
3.　エルゴメータ

【授業方法】
講義＋実習形式

（予習：0.5時間）
健康運動指導士養成テキストの体力測定法、運
動負荷試験の該当範囲を一読する。

（復習：1.5時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

河村

【授業内容】
体力測定法、高齢者、全身持久力
１．運動能力と健康に関する体力要素
２．測定の正確性、客観性、再現

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。測定法の基礎について復習する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

河村

【授業内容】
身体組成、肥満と運動プログラム
１．体脂肪率
２．医学統計の基礎

【授業方法】
講義

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾
【授業内容】
バイタルサイン測定および心肺運動負荷試験に関して、説明を行う。

【授業方法】
講義

（予習：0.5時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。バイタルサインの重要性を理解する。
（復習：1.5時間）
重要ポイント、特に呼気ガス分析に関して復習
し、理解を深める。

大西

【授業内容】
高齢者・ロコモティブシンドロームと運動処方
１．高齢者の運動
２．ロコモティブシンドローム

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。高齢者の特徴と運動時の注意点について
考える。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾

【授業内容】
循環器疾患・心臓リハビリテーション
１．脳卒中
２．循環器疾患と運動療法
３．心臓リハビリテーション

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。循環器疾患および心臓リハビリテーショ
ンについて調査する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

大西

【授業内容】
運動処方概論
１．予防医学としての運動
２．年齢、疾患、性別にあった運動処方

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。運動処方の理論を調査する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾

【授業内容】
身体活動・運動について
１．運動の有益性、効果
２．地域性、対象者のニーズ

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾

【授業内容】
健康運動指導士総論
１．身体活動について
２．健康運動指導士とは。
３．運動処方の実際

【授業方法】
講義形式

（予習：1時間）
健康運動指導士について、調査する。

（復習：1時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。



13

14

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験を実施しない

深尾、大西、
河村、染谷

【授業内容】
インスタントシニアを実施することで、高齢者の日常生活を（演習）
形式で疑似体験する。
半身麻痺、視力・聴力低下、視野狭窄、難聴、関節障害、筋力低下等
を体験する。

【授業方法】
実習

（予習：1.5時間）
健康運動指導士養成テキストの該当範囲を一読
する。

（復習：1.5時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。

深尾、大西、
河村、染谷

【授業内容】
レポート発表会として、それぞれが個人またはチームで討議方式で行
う。
　指定された症例をもとに適当な運動処方や注意点についてプレゼン
テーションする。

【授業方法】
実習

（予習：1.5時間）
パワーポイント形式で運動処方をまとめて発表
する。

（復習：1.5時間）
重要ポイントに関して復習し、理解を深める。



その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：村山憲男
E-mail：n-murayama@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
日時：月曜日12:10から12:45
場所：授業内で伝達する。
他の学生の相談時間と重複しないようにするため、できるだけ前週までにE-mailで予約すること。

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

【成績評価の基準】
１．教育相談で用いる理論（不適応や問題行動を含む）を理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
２．カウンセリングの理論や技法を理解し実践できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
３．教育相談の位置づけや様々な連携について理解し説明できる。（定期試験・授業内試験・レポート）
４．授業中の発言や予習・復習の取組状況によって受講態度を評価する。（定期試験・授業内試験・レポート）
【成績評価の方法】
定期試験（70％）、授業内試験・レポート・平常点（30％）。

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、中・高保健体育1種免許取得にあたっての必修科目であ
る。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特になし。
【履修上の注意（科目独自のルール）】
ノートを必ず持参すること。
【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業で解説する。
【テキスト・参考書等】
中学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 総則編（平成29年7月 文部科学省）
中学校学習指導要領解説 保健体育編（平成29年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年3月告示 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 総則編（平成30年7月 文部科学省）
高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体育編（平成30年7月 文部科学省）
生徒指導提要（平成22年　文部科学省）
特にないが、ノートを必ず持参すること。資料等は必要に応じて適宜配布する。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　教育相談の概論を理解するとともに、児童生徒の本質的理解につながる理論や技法を理解することを目的とする。授業では、教育心理学
などの知見に基づき、児童生徒の心身のバランスのとれた成長・発達と適応を促し、学校教育現場において児童生徒に起きるさまざまな心
の問題や対応していくための実践的な知識と技法を学ぶ。具体的には、前半は児童生徒の不適応や問題行動を、後半は主にカウンセリング
の基本的な姿勢や技法を取り上げる。また、生徒指導提要のなかでの教育相談の位置づけや、様々な連携についても取り上げる。

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
この科目は「社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ，スポーツ健康科学分野における専門的な知識又は技能をもとに課題を解決で
きる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

【授業の到達目標】
１．教育相談で用いる理論（不適応や問題行動を含む）を理解し説明できる。
２．カウンセリングの理論や技法を理解し実践できる。
３．教育相談の位置づけや様々な連携について理解し説明できる。

到達目標

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 村山　憲男 ナンバリング PSY3339

科目名 【新カリ】教育相談 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】教育相談 対象学年 3年

担当教員 村山　憲男、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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11 村山

【授業内容】
カウンセリングの技法④として、児童生徒の発達に合せた相談につい
て、具体的な進め方や注意点などを含めて解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
児童生徒の発達に合せた相談について、学んだ
知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
カウンセリングの技法②として、来談者中心療法以外（たとえば精神
分析など）での具体的な技法について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
来談者中心療法以外（たとえば精神分析など）
での具体的な技法について、学んだ知識を整理
しておく。

村山

【授業内容】
カウンセリングの技法③として、保護者等に対する面談にも役立つ具
体的な技法（アサーション）について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
保護者等に対する面談にも役立つ具体的な技法
（アサーション）について、学んだ知識を整理
しておく。

村山

【授業内容】
カウンセリングの基本的姿勢のほか、心理学に関係するこれまでの授
業の復習を含めて、必要な理論・概念を整理する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
カウンセリングの基本的姿勢などについて、学
んだ知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
カウンセリングの技法①として、来談者中心療法を中心に、実践で役
立つ具体的な技法について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
来談者中心療法を中心に、実践で役立つ具体的
な技法について、学んだ知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
児童生徒の不適応や問題行④として、児童生徒、および、ときに保護
者にも関係する他の精神障害について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
児童生徒、および、ときに保護者にも関係する
他の精神障害について、学んだ知識を整理して
おく。

村山

【授業内容】
授業内試験・レポートにより到達度を確認するとともに、知識をより
定着させたものにする。
【授業方法】
第1〜5回目までの内容に関する授業内試験・レポートを行い、この授
業内で解説する。

(予習：4時間)
これまでの内容を体系的に整理するとともに、
授業内試験・レポートに向けて知識を確実にし
ておく。
(復習：3時間)
間違えた内容を中心に、理解・記憶を確実にす
る。

村山

【授業内容】
児童生徒の不適応や問題行動②として、自閉スペクトラム症や他の発
達障害について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
自閉スペクトラム症や他の発達障害について、
学んだ知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
児童生徒の不適応や問題行動③として、感情障害やパーソナリティ障
害について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
感情障害やパーソナリティ障害について、学ん
だ知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
オリエンテーションとして、授業の目的と概要、成績評価、履修上の
注意について説明する。また、教育相談の全体像について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(復習：2時間)
教育相談の全体像について、学んだ知識を整理
しておく。

村山

【授業内容】
児童生徒の不適応や問題行動①として、障害全般の基本的知識や問
題、および、統合失調症について解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
障害全般の基本的知識や問題、統合失調症につ
いて、学んだ知識を整理しておく。

備考

【学修時間)
この授業は、講義の授業形態による２単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。1回の授業時間は100分とする。

【実務経験のある教員による授業科目】
臨床心理士・公認心理師として、総合病院や精神科クリニックにて、15年程度の実務経験がある。また、現在は学生相談なども担当してい
る。授業では、これらで得られた生きた知見を紹介する。
【その他】
中・高教諭1種免許（保健体育）取得するための必修科目
科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
（中学校及び高等学校　保健体育）
施行規則に定める科目区分又は事項等：
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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13

14

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験

村山

【授業内容】
教育相談はもちろん、生徒指導や、キャリア教育などにおける他職
種・他機関などとの連携について、進め方や注意点を含めて解説す
る。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
他職種・他機関などとの連携について、学んだ
知識を整理しておく。

村山

【授業内容】
授業内試験・レポートにより到達度を確認するとともに、知識をより
定着させたものにする。
【授業方法】
第7〜13回目までの内容に関する授業内試験・レポートを行い、この授
業内で解説する。

(予習：4時間)
これまでの内容を体系的に整理するとともに、
授業内試験・レポートに向けて知識を確実にし
ておく。
(復習：3時間)
間違えた内容を中心に、理解・記憶を確実にす
る。

村山

【授業内容】
生徒指導提要をもとにして、教育相談の学校のなかでの役割や組織作
りなどを解説する。
【授業方法】
授業中に示すスライドに沿って講義を進める。

(予習：2時間)
前の授業中に課した予習内容に取り組む。
(復習：2時間)
生徒指導提要をもとにして、教育相談の学校の
なかでの役割や組織作りなどについて、学んだ
知識を整理しておく。



指定教科書はない。参考書については授業内で紹介する。講義資料をJuntendo Passportで配信する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

担当： 黄田常嘉 / 山口慎史
　内線　331 / 9401
E-mail：ota＊juntendo.ac.jp / s.yamaguchi.rt＊juntendo.ac.jp（＊を＠に読み替えて下さい）
木曜日１〜2限他、適宜。　　場所：１号館２階　1216号室。
　健康管理室業務や医学部業務で不在のこともあるため、事前にメールか内線に連絡をすること。

担当教員の実務経験
科目責任者は、精神科専門医、精神保健指定、公認心理師、臨床心理士として、外来入院の診療活動、精神鑑定、学校や企業の健康管理
室、特別支援教育専門家検診など精神医学に関連した多彩な業務経験を有している。その経験を活かしながら、精神科医療、精神保健にお
ける実践的な講義内容を展開する。

参考文献

試験・課題等のフィードバックはJuntendo Passportを通して行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
筆記試験においては、講義で学んだ内容をどの程度理解できているか、自身の大学生活、今後の社会生活に応用できる程度の知識を獲得し
ているかを評価する。社会における精神保健、精神医学の現状、問題点についても関心を持てる資質のための最低限の精神科医療の知識が
身についているのか評価する

評価基準
【成績評価の方法】
　評価は、筆記試験(７0%)と授業態度・取り組む姿勢(３0%)で行う。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、第一種衛生管理者資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は,スポーツ健康科学部のディプロマポリシーに定める「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能
力」、「健康を創造・支援するために必要な身体的・精神的・社会的健康についての知識と技能「健康に関する専門性を活かし、人づく
り、社会づくりに貢献できる能力」を身につけるための科目として位置付けられる。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし

【履修上の注意】
講義にはスマホなど、インターネットがつなげるツールを持参していただきたい。講義の冒頭に示すキーワード、キーセンテンスを自身の
手で調べていただき、関心を高める時間を設ける。講義は「精神保健」について最低限の知識を提供するのみである。最も大切なことは、
学んだことを自分なりにまとめなおすことである。講義の最後に、自身がさらに興味・関心を持ってまとめる時間を作る。

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　2/3以上の出席ができない場合は、個別にレポート課題を課する

授業概要

全体内容

本科目は，講義の授業形態で行われる。保健体育教諭，特別支援学校教諭などを目指す学生にとって，基本的な精神保健，精神医学の知識
を獲得することを目標とする。また学生生活を送るために必要な，精神保健の知識と，精神的な問題への具体的な対応方法を学ぶ。
　　（オムニバス方式／全14回）

（6黄田　常嘉／10回）
精神保健，精神医学的な知識（生物−心理−社会的な見方）を理解するとともに，生徒や障害者が悩みを自身の言葉で伝えてくることに対応
できるスキル（じっくり聴き，同時に自分自身で整理してまとめ記述する力）の重要性について理解を深める。

（30 松山毅／4回）
学校教育の課題と精神保健（いじめ，不登校，自殺，暴力問題など教育現場における精神保健の課題，教職員のメンタルヘルス支援やス
クールソーシャルワーク），社会的ひきこもりと精神保健（ひきこもりの現状，原因の理解と，支援の仕組み，及び精神保健福祉の役
割），多様性・共生社会と精神保健（性別違和，更生保護，累犯障害者，ホームレス，外国人など現代社会の問題と精神保健福祉の関係性
る），災害とソーシャルワーク（災害時における精神保健的課題と支援の仕組み）について理解を深める。
【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
健康1 この科目は,スポーツ健康科学部の学位授与方針に定める「健康科学分野の専門的な知識と技能」を身につける。

到達目標
広く精神保健に関連する知識に興味を持ち、自身のメンタルヘルスについても意識が持てる。社会における精神保健、精神医学の現状、問
題点についても関心を持てる資質を身につけることができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 黄田　常嘉 ナンバリング BMS3340

科目名 【新カリ】精神保健学 授業形態

英語科目名 【新カリ】精神保健学 対象学年 3年

担当教員 黄田　常嘉、松山　毅、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5

6
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黄田　常嘉

【授業内容】
大学生活と精神保健（２）：
アルコールの問題について理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
一気飲み、アルハラ、急性アルコール中毒、ア
ルコール関連疾患、アルコール依存、離脱症状

黄田　常嘉

【授業内容】
大学生活と精神保健（３）：
薬物使用と薬物依存の問題を考える。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；依存薬物、依存薬物の種類、依存
薬物の作用、大麻、有機溶剤、覚せい剤、麻
薬、睡眠薬、危険ドラッグ

黄田　常嘉

【授業内容】
ライフサイクルと発達課題：
ライフサイクルと発達課題の意味、内容を理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；乳児期、幼児期、学童期、基本的
信頼感、脳の発達、神経系の発達、運動能力の
発達、言葉の発達
思春期、青年期、成人期、老年期、性の概念、
自己同一性、職業選択、結婚、老化、死の受容

黄田　常嘉

【授業内容】
大学生活と精神保健（１）：
摂食障害についての理解を深める。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；摂食障害、過食症、拒食症

黄田　常嘉

【授業内容】
精神科医療と法律について理解する
精神障害者の処遇と倫理について考える

【授業方法】
スライド提示

（予習：1時間）
キーワードをインターネットなどで興味を持
ち、検索する。

（復習：1時間）

キーワード：精神保健福祉法、医師法、憲法11
条

黄田　常嘉

【授業内容】
こころとは何か、健康とは何かを考える。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義
【授業内容】
精神保健の歴史
西洋の精神保健の歴史を通して、人間がこころをどのように捉えてき
たかを理解する。
日本の精神保健の歴史を通して、日本人がこころをどのように捉えて
きたかを理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：2時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：2時間）
キーワード；WHOの健康の定義、精神保健の定
義
キーワード；ヒポクラテス、ピネル、クレペリ
ン、フロイト、
精神保健福祉法、障害者自立支援法（障害者総
合支援法）

黄田　常嘉

【授業内容】
オリエンテーション：
精神科医である教員の自己紹介
精神医学の諸問題の紹介

【授業方法】
スライド提示

（予習：15時間）
最近の事件などで、精神保健、精神医学的な問
題を含むものを調べる

（復習：1時間）

黄田　常嘉

【授業内容】
自殺について理解する
自殺を巡る精神科医療、社会的問題、法律を理解する

【授業方法】
スライド提示

（予習：1時間）
キーワードをインターネットなどで興味を持
ち、検索する。

（復習：1時間）
キーワード：厚生労働省自殺統計、自殺対策基
本法、いのちの電話 ゲートキーパー

備考

この授業は、講義による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容を以て構成する。

この授業科目は、第一種衛生管理者の資格取得の要件となっている。

COVIDの流行状況により授業計画等が変更される可能性があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験の実施

松山毅

【授業内容】
1精神科医である教員の雑感に耳を傾ける
精神障害者の抱える社会的諸問題を意識する

【授業方法】
スライド提示による講義

精神科医療と現代社会の問題について興味を持
つ

黄田　常嘉

【授業内容】
　総括

【授業方法】
テスト対策

授業のまとめ

（復習：20時間）
試験対策

松山毅

【授業内容】
アスリートと精神保健（１）：
大学生生活と競技生活の共存が抱える問題について考える。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；大学生アスリート、学生生活、認
知行動療法

松山毅

【授業内容】
アスリートと精神保健（２）：
アスリート・バーンアウトについて理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；メランコリー親和型、ストレス、
バーンアウト、コーピング、オーバートレーニ
ング症候群とうつ病

黄田　常嘉

【授業内容】
大学生活と精神保健（４）：
神経症などの問題を理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；
パニック障害、強迫症状、心気症状、不安症状

松山毅

【授業内容】
大学生活と精神保健（５）：
うつ病の問題について理解する。

【授業方法】
配布資料、スライド提示による講義

（予習：1時間）
キーワードを調べておくこと

（復習：1時間）
キーワード；うつ病の診断基準、うつ病の原
因、予防、経過、治療、メランコリー親和型性
格



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：八木 直樹
E-mail：yagin@yagiroumukansa.jp　※［at］を@に置換してください。
【オフィスアワー】
　日時：授業前後の時間
場所：1号館2階 非常勤講師室
（できるだけ事前にメールで予約してください。）

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

【成績評価の基準】
１　労働基準法等の関係法令の目的や基礎的概念及び基本的条文の説明ができる。（定期試験、平常点）
２　具体的事案に関し、関係法令に照らした的確な論点整理ができる。（定期試験、平常点）
３　労使の立場の相違を理解し、関係法令の基本的な条文等を踏まえた問題解決のため助言ができる。（定期試験、平常点）
【成績評価の方法】
　平常点（授業内での発言回数・内容、「振り返り票」の記載内容）（40％）、定期試験（60％）を総合して評価する。

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、第一種衛生管理者資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし

〔履修上の注意（科目独自のルール）〕
事前に「欠席届」が提出された場合は、成績評価に際して考慮する。事後の「欠席届」は、原則として無効とする。但し、遅延に相当の理
由が認められた場合（必ず「欠席届」に遅延理由を記載すること）は考慮する。

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　任意に提出を求める授業の「振り返り票」に記載された質問等については、次回の授業において、可能な範囲で回答する。「定期試験」
については、要望により個別に解説する。

【テキスト・参考書等】
「やさしい職場の人事労務と安全衛生の基本」公益社団法人　全国労働基準関係団体連合会　発行
指定テキストは各回の授業の予習に使用すること。また授業においては、適宜参照するので必ず持参すること（平成31年3月10日発行のも
の）

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。働く人にとって最も大切な労働基準法を中心とした労働関係法令を学び，専門的知識と具体的課
題に的確に対応できる実践的思考力の修得を目標とする。また，誰もが健康で無理なく働ける「一億総活躍社会」の形成に向けた取り組み
として施行される「働き方改革法案」についても学修する。

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした教養」、「健康科学分野の専門的な知識と技能」及び「健康科学分野の専門的な実践力」と
いう学位授与方針の達成に寄与する。

【授業の到達目標】
１　労働基準法等の関係法令の目的や基礎的概念及び基本的条文の説明ができる。
２　具体的事案に関し、関係法令に照らした的確な論点整理ができる。
３　労使の立場の相違を理解し、関係法令の基本的な条文等を踏まえた問題解決のため助言ができる。

到達目標

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 八木　直樹 ナンバリング LAW3341

科目名 【新カリ】労働基準法 授業形態

英語科目名 【新カリ】労働基準法 対象学年 3年

担当教員 八木　直樹、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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9 八木

【授業内容】
テーマ:退職・解雇
「退職・解雇」に係る法規制の目的や内容について説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「退職・解雇」に係る法規制について調べてお
くこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:休暇・休業
年次有給休暇を中心に、休暇制度や管理の方法について説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「休暇」と「休業」の相違について調べておく
こと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:賃金
「賃金」と労働時間の関係や支払い原則、計算方法等について説明す
る。欠勤控除に係る演習を行う。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「賃金」に係る法規制について調べておくこ
と。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ：労働時間、休憩、休日
労働時間の基本的な設定方法や労働時間管理の重要性や方法について
説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

予習：2時間）
「労働時間・休憩・休日」の法的な定義につい
て調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:変形労働時間制、時間外休日労働
労働時間の具体的な設定方法や時間外手当の計算方法等について説明
する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「時間外労働」と「休日労働」の法的要件につ
いて調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ：労働条件の明示
労働契約上重要な「労働条件」は何かを検討し、労基法上の関係規定
を説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「労働契約」と「労働条件」の関係について、
説明できるよう調べておくこと。

（復習：3時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ：就業規則と労働契約
就業規則の必要性と労働条件の管理について説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「就業規則」に関する法的規制について調べて
おくこと。

（復習：3時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ：労働基準法の歴史
法律の体系、労働関係法令の目的や特徴について説明し、今日的な課
題について検討する。

【授業方法】
配布するプリントを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
昨年成立した「働き方改革法案」の概要につい
て調べておくこと。

（復習：3時間）
配布したプリントを読んでおくこと。

八木

【授業内容】
テーマ：労働契約の成立
求人・求職活動から労働契約の締結までの法的過程を順を追って説明
する。「内定」の法的効果について考えてもらう。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「労働契約」とはどのような契約であるか、ど
のように成立するのか説明できるよう調べてお
くこと。

（復習：3時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成する。

〔実務経験のある教員による授業〕
労働基準監督官・特定社会保険労務士・労働衛生コンサルタント等の業務経験に基づき、労働基準法を始めとする労働法規の要諦を労働現
場の実態に即してわかりやすく解説します。

【その他】
この科目は、第1種衛生管理者の資格付与の要件となっています。そのため、衛生管理者の職務遂行に必要な労働安全衛生法等についても
体系的に学習します。
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　第一種衛生管理者

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験の実施

八木

【授業内容】
テーマ:労災補償制度
労災保険法の目的や概要及び事業者の民事補償責任について説明す
る。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「労働者災害補償保険法」では、どのような補
償が行われるかを調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:雇用機会均等法・非正規労働者対策・紛争解決制度
関係法令の概要やを説明し、今後の取り組みの必要性について検討す
る。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「雇用機会均等法・非正規労働者問題・紛争解
決制度」について調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:労働衛生３管理
産業保健における職場での「衛生３管理」について説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「衛生３管理」について調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:労働衛生の現状と課題
産業社会における労働衛生上の課題や職場における課題解決の取り組
みについて検討する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「産業関連疾患」について調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと

八木

【授業内容】
テーマ:労働安全衛生一般
労働災害防止の取り組みの歴史と労働安全衛生法の目的や概要につい
て説明する。

【授業方法】
配布するプリントとス指定テキストを用いて講義を進める。

（予習：2時間）
「労働安全衛生法」では、どのような事項につ
いて規制しているかを調べておくこと。

（復習：2時間）
配布したプリント及び指定したテキストの該当
箇所を読んでおくこと



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　レポート、課題については、授業内で必要な情報や改善内容を示す。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

[成績評価の方法]
①授業態度・取り組む姿勢：実習内容、出席カードへの授業コメントによりA（20点）、B（15点）、C（10点）、D（5点）判定を行う。
②小レポート課題：１課題についてA（20点）、B（15点）、C（10点）、D（5点）、未提出（0点）判定を行い、加算する。最終的に合計得
点を20点満点に換算する。
③最終レポート：各実習の評価データから、自身の健康運動指導法に対する客観的な能力評価についてレポー トを執筆する。A（20点）、
B（15点）、C（10点）、D（5点）、未提出（0点）判定を行い、30点満点に換算す る。
最終的に①②③を合計する。

評価基準

【成績評価の基準】
1.ウォームアップとクールダウンの生理学的な効果を理解し、主運動に適したそれぞれの運動をプログラミングし、指導原則に従った指導
ができる（平常点、レポート）。
2.ストレッチングの特性や生理学的な効果、分類などを理論的に理解し、基本的な指導方法を身に着ける。健康づくり施策を理解し、健康
づくりにおける健康運動指導士の役割について理解できる（平常点、レポート）。
3.用具を用いた健康づくりのため運動プログラムの考え方を理解し、指導法を身に着ける（平常点、レポート）。
4.有酸素運動としてのウォーキングやジョギングの理論と実践方法を理解し、指導ができる（平常点、レポート）。
5.健康づくりのためのリズムウォーキングの指導方法を理解し、運動強度や安全を考慮した指導ができる（平常点、レポート）。
6.体力向上や疾病予防のためのレジスタンス運動について、その分類とそれぞれの特徴について理解し、健康づくりに効果的なプログラム
を作成できる（平常点、レポート）。
7.対象者の特徴に応じた健康づくり運動プログラムを立案し、指導ができる（平常点、レポート）。
8．運動習慣づくりのための行動変容に依拠した運動指導計画の立て方についてまとめることができる（レポート）。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ
この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の必修科目である。また、健康運動指導士認定試験受験資格取得にあたっての必修科目で
ある。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【学位授与方針に定められている知識・能力等との関連】
　この科目は、③「スポーツ健康科学を中心とした幅広い知識と教養」、⑨「健康についての専門的知識と実践的技能の取得」、⑩「健康
支援についての専門的知識と実践的技能の習得」、の学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
事前に健康運動指導論を履修していることが望ましい。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，実習の授業形態で行われる。健康運動指導論で学修した基礎知識をもとに，運動強度を考慮したウォーキングの指導法，コン
ディショニング指導法，用具を使った運動指導法を体験し，実際に指導練習を行う。また，子供から中・高年者を対象とした各種模擬プロ
グロムを企画・実践を行い，プログラム評価を行う。また，運動習慣づくりのための行動変容に依拠したカウンセリングについても体験す
る。
　　（オムニバス方式／28回）

（32 涌井佐和子・村上祐介／22回）
子供から高齢者，男性と女性，健常者から障害者などを対象にした健康レベルを向上させる運動に関する指導方法の基礎を身に付けること
を目的とする。運動強度を考慮したウォーキングの指導法，コンディショニング指導法を体験し，実際に指導練習を行う。また，子供から
中・高年者を対象とした各種模擬プログラムを企画・実践を行い，プログラム評価を行う。また，運動習慣づくりのための行動変容に依拠
した運動指導計画の立て方について学ぶ。

（22 飯嶋正博・村上祐介／6回）
身体への動作に働きかけることによって，身体の慢性的な緊張に気づき，無駄な力を抜くための指導技法の理論を学び，実践的な指導の基
礎を身に付ける。特に，高齢者，障害者，アスリートへの指導現場で適用されている指導方法についての実習を行う。また，健康づくり運
動指導現場で活用されている様々な用具の教材としての活用事例についての知識を高め，その適用方法やプログラムの展開についての実習
を通して，個人指導や集団指導の基本を身に付ける。

到達目標

【授業の到達目標】
1.ウォームアップとクールダウンの生理学的な効果を理解し、主運動に適したそれぞれの運動をプログラミングし、指導原則に従った指導
ができる。（涌井）
2.ストレッチングの特性や生理学的な効果、分類などを理論的に理解し、基本的な指導方法を身に着ける。（涌井）
3.健康動作法ならびに用具を用いた健康づくりのため運動プログラムの考え方を理解し、指導法を身に着ける（飯嶋）。
4.有酸素運動としてのウォーキングやジョギングの理論と実践方法を理解し、指導ができる。（涌井）
5.健康づくりのためのリズムウォーキングの指導方法を理解し、運動強度や安全を考慮した指導ができる。（涌井）
6.体力向上や疾病予防のためのレジスタンス運動について、その分類とそれぞれの特徴について理解し、健康づくりに効果的なプログラム
を作成できる。（涌井）
7.対象者の特徴に応じた健康づくり運動プログラムを立案し、指導ができる（涌井）。
8．運動習慣づくりのための行動変容に依拠した運動指導計画の立て方について理解できる（涌井）。
[学生に望むこと]
健康運動指導は、自身がその方法を「わかる」「できる」だけでなく、「説明できる」「指導できる」ことも 必要になります。受講者同
志で評価し合い、自身の引出しを増やせるような努力を期待します。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 涌井　佐和子 ナンバリング AHS3333

科目名 【新カリ】健康運動指導実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】健康運動指導実習 対象学年 3年

担当教員 涌井　佐和子、飯嶋　正博、村上　祐介、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1・2

3・4

5・6

7・8

飯嶋・村上
【授業内容】
用具を用いた健康づくりのため運動プログラムの考え方を理解し、指
導法を身に着ける。

【授業方法】
用具を用いた健康
づくりのため運動
プログラムの考え
方や指導法を解説
し、実習を行う。

（予習：1時間）
用具を用いた健康づくりのため運動プログラム
の考え方や指導法の資料を読み、概要を把握す
る。
（復習：1時間）
用具を用いた健康づくりのため運動プログラム
の考え方や指導法の資料を整理する。

飯嶋・村上
【授業内容】
用具を用いた健康づくりのため運動プログラムの考え方や指導法を解
説し、実習を行う。

【授業方法】
用具を用いた健康
づくりのため運動
プログラムの考え
方や指導法を解説
し、実習を行う。

（予習：1時間）
用具を用いた健康づくりのため運動プログラム
の考え方や指導法の資料を読み、概要を把握す
る。
（復習：1時間）
用具を用いた健康づくりのため運動プログラム
の考え方や指導法の資料を整理する。

涌井・村上

【授業内容】
授業のねらいやスケジュールについて理解を深める。 ウォームアップ
とクールダウンの生理学的な効果を理解し、主運動に適したそれぞれ
の運動をプログラミングし、指導原則に従った指導を行う。ストレッ
チングの特性や生理学的な効果、分類などを理論的に理解し、基本的
な指導方法を身に着ける。

【授業方法】
授業のねらいやス
ケジュールについ
て解説する。
ウォームアップと
クールダウンの生
理学的な効果を解
説する。主運動に
適したそれぞれの
運動をプログラミ
ングし、指導原則
に従って指導す
る。ストレッチン
グの特性や生理学
的な効果、分類な
どを理論的に解説
する。健康づくり
のために適した方
法を対象者の特徴
や環境に応じて選
択しての指導方法
を体験する。

（予習：1時間）
シラバスを読み、今後の学習スケジュールの見
通しを持つ。
（復習：1時間）
シラバスを再度読み返し、今後の学習スケ
ジュールの見通しを再確認する。
ウォームアップとクールダウン、ストレッチン
グの指導方法に関する資料を読み返し、整理す
る。

飯嶋・村上
【授業内容】
動作法の基礎について理解し、指導法を身に着ける。

【授業方法】
動作法の基礎につ
いて解説し、身体
の使い方に関する
指導法の実習を行
う。

（予習：1時間）
動作法を取り入れた運動プログラムの考え方や
指導法の資料を読み、概要を把握する。
（復習：1時間）
動作法を取り入れた健康づくりのため運動プロ
グラムの考え方や指導法の資料を整理する。

備考

【学修時間】
　この授業は、実習の授業形態による２単位の科目であり、授業６０時間と準備学習３０時間の計９０時間の学修を必要とする内容をもっ
て構成する。
【その他】
この授業は健康運動指導士受験資格取得のための必須科目です。
この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
健康・体力づくり事業財団　健康運動指導士
対応領域
9-2. ストレッチングと柔軟体操の実際（実習　90分・1コマ）
9-6．レジスタンス運動（実習90分・1コマ）
9-7. 介護予防と運動（1）（2）（実習180分・2コマ）
新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
　財団法人健康運動指導士養成講習テキスト（上・下）
購入方法については教務課へ確認ください。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：涌井　佐和子
　E-mail: swakui[at]juntendo.ac.jp　（［at］を@に変更してください）
【オフィスアワー】
  <さくらキャンパス>
　日時： 後期水曜日　12:00〜12:40
　場所: 1号館4階1402室
できるだけE-mailで予約をしてください。先約がある場合にはそちらを優先します。

担当教員の実務経験

参考文献



9・10

11・12

13・14

15・16

17・18

19・20

21・22

23・24

25・26 涌井・村上
【授業内容】
運動指導の実際Ⅳ
模擬プログラムを行い、評価者が実施者のプログラムを評価する。

【授業方法】
模擬プログラムを
行う。相互評価
（運動強度、内容
の適切さ、安全へ
の配慮）を行う

（予習：1時間）
運動指導について、教材、指導計画の見直しや
訂正、指導練習を行う。
（復習：1時間）
評価を行いながら、課題を振り返る。

涌井・村上
【授業内容】
運動指導の実際Ⅱ
模擬プログラムを行い、評価者が実施者のプログラムを評価する。

【授業方法】
模擬プログラムを
行う。相互評価
（運動強度、内容
の適切さ、安全へ
の配慮）を行う

（予習：1時間）
運動指導について、教材、指導計画の見直しや
訂正、指導練習を行う。
（復習：1時間）
評価を行いながら、課題を振り返る。

涌井・村上
【授業内容】
運動指導の実際Ⅲ
模擬プログラムを行い、評価者が実施者のプログラムを評価する。

【授業方法】
模擬プログラムを
行う。相互評価
（運動強度、内容
の適切さ、安全へ
の配慮）を行う

（予習：1時間）
運動指導について、教材、指導計画の見直しや
訂正、指導練習を行う。
（復習：1時間）
評価を行いながら、課題を振り返る。

涌井・村上
【授業内容】
介護予防のための一次予防、二次予防の具体的内容について理解し、
必要な知識や技術を身に着ける。

【授業方法】
介護予防のための
一次予防、二次予
防の具体的内容に
ついて解説する。
必要な知識や技術
を整理し、プログ
ラム試案を作成す
る。

（予習：1時間）
介護予防のための一次予防、二次予防の具体的
内容について理解し、必要な知識や技術につい
ての資料を読んで把握する
（復習：1時間）
介護予防のための一次予防、二次予防の具体的
内容について理解し、必要な知識や技術につい
ての資料を整理する。

涌井・村上
【授業内容】
運動指導の実際Ⅰ
模擬プログラムを行い、評価者が実施者のプログラムを評価する。

【授業方法】
模擬プログラムを
行う。相互評価
（運動強度、内容
の適切さ、安全へ
の配慮）を行う

（予習：1時間）
運動指導について、教材、指導計画の見直しや
訂正、指導練習を行う。
（復習：1時間）
評価を行いながら、課題を振り返る。

涌井・村上
【授業内容】
音源を使用した有酸素運動（リズムウォーキング）を発表する。

【授業方法】
作成したリズム
ウォーキングのプ
ログラムの指導を
行う。相互評価を
行う。

（予習：1時間）
プログラムを修正して練習する。
（復習：1時間）
評価ポイントについて整理する。

涌井・村上

【授業内容】
体力向上や疾病予防のためのレジスタンス運動について、その分類と
それぞれの特徴について理解し、健康づくりに効果的なプログラムを
作成できる能力を習得する。

【授業方法】
体力向上や疾病予
防のためのレジス
タンス運動につい
て、その分類とそ
れぞれの特徴につ
いて整理し、健康
づくりに効果的な
プログラム案を作
成して実践する。

（予習：1時間）
体力向上や疾病予防のためのレジスタンス運動
について、その分類とそれぞれの特徴、健康づ
くりに効果的なプログラムの資料を読み、把握
する。
（復習：1時間）
体力向上や疾病予防のためのレジスタンス運動
について、その分類とそれぞれの特徴、健康づ
くりに効果的なプログラムの資料を整理する。

涌井・村上
【授業内容】
健康の保持と増進のために日常的に多くの人が実践できる有酸素運動
としてのウォーキングの理論と実践方法を理解する。

【授業方法】
ウォーキングの理
論と実践方法を解
説する。異なる歩
行速度でウォーキ
ングを行い、運動
強度を算出する。

（予習：1時間）
有酸素運動としてのウォーキングの理論と実践
方法に高血圧症予防・治療における運動の意義
と、高血圧における運動実施上の留意点につい
ての資料を読んで把握する。
（復習：1時間）
有酸素運動としてのウォーキングの理論と実践
方法についての資料を整理する。

涌井・村上
【授業内容】
音源を使用した有酸素運動（リズムウォーキング）の指導法について
理解する。

【授業方法】
作成したリズム
ウォーキングのプ
ログラムの指導を
行う。相互評価を
行う。

（予習：1時間）
音源を使用した有酸素運動（リズムウォーキン
グ）の指導法についての資料を読んで概要を把
握する。
（復習：1時間）
音源を使用した有酸素運動（リズムウォーキン
グ）のプログラムをよりよいものに修正する



27・28

定期試
験は実
施しな
い

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

涌井・村上

【授業内容】
行動変容を意図したプログラム開発の具体的方策を学び、運動継続強
化を目的とした指導計画および個別カウンセリング方法を理解する。
健康づくり運動指導についてまとめる。

【授業方法】
行動変容を意図し
たプログラム開発
の具体的方策に関
する資料をまとめ
る。運動継続強化
を目的とした運動
プログラムの作成
および個別カウン
セリング方法を理
解する。健康づく
り運動指導につい
てまとめる。

（予習：2時間）
行動変容を意図したプログラム開発の具体的方
策についての資料を読む。
（復習：2時間）
行動変容を意図したプログラム開発の具体的方
策に関する資料を読み返し、健康づくり運動指
導について整理する。



【テキスト・参考書等】
特定のテキストは使用せず、必要に応じて適宜、担当教員が準備し、配布することとする。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：大久保菜穂子（代表）
E-mail：naokoo[at]juntendo.ac.jp　　　　　※左記アドレスの[at]を@に変更してください。

【オフィスアワー】　日時： 木曜日12:00〜12:50　場所: 1号館4階1415室　健康教育学研究室
できるだけE-mailで予約をしてください。先約がある場合にはそちらを優先します。

参考文献

【試験・課題等に対するフィードバック方法】
レポート、課題については、授業内で必要な情報や改善内容を示す。授業中に課したレポートや提出物については講義形式で解説を行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【評価方法】
到達目標に準じた評価を各担当者が実施したうえで総合評価を行う。

評価基準

【評価基準】
1.学校及び地域保健の各領域で取り組まれている保健活動を効果的に実施するには連携・協力体制づくりが必要であることを理解し説明す
ることができる。
2.学校及び地域保健における保健活動の現状や課題を理解し説明することができる。
3.保健活動を進めるための計画の作成方法や実施方法について理解し、企画立案することができている。
4. 健康教育や社会福祉、学校保健、保健行政など幅広く健康支援にかかわる諸技術を習得し実演している。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

【ディプロマ・ポリシー、コンピテンシーとの関連】
　この科目は、「社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ、スポーツ健康科学分野における専門的な知識又は技能をもとに課題を解
決できる能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】健康学概論、健康教育学、学校保健学を履修していることが望ましい。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は，実習の授業形態で行われる。少子高齢化，情報化等を背景とした生活様式や生活環境の著しい変化は人々の健康に大きな影響を
与え，国民の健康づくりは，社会の重要な課題となっており，効果的な健康づくりを行うには学校や地域（職場を含む）等の有機的な連携
が必要となっている。学校及び地域における保健活動の現状や課題について理解した上で，実際の進め方について実習を通して理解を深め
るとともに健康教育や社会福祉，学校保健，保健行政など幅広く健康支援にかかわる諸技術を習得する。

各教員の担当箇所の概要及び担当回数
（オムニバス方式／全14回）
（35大久保菜穂子／6回）
健康教育学的なアプローチの仕方を通して、生涯にわたって健康をつくりあげていくための実践的技能の習得をめざす。まず、ライフス
テージ別の健康課題に対する効果的な健康教育の計画づくりを解説し、成人期に視点をあて、メンタルヘルスや腰痛予防など職場の健康教
育の実践例を学ぶ。また、運動習慣の定着化に向けた健康政策を調べ、現状と課題を分析し発表する。これらを通して望ましい健康教育教
材を作成できる技術を習得する。

（30松山毅／4回）
健康支援の対象者は高齢者や障害者、生活困窮者、子育て世帯なども含まれる。本実習では、対象者理解の方法として視覚、聴覚、肢体不
自由などの疑似体験を通して支援される側の立場を追体験し、あわせて相手の立場に立った支援の方法や考え方を学ぶ。その上で高齢者や
障害者などに対するレクリエーションプログラムを考案し、実際に施設や学校などでプログラムを実施し、成果・課題・改善点を考えさせ
ることも目的とする。

（52中西唯公／4回）
生活習慣の基礎づくりの時期である学齢期の子どもを対象に実施する「学校保健」の役割が期待されている。子どもの健康状態を把握する
方法としての健康診断の技法を学ぶとともに、本人が健康に興味を持ち、主体的に健康づくりに取り組めるような健診診断への参加の仕
方、健康教育のあり方について考察させる。また、応急処置や健康相談の技法を取得し、子どもたちの命を守る力をつけ、健康管理の側面
からアプローチできる学生を育成する。

到達目標

【到達目標】
１.学校及び地域保健（職場を含む）の各領域で取り組まれている保健活動を効果的に実施するには連携・協力体制づくりが必要であるこ
とを理解している。
２.学校及び地域保健における保健活動の現状や課題について理解している。
３.保健活動を進めるための計画の作成方法や実施方法について理解し、企画立案ができる。
４. 健康教育や社会福祉、学校保健、保健行政など幅広く健康支援にかかわる諸技術を習得し実演できる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 大久保　菜穂子 ナンバリング AHS3335

科目名 【新カリ】健康学実習 授業形態 実験・実習

英語科目名 【新カリ】健康学実習 対象学年 3年

担当教員 大久保　菜穂子、松山　毅、中西　唯公、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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2

3
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7 松山
【授業内容】疑似体験②　車いす体験を通して日常生活の不自由さや
バリアフリーの現状を学ぶ。

【授業方法】車い
すでの疑似体験を
通して、車いす使
用者の立場を考え
る、支援方法を学
ぶ、学校内のバリ
アフリーの整備状
況を調べる。

（予習：1時間）車いすを使用しなければなら
ない人はどのような人か、人数、生活する上で
の課題は何か、などを調べておく。
（復習：1時間）授業を通して気が付いた様々
なバリアについて整理し、改善方法について考
察しレポートにまとめる。

大久保 【授業内容】運動習慣の定着化に向けた健康教育を実践する。

【授業方法】ス
ポーツ庁が提唱す
るスポーツ実施率
向上に向けた行動
計画に基づき、健
康づくりプログラ
ムを企画し学校等
で健康教育を展開
する。

（予習：1時間）インターネット等で、スポー
ツ庁が提言する健康政策について調べておく。
（復習：1時間）効果的な健康教育が展開でき
たかふりかえり、計画づくりの要件ごとにレ
ポートにまとめる。

松山
【授業内容】疑似体験①　視覚障害や聴覚障害の疑似体験を通して不
自由さを体験するとともに、バリアフリーや支援の在り方について考
える。

【授業方法】アイ
マスクや白杖、イ
ヤーマフなどを使
用して障害疑似体
験、支援の方法の
練習を行う。

（予習：1時間）視覚障害や聴覚障害の種類や
人数、現状、課題について調べておく。
（復習：1時間）授業を通して気が付いた様々
なバリアについて整理し、改善方法について考
察しレポートにまとめる。

大久保
【授業内容】健康課題（生活習慣病・ロコモティブシンドローム・メ
タボリックシンドローム等）の健康教育実践例の分析および企画・実
施・評価

【授業方法】健康
教育実践例につい
て解説し、ライフ
ステージ別の健康
課題に向けた望ま
しい健康教育の企
画・実施・評価に
取り組み発表す
る。

（予習：1時間）生活習慣病・ロコモティブシ
ンドローム・メタボリックシンドローム等の健
康教育実践例を分析するための要件を書籍、イ
ンターネットを利用して調べる。
（復習：1時間）ライフステージ別の健康課題
に向けた望ましい健康教育の企画・実施・評価
について整理する。

大久保 【授業内容】心の健康、腰痛予防教育等の教材開発

【授業方法】メン
タルヘルスや腰痛
予防等、職場の健
康教育事例につい
て解説し、事例教
材の現状と課題を
調べ、分析・発表
し、望ましい健康
教育教材を作成で
きる技術を習得す
る。

（予習：1時間）職場の健康教育の事例を分析
するための要件を書籍、インターネットを用い
て調べる。
（復習：1時間）各々の健康教育の事例教材の
現状と課題をまとめ、分析の観点を整理する。

大久保（松山
中西）

【授業内容】オリエンテーション
これから行われる実習日程、実習場所、内容などについての概要を説
明する。また実習を安全かつ効率よく進められるように指導する

【授業方法】スラ
イドと配布資料を
用いて講義を行
い、本授業全体の
内容や評価法等を
把握する

(予習：1時間)2年次に履修した「健康学概論」
の復習をしておく。
(復習：2時間)
シラバスおよび配布されたプリントの内容すべ
てに目を通し、授業形態・成績評価法・注意事
項について理解を深める。また、履修登録が確
実に行われているか再確認しておく。

大久保 【授業内容】健康教育の企画解説及び事例検討

【授業方法】健康
教育の計画づくり
に重要なニーズア
セスメント、目
的・目標、内容、
方法、教育媒体、
評価について解説
し、健康教育の身
近な事例を調べる

（予習：1時間）健康教育の計画づくりにあ
たっての要件を書籍、インターネットを用いて
調べる。
（復習：1時間）ニーズアセスメント、目的・
目標、内容、方法、教育媒体、評価について整
理する。

備考

【学修時間】
この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、90時間(授業時間60時間以上を含む)の学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
授業計画は授業の進行状況により多少前後することがある。
また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画の変更をお願いする場合がある。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

担当教員の実務経験



8

9
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13

14

定期試験を実施しない

中西
【授業内容】保健教育、安全教育にかかわる啓発活動（保健指導案・
安全指導案、ポスター・保健だより作成等）について実習を通して理
解を深める。

【授業方法】指導
案、生活習慣病
（喫煙、飲酒、肥
満等）、災害安全
（津波、心のケア
等）の啓発資料の
作成方法を習得
し、成果物を発表
し全体で協議を行
う。

（予習：1時間）テーマの選定と保健指導案、
安全指導案、啓発資料の作成に必要な資料を収
集しておく
（復習：1時間）保健・安全指導案、啓発資料
の作成方法、留意点についてまとめる

大久保
（松山
中西）

【授業内容】本実習のまとめ
これまでの実習内容について、担当教員に質問や相談をし理解を深
め、課題対策をする。

【授業方法】これ
まで配布された資
料を持参し、振り
返りを行い、総括
の実習レポートを
作成する。

（予習：2時間）これまでのすべての配布資料
を見て、実習を振り返り、疑問点等を整理して
おく
（復習：1時間）教員からの回答内容等を理解
し、配布資料の整理を行う

中西
【授業内容】応急手当（傷、止血、けが、熱傷、骨折、捻挫、打撲、
熱中症等）、搬送法、心肺蘇生法（CPR）、AED等について実習を通し
て理解を深める。

【授業方法】学校
における救急処置
について、包帯、
担架、毛布、心肺
蘇生モデル、エピ
ペン練習モデル等
を用いて実習を行
う。

（予習：1時間）学校における救急処置の意
義、内容、学齢期によくみられるケガについて
調べておく
（復習：1時間）学校における救急体制のあり
方について実習を踏まえてまとめる

中西
【授業内容】健康相談（児童生徒、職員）の進め方について事例を通
して理解を深める。

【授業方法】健康
相談の支援計画の
作成方法およびカ
ウンセリングの基
礎技術について解
説し、グループに
分かれて演習、振
り返りを行い、発
表する。

（予習：1時間）健康相談のプロセスについて
調べる
（復習：1時間）模擬事例研究を通して理解で
きたことを整理しまとめる

松山
【授業内容】地域の学校、施設に出向いて福祉教育や運動・スポーツ
を指導する②

【授業方法】実際
の学校や施設に出
向き指導案に基づ
いて福祉の学習や
運動・スポーツ指
導を経験する。

（予習：1時間）指導案に基づいてグループご
とに予行練習をしておく。
（復習：1時間）実際に指導してみて理解した
こと、考えたこと、改善点をレポートにまとめ
る。

中西
【授業内容】健康診断の各種検査項目の測定方法や保健調査・問診
票、健康診断表の記入を通して、情報収集や活用方法等について理解
を深める。

【授業方法】健康
診断の年間計画、
検査項目（身長、
体重、視力、聴
力、脊柱側弯、四
肢の状態等）、保
健調査・問診票、
健康診断表の記入
の実習を行う。

（予習：1時間）学校における健康診断の意
義、内容、学齢期によくみられる疾病について
調べておく。
（復習：1時間）健康診断の事後措置及び健康
教育への活用について実習を踏まえてまとめ
る。

松山
【授業内容】地域の学校、施設に出向いて福祉教育や運動・スポーツ
を指導する①

【授業方法】近隣
の学校や福祉施設
等で、福祉を教え
たり、軽スポーツ
などを指導する指
導案を作成する。
（担当施設を割り
当て、それぞれグ
ループごとに話し
合う）

（予習：1時間）福祉教育やアダプテッドス
ポーツなどについて調べておく。
（復習：1時間）グループで話し合ったことを
整理し、指導案を完成させる。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は、実習の授業形態による2単位の科目であり、授業60時間と準備学習30時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

【その他】
この授業科目は、第一種衛生管理者の必修科目です。
また、新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

実習用のオリジナルテキストは実習開始時に配布する。
レポート作成のための参考書としては、「新しい環境衛生」（南江堂）（図書館にある）、「衛生管理（上、下）」（中央労働災害防止協会）を用いる。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当： 久保原禅
E-mail：ykuboha[at]juntendo.ac.jp
*[at]を@に変更してください。

【オフィスアワー】
月曜日14:00~16:00（１号館４階1414、あるいは1409　健康生命科学）

担当教員の実務経験

参考文献

毎回実習後（一週間以内）に提出するレポートは、採点後、コメント等を付けて返却する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
毎回の授業取組み20％、及びレポート提出とその内容完成度を80％として行う。合計60%（60点）以上が合格。　なお、止むおえない理由
で見学会を欠席する場合には、追加レポートを提出して補う。レポートの作成期間は原則一週間であり、提出の遅延は減点の対象とする。

評価基準
1.環境中の汚染物質やその代謝産物等を評価（測定/定量）するための理論と方法を理解している。
2.生活環境や労働環境の改善の重要性を理解している。
3.企業や労働環境における安全管理や衛生管理の実態と問題点/課題について理解している。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・健康科学コース科目の選択必修科目である。また、第一種衛生管理者資格取得にあたっての必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学に関連した教養」、「課題解決能力」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特になし。

【履修上の注意（科目独自のルール）】
施設見学では危険な場所や機材等もあるので、現場の担当者や教員の指示に従うこと。

授業概要

全体内容

本実習は国家資格である「第一種衛生管理者免許」の取得に必須のものである。そのために、生活環境や労働環境における汚染物質の検出
や定量、水質検査、騒音の測定等、環境管理に必要な様々な測定/評価法を学ぶ。また、それら測定/評価結果に基づいた環境改善策を考え
る内容となっている。毎回実施した実習についてまとめたレポートを作成することが重要となる。さらに、学外の3か所程の企業を見学
し、現場の専門家による「衛生管理」についての説明を受ける。さくらキャンパスでの演習においては、中央労働災害防止協会の方から現
在労働衛生で問題となっている課題などについて講義形式で解説して頂く予定である。
　なお、下記の実習日程については、諸事情によって順番が変更になることがある。

到達目標
1.環境中の汚染物質やその代謝産物等を評価（測定/定量）するための理論と方法を理解できる。
2.生活環境や労働環境の改善の重要性を理解できる。
3.企業や労働環境における安全管理や衛生管理の実態と問題点/課題について理解できる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 久保原　禅 ナンバリング HYG3337

科目名 【新カリ】環境衛生学実習 授業形態

英語科目名 【新カリ】環境衛生学実習 対象学年 3年

担当教員 久保原　禅、大久保　菜穂子、佐々木　啓、スポーツ健康科学部教員共通
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久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
前回に続いて、「水質検査」についてさらに理解を深める。（水質検
査2）

【授業方法】
環境中の水質検査
の項目（塩素イオ
ンや有機物等）や
それらの評価/検
査方法について解
説する。実際に、
プール水と水道水
を用いて、それら
の水質検査を実施
する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、環境中の水質と健
康被害等について予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
前回に続いて、「水質検査」についてさらに理解を深める。（水質検
査3）

【授業方法】
環境中の水質検査
の項目（残留塩素
濃度の経時変化
等）やそれらの評
価/検査方法につ
いて解説する。実
際に、プール水と
水道水を用いて、
それらの水質検査
を実施する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、環境中の水質と健
康被害等について予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
身近な細菌について理解を深め、それらの検出を実施する。

【授業方法】
食品や体表面など
に生息する細菌と
それらの検出法に
ついて解説する。
実際に環境中の細
菌を検出する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、身近な環境中の細
菌について予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「水質検査」について理解を深める。（水質検査1）

【授業方法】
環境中の水質検査
の項目（細菌、残
留塩素、窒素化合
物等）やそれらの
評価/検査方法に
ついて解説する。
実際に、プール水
と水道水を用い
て、それらの水質
検査を実施する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、環境中の水質と健
康被害等について予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「空気の汚染」に関する理解を深め、空気汚染の評価を実施する。

【授業方法】
空気汚染の指標
（有毒ガス等）と
その評価/測定法
について解説す
る。実際にいくつ
かの指標に関して
評価/測定する。

（予習：１時間）
空気汚染の指標とその測定法についてテキスト
と参考書を予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「騒音」に関する理解を深め、騒音の評価を実施する。

【授業方法】
騒音とその評価/
測定法について解
説する。実際に複
数の場所で騒音を
評価/測定する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて騒音について予習す
る。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「衛生管理者」の役割や関連法令を解説し、実習全体の流れや注意事
項について理解する。

【授業方法】
本実習のテキスト
を配布し、実習全
体の流れ、注意事
項、レポートの作
成法、評価法等を
解説する。

（予習：1時間）
社会を取り巻く様々な環境要因から、主に物理
的・化学的要因が及ぼす影響を考えておく。

（復習：1時間）
実習では様々な器具や試薬を使うので、その仕
組み等について予習する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「温熱条件」に関する理解を深め、温熱条件の評価を実施する。

【授業方法】
温熱条件とその評
価/測定方法につ
いて解説する。実
際に温熱条件を測
定する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて温熱条件について予
習する。
（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。
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定期試験を実施しない。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
外部工場の見学または映像による授業。

【授業方法】
現場の担当者から
安全衛生管理の説
明を受ける。

（予習：1時間）
食品産業における労働環境の衛生管理について
予習する。

（復習：2時間）
授業中、班ごとに調べ、討議した内容をレポー
トにする。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
職場における心と体の健康づくりの意義と目的、「産業保健」、「衛
生管理」
に関する現在の問題と課題について理解を深める。

【授業方法】
現場で指導されて
いる中央労働災害
防止協会の先生方
から解説して頂
く。

（予習：1時間）
職場において問題となるメンタルヘルスケア対
策の意義について調べておく。

（復習：2時間）
講義終了時にレポート課題を出すので取り組む
こと。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
外部工場の見学または映像による授業。

【授業方法】
現場の担当者から
安全衛生管理の説
明を受ける。

（予習：1時間）
製造業の衛生管理/労働災害について調べてく
ること。

（復習：1時間）
施設見学に関するレポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
外部工場の見学または映像による授業。

【授業方法】
現場の担当者から
安全衛生管理の説
明を受ける。

（予習：1時間）
有機溶媒や暑熱環境での衛生管理/労働災害に
ついて調べてくること。

（復習：1時間）
施設見学に関するレポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「照明」の重要性と測定法について理解を深める。

【授業方法】
日常生活や労働環
境における照明
（自然照明と人工
照明）の意義とそ
れらの評価/測定
法について解説す
る。実際に屋外と
屋内の照明を測定
する。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、日常生活や職場に
おける照明の意義と健康との関係について予習
する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。

久保原・大久
保・佐々木

【授業内容】
「環境中の「放射線」について理解を深め、放射線を検出する。

【授業方法】
放射線とは何か、
放射線による健康
被害について解説
する。実際に、
キャンパス内で放
射線量を測定す
る。

（予習：1時間）
テキストと参考書を用いて、放射線とは何か、
放射線による健康被害について予習する。

（復習：1時間）
実習テーマの背景や実施した方法のまとめ、得
られたデータの図表化、結果の評価/考察を行
い、レポートを作成する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



課題レポートは後日の授業で返却し、評価や助言を各受講者へフィードバックする。
定期試験については、Juntendo Passportを使って解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 平常点（30％）、定期試験（70％）を総合的に評価する。

評価基準

1. スポーツマネジメントと社会の関係について理解している。（定期試験）
2. レジャー・レクリエーションと社会の関係について理解している。（定期試験）
3. 総合型地域スポーツクラブや欧米のスポーツ政策について説明できる。（定期試験）
4. 女性スポーツの歴史と課題、国際スポーツ組織の現状と課題について把握している。（定期試験）
5. スポーツ政策についての歴史と現状の課題について把握している。（定期試験）
6. スポーツ組織におけるマネジメントやガバナンス、リーダーシップとの関係について理解している。（定期試験）
7. 授業中の発言、グループワークの取り組みなどによって、受講態度を評価する（平常点）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学に関連した教養」、「倫理観」及び「コミュニケーション能力とリーダーシップ」という学位授与方針の
達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特になし

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業やレポートにおけるコメントを通してフィードバックを行う。

【テキスト・参考書等】
この科目では、必ず用意しなければならないテキストはありません。必要な資料は、授業中に、適宜配布します。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。スポーツを「ヒト・モノ・カネ・情報」といった経営資源の側面からマネジメントできる能力を
醸成することを目指す。様々なマネジメントの考え方がスポーツに応用されている中，スポーツ特有のマネジメントを行う必要性とその方
法について学ぶ。具体的には，スポーツマネジメントと社会との関係について主要なトピックを取り上げ，多彩な観点から学び，実学とし
てのスポーツマネジメントを学修する。
　　（オムニバス方式／全14回）

（3　小笠原悦子／1回）
授業の進め方などについてガイダンスを行うとともに，スポーツマネジメントと社会の関係について理解する。

（51　渡正／2回）
レジャー・レクリエーションがどのように私たちの社会の中で誕生したのかについて検討し，レジャー概念について考える。レジャーを支
える消費社会について，「顕示的消費」などの様々な概念を紹介しながら，レジャー・レクリエーションの在り方を考える。

（5　黒須充／3回）
生涯スポーツ社会を実現するための重点施策の一つである総合型地域スポーツクラブについて，スポーツマネジメントの視座から分析す
る。また，ヨーロッパ諸国，北米・南米のスポーツ政策を取り上げ，各国の比較考察を行う。

（3　小笠原悦子／2回）
女性スポーツの歴史とその発展の課題について学修する。歴史的背景を踏まえ，女性アスリートを支援するための課題について学修する。
さらに，国際スポーツ組織の現状と課題，日本への期待について学修する。

（37　木藤友規／4回）
「政策とは何か」という基本的な内容から学修を進め，体育・スポーツ行政を所掌する行政機関及び体育・スポーツ活動に対する行政活動
がどのように変化してきたかについて学ぶ。また，「スポーツの価値」や，スポーツに関する現代的課題についても取り上げる。

（20　水野基樹／2回）
スポーツ組織における体系的なマネジメント活動やガバナンスの重要性及び今後の課題について考える。また，スポーツチームにおけるマ
ネジメント活動とリーダーが発揮するリーダーシップの関係について理解する。チームビルディングについても事例を用いて学修する。

到達目標

1. スポーツマネジメントと社会の関係について理解できる。
2. レジャー・レクリエーションと社会の関係について理解できる。
3. 総合型地域スポーツクラブや欧米のスポーツ政策について考察できる。
4. 女性スポーツの歴史と課題、国際スポーツ組織の現状と課題について把握できる。
5. スポーツ政策についての歴史と現状の課題について把握できる。
6. スポーツ組織におけるマネジメントやガバナンス、リーダーシップとの関係について理解できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 小笠原　悦子 ナンバリング MGT3342

科目名 【新カリ】スポーツマネジメントⅠ 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツマネジメントⅠ 対象学年 3年

担当教員 小笠原　悦子、木藤　友規、水野　基樹、工藤　康宏、黒須　充、渡　正、スポーツ健康科学部教員共通



授業回
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5 小笠原

[授業内容]
女性とスポーツ：女性スポーツの歴史とその発展の課題について学修
する。女性が初めてオリンピック参加した当時からおよそ120年を経て
男女同数の参加率に到達するまでの歴史的背景を学修する。女性アス
リートを支援するために身体生理的課題、心理社会的課題、組織環境
的課題について学修する。スポーツにおける指導者的立場に立つ女性
の増加に必要な要因について学修する。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
女性とスポーツの関係について調べ、理解を深
めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

渡

[授業内容]
レジャーを支える消費社会： S.ヴェブレンの「顕示的消費」やJ.ボー
ドリヤールの「シミュラークル」概念や「消費社会」における「記号
消費」など概念を紹介しながら1980年代以降のレジャーの拡大と現代
におけるレジャー・レクリエーションのあり方を考える。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
現代におけるレジャー・レクリエーションのあ
り方について考えておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

黒須

[授業内容]
生涯スポーツ社会を実現するための重点施策の一つである総合型地域
スポーツクラブについて、１）財源マネジメント、２）施設マネジメ
ント、３）人財マネジメント、４）事業マネジメント、５）ネット
ワークマネジメント、６）組織マネジメント、７）ミッションマネジ
メントなど、スポーツマネジメントの視座から分析する。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
総合型地域スポーツクラブについてについて調
べ、理解を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

小笠原

[授業内容]
授業の進め方などについてガイダンスを行うとともに、スポーツマネ
ジメントと社会の関係について概説する。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）これまでに履修したスポーツ
マネジメント関連の授業のテキストや資料に目
を通しておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

渡

[授業内容]
レジャーの誕生： レジャー・レクリエーションがどのように私達の社
会の中で誕生したのかについて、1）近代社会の成立、2）近代社会に
おける生活の変化の視点から検討しレジャー概念について考える。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
レジャー・レクリエーションが果たした役割と
影響について調べ、理解を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

備考

【学修時間】
この授業は、講義及びグループディスカッション・オムニバスの授業形態による2単位の科目であり、授業時間30時間と準備学習60時間の
計90時間の学修を必要とする内容をもって構成する。1回の授業時間は100分とする。
【実務経験のある教員による授業】
現役行政書士及びスポーツマネジメント実務者が、スポーツに関する法律や制度、政策、マネジメント分野において実際に担当した事案等
を交えて講義する。

【その他】
　この授業科目は、以下の資格取得の要件となっています。
　JSPO（日本スポーツ協会）公認スポーツ指導者資格　共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　新型コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　小笠原悦子 E-mail：eogasawa@juntendo.ac.jp 
　水野基樹　 E-mail : mtmizuno@juntendo.ac.jp 
　木藤 友規　E-mail：t.kito@juntendo.ac.jp　
  
  
    渡　正　　 E-mail :  t-watari@juntendo.ac.jp 
 

【オフィスアワー】
  　小笠原悦子 日時：火曜日　2限目　  場所：1号館3階1329室
    水野基樹　 日時：月曜日10:00〜12:00、火曜日15:00〜16:00　場所：1号館3階1320室
　木藤 友規　日時：前期月曜日13:00〜13:30 、後期金曜日12:30〜13:00　場所：1号館 4階 1403室
　 渡　正　　日時：月曜日13:00〜14:30　場所: 1号館3階1321室

上記の時間帯は予約がなくても対応しますが、予約してくれた学生を優先するので、前日までにE-mailやJ-Passから連絡してください。

担当教員の実務経験

参考文献
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定期試験

水野

[授業内容]
スポーツ組織のガバナンスとマネジメント：スポーツ組織には、多種
多様なステークホルダー（選手、監督、ファン、スポンサー企業、取
引先企業、自治体、地域住民など）が存在する。かつ、スポーツの公
共性や公益性を鑑みれば、企業組織と同様にスポーツ組織においても
ガバナンス（統治）機能を強化しなければならない。よって、スポー
ツ組織における体系的なマネジメント活動やガバナンスの重要性およ
び今後の課題について検討する。

[授業方法]講義
スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。

（予習：２時間）スポーツ組織のガバナンスと
マネジメントについて調べ、理解を深めてお
く。
（復習：２時間）授業内で取り上げた内容につ
いて、参考文献やなどを参照し、事後理解を深
める。

水野

[授業内容]
スポーツチームのマネジメント：スポーツチームにおけるマネジメン
ト活動とリーダーが発揮するリーダーシップの関係について、モチ
ベーションマネジメントの観点も踏まえて解説する。そして、スポー
ツ選手のスポーツに対する動機と誘因の関係を整理する。また、ス
ポーツチームを対象としたチームビルディングの技法についても具体
的事例を用いて紹介する。

[授業方法]講義
スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。

（予習：２時間）スポーツチームのマネジメン
トについて調べ、理解を深めておく。
（復習：６時間）授業内で取り上げた内容につ
いて、参考文献やなどを参照し、事後理解を深
める。授業全体を通して総まとめを行うこと

黒須

[授業内容]
アメリカ、カナダ、ブラジル、メキシコ等の北米・南米のスポーツ政
策を取り上げ、各国の１）スポーツ振興体制、２）スポーツクラブ、
３）スポーツ振興のための財源、４）スポーツ政策、５）スポーツ参
加状況等の比較考察を行う。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
北米・南米のスポーツ政策について調べ、理解
を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

小笠原

[授業内容]
国際スポーツ組織：国際スポーツ組織の現状と課題について学修す
る。大きな国際大会を経験した日本であるが、日本のスポーツ組織は
どのような国際的スポーツ組織と連携しているのかを学修する。将来
的にどのようなことが日本のスポーツ組織に期待されるのかについて
も学修する。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
国際スポーツ組織が果たした役割と影響につい
て調べ、理解を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

木藤

[授業内容]
「スポーツの価値」に関する資料をもとに、実際のスポーツ政策と比
べてどのような課題があるのかを解説する。また、スポーツに関する
現代的課題を取り上げ、実際のスポーツ政策とその背景について学
ぶ。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
スポーツの価値について考え、理解を深めてお
く。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

黒須

[授業内容]
フィンランド、フランス、ドイツ、イギリス等のヨーロッパ諸国のス
ポーツ政策を取り上げ、各国の１）スポーツ振興体制、２）スポーツ
クラブ、３）スポーツ振興のための財源、４）スポーツ政策、５）ス
ポーツ参加状況等の比較考察を行う。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
欧州のスポーツ政策について調べ、理解を深め
ておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

木藤

[授業内容]
「政策とは何か」という基本的な内容から学修を進め、我が国の統治
構造の中で体育・スポーツ行政を所掌する行政機関及び体育・スポー
ツ活動に対する行政活動がどのように変化してきたかについて学ぶ。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
スポーツにおける政策が果たした役割と影響に
ついて調べ、理解を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

木藤

[授業内容]
「スポーツの価値」に関する資料をもとに、実際のスポーツ政策と比
べてどのような課題があるのかを解説する。また、スポーツに関する
現代的課題を取り上げ、実際のスポーツ政策とその背景について学
ぶ。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
スポーツの価値について考え、理解を深めてお
く。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。

木藤

[授業内容]
「政策とは何か」という基本的な内容から学修を進め、我が国の統治
構造の中で体育・スポーツ行政を所掌する行政機関及び体育・スポー
ツ活動に対する行政活動がどのように変化してきたかについて学ぶ。
[授業方法]
スライドと配布資料を用いて講義を行う。

講義

（予習：２時間）　　　　　　　　　　　　　　
スポーツにおける政策が果たした役割と影響に
ついて調べ、理解を深めておく。
（復習：２時間）
授業内で取り上げた内容について、参考文献や
などを参照し、事後理解を深める。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学修時間60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。
【その他】
コロナウィルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：小笠原悦子 
E-mail：eogasawa@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
　日時：後期の火曜日　2限目
場所：1号館3階1329室

事前にemailでアポを取り、訪問することが望ましい。

担当教員の実務経験

参考文献

課題レポートは実次回以降の授業で゙返却して、評価や助言を各受講者
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ゲスト

【授業内容】
スポーツとエージェントビジネスについて理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞き、概要をまとめる、また、ゲストの出す課題にグ
ループとして取り組み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：2時間）
課題の研究とPP作成

（復習：2時間）
　エージェント企業のまとめ

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ　(グループ発表)　⑤に関する課題に挑戦する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
をを作成し、発表する

グループワーク・
ディスカッション

（予習：2時間）
課題の研究とPP作成

（復習：2時間）
発表の課題の整理

ゲスト

【授業内容】
プロ野球とスポーツビジネスについて理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞き、概要をまとめる、また、ゲストの出す課題にグ
ループとして取り組み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：2時間）
ゲストの企業研究

（復習：2時間）
プロ野球ビジネスの課題の整理

ゲスト

【授業内容】
スポーツとデータビジネスについて理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞き、概要をまとめる、また、ゲストの出す課題にグ
ループとして取り組み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：2時間）
ゲストの企業研究

（復習：2時間）
スポーツとデータビジネスに関わるど企業のま
とめ

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ（グループ発表）　④
コラムを読み、理解し、まとめて、発表する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
をを作成し、発表する

グループワーク・
グループディス
カッション

（予習：2時間）
課題の研究とPP作成

（復習：2時間）
発表の反省と課題の整理

ゲスト

【授業内容】
ファイナンスと経済について理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞き、概要をまとめる、また、ゲストの出す課題にグ
ループとして取り組み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：2時間）
プロ野球ビジネスの課題研究

（復習：2時間）
スポーツとファイナンスに重要なことのまとめ

ゲスト

【授業内容】
広告代理店のスポーツビジネス　について理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞き、概要をまとめる、また、ゲストの出す課題にグ
ループとして取り組み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：3時間）
研究課題の研究とPP作成

（復習：2時間）
広告代理店のビジネスの目指すものを整理する

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ（グループ発表）　③
コラムを読み、理解し、まとめて、発表する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
を作成し、発表する

グループワーク・
グループディス
カッション

（予習：3時間）
　課題の研究とPP作成

（復習：2時間）
発表の反省と課題の整理

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ　(グループ発表)　②に関する課題に挑戦する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
を作成し、発表する

グループワーク

（予習：3時間）
ゲストに関する企業研究

（復習：2時間）
発表の短所と課題の整理

小笠原悦子

【授業内容】
MBAとスポーツマネジメントの企業への応用について理解を深める

【授業方法】
ゲストの話を聞く、また、ゲストの出す課題にグループとして取り組
み、答えを発表する

講義・グループ
ディスカッション

（予習：3時間）
ゲストの企業研究

（復習：2時間）
　MBAの目指すものは何なのかをまとめる

小笠原悦子

【授業内容】
オリエンテーション、授業の最終目標と方法の説明

【授業方法】
授業の到達目標を含め、授業のやり方、評価方法、学生への期待につ
いて説明する

講義

（予習：3時間）
出題された課題の情報を収集しまとめる

（復習：0時間）

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ（グループ発表）　①
コラムを読み、理解し、まとめて、発表する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
を作成し、発表する

グループワーク

（予習：3時間）
課題の情報収集とPP作成

（復習：2時間）
発表に対する反省と課題の整理
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最終プレゼンテーション

小笠原悦子

【授業内容】
ケーススタディ　(グループ発表)　⑥に関する課題に挑戦する

【授業方法】
その場で出されるコラムをその時間内で読み、内容をまとめてＰＰＴ
をを作成し、発表する

グループワーク・
ディスカッション

（予習：2時間）
課題の研究とプレゼン準備

（復習2時間）
発表の課題の整理

小笠原悦子

【授業内容】
課題プレゼンテーション（１）
各グループで課題のプレゼンテーションを行う

【授業方法】

グループディス
カッション

（予習：2時間）
最終レポートの作成

（復習：2時間）
発表の反省とレポート作成



授業回

備考
【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業時間30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構
成する。1回の授業時間は100分とする。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

井上俊・菊幸一編著（2020）『新版よくわかるスポーツ文化論』ミネルヴァ書房
日本スポーツ社会学会編集企画委員会 編（2020）『2020 東京オリンピック・パラリンピックを社会学する：日本のスポーツ文化は変わるのか』

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当：渡 正（1号館3階1321室）
E-mail: t-watari＠juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
　日時：月曜日日時:13:00〜14:30
場所: 1号館3階1321室（スポーツ社会学研究室）
上記の時間帯は予約がなくても対応しますが、予約してくれた学生を優先するので、前日までにE-mailやJ-Passから連絡してください。

担当教員の実務経験

参考文献

小レポートは、次回の授業内に模範解答やポイントを提示し、解説する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

・各授業後に行う小レポートによって授業内容の理解度を評価する。（30％）
・定期試験によって日本のスポーツ文化の流れと、現代的な特徴の概要について理解しているか、現代のスポーツ文化の課題の説明と自分
なりの意見について評価する。（60％）
・毎回の授業への取り組みを授業内でのワークの提出状況および内容で評価する。（10％）

評価基準

１.日本のスポーツ文化について、その明治期の導入から現代までの流れについて理解している。（小レポート・定期試験）
２. 日本のスポーツ文化ついて、その具体的なトピックについて説明しその課題を理解することができる。（小レポート）
３.スポーツ文化の現代的特徴について、その概要について具体例をあげて説明することができる。（小レポート・定期試験）
４．スポーツ文化の現代的特徴について、解決すべき課題について説明し、自分なりの意見を提出することができる。（定期試験）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、スポーツ健康科学部の学位授与方針に定める「社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ、スポーツ健康科学分野におけ
る専門的な知識又は技能をもとに課題を解決できる能力」を身に付ける。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　特になし。

【履修上の注意】
1回の授業について、3分の2以上の出席時間がない場合は、その回の授業を欠席扱いとする。
本授業では、毎回、ICTを用いてワークの提出などを行う。そのためタブレットPC、ノートPCなどインターネットにアクセスし作業のでき
る機器を持ち込むことを推奨する。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。スポーツは，近代イギリスの産業資本の発展と世界的展開ともに世界中に伝播した。そのため，
これは一方では人類共有の資産とも言うべき普遍的文化であり，一方では西洋文化の進展という文化的な帝国主義の進展でもある。つま
り，スポーツは私たちにとってグローバルなものでもあり，ローカルなものでもある。近代スポーツにおける文化的成立と伝播，各地での
受容と変容を考えながら「スポーツが文化である」ということがいかなることなのかを考察する。社会学や歴史学の視点から，スポーツと
いう文化現象のダイナミズムについて理解し，新たなスポーツ文化を作っていくための基礎的な知識と思考力を身に付けることを目標とす
る。

到達目標

１.日本のスポーツ文化について、その明治期の導入から現代までの流れについて理解することができる。
２. 日本のスポーツ文化ついて、その具体的なトピックについて説明しその課題を理解することができる。
３. スポーツ文化の現代的特徴について、その概要について具体例をあげて説明することができる。
４．スポーツ文化の現代的特徴について、解決すべき課題について説明し、自分なりの意見を提出することができる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 渡　正 ナンバリング SOC3345

科目名 【新カリ】スポーツ文化論 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツ文化論 対象学年 3年

担当教員 渡　正、スポーツ健康科学部教員共通
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9 渡

海外のスポーツ文化①
スポーツ文化はグローバルなものであると同時にローカルなものでも
ある。ここでは、アメリカにおけるスポーツ文化を取り上げ、その特
徴を説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
日本のスポーツ文化各論②（学校体育文化）
日本のスポーツ文化の基礎を担う学校体育について、その歴史的変遷
と現代的課題について説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
日本のスポーツ文化各論③
日本のスポーツ組織、行政との関わりとその課題について、主にス
ポーツ政策の観点から説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡

日本のスポーツ文化総論4（戦後におけるスポーツ文化）
終戦後の復興期におけるスポーツ文化の復興について、国民体育大
会、オリンピック、そして1970年代のみんなのスポーツ・コミュニ
ティスポーツの流れを説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
日本のスポーツ文化各論①（運動部活動の進展と現代的課題）
日本独特のスポーツ文化としても捉えることのできる運動部活動につ
いてその展開と現代における課題について説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
日本のスポーツ文化総論2（日本のスポーツ文化の進展2）
昭和初期における日本のスポーツ文化について、特に甲子園野球の成
立と産業の関連について説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
日本のスポーツ文化総論3（戦時期におけるスポーツ文化）
戦時期、日本のスポーツ文化はその独自性が揺らいでいた。総力戦体
制のなかでのスポーツの利用について説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡
ガイダンス:単位取得上の諸注意、授業展開の概要を述べるとともに、
スポーツ文化を考えるうえでの基礎となる「文化」の考え方について
説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（復習：4時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。
履修登録が確実に行われているか再確認してお
く。
指定した各種WEBサイトの使い方に習熟してお
く。

渡
日本のスポーツ文化総論1（日本のスポーツ文化の進展2）
明治期にスポーツはどのような形で輸入され、日本文化や社会のなか
に位置づいていったのかについて説明する（明治〜昭和初期まで）

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。
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定期試験

渡

スポーツ文化の現代的課題3（民族の多様性とナショナリズム、スポー
ツ）
ルーツや多様な民族的アイデンティティをもつ人々にとってスポーツ
は抑圧でもあり可能性でもある。スポーツがこうした現象とどのよう
に関わっているのかについて説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

予習：3時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：3時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡

スポーツ文化の現代的課題4（障害者とスポーツ）
障害という個人の身体的・知的・精神的多様性とスポーツはどのよう
に個人を後押しし、抑圧してきたのかについてパラリンピックなどの
スポーツイベントを事例に説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：3時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：3時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡

スポーツ文化の現代的課題1（スポーツにおける国際協力）
現代社会におけるスポーツは、国際協力を推進するツールでもある。
ここでは、日本の取り組みを取り上げ、スポーツによる持続可能な開
発の可能性を説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡

スポーツ文化の現代的課題2（ジェンダー・セクスアリティの多様化と
スポーツ）
スポーツという近代の枠組みは、ジェンダー・セクシュアリティの多
様化という現実とどのように関わっているのかについて説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。

渡

海外のスポーツ文化②
スポーツ文化はグローバルなものであると同時にローカルなものでも
ある。ここでは、ヨーロッパにおけるスポーツ文化を取り上げ、その
特徴を説明する。

スライドと配布資
料を用いて講義を
行う。また提示さ
れたワークを行
い、他の受講生と
ディスカッション
し、自らの意見を
提出する。

（予習：2時間）
J-Passにアクセスし、提示された資料を読み、
授業内容への理解を深め、課題に回答してお
く。
（復習：2時間）
配布資料と講義内容を確認し課題についての小
レポートを書く。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、90時間（授業時間30時間以上を含む）の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業中に配布する配布資料を使用して授業を行います。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：野口亜弥
ay-noguchi［at］juntendo.ac.jp
※［at］を@に変更してください。
【オフィスアワー】
日時：金曜日11:00-13:00
場所：1号館3階1319号室
面会を希望する場合は、事前にemailにて予約した学生を優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

毎授業のコメントは翌週にフィードバックします。
個人課題、グループ課題はその都度フィードバックを行います。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
平常点（授業内での出席回数及び内容等）（30%）、中間レポート（30%）、最終レポート（40％）を総合して評価する。
尚、出席していても授業態度が授業進行上においてふさわしくないと判断した場合は、減点の対象とし、実習など欠席の理由が明確な場合
には欠席届の提出で出席点を考慮する。

評価基準

1．メディアとは何かが説明できる（毎回の授業コメント、グループ発表、個人課題）
2．メディアが発信するメッセージが個人や社会に与える影響を説明できる。（毎回の授業コメント、グループ発表、個人課題）
3．ニューメディアとグローバル社会の関係づけることができる（毎回の授業コメント、グループ発表、個人課題）
4．メディアの特徴やリスクを理解して、スポーツ組織の基本的な広報戦略・PR戦略に応用できる。（毎回の授業コメント、グループ発
表、個人課題）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツマネジメント学を中心とした幅広い知識と教養、及びそれらの活用能力」を身につけるための科目の１つとして開
講される。また、スポーツマネジメント学科において、「国際的視野を持ち、経営学、社会心理学、社会学等を応用したスポーツマネジメ
ントマ学についての知識と技術」という学位授与方針の達成にも寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
特にありません。

【履修上の注意】
●授業の中でスマートフォンやパソコンを活用して調べ学習をしてもらうことがあります。スマートフォンやパソコンなどでインターネッ
トにアクセスできる環境が必要となります。準備が難しい場合は事前に相談してください。
●開始20分以降の入室は原則出席扱いとなりません。

授業概要

全体内容

この授業では、「メディアとは何か」という基本的なところから学び、メディアが個人や社会に及ぼす影響を理解する。現代社会における
スポーツイベントとメディアとの関係について考える。スポーツメディアが表象する人種、ジェンダー、ナショナリズムなど身体をめぐる
文化の状況について考察する。また、メディアリテラシーを高め、メディアの効果的な活用の方法を学ぶ。特にスポーツ組織を題材とし
て、スポーツ組織の広報戦略や、ニューメディアの知識を得て、スポーツ現場でメディアがどのように活用できるか、理解する。

到達目標

1．メディアとは何かを説明できる。
2．メディアが発信するメッセージが個人や社会に与える影響を説明できる。
3．ニューメディアとグローバル社会の関係づけることができる
4．メディアの特徴やリスクを理解して、スポーツ組織の基本的な広報戦略・PR戦略に応用できる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 野口　亜弥 ナンバリング SOC3346

科目名 【新カリ】スポーツメディア論 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツメディア論 対象学年 3年

担当教員 野口　亜弥、スポーツ健康科学部教員共通
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4

５

６

7

8

野口亜弥 アスリートとメディア

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：３時間）
著名なアスリートを１名選び、メディアがその
アスリートをどのように表象しているのか、ま
た、どのようなCMに起用されているのか、調べ
てまとめる。

（予習：１時間）
授業で取り上げた事例を自分なりに再び考察す
る

野口亜弥 グローバル社会とメディアスポーツ

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：２時間）
グローバル社会でメディアはどのように活用さ
れているのか調べる

（復習：２時間）
授業で配布した資料を再度読み、グローバルメ
ディアのメリットとデメリットをまとめる。

野口亜弥 メディアと社会①

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：４時間）
メディアがスポーツを題材として映し出す社会
課題について考察する。

野口亜弥 メディアと社会②

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：４時間）
メディアがスポーツを題材として映し出す社会
課題について考察し、課題を提出する。

野口亜弥 インターネットとメディア

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：2時間）
現在インターネットを中心に広がるニューメ
ディアを調べる。

（復習：2時間）
授業で配布した資料を再度読み、ニューメディ
アと従来のメディアの特徴の違いを整理する。

野口亜弥 メディアが発信するメッセージ

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：３時間）
甲子園野球大会、箱根駅伝、全国高校女子サッ
カー選手権など、メディアが主催する大会に含
まれるメッセージを考えてくる。

（予習：１時間）
授業で取り上げた事例を用いて、メディアとス
ポーツ大会の関係性を整理する。

野口亜弥 ガイダンス【授業の目的・内容オリエンテーション】

授業の進め方、採
点方法、グループ
プレゼンテーショ
ン課題の内容確
認。グループプレ
ゼンテーションの
グループ分けを行
う。

（復習：4時間）
授業で配布するスポーツとメディアに関する資
料を読み、授業の進め方を理解する。

野口亜弥
メディアとは

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：2時間）
各メディア媒体（テレビ、新聞、インターネッ
ト等）におけるスポーツニュースの情報発信方
法の違いに注意して視聴する。

（復習：2時間）
授業で配布した資料を再度読み、メディアとは
何かを自分なりに考える。普段どんなメディア
で何の情報を得ているのか、理解を深める。
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（定期試験は実施しない）

野口亜弥 プレゼンテーションの発表

1グループ10分程
度で最終課題につ
いて発表を行う。
最後にプレゼン
テーション総括を
行う。

（予習:5 時間）
最終グループプレゼンテーションに向けて、グ
ループでしっかりとプレゼンテーション並びに
企画書を準備する。

野口亜弥 プレゼンテーションの発表

1グループ10分程
度で最終課題につ
いて発表を行う。
最後にプレゼン
テーション総括を
行う。

（予習:5 時間）
最終グループプレゼンテーションに向けて、グ
ループでしっかりとプレゼンテーション並びに
企画書を準備する。

野口亜弥 メディアリテラシー/スポーツ組織の危機管理

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

(予習:３時間)
近年のスポーツ関連の不祥事における謝罪会見
を調べる。

（復習：２時間）
不祥事が起きたときの最適な対処を授業を踏ま
えて整理する。

野口亜弥 プレゼンテーション準備
10分程度のプレゼ
ンテーションの発
表準備

（予習:5 時間）
最終グループプレゼンテーションに向けて、グ
ループでしっかりとプレゼンテーション並びに
企画書を準備する。

野口亜弥 スポーツ組織と広報・PR

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

(予習:４ 時間）
スポーツ組織（競技団体やリーグ）のウェブサ
イトを調べ、その団体がどのような広報を展開
しているのか、ニューメディアも含めて調べ
る。

野口亜弥 スポーツ組織におけるニューメディア戦略

PPTを用いて解説
する。動画なども
用いて視覚的に理
解できるようにす
る。また、予習課
題を用いて授業中
にディスカッショ
ンする。

（予習：２時間）
スポーツ組織（競技団体やリーグ）のウェブサ
イトを調べ、その団体がどのような広報を展開
しているのか、ニューメディアも含めて調べ
る。

（復習：２時間）
スポーツ組織（競技団体やリーグ）のウェブサ
イトを調べ、その団体がどのような広報を展開
しているのか、ニューメディアも含めて調べ、
課題を提出する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



成績評価の方法

評価方法

【成績評価の基準】
１．スポーツボランティアの理念を説明できる（レポート）
２．スポーツボランティアのタイプと活動パターンを説明できる（レポート）
３．ボランティア活動とNPO(非営利組織)法人の関係を説明できる（レポート）
４．スポーツボランティア活動の実践に必要な初級レベルの知識を備えている（実習）
５．有効なコミュニケーションスキルを備えている（実習）
６．グループの一員として共同作業ができる（実習）
７．明確かつ聴衆の興味を維持できるプレゼンテーションが行える（グループワーク）
８．ボランティア活動をめぐる論点を説明できる（レポート）
【成績評価の方法】
　１から８の能力が身についているかどうか、授業毎のレポート課題（10%）、スポーツボランティア体験報告書(20%)、学期末の最終レ
ポート(40%)、その他、学習意欲や態度についても、授業内で行うグループワーク(10%)やディスカッション(10%)、授業態度・取り組む姿
勢(10%)を通して評価する。

評価基準

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　１回の授業について、３分の２以上の出席時間がない場合は、その回の授業を欠席扱いとする。また、遅刻及び早退３回で、１回分の欠
席としてカウントする。講義及びスポーツボランティアの実習のセットで単位を認定する。スポーツボランティア実習報告書の未提出者は
単位を認めない。

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
　授業毎のレポート課題については、翌週の授業の中で評価のポイントを提示し、解説する。最終レポートに関しては、全授業終了後、J-
Pass上に模範例を掲示する。

【テキスト・参考書等】
１．スポーツボランティア・リーダー研修会テキスト（特定非営利活動法人日本スポーツボランティアネットワーク編）
２．笹川スポーツ財団「スポーツ白書2014〜スポーツの使命と可能性」、笹川スポーツ財団、2014.
３．長沼豊著「人が集まるボランティア組織をどうつくるのか〜双方向の学びを活かしたマネジメント〜」、ミネルヴァ書房、2014.
　１は教科書として使用するので必ず持参すること。２と３は参考書であり、レポート作成の際に参考となる。その他、授業中に、適宜、
資料を配付します。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は，講義の授業形態で行われる。ボランティア活動の意義や役割，ボランティア活動におけるチームビルディング，ボランティア組
織の運営及び安全管理等について学び，スポーツボランティア・リーダーとして活躍できる能力を養成することを目的とする。
　　（オムニバス方式／全14回）

（5 黒須　充，30　松山先生／７回）（共同）
スポーツボランティアの定義と分類，スポーツボランティア活動の具体例（大規模スポーツイベントや障害者スポーツを含む）を，映像や
データに基づいて理解する。また，スポーツボランティア活動に求められるコミュニケーションスキルの基礎について，実践をふまえて理
解を深める。さらに，ドイツ，イギリス，オーストラリア，ニュージーランドにおけるスポーツボランティアの取り組みについて，映像や
データに基づいて理解する。

（87　澁谷茂樹／７回）
スポーツボランティアの意義，スポーツボランティアの現状と課題，スポーツボランティア・リーダーの役割，心得，求められる資質など
について，活動現場の事例もふまえて理解する。また，スポーツボランティアを束ね，ボランティアが安全かつ有意義に活動できる環境を
つくる上で，ボランティア・リーダーに求められるコミュニケーションスキルの実践を通じて習得する。さらにスポーツボランティア参加
の促進と定着に向けた課題や工夫などのテーマを設定し，グループで意見交換を行う。
【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
スポーツボランティアの活動がその使命を達成するためには、組織運営マネジメントが欠かせない。この科目は、スポーツ健康科学を中心
とした幅広い知識と教養に基づき、経営学や社会学を応用したスポーツマネジメント学についての知識を身につけ、スポーツを「人、物、
金、時間、情報」という経営資源の側面からマネジメントできる能力の養成を目指す、という学位授与方針の達成に寄与する。
【授業の到達目標】
１．スポーツボランティアの理念を説明できる。
２．スポーツボランティアのタイプと活動パターンを説明できる。
３．ボランティア活動とNPO(非営利組織)法人の関係を説明できる。
４．スポーツボランティア活動の実践に必要な初級レベルの知識を備えている。
５．有効なコミュニケーションスキルを備えている。
６．グループの一員として共同作業ができる。
７．明確かつ聴衆の興味を維持できるプレゼンテーションが行える。
８．ボランティア活動をめぐる論点を説明できる。

到達目標

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 松山　毅 ナンバリング SOC3349

科目名 【新カリ】スポーツボランティア 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツボランティア 対象学年 3年

担当教員 松山　毅、澁谷　茂樹、スポーツ健康科学部教員共通



授業回

1

2

3

4

5 黒須

【授業内容】
ドイツ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランドにおけるス
ポーツボランティアの取り組みについて、映像やデータに基づいて理
解する。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．海外のスポーツボランティアをテーマにグループディスカッショ
ンを行い、班毎に発表する。

（予習：4時間）
ロンドン五輪の「ゲームズメーカー」について
事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、海外のスポーツボラン
ティアについて復習する。

黒須

【授業内容】
スポーツボランティア活動に求められるコミュニケーションスキルの
基礎について、実践をふまえて理解を深める。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．コミュニケーションスキルをテーマにグループディスカッション
を行い、班毎に発表する。

（予習：３時間）
スポーツボランティア活動に求められるコミュ
ニケーションスキルについて事前に調べ、理解
を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、スポーツボランティア
活動に求められるコミュニケーションスキルに
ついて復習する。

黒須

【授業内容】
スポーツイベントの分類、イベントの準備から評価までの流れ、イベ
ントの魅力を引き出す方法、企画書の作成、広報・宣伝媒体の選定、
イベントの効果、リスクマネジメントを取り上げ、今後のスポーツイ
ベントのあり方を探る。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スポーツイベントやプログラムをテーマにグループディスカッ
ションを行い、班毎に発表する。

（予習：３時間）
国内外で行われている様々なスポーツイベント
について事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、国内外で行われている
様々なスポーツイベントについて復習する。

黒須

【授業内容】
１．授業の進め方、授業計画、成績評価、履修にあたっての留意点な
ど
２．現代社会におけるボランティアの意義と役割について概説し、課
題解決のために自分たちに何ができるかを考えるきっかけとする。
【授業方法】
ボランティアの意義や役割をテーマにグループディスカッションを行
い、班毎に発表する。

（予習：３時間）
ボランティア活動の定義について事前に調べ、
理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、ボランティアの意義や
役割について復習する。

黒須

【授業内容】
スポーツボランティアの定義と分類、スポーツボランティア活動の具
体例などを紹介する。障がい者のスポーツにおけるボランティアの現
状についても触れる。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スポーツボランティアの現状と課題をテーマにグループディス
カッションを行い、班毎に発表する。

（予習：３時間）
スポーツボランティアの現状や課題について事
前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、スポーツボランティア
の現状や課題について復習する。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による２単位の科目であり、授業３０時間と準備学修６０時間の計９０時間の学修を必要とする内容をもって
構成する。

【その他】
特にありません。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 黒須　充
E-mail：mkurosu@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
　日時：前期期間中の火曜日12:10〜12:50、水曜日13:00〜16:00、木曜日12:10〜12:50
場所：１号館３階1323室（生涯スポーツゼミナール）
この時間以外の来室は事前にE-mailで予約ください。質問や相談は予約のあった学生を優先します。

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

試験・課題に対するフィードバック方法
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定期試験の実施

黒須

【授業内容】
スポーツボランティアの意義、スポーツボランティアの現状と課題、
スポーツボランティアリーダーに求められること、スポーツボラン
ティア参加の促進と定着に向けた課題や工夫などのテーマを設定し、
グループで意見交換を行う。
【授業方法】
１．グループディスカッションを行い、班毎に発表する。

（予習：４時間）
ボランティア参加の促進と定着に向けた課題や
工夫について事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
グループ・ディスカッションを通して学んだこ
とや感じたことを整理し、レポートにまとめ
る。

黒須
【授業内容】
最終レポートの作成

黒須

【授業内容】
人が集まるボランティア組織をどうつくるのか、どうすれば多くの人
が参加したくなる魅力ある団体となれるのかについて、「双方向の学
び」を活かしたマネジメントを中心に概説する。また、現場では様々
な状況が想定され、予期せぬ事態に対応することが要求される。その
際にリーダーが冷静かつ適切な対応を行うことができるように、リス
クマネジメントや事件と事故の応急対応等についても取り上げる。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スポーツボランティア組織の運営及び安全管理をテーマにグルー
プディスカッションを行い、班毎に発表する。

（予習：４時間）
「双方向の学び」を活かしたマネジメントにつ
いて事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、スポーツボランティア
組織の運営及び安全管理について復習する。

黒須

【授業内容】
現地の受入先との交渉・折衝、チームビルディングやコミュニケー
ションスキル（アイスブレイクの理論と実践）、情報発信など幅広い
スキルやノウハウについて学ぶ。また、自己理解・他者理解を深め、
相手の考えや感性を知るためのグループワーク（チームワークへの第
一歩、グループワークトレーニング、協力・協議・共有に向けてのグ
ループ力）を行う。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スポーツボランティア活動におけるチームビルディングをテーマ
にグループディスカッションを行い、班毎に発表する。

（予習：４時間）
HRT（Human Relations Training 自己理解・他
者理解・コミュニケーション）について事前に
調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所について配付資料やノー
ト、参考文献等を読み、スポーツボランティア
活動におけるチームビルディングについて復習
する。

黒須

【授業内容】
スポーツボランティア・リーダーの立場で身につけておくべきスポー
ツ全般やスポーツボランティアに関する幅広い知識を身につける。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スペシャルオリンピックズをテーマにグループディスカッション
を行い、班毎に発表する。

（予習：4時間）
パラリンピックやスペシャルオリンピックズに
ついて事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、障がい者スポーツのイ
ベントについて復習する。

黒須

【授業内容】
スポーツボランティアを束ね、ボランティアが安全かつ有意義に活動
できる環境をつくる上で、ボランティア・リーダーに求められるコ
ミュニケーションスキルを実践を通じて習得する。
【授業方法】
１．コミュニケーションスキルの実践を行う。

（予習：4時間）
リーダーに求められるコミュニケーションスキ
ルについて事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所について配付資料やノー
ト、参考文献等を読み、リーダーに求められる
コミュニケーションスキルについて復習する。

黒須

【授業内容】
ふり返り（リフレクション）の場として、ボランティア活動を通して
学んだことや感じたことをグループで話し合い、今後の活動につなげ
るためにどうすればいいかについて、個々にレポートを作成する。
【授業方法】
１．グループディスカッションを行う。
２．レポートを作成する。

（予習：4時間）
スポーツイベントボランティア活動の体験を通
じて、感じたことや考えたこと（レポートの草
案）をあらかじめまとめておく。
（復習）
特になし

黒須

【授業内容】
スポーツボランティアリーダーの役割、心得、やりがい、ボランティ
ア仲間との付き合い方等について理解を深め、ボランティア活動を
リーダーとして実践していくために必要と思われる知識・ノウハウを
身につける。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．スポーツボランティアリーダーの心得をテーマにグループディス
カッションを行い、班毎に発表する。

（予習：4時間）
ボランティアリーダーに必要な知識・ノウハウ
について事前に調べ、理解を深める。
（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、ボランティアリーダー
に必要な知識・ノウハウについて復習する。

黒須

【授業内容】
大規模スポーツイベント（東京マラソンなど）におけるボランティア
の活動事例を、映像やデータに基づいて理解する。
【授業方法】
１．プレゼン資料を使って講義を進める。
２．大規模スポーツイベントをテーマにグループディスカッションを
行い、班毎に発表する。

（予習：4時間）
東京マラソンについて事前に調べ、理解を深め
る。（復習：１時間）
講義で取り上げた箇所についてテキストやノー
ト、参考文献等を読み、スポーツイベントのボ
ランティア〜大規模イベントを事例に〜につい
て復習する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。
【その他】
本授業では、これまでの「場所を貸す」だけの施設運営から、マーケティングやマネジメントの手法を導入した新たな施設経営のあり方に
ついて紹介する。こうした実際の現場で活用できる知識やノウハウを身につけたいと考えている意欲的な学生の受講を望む。

新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

【テキスト・参考書等】
「公認スポーツ施設管理士教本（（公財）日本スポーツ施設協会　公認スポーツ施設管理士養成講習会テキスト）」
月刊体育施設（SF）
ケーススタディ　スポーツアクシデント改訂第4版
改訂生涯スポーツ実践論第4版
日本のサッカースタジアム—今日そして明日—
その他、授業中に適宜資料を配布します。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：高橋　季絵
E-mail：kietaka＊juntendo.ac.jp
＊を＠に変更してください
メールで日程を相談の上、授業時間後に非常勤講師室で対応する

担当教員の実務経験

公認スポーツ施設管理士教本 （公財）日本スポーツ施設協会 ー ー
（公認スポーツ施設管理士養成

講習会テキスト）

参考文献

授業毎のレポート課題については、翌週の授業の中で評価のポイントを提示し、解説する。定期試験に関しては、試験終了後、模範解答をJ-Pass上に掲載する。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【成績評価の方法】
おさらいテスト（10％）、グループ課題発表（10％）、課題レポート（10％）、中間テスト（20％）、期末テスト（50％）を総合して評価
する。

評価基準
スポーツ活動中およびスポーツ施設の運営管理における安全管理に関する法律、規則に関して、実際のスポーツ施設の利用時や運営の視点
から説明することができるかどうか、授業毎のレポート課題や学期末の定期試験で評価する。その他、学習意欲や態度についても、授業内
で行うグループワークやディスカッションを通して評価する。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

本授業では、社会や環境の変化に対応し、自ら課題を見つけ、スポーツ健康科学分野における専門的な知識または技能をもとに課題を解決
できる能力【課題解決能力】の養成を目指す、学位授与方針の達成に寄与する。スポーツ施設を「ヒト・モノ・カネ・情報」という経営資
源の側面からマネジメントできる能力の養成を目指す。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　マネジメント総論、スポーツマーケティング論、生涯スポーツ論を受講していることが望ましい。

【履修上の注意】
授業中の私語厳禁、提出物の期限厳守、テキストの所持、指定された書籍や資料の通読、
教育実習や介護実習、試合等で欠席する場合は、事後ではなく、事前に知らせること。

授業概要

全体内容

本科目は，講義の授業形態で行われる。公共及び民間のスポーツ施設運営にかかわる諸側面，すなわち屋内スポーツ施設，屋外スポーツ施
設において行われるイベントや教室，レギュラープログラムの具体的なマネジメントについて理解を深める。また，商業スポーツ施設（民
間フィットネスクラブ等）の運営管理，公共スポーツ施設の安全対策，公共スポーツ施設のイベント運営，地域スポーツ施設のマーケティ
ング，学校体育施設の運営等の実践的な事例にふれながらスポーツ施設のマネジメントについて学修する。

到達目標

スポーツ施設の運営管理について理解を深め、実際のスポーツ施設の利用時や運営に役立つ知識を習得する。
科目終了時、受講生は以下の水準に達しているよう期待される。
・スポーツ活動中およびスポーツ施設の運営管理における安全管理に関する法律、規則を学び、理解を深め、実際の対応時に自ら実践でき
るようになる。

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 高橋　季絵 ナンバリング MGT3350

科目名 【新カリ】スポーツ施設マネジメント 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツ施設マネジメント 対象学年 3年

担当教員 高橋　季絵、スポーツ健康科学部教員共通
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11 高橋
【授業内容】
「芝生の造成と維持管理（人工芝含む）」について概説し、事例を踏
まえて諸規則を学ぶ。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
芝生の造成と維持管理（人工芝含む）について
調べてくること。
復習（1.5時間）：芝生の造成と維持管理（人
工芝含む）　について復習する。

高橋
【授業内容】
課題発表

【授業方法】
第1回〜第8回まで
の授業内容（テー
マ）に関して各グ
ループ毎で発表す
る。

予習（3時間）：事例発表の準備をすること
復習（1時間）：事例発表に対する質疑応答の
内容について、整理する。

高橋
【授業内容】
「スポーツ施設の診断（保全と劣化）」について概説し、スポーツ施
設の維持について考える。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
スポーツ施設の維
持管理について、
グループディス
カッションを行
い、発表する。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
スポーツ施設の診断（保全と劣化）について調
べてくること。
復習（1.5時間）：スポーツ施設の診断（保全
と劣化）について復習する。

高橋
【授業内容】
「水泳プールの維持管理と諸規則」について解説し、安全・安心な維
持管理法について考える。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
水泳プールの安
全・安心な維持管
理について、グ
ループディスカッ
ションし、まとめ
を行う。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
水泳プールの維持管理と諸規則について調べて
くること。
復習（1.5時間）：水泳プールの維持管理と諸
規則について復習する。

高橋 中間テストの実施

予習（2時間）：第1回〜7回の授業テキストや
資料を通読すること。
復習（2時間）：第1回〜7回の授業の中で理解
が浅かった部分について復習する。

高橋
【授業内容】
「スポーツ施設の音響と照明の維持管理」について解説し、事例を紹
介する。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
スポーツ施設の音響と照明の維持管理について
調べてくること。
復習（1.5時間）：スポーツ施設の音響と照明
の維持管理について復習する。

高橋
【授業内容】
「スポーツ施設の用器具の維持管理」について諸規則を解説し、用
途・管理方法を学ぶ。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
用器具の維持管理
方法についてグ
ループディスカッ
ションし、まとめ
る。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
スポーツ施設の用器具の維持管理について調べ
てくること。
復習（1.5時間）：スポーツ施設の用器具の維
持管理について復習する。

高橋
【授業内容】
「スポーツ施設の安全管理：事故と対策」について考える。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
スポーツにおける
事故と対策につい
て、グループディ
スカッションを行
い、まとめを行
う。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
スポーツ施設の安全管理、特に「事故と対策」
について調べてくること。
復習（1.5時間）：スポーツ施設の安全管理
（事故と対策）について復習する。

高橋
【授業内容】
「屋内スポーツ施設の維持管理と諸規則」について解説する。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
屋内スポーツ施設の維持管理と諸規則について
調べてくること。
復習（1.5時間）：屋内スポーツ施設の維持管
理と諸規則について復習する。

高橋
【授業内容】
オリエンテーション（含：資格の説明）
日本のスポーツ施設の種類、歴史と現状

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。

授業の目的および概要の解説、シラバスの解
説、評価方法と授業の進め方について説明す
る。

高橋
【授業内容】
「スポーツ施設のマーケティング・マネジメント」について概説し、
その手法を学ぶ。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
・スポーツ施設の
マーケティングに
ついて、グループ
ディスカッション
し、まとめを行
う。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
スポーツ施設のマーケティング・マネジメント
について調べてくること。
復習（1.5時間）：スポーツ施設のマーケティ
ング・マネジメントの内容について復習する。



12

13

14

定期試験の実施

高橋
【授業内容】
「民間フィットネスクラブの経営管理」について解説し、事例を含め
て理解を深める。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
民間フィットネス
クラブの経営につ
いて、グループ
ディスカッション
をし、まとめを行
う。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
民間スポーツ施設の実例について調べてくるこ
と。
復習（1.5時間）：スポーツ施設の経営管理：
民間フィットネスクラブの経営管理について復
習する。

高橋
【授業内容】
「指定管理者制度・公共スポーツ施設・都市計画」について解説し、
事例を踏まえて理解を深める。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。
公共スポーツ施設
の管理・運営につ
いてグループディ
スカッションを行
い、発表する。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
指定管理者制度・公共スポーツ施設・都市計画
について調べてくること。
復習（1.5時間）：指定管理者制度・公共ス
ポーツ施設・都市計画について復習する。

高橋
【授業内容】
「屋外スポーツ施設の維持管理と諸規則」について解説し、事例を紹
介する。

【授業方法】
資料、スライドを
用いて講義を進め
る。

予習（2.5時間）：テキスト・資料を通読し、
屋外スポーツ施設の維持管理と諸規則について
調べてくること。
復習（1.5時間）：屋外スポーツ施設の維持管
理と諸規則について復習する。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

1
工藤
（以下同様）

【授業内容】
オリエンテーション、授業目的及び授業の進め方の解説。シラバスと
評価方法の説明。
イベントと社会について

講義

（予習：2時間）
イベントの起源や歴史についてテキストなどを
用いて調べること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

備考
【学修時間】
本科目は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業の中で提示、指示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 工藤康宏
E-mail：ykudou[at]Juntendo.ac.jp　※：[at]を＠に変更のこと
【オフィスアワー】
　火曜　16:30-17:30
木曜　13:00-14:00（前期)、金曜　13:00-14:00（後期)

担当教員の実務経験

イベント業務管理士公式テキスト1級・2級
共通

日本イベント産業振興協会人材
育成委員会

日本イベント産業振興協
会

4901173367

参考文献

レポートおよび試験の解説を行います。「履修上の注意１」で示した形でフィードバックを行います。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 課題レポート2回程度（20％）、グループワーク（10％）、筆記試験または資格試験（50％）、平常点（20％）を総合して評価する。

評価基準

1. スポーツイベント含む、一般的なイベントに共通する基本的な業務知識を理解している。（レポート・筆記試験）
2. イベントの業務を現代の社会的、経済的動向を結び付けて説明できる。（レポート・筆記試験）
3. 授業中の発言、グループワークの取り組みなどによって、受講態度を評価する（平常点）
4. JACEが行う「イベント業務管理士資格2級」に合格するレベルの知識を身につける。（資格試験、または筆記試験にて確認）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「経営学・社会心理学・社会学を応用したスポーツマネジメントについての知識」「スポーツをヒト・モノ・カネ・情報とい
う経営資源の側面からマネジメントできる」という学位授与方針の達成に寄与する。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
資格試験受験の有無を問わず、テキストの購入が必要である。所属する運動部の試合運営や学内外のイベントの運営経験（資格受験希望者
は3年相当程度）を要する（参加は運営に含まない）。講義内容の理解の確認や教員へのフィードバックのために、スマートフォンあるい
はタブレット等のQRコードリーダーを使用する場合がある。

【テキスト・参考書等】
日本イベント産業振興協会（2019）イベント業務管理士公式テキスト1級・2級共通

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。博覧会，展示会，見本市，フェスティバル，会議，文化，スポーツ等のイベント，販売促進イベ
ントなど，地域，企業，団体が催す各種のイベントなど，現代社会において，イベントはコミュニケーションメディアとして重要な役割を
担っている。これらのイベント企画運営する場合には，専門的な知識やスキルが必要とされる。イベント産業に従事する人材育成と職務能
力の醸成を目指す。

到達目標

1.スポーツイベント含む、一般的なイベントに共通する基本的な業務知識を理解している。
2.イベントの業務を現代の社会的、経済的動向を結び付けて説明できる。
3. JACE（社団法人日本イベント産業振興協会）の定めるイベントの歴史や基礎知識、実務について理解する。JACEが行う「イベント業務
管理士資格2級」に合格するレベルの知識を身につける。（資格試験、または筆記試験にて確認）

開講学期 2022年度前期 単位数 2単位

代表教員 工藤　康宏 ナンバリング MGT3351

科目名 【新カリ】スポーツイベントマネジメント 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツイベントマネジメント 対象学年 3年

担当教員 工藤　康宏、スポーツ健康科学部教員共通
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【授業内容】
プロジェクトマネジメントとリスクマネジメントについて

講義

（予習：2時間）
プロジェクトマネジメントとはどのようなもの
か、テキストを用いて調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの運営と事務局業務②

講義

（予習：2時間）
イベント運営の考え方、事務局業務と当日の会
場運営の特に実務について、テキストを用いて
調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントマーケティングの基礎と戦略について

講義およびグルー
プディスカッショ
ン

（予習：2時間）
イベントマーケティングの基礎としての関係性
マーケティングについて、テキストを用いて調
べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベント会場の設営と施工計画、管理について

講義

（予習：2時間）
イベント制作から施工までの用語の区別や内
容、過程についてテキストを用いて調べてくる
こと

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの運営と事務局業務①

講義

（予習：2時間）
イベント運営の考え方、事務局業務と当日の会
場運営について、テキストを用いて調べてくる
こと

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントにおける告知や集客業務とその方法

講義

（予習：2時間）
イベントの告知・集客に関する基本的な考え方
をテキストを用いて調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントのプログラムの制作と演出について

講義

（予習：2時間）
イベントプログラムの制作とそのポイントにつ
いてテキストを用いて調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの企画と計画に基本的な手法、構造について

講義

（予習：2時間）
イベントの企画と計画の違い、計画の基本構造
についてテキストを用いて調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの入札、企画書の構成とプレゼンテーション

講義およびグルー
プディスカッショ
ン

（予習：2時間）
イベントの企画書づくりと効果的なプレゼン方
法について、テキスト用いて調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの事業主体や目的等による、様々分類方法について

講義

（予習：2時間）
イベントの様々な分類方法についてテキストを
用いて調べること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベント業務全体の管理運営について

講義

（予習：2時間）
イベントの4大管理について、テキストを用い
で調べてくること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと

【授業内容】
イベントの概念・構造・機能、イベントの社会経済的効果

講義

（予習：2時間）
イベントの定義、効果についてテキストを用い
て調べること

（復習：2時間）
配布資料とテキストを振り返り、読むこと



14

＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

定期試験は実施しない（希望者は資格試験受験）

【授業内容】
イベントのコンプライアンスとユニバーサルイベント

講義

（復習：4時間）
ユニバーサルイベントについて、テキストを用
いて調べてくること
配布資料とテキストを振り返り、読むこと



授業回

1 工藤

【授業内容】
オリエンテーションと実習の進め方等の説明。実習や観戦者調査日程
等の調整。

【授業方法】
配布資料、スライド、Googleフォームなどを使用。

（予習：1時間）
シラバスの内容を予めよく読み、実習の概要や
目標、履修要件などを確認する。

（復習：1時間）
実習、観戦者調査参加スケジュールの調整。他
の集中講義日程と後洋服の確認。

備考

【学修時間】
　本科目は、講義および演習の授業形態による２単位の科目であり、授業60時間と準備学習30時間の計90時間の学修を必要とする内容を
もって構成する。
【その他】
特になし

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
　担当： 工藤康宏
E-mail：　ykudou@juntendo.ac.jp
【オフィスアワー】
　火曜　16:30-17:30
　木曜　13:00-14:00（前期)、金曜　13:00-14:00（後期)

担当教員の実務経験

参考文献

課題レポートは後日の授業で返却し、評価や助言を各受講者へフィードバックする。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法 実習への参加（20％）、実習態度（30％）、報告書の作成（50％）を総合して評価する。

評価基準
1. スポーツイベント参加者、観戦者などを対象に、質問紙を作成し、調査を実施することができる。（フィールドワークの実施）
2. 実際のプロスポーツのゲーム運営補助を行い、観戦者の観察を行うことができる。（フィールドワーク・報告書の作成）
3. .得られた調査データを集計し、基礎的な分析を行い、簡単な報告書を作成できる。（報告書の作成）

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

この科目は、「スポーツ健康科学を中心とした教養」、「コミュニケーション力」という学位授与方針の達成に寄与する。
この科目は、プロスポーツ観戦者調査とホームゲーム運営を通じて、マーケティングリサーチの手法を体験することを目的としている。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
　スポーツマーケティング、イベント概論を受講していることが望ましい。フィールドワークを実施してもらうため、５回程度の授業が通
常の時間割帯ではなく、プロスポーツリーグの試合が開催される土･日となる。交通費などの費用は、個人負担となる。2日間の実習と1日
の調査に参加することが必要となる。一部の授業をコンピュータ実習室で行う。
【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
1.学生の講義内容の理解の確認や教員へのフィードバックのために、スマートフォンあるいはタブレット等のQRコードリーダーを使用する
場合がありますので、使用できるように準備すること。その回答を参考に、次週、口頭でフィードバックを行います。また、プロスポーツ
リーム担当者からの実習や報告書に対するフィードバックを行う。
【テキスト・参考書等】
随時指示する。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，演習の授業形態で行われる。スポーツマネジメントにおけるスポーツサービスや経営資源の配分・管理に関わる学習内容やス
ポーツビジネスの実際について，模擬的・統合的に実践を通して学ぶ。スポーツマーケティングを始めとするスポーツマネジメントに関す
る主要な分野において，集中講義により基本的スキルを習得し，スポーツイベントの現場でのフィールドワークを行うなど，目的に応じた
様々な形式で演習を行い，知識や技能の習得を目指す。

到達目標
1.マーケティングリサーチ、CS調査の手法の基礎を知っている。
2.スポーツイベント参加者、観戦者などを対象に、質問紙を作成し、調査を実施できる。
3.得られた調査データから、簡単な報告ができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 工藤　康宏 ナンバリング MGT3343

科目名 【新カリ】スポーツマネジメント演習 授業形態 演習

英語科目名 【新カリ】スポーツマネジメント演習 対象学年 3年

担当教員 工藤　康宏、水野　基樹、小笠原　悦子、スポーツ健康科学部教員共通
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定期試験は実施しない

【授業内容】
統計分析と図表作製、図表の読み取り

【授業方法】
コンピュータ実習室にて、PCを使用し図表の作成等を行う。

（予習：4時間）
データ入力を行うこと。

（復習：4時間）
図表の作成、解釈を行い、文章を作成する。課
題提示。

【授業内容】
報告書の作成

【授業方法】
コンピュータ実習室にて、PCを使用し図表の作成等を行う。

（予習：3時間）
図表、文章の作成を行う。

（復習：4時間）
課題提示。

【授業内容】
フィールドワーク3日目①

【授業方法】
観戦者調査

（予習：1時間）
必要な装備の準備と最終確認をする。

（復習：1時間）
実習中の活動内容や感じたことなどを記録し振
り返る。

【授業内容】
データ入力、クリーニング、基礎統計分析

【授業方法】
コンピュータ実習室にて、PCへの入力作業を行う。

（予習：3時間）
データ入力、クリーニング、基礎統計寮につい
て調べること。

（復習：2時間）
データ入力を行うこと。課題提示。

【授業内容】
フィールドワーク2日目①

【授業方法】
ホームゲーム運営

（予習：1時間）
必要な装備の準備と最終確認をする。

（復習：1時間）
実習中の活動内容や感じたことなどを記録し振
り返る。

【授業内容】
フィールドワーク2日目②

【授業方法】
ホームゲーム運営

（予習：1時間）
必要な装備の準備と最終確認をする。

（復習：1時間）
実習中の活動内容や感じたことなどを記録し振
り返る。

【授業内容】
フィールドワーク1日目①

【授業方法】
ホームゲーム運営

（予習：1時間）
必要な装備の準備と最終確認をする。

（復習：1時間）
実習中の活動内容や感じたことなどを記録し振
り返る。

【授業内容】
フィールドワーク1日目②

【授業方法】
ホームゲーム運営

（予習：1時間）
必要な装備の準備と最終確認をする。

（復習：1時間）
実習中の活動内容や感じたことなどを記録し振
り返る。

【授業内容】
調査テーマ、および質問項目の発表

【授業方法】
グループ発表形式

（予習：4時間）
調査テーマの決定、質問項目の検討、先行研究
の収集、グループ発表準備
（復習：2時間）
配布資料をよく読むこと。質問項目の検討。

【授業内容】
質問紙の作成、フィールドワーク準備

【授業方法】
配布資料、スライド、Googleフォーム、グループワーク

（予習：4時間）

（復習：4時間）
質問紙の作成。課題提示。

【授業内容】
プロスポーツチームの環境分析、PEST、SWOT、３C、STP（セグメン
テーション、ターゲティング、ポジショニング）、マーケティング
ミックス、４Pなどについて学ぶ。また、観戦者調査項目の選定をグ
ループで検討する。

【授業方法】
配布資料、スライド、Googleフォームなどを使用。

（予習：2時間）
SWOT分析を行ってくること。

（復習：3時間）
配布資料をよく読み返す。観戦者調査の質問項
目の収集、検討。課題提示。

【授業内容】
社会調査について学ぶ。

【授業方法】
配布資料、スライド、Googleフォームなどを使用。

（予習：2時間）
社会調査、およびスポーツ観戦者調査について
調べてくること。

（復習：3時間）
配布資料をよく読み返す。観戦者調査の質問項
目の収集、検討。課題提示。

【授業内容】
マーケティング・リサーチ、マーケティングの全体像、フレームワー
クなどを学ぶ。

【授業方法】
配布資料、スライド、Googleフォームなどを使用。

（予習：2時間）
マーケティングリサーチとCS調査について調べ
る。

（復習：2時間）
配布資料などをよく読み返すこと。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：竹内由利子（たけうちゆりこ）
E-mail：y-takeuchi＠juntendo.ac.jp（［＠］を半角に変更してください）
【オフィスアワー】
　随時メールで受付。必要に応じて出校日の授業前後の時間で面談もします。

担当教員の実務経験

参考文献

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法

【成績評価の基準】
１．講義した内容について、概念、定義ともに論述できる(定期試験・レポート)。
２．主要な財務諸表を読み、記載内容を理解している(定期試験・演習・取り組む姿勢・レポート)。
３．主要な経営指標を用いて、基本的な経営分析ができる(定期試験・演習・取り組む姿勢・レポート)。
４．今日的な資金調達の方法を幅広く理解している(定期試験・レポート)。
５．企業や各種団体のＩＲ情報の活用方法を理解している(授業参加・演習・レポート)。 
６．企業や各種団体の財務戦略や意思決定の方法を理解している(定期試験・演習・レポート)。

【成績評価の方法】
演習：10％、取り組む姿勢：10％、課題レポート：30％、定期試験：50％を総合して評価する。

評価基準

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
経営学、経営組織論を受講していること、簿記・会計の知識があればなお良いが、いずれも必須ではない。

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
課題レポートは、授業中の発表やディスカッションの中で解説する。定期試験後は、要望があれば解説する。

【テキスト・参考書等】
テキストは指定しない。毎時間レジュメを配付する。
参考書は必要に応じて授業内で指示する。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
本科目は，講義および演習の授業形態で行う。経営資源の「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」を合理的かつ現実的にマネジメントする能力
を身に付けるために，企業経営の源泉と言える「カネ」の意味と役割を理解し，スポーツをビジネスとして遂行するために必要なファイナ
ンスの基本を修得することを目標とする。企業の財務戦略や意思決定を，「カネ」の流れを主軸としたケーススタディをもとに，管理会
計・財務会計・連結会計による財務のグローバルスタンダードと監査の視点を持って，経営戦略，経営政策等の実態を把握して分析できる
力をつけ，スポーツ組織，スポーツ産業におけるファイナンスの発展的理解と活用技術の獲得を目指す。

【授業の位置づけ（学位授与方針に定められている知識・能力等との関連）】
この科目は「国際的視野を持ち、ビジネス対象としてのスポーツを「ヒト・モノ・カネ・情報」という経営
資源の側面からマネジメントできる能力」を身にけるという学位授与方針の達成に寄与する。

【授業の到達目標】
１．講義した内容について、概念、定義ともに論述することができる。
２．主要な財務諸表を読み、記載内容を理解することができる。
３．主要な経営指標を用いて、基本的な経営分析ができる。
４．今日的な資金調達の方法を幅広く理解している。
５．企業や各種団体のＩＲ情報の活用方法を理解している。 
６．企業や各種団体の財務戦略や意思決定の方法を理解している。

到達目標

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 竹内　由利子 ナンバリング MGT3347

科目名 【新カリ】スポーツファイナンス 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツファイナンス 対象学年 3年

担当教員 竹内　由利子、スポーツ健康科学部教員共通
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［授業内容］
財務諸表の読み方（４）

［授業方法］キャッシュフロー計算書基本的な読み方を学ぶ。
作成のプロセスと記載内容の意味を解説し、ケーススタディーを用い
て演習する。

（予習：2時間）
新聞の経済記事より企業の財務情報に関わる
ニュースをピックアップし論点をまとめてお
く。
なぜその企業を選んだのか、その理由も整理し
ておく。

（復習：2時間）
ケーススタディーの復習をする。

［授業内容］
財務諸表の読み方（２）

［授業方法］
貸借対照表の基本的な読み方を学ぶ。作成のプロセスと記載内容の意
味を解説し、ケーススタディーを用いて演習する。

（予習：2時間）
新聞の経済記事より企業の財務情報に関わる
ニュースをピックアップし論点をまとめてお
く。なぜその企業を選んだのか、その理由も整
理しておく。

（復習：2時間）
ケーススタディーの復習をする。

［授業内容］
財務諸表の読み方（３）

［授業方法］
損益計算書基本的な読み方を学ぶ。
作成のプロセスと記載内容の意味を解説し、ケーススタディーを用い
て演習する。

（予習：2時間）
出身地の地元企業ナンバーワンと思われる企業
の
財務情報をピックアップしておく。なぜその企
業
を選んだのか、その理由も整理しておく。

（復習：2時間）
ケーススタディーの復習をする。

［授業内容］
証券市場と今日的な資金調達方法

［授業方法］
企業や団体における資金調達のバリエーションと方法、今日的な課題
について理解する。

（予習：2時間）
興味のある企業や団体をリストアップする。な
ぜ興味があるのか、その理由も整理しておく。

（復習：2時間）
株式市場のトピックスで興味のある会社の周辺
情
報を収集しておくなぜ興味があるのか、その理
由
も整理しておく。

［授業内容］
財務諸表の読み方（１）

［授業方法］
企業や団体の財務情報の内容と収集方法を理解する。

（予習：2時間）
興味のある企業や団体をリストアップする。な
ぜ興味があるのか、その理由も整理しておく。

（復習：2時間）
興味のある企業や団体のウェブページから財務
情報へアクセスし、情報収集の方法を復習す
る。なぜ興味があるのか、その理由も整理して
おく。

［授業内容］
スポーツファイナンスへの招待

［授業方法］
ガイダンス。講義の目的、内容、評価について説明する。

（予習：1時間）
シラバスの内容を良く確認し、ガイダンスに臨
む。

（復習：1時間）
他のマネジメント系科目の履修状況を良く確認
し
て、履修計画を立てる。

（課題レポート）
指示に従い作成し、期限までに提出する。

［授業内容］
ファイナンスと経営管理との関係

［授業方法］
ファイナンスの定義と範囲、経営管理との関連を理解する。

（予習：1時間）
履修済みの経営学関連科目の内容を復習してお
く。

（復習：1時間）
特に定義を良く復習し、理解しておく。

備考

【学修時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の
学修を必要とする内容をもって構成する。

【その他】
リアルタイムのケーススタディを多用するので、新聞（一般紙で良い）の経済記事に良く目を通し、日常的
に企業情報に関心を持つこと。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間
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定期試験の実施

（授業内容）
スポーツ組織におけるファイナンスの特性と役割

（授業方法）
第2〜12講までの振り返りとまとめ。

（予習：2時間）
第2〜12講までのレジュメを整理しておく。

（復習：4時間）
第2〜本講までの課題の復習をしておく。

（授業内容）
企業の社会性評価

（授業方法）
経営指標による分析結果だけでなく、社会的な貢献、教育的貢献、地
域的貢献などの視点を併せた総合的な観点から、企業や団体の実態把
握と評価を試みる。

（予習：2時間）
指示した企業や団体の財務関係とＣＳＲについ
て、資料を収集し揃えておく

（復習：5時間）
全講について総復習するとともに、マネジメン
トに対する自身の着眼点・論点を整理してお
く。

［授業内容］
課題レポートの発表

［授業方法］
提出した課題レポートについて発表し、ディスカッションする。

（予習：5時間）
課題レポートを完成させる。

（復習：2時間）
ミニレポートの作成。ディスカッションした内
容と自身のレポートの同意点と異なる点をまと
める。

（授業内容）
利益計画と予算管理

（授業方法）
損益分岐点分析をもとにした利益計画の手法を学ぶ。ケーススタディ
を使って演習する。

（予習：2時間）
指示された企業や団体の財務情報を収集する。

（復習：2時間）
課題のプリントで復習する。

［授業内容］
経営分析（２）

［授業方法］
主な経営指標を用いて、企業の収益力の分析実習をする。

（予習：2時間）
指示された企業や団体の財務情報を収集する。

（復習：2時間）
指示のあった企業の財務情報をピックアップし
て
おく。

［授業内容］
経営分析（３）

［授業方法］
主な経営指標を用いて、企業の成長性と市場での優位性、投資価値の
分析実習をする。

（予習：2時間）
指示された企業の財務情報を収集する。

（復習：2時間）
指示のあった企業の財務情報をピックアップし
て
おく。

（課題レポート）
指示に従い作成し、期限までに提出する。

［授業内容］
経営分析（１）

［授業方法］
主な経営指標を用いて、企業の安全性、支払能力の分析演習をする。

（予習：2時間）
指示された企業や団体の財務情報を収集する。

（復習：2時間）
ケーススタディーを使って、指標による計算の
復
習をする。



＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）



授業回

備考

【学習時間】
この授業は、講義の授業形態による2単位の科目であり、授業30時間と準備学習60時間の計90時間の学修を必要とする内容をもって構成す
る。

【その他】
新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて、成績評価の基準、方法及び授業計画を変更する場合があります。

授業計画

担当者 授業内容 授業方法 ＊ 予習・復習・レポート課題等と学習時間

授業の際に提示する。

その他

連絡先・オフィスア
ワー

【連絡先】
担当：水野基樹
mtmizuno[at]juntendo.ac.jp （[at]を＠に変更してください）

【オフィスアワー】
日時：月曜日　10時〜12時、火曜日　15時〜16時
場所：1号館3階1320室
※上記の時間帯は予約が無くても対応しますが、予約があった学生を優先します。
できる限り、前日までにE-Mailで予約するように心掛けてください。

担当教員の実務経験

特になし。毎回の授業で参考資
料を配布します。

参考文献

【課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法】
授業やレポートにおけるコメントを通してフィードバックを行う。

テキスト

書名 著者 出版社 ISBN 備考

成績評価の方法

評価方法
【評価方法】
「スポーツ組織」に関する基本的な知識とノウハウの習得、授業参加、事前・事後学習の態度、レポート、期末試験により総合的に判断し
ます。具体的には、授業態度・取り組む姿勢：10％、事前・事後学習10％、レポート課題：10％、定期試験：70％。

評価基準

【評価基準】
１．基礎的な経営学理論を論理的に説明できるか定期試験で評価します。
２．日本経済新聞やビジネス雑誌を読みこなすことができるように、授業の事前・事後の学習を評価します。
３．スポーツ組織の事例（Case Study）を理論と結び付けて考える能力が向上したかレポート課題により評価します。
４．その他、学習意欲や参加態度を講義内の小テストや課題などで評価します。

試験・課題に対するフィードバック方法

授業の位置づけ この科目は、コース科目群・スポーツマネジメントコース科目の選択必修科目である。

ディプロマ・ポリ
シー、コンピテンシー
との関連

　この科目は、スポーツ健康科学部の学位授与方針に定める「協働による課題解決のためのコミュニケーション能力」の習得、スポーツマ
ネジメントコースの学生にとっては、「経営学、社会学、マーケティング等を応用したスポーツマネジメントの知識技能」、「経営資源の
側面からマネジメントできる能力」を養う科目として位置づけられる。

履修上の注意、履修要
件

【履修要件】
経営組織論やスポーツマーケティングなどを履修していることが望ましいですが、必ずしも必要条件ではありません。
（履修上の注意（科目独自のルール））
高い意欲をもって履修してください。

授業概要

全体内容

【授業全体の内容】
　本科目は，講義の授業形態で行われる。多種多様なスポーツ組織を個別に扱うのではなく，あらゆるスポーツ組織に共通する特性を理解
する。オーソドックスな組織論の分析レベルであるミクロ組織論とマクロ組織論の分類を理解した上で，その中間に位置するメゾ組織論す
なわち，組織内部のコミュニケーションや意思決定のプロセス及び組織変革とリーダーシップの関係性などについても学ぶ。さらに，ス
ポーツ組織の組織構造や戦略などの視角から，プロスポーツチーム（NPB，Jリーグ，Bリーグ）や競技団体などについて理解する。

到達目標

【授業の到達目標】
１．基礎的なスポーツ組織に関する理論を論理的に説明できる。
２．日本経済新聞やビジネス雑誌を読みこなすことができる。
３．スポーツ組織の事例（Case Study）を理論と結び付けて考えることができる。

開講学期 2022年度後期 単位数 2単位

代表教員 水野　基樹 ナンバリング MGT3348

科目名 【新カリ】スポーツ組織マネジメント 授業形態 講義

英語科目名 【新カリ】スポーツ組織マネジメント 対象学年 3年

担当教員 水野　基樹、スポーツ健康科学部教員共通
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水野

【授業内容】
【効果的コミュニケーションと情報フィードバック①】
対人的コミュニケーションおよび組織における効果的なコミュニケー
ション戦略を解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【効果的コミュニケーションと情報フィードバック②】
対人的コミュニケーションおよび組織における効果的なコミュニケー
ション戦略を解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織成員の動機づけ（3 次元モチベーション理論）①】
モチベーション理論における欲求系・認知系・報酬系を包含する三次
元理論を解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織成員の動機づけ（3 次元モチベーション理論）②】
モチベーション理論における欲求系・認知系・報酬系を包含する三次
元理論を解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織論の学問的位置づけ】
ミクロ組織論とマクロ組織論の学問領域を概観し、組織論における位
置づけを解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織開発および組織行動学の学問的位置づけ②】
個人のパーソナリティと組織における人間行動や対人認知、また、
パーソナリティについて解説する。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。
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水野

【授業内容】
【ケースメソッド(1)：箱根駅伝チーム①】
駅伝チームの高いモチベーションを引き出すための方策について、グ
ループ討議、ディスカッションを行う。

（授業方法）講
義・グループワー
ク・ディスカッ
ション
受講者参加（主
導）型のケースス
タディ法を用い
る。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【ケースメソッド(1)：箱根駅伝チーム②】
駅伝チームの高いモチベーションを引き出すための方策について、グ
ループ討議、ディスカッションを行う。

【授業方法】講
義・グループワー
ク・ディスカッ
ション
受講者参加（主
導）型のケースス
タディ法を用い
る。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織変革と組織開発①】
スポーツ組織の組織変革の実践事例を紹介し、管理者の在り方やチー
ムビルディングの方法を考える。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【組織変革と組織開発②】
スポーツ組織の組織変革の実践事例を紹介し、管理者の在り方やチー
ムビルディングの方法を考える。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【リーダーシップ理論の俯瞰①】
管理者の役割とリーダーシップ理論を俯瞰し、リーダーシップ戦略の
有効性を探る。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【リーダーシップ理論の俯瞰②】
管理者の役割とリーダーシップ理論を俯瞰し、リーダーシップ戦略の
有効性を探る。

【授業方法】講
義・グループワー
ク
基本的には座学を
中心とする講義形
式ではあるが、適
宜グループワーク
を用いる。また、
当該テーマに関す
る理論の解説と組
織の事例（VTR）
を紹介する。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。
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＊ アクティブラーニングの要素を取り入れている場合、その内容を明記（PBL、反転授業、グループワーク、討議、発表等）

水野 定期試験の実施

水野

【授業内容】
【ケースメソッド(2)：MLB オークランドアスレティックス①】
貧乏球団を強豪チームに変身させたGMのケースを基に、グループ討
議、ディスカッションを行う。

【授業方法】講
義・グループワー
ク・ディスカッ
ション
受講者参加（主
導）型のケースス
タディ法を用い
る。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。

水野

【授業内容】
【ケースメソッド(2)：MLB オークランドアスレティックス②】
貧乏球団を強豪チームに変身させたGMのケースを基に、グループ討
議、ディスカッションを行う。

【授業方法】講
義・グループワー
ク・ディスカッ
ション
受講者参加（主
導）型のケースス
タディ法を用い
る。

（予習：3時間）
授業で扱うテーマ、問題についての資料を配布
し、事後理解を深めるとともに、課題レポート
等を課し提出させる。講義の開始時に解説す
る。

（復習：1時間）
次回のテーマに関する参考資料を配布し、テキ
ストの該当箇所と合わせてリーディング・アサ
インメントを課す。
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